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序

近年、鳥取県では妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとする古代の重要な

遺跡の発見が相次いでおり、当時の集落の姿や暮らしの様子が具体的に語られる

ようになりつつあります。

先人が残した素晴らしい遺産を後世に伝承することは、現在に生きる私たちの

重要な責務です。

ところで、県内においては、現在、山陰自動車道の整備が着々と進められてい

るところでありますが、当財団は、国土交通省からの委託を受け、この事業に係

わる一般国道9号(東伯中山道路)の改築に先立つ埋蔵文化財の発掘調査を実施

してきました。

そのうち、久蔵峰北遺跡、腹谷遺跡、岩本遺跡など、この地域の歴史を解明す

るための重要な資料を確認することができ、このたび、調査結果を報告書として

まとめることができました。

この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助となり、埋蔵文化財

に対する理解がより深まることを期待しております。

本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉河川国道事務所、地元関係者の方々

には、一方ならぬ御指導、御協力を頂きました。心から感謝し、厚く御礼申し上

げます。

平成16年3月

財団法人鳥取県教育文化財団

理事長有国博充



序文

一般国道9号は、起点の京都府京都市から山口県下関市にいたる、総延長約691kmの

幹線道路であり、西日本日本海沿岸地域の産業・経済活動の大動脈として、地域住民の

生活と密着し大きな役割を果たしています。

このうち、国土交通省倉吉河川国道事務所は、東伯郡泊村から米子市(鳥取 島根県

境)までの76.6kmを管轄しており、時代の要請に沿った各種の道路整備事業を実施して

いるところです。

東伯中山道路は、東伯郡東伯町から西伯郡中山町にかけての、国道9号の渋滞緩和、

荒天時の交通障害の解消、また、災害時の緊急輸送の代替道路確保、などを目的として

計画された高規格幹線道路(自動車専用道路)であり、鋭意事業に着手しているところ

です。

このルートには、多数の埋蔵文化財包蔵地がありますが、鳥取県教育委員会と協議を

行い、文化財保護法第57条の 3の規定に基づき、鳥取県教育委員会教育長に通知した結

果、事前に発掘調査を実施し、記録保存を行うこととなりました。

平成15年度は、「中尾第 1遺跡」、「井図地頭遺跡JI三林遺跡」、「笠見第3遺跡」、「久

蔵峰北遺跡、」、「腹谷遺跡」、「岩本遺跡」、「八橋第8・9遺跡」、「別所中峯遺跡JI松谷

中峰遺跡」の10遺跡について財団法人鳥取県教育文化財団と発掘調査の委託契約を締結

し、同埋蔵文化財センターによって発掘調査が行われました。

本書は、上記の「久蔵!峰北遺跡JI自主谷遺跡JI岩本遺跡」の調査成果をまとめたもの

です。この貴重な記録が、文化財に対する認識と理解を深めるため、ならびに、教育及

び学術研究のために広く活用されることを願うと同時に、国土交通省の道路事業が、文

化財保護に深い関心を持ち、記録保存に努力していることをご理解いただければ幸いと

存じます。

事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の編集にいたるまで御尽力いただいた

財団法人鳥取県教育文化財団の関係者に対して、心から感謝申し上げます。

平成16年3月

国土交通省倉吉河川国道事務所

所長矢田光夫



例

1.本書は平成15年度に行った国土交通省一般国道9号(東伯中山道路)の改築に伴う埋蔵文化財発

掘調査事業による、久蔵峰北遺跡、腹谷遺跡、岩本遺跡、の発掘調査報告書である。

2. 本報告書に収載した遺跡の所在地は以下の通りである。

久蔵i峰北遺跡:鳥取県東伯郡東伯町大字八橋字龍王頭2481-1ほか

強谷遺跡:鳥取県東伯郡東伯町宇i塩谷2531

岩本遺跡:鳥取県東伯郡東伯町字御建山2731 8 

3. 本報告書における方位、座標値は世界測地系に準拠した国土座標第V系に基づく。

またレベルは海抜標高を示す。

4. 本報告書に掲載した地図は国土地理院発行の 1/50000地形図「伯書浦安」、東伯町地形図1/5000

「新農業構造改善事業東伯地底 (No.1 ) J を使用した。

5. 本報告における一部の出土石器の石材鑑定を赤木三郎氏に依頼した。 また、玉類の産地分析を藁

科哲男氏に、炭化材の樹種同定をパリノサーヴ、エイ株式会社に依頼し、 玉稿をいただいた。

6. 本書の執筆は、調査員小山浩和、 野口良也、長尾かおり、浅田康行、阪上志緒里、 小谷郁夫、岩

井美枝、原あずさ、福井流星が分担し、 目次と文末に文責を記した。編集は、 小山、野口、長尾

が行一った。

7. 本報告書に使用した遺構・遺物写真は航空写真を除いて調査員が撮影した。

8. 本報告にあたり久蔵i峰北遺跡と』塩谷遺跡、の調査前・調査後測量を業者に委託した。

9. 出土遺物や図面、写真などの記録は鳥取県埋蔵文化財センターにて保管している。

10.現地調査及び報告書作成にあたり下記の方々にご指導、 ご協力いただいた。

記して謝意を表する次第である。

小林義孝、丹羽野裕、深田 浩、米田克彦 (JII貢不同敬称略)

凡 例

1.本報告書で用いた遺構の略号は以下の通りである。

SI :竪穴住居跡 SB:掘立柱建物 SK:土墳・土坑 SD:溝 p:柱穴・ピット

2.遺構図の地山は斜線のトーンで示した。特に指定がない限り、薄いトーンは貼床範囲を、濃いトー

3. 

ンは焼土範囲を、砂目は炭化物検出範囲を示す。

遺物実測図の断面は須恵器を黒塗りとし、 土器・土製品は白抜き、石器、鉄器類は斜線で示した。

土器の年代観は以下の文献に拠る。

弥生土器:清水真一

まfl:編

1992 「因l陪・伯香J~弥生土器の様式と編年一山陽・山 i陰編」 木工平社 政問臨夫・松本岩

土師禄:牧本哲雄 1999 1古墳時代の土器についてJ~長瀬高浜遺跡四・圏第 6 遺跡」

古代の土器研究会編 1992 ~古代の土器 1 都城の土禄集成」

須恵器:田辺昭三 1981 ~須恵器大成J 角川|書応

鳥取県教育文化財団

巽浮一郎 1979 11土器類J1I伯者国庁跡発掘調査概報 (5 ・ 6 次)~ 倉吉市教育委員会
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第 l章調査の経緯と経過

第1章調査の経緯と経過

第1節調査に至る経緯

本発掘調査は、国土交通省が進めている一般国道9号線東伯中山道路の改築に伴う、東伯町内の工

事予定地に所在する埋蔵文化財の記録保存を目的としたものである。

当該地は遺跡として登録はされていなかったが、周辺には従来多数の遺跡が知られていた。そのた

め東伯町教育委員会は、鳥取県教育委員会事務局文化課と協議を行い、これらの遺跡及び遺構の範囲

を確認するための試掘調査を実施することとした。調査の結果、弥生時代・古墳時代の遺物・遺構が

確認され、本遺跡の存在が明らかになった。

これを受けて、国土交通省中国地方建設局倉古河川国道事務所は、鳥取県教育委員会事務局文化課

と協議し、文化財保護法第57条の3に基づく発掘通知を行った上で、鳥取県教育委員会教育長の指示

によって財団法人鳥取県教育文化財団に遺跡の発掘調査を委託した。その後、当財団が文化財保護法

第57条の lに基づく発掘調査届けを提出し、埋蔵文化財センターが平成15年度の発掘調査を担当する

こととなった。

/ 
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第 1図 久蔵峰北・虫夏谷・岩本遺跡位置図
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第 1章調査の経緯と経過

第2節調査の経過

調査日誌抄

久蔵峰北遺跡

4/17調査前空撮(業者委託)

4/21調査前測量(業者委託)開始

4/25調査前測量は西半部を終了

4/30表土剥ぎ西半部から開始

5/12北西部から遺構検出を開始

重機による表土剥ぎも継続

5/13メッシュ杭設置開始(業者委託)

調査前測量終了

5/26重機による表土剥ぎ終了

5/27北東側遺構検出作業を開始

6/2南西側遺構検出作業を開始

6/6 SK8から水晶剥片出土

6/26 SI19からガラス製小玉出土

7/14布掘掘立柱建物 1検出、掘り下げ開始

8/1農道の代替地の調査を終了

8/6 SI10焼土塊の除去

8/21 SI40からヒスイ勾玉出土

8/27 SD 1からガラス小玉出土

9/3 SK29から副葬品出土

9/4農道付替工事着工(国交省)

9/25代替え道設置工事終了を受けて農道下表土剥

ぎ開始

9/30農道下表土剥ぎ終了

10/2 SK32から土器が多数出土

10/6 SI58から水晶製切子玉、玉類の剥片類が出土

10/28 SI60から水晶剥片出土

10/29現地にて記者発表数社来訪

問/30山陰放送の取材

調査後地形測量(業者委託)

11/1現地説明会開催 124名来訪

11/14調査後空撮(業者委託)調査終了

一一 2 

捜谷遺跡

4/17調査前空撮(業者委託)

4/21調査前測量(業者委託)開始

5/1重機による表土剥ぎ開始(業者委託)

5/12発掘調査を開始

5/13メッシュ杭設置開始(業者委託)

5/29重機による表土剥ぎ終了

6/2 SIlを検出

6/10谷部・調査区東側尾根部の調査開始

SI4の検出

7/9 SI2の調査

7 /14 SI2より勾玉出土

7 /22 SI3の調査

7 /31調査終了

8/6調査後空撮(業者委託)

8/20調査後測量(業者委託)

11/ 1現地説明会(久蔵峰北遺跡にて遺物展示解説)

岩本遺跡

8/1調査前地形測量及び調査開始

SD 1を石在言志

8/6 トレンチ内SD1を掘り下げ

8/7 メッシュ杭設置

8/19調査地南側より人力による表土革Ijぎ開始

8/26調査地南側より重機による表土剥ぎ開始(業

者委託)

8/27 SD 1全体を検出

9/8地形測量開始

9/11遺構完掘

9/18調査終了

調査後空撮(業者委託)



第 1章調査の経緯と経過

第3節調査体制

調査は以下の体制で実施した。

0調査主体 財団法人鳥取県教育文化財団

理 事 長 有田博充

常務理事 JII口 一彦(鳥取県教育委員会事務局次長)

事務局長 下回弘人

埋蔵文化財センター

所 長 田中 弘道(兼・鳥取県埋蔵文化財センタ一所長)

次 長 竹内 茂

次 長 加藤隆昭

調査課長(兼) 加藤隆昭

企画調整班長 山祈雅美

文化財主事 下江健太

庶務課長(兼) 竹内 茂

主任事務職員 矢部美恵

事務職員 田中陽子、大)I[秋子、植田恵子(9月退職)

谷垣真寿美、小谷有里

事務補助員 山根美代(11月採用)

O調査担当 埋蔵文化財センター東伯調査事務所

所 長 佐治孝二℃

班 長 牧本哲雄

文化財主事

調査員

調査補助員

事務補助員

小山 浩和(久蔵峰北遺跡担当)

野口 良也(腹谷遺跡・久蔵峰北遺跡担当)

長尾かおり(岩本遺跡担当)

浅田 康行(久蔵峰北遺跡担当)

福井流星(岩本遺跡担当)

阪上志緒里(久蔵峰北遺跡担当)

漬いづみ([日姓河本 9月退職)

大田直子

0調査指導 鳥取県教育委員会事務局文化課、鳥取県埋蔵文化財センター

O調査協力 東伯町教育委員会
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第2章位置と環境

第1節地理的環境

今回調査が行われた東伯町は、鳥取県中部(東伯者)の西側に位置する。大山連峰の烏ヶ山(1381

m) と野田ヶ山を結ぶ線を南西端とし、北東に細長い三角状に広がって北端は日本海に至る。東西

15.2km、南北16.8km、総面積は約82.2kniで、県面積の約2.3%を占めている。人口は約12，400人(平成15

年末)で少子高齢化の進展で昭和期に比して漸減傾向にある。昭和29年の 5町村合併により、混乱を

避け中立的な名称、東伯者を意味する現町名となった。全国的な市町村合併の潮流の中で、平成16年

9月1日には赤碕町との合併が予定されている。

本町の南側には矢筈ヶ山、烏ヶ山の大111前峰に続く山麓台地が広がる。北側は、大山山麓を源とす

る加勢蛇)11、洗州、倉坂川が北流し広い扇状地を形成している。加勢蛇川、洗)11に挟まれた扇状地に

は律令時代の条里制が旧地名や地割りに残る地域がある。しかし、加勢蛇)11は近世まで氾濫を繰り返

した県内屈指の荒れJIIであり、概ね残りが良いとは言い難い。加勢蛇JIIの東岸地域は火山扇状地性台

地が広がり、ここには大小の農業用ため池がみられる。荘園が発達した平安中期頃よりそれらから導

水し、現大栄町域へも広がる稲作・畑作地帯を形成したものと考えられる。

加勢蛇川の最上流域には大山滝があり、そこから地獄谷~大休峠付近~大山町の川床を経て大山博

労座に通じる急峻な古道がある。この)11床道は江戸時代から昭和初期にかけて、大山参拝の往還道で

あるとともに、東伯書地方から市の立つ大山へ牛馬を運ぶ重要な短絡ルートであった。また、海岸沿

いの八橋地区には古代から伯書の東と西をつなぐ交通の要衝として古代山陰道の清水駅が置かれ、中

世以降はE陵北端部に八橋城が築かれるなど、交流及び戦略的な活動が繰り広げられた地でもある。

昭和20年代より盛んになり、北米や香港・シンガポールなどにも輪出される二十世紀梨生産は本県

東郷町に次ぐ生産量を誇る。本調査地でも近年まで梨生産が行われていた。また、水稲とともに芝生

産、酪農、ブロイラー・和牛などの畜産も主要な農業分野である。

海岸部近くを東西に走る国道9号線沿線には、近年商業及び公共施設が急速に立地し、酒造、弱電、

食品製造などの工場群とともに都市機能を形成している。

久蔵i峰北遺跡、虫夏谷遺跡、岩本遺跡は、 JR八橋駅の南南西約1.3km、八橋川東岸の南北に伸びるE

陵上に位置している。各遺跡はそれぞれ小規模な谷で隔てられており、東側から久蔵峰北遺跡、自主谷

遺跡、岩本遺跡の)11員に並ぶ形で位置している。

すi与

(浅田、小谷)

岡山県

広島県 1
 
1
 
1
4
 

'
b仇ハU5
 

ハυ
;

第 2図東伯町位置図
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第2章 位龍一と環境

z 一一一………

A古墳 0 古墳'/t下 @遺跡

護霊平成14・15年度当財団調査地

1松谷中i峰遺跡 2 JjIJ所中峯遺跡 3八橋第8・9遺跡 4岩本遺跡 5捜谷遺跡 6久蔵峰北遺跡 7笠見第3

遺跡 8三林遺跡、(旧田越第4遺跡 9井図地中ソネ遺跡、 10井図地頭遺跡 11中尾第l遺跡 12福留遺跡

1 :3松ケ丘遺跡 1 tl墓ノ上遺跡 15松谷遺跡、 16笠取塚古墳 17別所2号墳 18別所古墳群 19八橋狐塚古墳

20八橋城跡 21八橋銅鐸出土地 22笠見l号墳 23田越第l遺跡 2，1田越第2遺跡 25田越第3遺跡(銅剣出土地)

26三保古墳群 27三保遺跡群 28竜ヶ崎古墳群 29山田l・2号墳 30妙見山城跡、 :31森藤遺跡群 :32古瓦出土地

(大法廃寺跡 :33大法古墳群 :3，1法万経塚 35商高尾谷奥遺跡 36西高島経塚 37大峠遺跡 38槻下豪族居館

39f規下古槙群 40金屋経塚 ，11伊勢野遺跡群 12斎尾廃寺跡 ，13斎尾古墳群 ζ1，1大高野遺跡 45塚本古墳群

46水j留り・駕龍据場遺跡 '17大高野古墳群 ，18八楕第 2~第 4 遺跡

第3図周辺の遺跡
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第2章位置と環境

第2節歴史的環境

旧石器・縄文時代

旧石器時代、鳥取県内では、遺構を伴う遺跡は発見されておらず、いくつかの遺物が各地域で出土

するにとどまっている。この地域では赤碕町松ケ丘、東伯町槻下で尖頭器が数点見つかっているのみ

である。縄文時代の遺構は、後期に入るまで明確なものは少ないが、低丘陵上および平野部において、

人々の活動痕跡が確認されている。早~前期では西高尾谷奥遺跡 (35)で、押型文土器とともに住居

跡の可能性がある竪穴状遺構が検出されている。また松ケ丘遺跡(13)、大栄町築山遺跡、森藤第2

遺跡 (31)などでは土器片が出土している。中期では、井図地中ソネ遺跡(9 )、井図地頭遺跡(10)な

ど丘陵上の遺跡で、土器が出土している。後期になると丘陵部に定住的な集落がみられるようになる。

特に森藤第2遺跡では中央に石囲い炉をもっ竪穴住居が検出され、精製・組製土器、土器片錘、土偶

等が出土している。その他、この時代と考えられる落し穴が福留遺跡(12)、中尾第 1遺跡(11)、笠

見第3遺跡(7)など多くの遺跡、で検出されており、狩猟の場として丘陵・微高地が利用された様子

が窺われる。

弥生時代

弥生時代に入り本格的に稲作が始められ、それを機軸とした文化・社会が形成される。米子市目久

美遺跡では前期の水田が確認されているが、県中部では、現時点では稲作に関る遺構は発見されてい

ない。集落遺跡は、中期以降加勢蛇川右岸の平野部と丘陵上で確認されている。特に中期後葉から古

墳時代初頭にかけて遺跡数が大幅に増加する。東伯町森藤第 1・2遺跡 (31)、水溜り・駕龍据場遺

跡 (46)、大峰遺跡 (37)、田越遺跡群 (23・24・25)、井図地中ソネ遺跡(9)、笠見第3遺跡(7)、三

林遺跡(8 )、久蔵峰北遺跡 (6)などで集落が営まれている。赤碕町では福留遺跡で後期の竪穴住居

がみつかっている。これらの遺跡の中には、集落内に玉作工房を持つ遺跡がある。大栄町西高江遺跡

では中期の工房跡が検出され、水晶の剥片とともに、製作に使用したと考えられる鉄製工具等が出土

している。笠見第3遺跡では後期の工房跡が検出されており、緑色凝灰岩製の管玉未製品や剥片が出

土している。現段階で当地域での数少ない生産遺跡である。墓域については、前期に大栄町青木第 l

遺跡・後ろ谷遺跡で土墳墓がみつかっており、中期以降赤碕町墓ノ上遺跡(14)・別所女夫岩峯遺跡

で木棺墓が検出されている。井図地中ソネ遺跡では弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての溝で区

画された土墳墓群が供献土器とともにみつかっている。また弥生時代の祭相を特徴づける銅鐸が、県

中部では6遺跡、で計 7口みつかっている。東伯町八橋の南方丘陵上 (21)で銅鐸(肩平釦 I式)が 1

口みつかっている。また、東伯町田越の丘陵上 (25)では、正確な出土状況は明らかではないが、中

細形銅剣が4口、東伯町久蔵峰で銅矛が1口出土している。八橋を中心とする地域は銅剣・銅矛・銅

鐸がそろって出土していることとなり、島根県神庭荒神谷遺跡と同様の組成であることから、共通し

た祭租形態に関連性があったものとして興味深い。

古墳時代

古墳時代に入ると大型前方後円墳が各地に出現する。当該地域では明らかに前期に属する大型古墳

は確認されていないが、前方後方墳である別所 1号墳(笠取塚古墳)(16)は、墳形等の特徴から、前
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第2章位置と環境

期に遡る可能性がある。中期から後期にかけて、前方後円墳の築造がみられる。別所2号墳(17)・八

橋狐塚古墳(19)・笠見 l号墳 (22)・竜ヶ崎3号墳 (28)などがある。これらは大山から日本海に延び

る台地の丘陵先端に築造されており、日本海を見下ろす要所に位置じている。中期・後期になると中・

小規模の円墳が群集して築かれるようになる。中期以降の群集墳としては、大栄町妻波古墳群・瀬戸

古墳群・西穂波古墳群、赤碕町出上岩屋古墳.31J所古墳群(18)・箆津古墳群・帆立貝式古墳の光 l

号墳などがある。また、後期以降従来の竪穴系の埋葬施設に代わって横穴式石室が採用される。この

うち、大法3号墳 (33)や三保6号墳 (26)、大栄町上種東 3、上種西14号墳は竪穴系横口式石室と呼

ばれる特異な構造で、八橋狐塚古墳のくびれ部西側の石室もその可能性があり、槻下古墳群 (39)・

塚本古墳群 (45)・大高野古墳群 (47)・斎尾古墳群 (43)、などの後続する石室形態、も同じ系譜上のも

のであることから、加勢蛇JII流域が石室形態、を共通とするまとまった地域であったことを示している。

東伯町大高野3号墳には横穴式石室の中に金銅製耳環・青銅製鈴・鉄刀・刀子などが、槻下5号墳

(代々 l号墳)には金環・鉄刀などが副葬されていた。山田 l号墳 (29)や出上岩屋古墳は切石積石室

で、終末期の様相を示す。この時代の集落は、東伯町三保遺跡 (27)、井図地中ソネ遺跡、笠見第3

遺跡、八橋8・9遺跡、赤碕町太一塩遺跡・松谷遺跡(15)・別所第 3遺跡などがE陵上に営まれて

いる。

古代

日本で最初に仏教伽藍が建立されてから約半世紀後の 7世紀後半頃、山陰地方では仏教文化受容の

痕跡が認められる。現在県内では22ヶ所の古代寺院がみつかっているが、初期の仏教文化の姿を最も

よく残しているといわれる斎尾廃寺 (42)は、県内の古代寺院の多くが法起寺式伽藍配置を採用する

のに対し、法隆寺式を採用しており、山陰では唯一の国特別史跡に指定されている。塑像片・仏頭・

鴎尾・鬼瓦などが出土している他、創建期の軒丸瓦には紀寺式(複弁八弁蓮華文で外縁に雷文を飾る)、

軒平瓦に法隆寺式(忍冬唐草文を配する)系統をもつものを採用しており、山陰・山陽では数少ない

瓦当文様で、畿内と結びつきの深い有力豪族が斎尾廃寺周辺で勢力を持っていたと推察される。斎尾

廃寺の東方にある大高野遺跡 (44)では、総柱礎石建物群が検出されており、正倉(郷倉)と考えら

れる。さらに郡街所在地もその周辺に比定されている。伊勢野遺跡群 (41)・水溜り・駕龍据場遺跡・

森藤遺跡群においては、掘立柱建物を中心とする集落がみつかっている。その他、伊勢野遺跡群の南

方に古瓦出土地 (32)がある。当地域は伯書国八橋郡に属し、加勢蛇JII右岸が当郡の中心地であった

と推察される。平安時代末期の遺構として、金屋 (40)と法万 (34)に経塚があり、金屋と西高尾 (36)

では銅経筒が出土している。また、井図地頭遺跡において「コ」の宇状の溝に固まれた方形区画遺構

がみつかっている。建物跡は認められていないが、 E陵上の方形居館の可能性が指摘されている。

中世・近世

鎌倉時代に入ると、名田を多く集めた有力名主の中には荘園内に孤立した荘宅を構えるなど、武士

的な性格を持つ者が出現する。東伯町槻下 (38)には、高さ 2mの土塁で固まれた区画が2つ並んで

遺存し、館跡とみられる。『伯書民談記』には岩野弾正坊の居城であったと記述されている。

また、赤碕町海岸部から船上山にかけて、鎌倉末期の作と推定される宝塔と宝僅印塔の二様式を合

わせ持つ独特の形態の赤碕塔がある。現在赤碕町内で6基確認されている。

- 7 -



第2章位霞と環境

JR山陰線八橋駅のすぐ北側の丘陵上には、八橋城跡 (20)がある。八橋城は、南北朝時代に行松氏

によって築造されたが、のちに尼子・毛利氏の支配下となり、西伯書から東伯者方面の経営拠点となっ

た。また東伯町大杉には南条氏の出城である妙見山城跡 (30)がある。赤碕町では、土塁と堀を持っ

た箆津城(横城)がある。 1584~1585年頃の築城と推定され、海上防備の城と考えられている。他に、

太一塩城・大仏山城・山)II城跡が知られている。築城年代は不明であるが、『イ白書民談記』によると、

吉川元春の羽衣石城(東郷町)攻撃に関与した城と考えられている。

江戸時代には東伯町逢束に伯書街道の宿駅が置かれた。江戸時代前期、寛永14年(16:37年)の『因

幡伯書駄賃銀宿賃書付』に「大塚」がみられることから、この時期には宿駅として機能していたことが

分かる。またこの地には鳥取藩の藩倉「大塚御蔵」がおかれていた。現在でも北側の土手の一部と火

除地が残っている。(浅田、岩井、原、福井)

【参考文献]

鳥取県教育委員会編集 2003 ~弥生時代からのメッセージ」鳥取県教育委員会

鳥取県堤蔵文化財センター編 1986 Ii鳥取県の古噴」鳥取県埋蔵文化財センター

鳥取県埋蔵文化財センター編 1989 Ii歴史時代の鳥取県」鳥取県埋蔵文化財センター

鳥取県教育文化財団編 2003 Ií井園地頭遺跡・井図地中ソネ遺跡~ (財)鳥取県埋蔵文化財センター

鳥取県教育文化財団編 2003 Ií笠見第 3 遺跡~ (財)鳥取県埋蔵文化財センター

赤碕町教育委員会編 1986 Ii墓ノ上遺跡発掘調査報告書 1~赤碕町教育委員会

赤碕町教育委員会編 1005巾l所古墳群・7]IJ所夫婦岩峯遺跡発掘調査報告書J赤崎町教育委員会

赤碕町教育委員会編 2001 Ii福留遺跡発掘調査報告書J赤碕町教育委員会

東伯町教育委員会編 1987 Ii水溜り・駕龍据場遺跡・森藤第3遺跡発掘調査報告書J東伯町教育委員会

東伯I!IJ教育委員会編 1995 Ii笠見第2遺跡・笠見第3遺跡・田越第4遺跡発掘調査報告書」東伯町教育委員会

東伯I!IJ教育委員会編 2001 Ii八橋第2遺跡~八橋第4遺跡発掘調査報告書J東伯町教育委員会

内藤正中・真国境幸・日置粂左ヱ門著 1997 Ii県史31 鳥取県の歴史~ (株)山JJI出版社

坂詰秀一編 2003 Ií仏教考古学辞典~ (株)雄山間
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第3i握 久磁的jt遺跡の刷査

第3章久蔵峰北遺跡の調査

第1節遺跡の立地と層序

(1) 立地と現況

大山北麓には大小幾筋もの台地状白尾根市日本海へ向かつて延びている.当遺跡はその東端付近に

位置する.遺跡が立地する尾綬は、樹枝状に分岐しながら北へ延び、上而は幅広の平坦面を形成する.

尾根の両側には谷が深く入り込み 東側白谷との比高差は30mを越す園谷部にホ回岐を想定するに

は、狭小なためやや難があるa 調査前田現況は、調査区東半部では摘林が行われ 西半部は梨畑であっ

た固調査区函半部の中央はコ宇形に大規模な土取りが行われ、西側白谷が坦的立てられていた。調査

はこの尾根を横断する形で行い、尾棋上の平坦而および台地の縁辺部の斜面を調査区とした.

(2)基本間11-

表土は黒ポクの耕作土である。その直下が遺構検出面である@遺構薗までの深さは約30cmと浅いた

め、遺構面は耕作にHう椀乱をかなり受けていた。

遺構のベ スとなる扇は所によって異なるが、残りが良い所では下のホーキ庖と呼ばれる大山の

火山灰層であった.これがすでに失われた筒所では、その下層のAT層や、白色粘質土、さらに下の

淡赤褐色粘質土屈をベ スとする遺構もみられる包

調査区の縁辺部の緩斜面では 表土と地山の間に暗茶褐色系の粘質土の堆摘がみられた.これは厚

吉約IOcm前後の無遺物届である。SI2等の一部の遺構はそのよ而での検出であったe 調査区北西部

では、これをすべて除去し調査区南西部の遺構が希薄な箇所でもこの周の断ち割りを行ったが、そ

の下回では遺構、遺物ともに認められなかった. 山
、

Fig 1 調査前風景 (jt車から}

9 



第3皐 合政崎北遺跡の鋼資

(3) 調査の方法

当初は排土拠出の関係から 調査区の北東部から鯛査に着手する干，定であったが、調査開始時は澗

査区の東半部の木カ甘z伐採であったり 伐材Aミが鯛査区内に山積みされていたことから 調査はやむ

を得ず北西部から着手した.調査が進むにつれて澗査区中央を償切る道の下にも遺構があることが分

かり、国土交通宙との協議により道の付け替え工事の後現道の下も調査を行うこととなった.この

ため上半期の調査は付け替え道路予定地に調査の重点を世吉 下半期は東半部の調査ならびに道白下

の調査を行った。

表土剥ぎは軍機により行った。また斜面地でも療濠等の有無を確認するため、可能な限り調査区を

広げ、調査を行った.その後の遺構検出、桐り下げ、埋没谷の包吉層の除去などはすべて人力により

行い、住屈の銅り下げ中に玉剥片類が出土した遺榊については、随時その埋土の洗浄、ふるいかけを

行った.遺構実測はすべて手測りで行い、網査前測量、及び調査後測量、方眼杭の打設は業者へ委託

した また写真は航空写真を除吉、調査員による損影である。航空写真は業者へ委託し、 ラジコンへ

リにより帰影を行った。

調査区の地区割りは、調査区外の北東部に原点を設け、調査区内に10m方眼目メッシュ杭を打設L

た.東西はJ.f!から10111ごとに7)レファベットの記号をふり 南北は北から10mごとにアラビア数字を

ふった.打設した杭はそのアルファベットと数字を組み合わせた記号で呼称、し、 10m四方の一区画を.

その北東隅の杭番号でもって地区名とした.

B 

2 2 

第4図 久蔵峰北遺跡調査前測量図

- 10-
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

第2節調査の成果

(1) 調査の概要

調査の結果竪穴住居跡55棟、掘立柱建物12棟、布掘掘 表 811ピット表

立柱建物2棟、溝、土坑などを検出した。以下この)1頃に

報告を行う o

ビット各 長住(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 40 34 66 
P2 43 40 85 

P 3 50 38 93 
P4 42 40 79 

P 5 74 47 17 

P6 25 21 29 

(2) 竪穴住居跡

81 1 (第 7図、 PL.4) 

E7グリッドに位置する。この付近は傾斜が最も緩やかな台地上の平坦地にあたる。一辺が9.1x8.3 

m、平面形は東西方向に長い長方形の竪穴住居跡である。当遺跡、内では最大規模のものである。壁高

は最も残りの良い南西隅付近で59clllと、 i童存状況が比較的良好である。埋土は暗褐色系の土であるが、
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第6図 811床面遺物出土状況図 1
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第3章久蔵峰北遺跡の調査
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0S  = 1 : 802m  
1 IT雪撹乱土
2照 明褐色土 (20mm大賞褐色土ブロック含む)
3賂 H奇策褐色土(砂粒含む)
4閥 陪貨褐色土 (30mm大黄褐色土ブロック含む)
5照 時褐色土 (8厨より大きい白色隊合み、しまり強)
日図 茶褐色土(しまり強)
7扇 情褐色ニ!こ(しまり強)
8随 時ぬ色土(白色E菜、炭化物、貨褐色土ブロック多く含み、しまり強)
日閤 11音褐色土(しまりやや弱)
10厨 時褐色土 (2mm大賞褐色粒子、白色燦含み、しまり強)
11層 階褐色二!こ (20mm大黄褐色土プ、ロック含む)
12厨褐色土
1:3隠 黄褐色土 (30mm大黄褐色土ブロック含む)

14図 H音黄褐色土(IOmm大黄褐色土ブロック含む)
15閥 抗褐色土(賞褐色ブロック、灰貨褐色土含む)
16問灰貨褐色土
17扇 情黄褐色土(炭化物、 80mm大黄褐色土ブロック含み、しまり強)
181習 時褐色土(炭化物、裁褐色土ブロック多く含み、しまり強)
19層 階褐色土Ci!ii.化物、裁褐色土ブロック含む)
20府民褐色土(炭化物含む)
21問 時褐色土(炭化物、演褐色土ブロック含み、しまり強)
22厨陪貨褐色土
231箇 褐色土(黄褐色土ブロック、燈褐色土含み、しまり強)

第 7図 S 11実測図
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査
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第8図 811床面遺物出土状況図 2

混入するブロックの大きさや色などで3層に細分可能である。堆積は水平堆積であり、自然堆積によ

る埋没とみられる。周壁溝は幅6"'31cmで深さが5cm前後のものが北壁際を除く 3方向の壁際で検出

された。当住居跡に伴うとみられるピットは6基検出した。このうちPl"'P4が主柱穴とみられ桁

行3.9m、梁行3.6"'3.7mを測る。このほか南壁際中央には土坑が認められた (SK44)。長軸l06cm、

短軸96cm、深さ70cmの不整形土坑である。出土遺物はない。またその東では南壁に直交する幅12cm、

長さl05cm、深さ 4cmの溝が認められた。その位置からみて、間仕切り溝と考えられる。床面には北

15一一



第 3章久蔵峰北遺跡の調査
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第 9図 S I 1出土遺物 19、20はS=Yz

壁際から東壁際にかけて貼床が認められた。北壁際と南壁際の床面直上にて炭化材が出土した。炭化

材は誼径が5cm前後、太いものでも直径lOcm程の丸太状のものである。遺存状況が悪く、建築材であ

るか否か判断し難いが、南壁際の最下層の埋土中には焼土も含まれていたことから、焼失住居の可能

性もある。

埋土中から多くの土師器とともに須恵器、石器、水品製の剥片も出土した。その大半は埋土上層の

- 16 



久蔵I~.華北遺跡の調査第 3'e言

8. 高杯7.出土であり、住居廃絶後の流れ込みと判断される。床面から出土した遺物は土師器聾 l、

調整手法が近似色調、胎土、このうち高杯はいずれも法量、小型丸底壷14、砥石22である。12、• l
 
l
 

このほか床面付近出土の土師器嚢2も住居の時期に近い遺物と考え規格性の高い土器群である。し、

このことから天神)11m期に該当するとみられる。2の口唇部内面の肥厚する特徴からみて、らオ1る。

ピット名 長窪(C111) 箆径(cm) 深さ (cm)
P 1 68 '13 67 
P2 38 32 38 
P3 45 45 48 
P4 39 37 50 
P 5 30 28 62 
P6 26 (15) 49 
P 7 68 58 29 
P8 不明 不明 不明
P9 (38) (32) 3 
P 10 24 24 10 
P 11 28 24 30 
P 12 22 21 88 
P 13 2 10 
P 14 30 27 23 

(小山)

( )現存値812ピット表表2

古墳時代前期前葉から中葉のものとみられる。

PL. 6) (第10図、

当住居跡は、

812 

E6グリッドの台地の中央平坦部で検出した。住居跡

南半は淡赤褐色の粘土層であるのベース土となる層は、

が、北半はこの上に堆積する無遺物層の暗赤褐色土をベー

スとする。本来淡赤褐色土の上面にはAT層が堆積する

この層は緩斜面に堆積した流土と考えられる。ことから、

遺構の遺存状況は悪く、検出段階ですでに大半の埋土が

床面より低い

J菜

北半部は、

削平が及んでいた。周壁溝は幅16"""26clll、

床面の一部が露出し、

高さまで、

失われ、

当初はさ4"""10Clllのものが、住居の南半で検出された。
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

全周していたものが、後世の削平により失われたものと考えられる。これから推定される住居跡の規

模・平面形は、直径5.4mの円形または一辺が3mの五角形の竪穴住居跡と考えられる。検出したピッ

トは14基である。この中には、住居の廃絶の後、埋土中から掘り込まれたものも含むと考えられるが、

埋土の残りが悪く、区別は困難であった。主柱穴と考えられるのは、 Pl~P5 の 5 基である。柱聞

は2.2mの等間である。中央ピットは一部2段掘りとなっていた。この 1段目の落ち込みから北西側

の床面にて焼土面が検出された。さらにP

ぴ
¥
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p
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第11図 SI2出土遺物

句協協タ

13付近の床面においても焼土面が認められ

た。

表 3 SI3ピット表 ( )現存値

ピット名 長窪(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 60 49 90 
P2 55 41 68 
P3 60 22 43 
P4 55 46 32 
P 5 38 (22) 

P6 (100) 80 38 
P 7 31 28 10 
P8 38 38 28 
P9 32 29 35 
P 10 24 22 30 
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久蔵峰北遺跡の調査第 3章

/¥  
lo o d i 自

匂一己

出土遺物は埋土中から若干の土器片と敵

石が出土した。いずれも埋土の下層に相当

これ以外にも細片のために図化が困する。

難であったが、衰の口縁部が出土している。

内面には口縁部直下にヘラケズリを施して

)と伝
。品ゥ-~IS=I:4 10"' 鴎

おり、内傾する口縁部外面に平行沈線を施

すなどの特徴から清水編年のV-l期に相

このことから当住居当すると考えられる。

跡は、弥生時代後期前葉の時期のものとみ

(小山)

(第12図、 PL.6) 

らオ1る。

SI3 

¢る
47のみ S=YzSI3出土石器第13図

A 
口

地の平坦面にて検出した。住居の南壁はそ

F7グリッドからその西側にかけて、

にτ 
のほとんどが撹乱により破壊されている。
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

北壁中央部ではSK7と重複関係にあるが、当住居跡の埋土がSK7の埋土を切り込んで、いたので、

切り合い関係からみて、当住居跡、が新しい。規模は5.7X4.9mで、方形の竪穴住居跡である。壁高は

遣存良好な住居の北壁から西壁で43cmで、ある。周壁溝は幅7~ 14clll、深さ 1~4Clllで、北壁と西壁の

一部に認められた。

検出したピットは10基で、この他に貼床の下でSB2の柱穴を検出した。このうちPl~P4が主柱

穴で、中央ピットP6を有する4本主柱の住居跡とみられる。床面には貼床が認められ、その範囲は

床面の大部分に及ぶ。貼床上面にて水品製調整剥片47が 1点出土しているが、単独での出土であり、

また住居清掃中の出土であることから、貼床層中の混入品とみられる。

その他の出土遺物としては、埋土中より多量の土器の破片や石器が出土した。床面直上から出土の

棄却は天神)1[ II期に該当する。このことから、当住居跡の時期は、古墳時代前期前葉のものと考えら

れる。

.~ 
} 

] 

~ 

4
¥
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1関 11長褐色土
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第15図 814実測図
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表 4 814ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 50 45 54 

P2 83 79 48 

P3 68 64 60 

P4 48 48 49 

P 5 113 74 54 

P6 58 50 38 

P7 40 (15) 16 

P8 27 26 25 

P9 54 30 31 

P 10 28 25 14 

P 11 23 22 21 

P 12 84 50 65 

P 13 :~O 29 26 

P 14 31 23 22 

P 15 16 7 

第 3章久蔵峰北遺跡の調査
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第16図 814出土遺物

814 (第15図、 PL.7) 

E6グリッドからその西側にかけて、台地の平坦部に位置する。一辺が5.9m四方の隅丸方形の竪穴

住居跡である。壁高は最も残りの良い南西側で40cmを測るo 埋土は残りが悪いが、暗褐色系ないしは

黄褐色系の埋土で、自然堆積による埋没とみられる。検出したピットは15基である。このうち主柱穴

とみられるものは、 Pl~P4 の 4 基である。このうち Pl と P3 は土層の断面観察により、柱痕跡を

確認できた。柱の太さは 15~25cm、主柱穴聞の距離は、 3.3~3.5mである。また P6 ， P7、P9は主

柱穴より若干浅いピットであるが、主柱穴聞を結ぶライン上に位置することから、支柱穴と考えられ

る。またP8，PI0， P13もその可能性がある。 P5は中央ピットであるが、底から30cm上より、長径

33cm、短径23cm、厚さ 8cmの台石ーが出土した。中央ピットの埋土はこの台石を境とし、下層は炭化物

を含み、上層は地山ブロックを含む埋土であった。壁際には、!隔16~35cm、深さ 5 ~ 7cmの周壁溝が

めぐるが、北東と北西隅で途切れる箇所がある。床面には3ヶ所に焼土面が認められた。出土遺物に

は若干の土器、石器がみられるが、いずれも埋土中出土であることから、住居廃絶後の埋土中への流

れ込みと判断される。床面からの遺物の出土は皆無であった。このため当住居跡の詳細な時期決定は

困難を伴うが、埋土中出土の費48は清水編年のV-2期に相当することから、弥生時代後期中葉に近

い時期のものとみられる。 (小山)

815 (第17図、 PL.7) 

G6グリッドの台地の平坦面に位置する。北側でSI6と重複するが、当住居跡が、 SI6の埋土を

切って掘り込まれていることから、当住居跡が新しい。規模・平面形は南北4.0m、東西が3.4~4.0m

のやや台形状を呈する方形の竪穴住居跡である。壁高は 表5 815ピット表

南壁やや西寄りで38cmを測る。一部床面に達する撹乱を

受けているが、遺存状況は比較的良い。

土層堆積状況からみて、壁際から流入土が堆積してい

く状況が看取でき、自然堆積による埋没とみられる。床

面で検出したピットは5基である。このうち主柱穴は、

ピット名 長径(cm) 盟径(cm) 深さ (cm)

P 1 40 30 36 

P 2 64 38 L17 

P 3 35 30 30 

P4 20 17 10 

P 5 26 26 44 

一一 21-



第3章久蔵峰北遺跡の調査
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151自 SI6埋土

第17図 815実測図

中央ピット (P2)を挟むPlとP3の2基で主柱穴間距離は1.3mである。東壁際に幅7""'28cm、深さ

7 cm前後の周壁溝がめぐる。

出土した遺物は土師器、石器である。中央ピット周辺からは、台石60、敵石が出土した。いずれも

床面直上からの出土である。敵石は側面に敵打痕を残し、台石は上面に擦痕が顕著に認められる。ま

表 6 816ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)
P 1 62 42 63 
P2 77 46 61 
P3 53 34 39 
P4 36 30 (51) 
P5 99 80 46 
P6 28 26 23 
P7 34 20 18 
P8 26 (22) 17 
P9 22 18 
P 10 34 32 44 
P 11 46 30 42 
P 12 19 19 10 
P 13 37 33 38 
P 14 43 41 26 
P 15 36 28 42 
P 16 28 22 37 
P 17 (28) 18 48 
P 18 (68) 57 30 
P 19 74 48 38 
P 20 54 33 33 
P 21 32 32 62 

た中央ピットの検出面から、鼓形器台51が横たわった状

態で出土した。その他の土器は埋土中出土のものである。

51の土器は、天神}11 1期にあたることから、弥生時代終

末期から古墳時代初頭の住居跡とみられる。(小山)

816 (第20図、 PL.8) 

G6グリッドの台地の平坦部に位置する。南側はSI

5と重複するが、前述したようにSI5が新しく、当住

居跡が古い。また東側もSI12と重なるが、両者共に既

に埋土が失われ、検出面が同一であるため、層位的な前

後関係は不明である。住居跡は、一辺5.7mX5.5mの隅

丸方形である。遣存状況が悪く、壁高は残りがよい北壁

際でもわずかに 8cmである。周壁溝は幅15""'30cOl、深さ

2 "'" 6 COlで全周していたとみられる。床面には3ヶ所か

ら焼土面が検出された。ピットを18基検出した。このう

一一 22
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第3:>吉 久蔵I~.華北遺跡の調査
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w討 にぷい貨総色土(lumm大賞色土ブロック含む)

第20図 816実現IJ図

ちPl~P4 が主柱穴であり、 P5 は中央ピットであることから、 4 本柱の住居跡、とみられる。

主柱穴聞の距離は2.5~3.3mである。その他のピットは性格不明のものであるが、中には住居とは

時期を異にするものも含むと思われる。遺物は、埋土中から土玉65や、若干の土器片の出土がみられ

た。出土した土器は弥生時代後期後葉から古墳時代前期、下って平安時代までの年代幅を持ち、土器

から住居の時期決定を行うのは困難である。しかし弥生時代終末期のSI5に切られていることなど

も勘案すると、おおむね弥生時代後期のものと判断される。また、 64の土師器杯は12世紀代のものと

メ〉込てL
66 

みられ混入品と考えられる小山)

817 (第22図、 PL.8) 

I4グリッド周辺、標高62.7~63.4mのゆる

やかな斜面に位置する。本遺構は西側の撹乱と、

中央部分を北東…南東方向の撹乱溝によって壊

されている。また、遺構の北西側は土の流出に

より遺存状態は悪い。平面形は方形で、長辺6.0

三 jF7二ヴプ、 m、短辺4.6mを測る。床面は全面にわたって、

黄褐色土・灰白色土・樟褐色土のブロックを含

前 表7 817ピット表

ビット名 長径(cm) 盟径(cm) 深さ (cm)

P 1 5:3 :39 56 

¥一一』ζコグ68 S = 1・ IOcm P2 52 52 79 

P 3 "16 45 64 

第21図 817出土土器 P4 61 52 81 

一一 24



第 3j窄 久波山華北遺跡の調査

んだ明褐色の土を10cm程度貼って貼床を施していた。検出面から床面までの深さは南東側で最大51cm、

北西側で、最小12cmを測る。ピットは4基、貼床層上面で検出した。主柱穴と考えられるものはPl~ 

P4で、 4本柱の建物になる。柱穴問距離はPI-P2問、 P2-P3間より頗に2.1、2.8、2.1、3.0m

を測る。このほか、住居の東南側、壁際中央でSK5とした土坑を検出した。平面形は不整円形であ

る。規模は長軸84.0cm、短軸55.0cm、検出面からの深さは最大18.4cmを測る。この土坑からは遺物は

出土していないが、床面で検出したことからこの住居に伴うものと考えられる。床面には中央部分と

P3…P4聞に焼土面が2ヶ所みられた。中央の焼土面は貼床層にまで、及んで、いる。

出土遺物としては、護が2個体出土している。 67は床面直上、 66は床面付近から出土している。こ

れらの土器が天神j[[編年の区期に相当することから、本遺構は古墳時代中期後半の時期と想定される。

(阪上)
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第22図 SI7実測図
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査
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第23図 818実測図
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第24図 818出土土器

UF 

OS  ~ 1: 8 口cm

第25図 819出土土器

ヤ

818 (第23図、 PL.10) 

C6グリッドからその南にかけ

て、台地の平坦面に位置する。調

査区の制約により約1/4のみの調

査である。このため、住居の規模

は不明であるが、平面形は隅丸方

形を呈するものと思われる。壁高

は38cmを測り、遺存状況は比較的

良好である。埋土は暗褐色系の粘

質土で、自然堆積とみられる。壁

際には幅16'"26cm、深さ 3'" 6 cm 

の周壁溝がめぐる。床面にて直径

32cm、深さ30cmのピットを l基検

出した。深さからみて主柱穴とは

考え難い。

埋土中から土器片が出土したが、

床面からの出土遺物は皆無であっ

た。このため時期決定には厳密性

を欠くが、出土した土器は弥生時

代終末期から古墳時代前期までの

時期幅が認められる。下層出土の

69、73は天神間E期にあたること

から当住居跡は古墳時代前期のも

のと考えられる。(小山)

819 (第26図、 PL.10) 

C7グリッド台地の平坦面に位置する。一辺が6.0X5.7m

の隅丸方形の東西にやや長い住居跡である。壁高は最も残り

の良い東壁で55cmと遣存良好である。埋土の堆積状況は、埋

没初期の段階には暗黄褐色系の土が住居の四周から流入し、

徐々に堆積が進み、次第に暗褐色系の土で完全に埋没する状

況が窺える。このことから、自然堆積による埋没とみられる。

検出したピットは6基で、このうちP1"'P4は主柱穴であ

る。主柱穴間距離は3.0"'3.3mで、ある。 P6は中央ピットで、

94 P 5は住居とは時期の異なるピットとみられる。この他にS

K12とした長径70cm、短径56cm、深さ20cmの土坑を壁際で、検

出した。床面には中央ピットの西側で 1ヶ所焼土面を検出し

た。住居跡の壁際には、幅16cm前後、深さ 2'" 7 cm、平均5

一一 26



cmの溝が全周する。住居の北東部には貼床が認められた。

出土遺物は埋土中から多くの土器の出土をみたほか台石

90、水晶剥片山、碧玉製の石核問、鉄器の刃部の破片山

が出土した。出土遺物はすべて埋土中のもので、床面出

土のものはない。 75の壷の破片の一部や81の高杯は床面

から数cm上からの出土である。出土した土器は天神)l' II 

期にあたることから、古墳時代前期前葉のものとみられ

る。 (小山)

ふk
~\ 

Jill-

、‘

a 
¥、、、

。 合
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H=64.5m 
a 

H=64.5m 

第 3主主 久蔵峰北遺跡の調査

表8 SI9ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 44 41 46 

P2 日5 45 44 

P3 50 44 54 

P4 38 33 41 

P5 66 64 52 

P6 120 55 52 

ヨ'、¥、、

a' 

H=64.5m 
b 

第26図 SI9実測図
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、ω

富

山

忍

H
出

1厨 H古貨褐色土
21簡 略褐色二上 (5~lOmm大黄色土ブロック含む)
3層 階黄褐色土 (3mm大駁色土ブロック含む)
41闘 にぶい策褐色土
5ヨ iこぶい貨褐色土(しまりやや~íj)
61闘 にぷい裁褐色土 (5mm大黄色土ブロック含む)
7焔 にぶい潰褐色土(lOmm大賞色土ブロック含む)
8悶 黄禍色土(裁色土ブロック含む)

一d' 9胞 にぶい殺褐色土(lOmm大政色土ブロック含む)
10Rヨにぷい暗裁褐色土(lOmm大黄色土ブ‘ロック含む)
11ml nfr裁褐色土 (50剛大地山ブロック含む)
12閤 H音員一褐色土(砂粒若干含む)
防局 総裁褐色土 (50mm大地山ブロック含む)
1411ヨlこぶい憶褐色土(貼床)
15厨褐色土(淡化物含む)
16際貨給色土
17層階褐色:t
Isn自政褐色土
19屑淡黄褐色土
20扇 褐色土 (20mm大政色土ブロック含む)

一→ 2lJ習 褐色土(炭化物、 10mm大黄色jこブロック含む)
υ 22i'鼠 lこぶい貨褐色土(炭化物含む)
2:l1筒 11音黄褐色土

。 S= 1 : 802m  
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

S 110 (第28図、 PL.10) 

D8・9グリッド、標高64.lmの平田面に位置する。 SI35の埋土を掘り込んで建てられている。遺

存状況も良好であった。この遺構は貼床上面と貼床除去後の地山面で、床面を2面検出した。貼床上

面で検出した住居は地山を床面とする住居の後、一回り大きく振り込まれている。このことから住居

の拡張が行われたものと判断される。そこで拡張前の住居跡から述べることとする。

拡張前の住居は貼床除去後に検出した。 1辺が6.4x6.2mの規模で、ある。 樟褐色土の地山を床面と

しており、周壁溝の形状から隅丸方形を呈すると考えられる。周壁溝は2条めくやっている。このうち

内側の講は全周しており、幅21.Ocm、床面からの深さ5.4cmで断面は rUJ字状である。外側の溝は

i幅16.0cm、深さ6.4cm、断面形は rUJ字状で、所々途切れているが本来は全周していたものと考え

られる。なお、この2つの溝は一部繋がっていた。

ピットは4基検出した。主柱穴と考えられるものはP3とP7・8・9で、 4本柱の建物である。

P7・8・9は樟褐色土の床面上で検出したが、 P3については拡張後の住居跡貼床上面で確認した。

これは、拡張後の住居跡の主柱穴として再度利用されたためと考えられる。柱穴問距離はP7-P3

問、 P3-P8聞の頗に2.8、2.1、2.6、2.3mを測る。

出土遺物については、細片のため図化していないが、 P8の埋土中から天神)1[編年のE期の衰の口

縁部が出土している。このことから、本遺構は古墳時代前期前葉の時期のものと考えられる。

拡張後の住居は、地山の掘削土を用いた厚さ 6cmの貼床上面を床面としていた。規模、平面形は直

佳 8mの円形で、検出面から床面までの深さは西側で、最大74cm、南側で最小47cmを測るo

ピットは6基、床面で検出した。主柱穴と考えられるものはPlからP5で、 5本柱の建物になる。

柱穴問距離はP1 P2問、 P2-P3聞の)11員に2.8、2.9、2.6、2.8、3.1mを測る。 P6は中央ピットで、

3段に掘り込まれており、上段不整円形、中・下段は楕円形を呈する。

周壁溝は 1条検出した。 i幅約20CI¥l、床面からの深さは10Clll、断面形は rUJ宇状で全周していた。

この他、床面でP6から壁面を貫いて屋外へのびる溝を確認した。この溝は、等高線に直行して埋没

谷である谷 1へ向かいなだ、らかに下降しており、住居跡から約7m先にて収束する o 溝の先端部分は

SK45によって壊されている。居内での溝の規模は幅2.5cm、深さ16.0cm、屋外では最大111
1高50cm、最深

部で65cmを測るo この溝の性格については、具体的に明らかにはできなかったが、溝の走向からみて

排水機能を有していた可能性がある。

遺物の出土状況は、 SI35の床面レベル、すなわち、

埋土の上層で、ほぽ全面にわたって土器片が広がっていた。

さらに、埋土の中層では、中央周辺から南東側に集中す

るように土器片が出土した。この下の層には中央部分と

南東側周壁溝の上面に焼土が広がり、焼土の下で炭化物

を検出した。この焼土と炭化物の層位は、一部において

逆転がみられた。炭化物の下から検出した中央ピットP

6の埋土には、焼土のブロックと炭化物が多量に含まれ

ていた。

遺物は、 P6の埋土中から聾の口縁部105が、床面付

近から脚部104が出土した。床面直上では、聾の口縁部

一… 29一一

表9 S 110・35ピッ卜表

ピット名 長径(cm) 短径(cm)

P 1 62 50 

P2 82 53 

P 3 50 46 

P4 c19 48 

P 5 63 56 

P6 105 90 

P7 50 45 

P8 45 45 

P9 58 41 

P 10 36 27 

P 11 ~12 37 

P 12 35 33 

P 13 52 47 

P 14 49 42 

深さ (cm)

ム15

51 
，14 

45 

56 

56 

27 

35 
51 

38 

60 

59 
79 

不明



第3章久蔵峰北遺跡の調査

H=64.6m 
b 

H=64βm 

H=64.6m 
e 

kく

階褐色土
nl1褐色七(土器片多数に含む。 1隠よりやや明るしミ)
?白色土 (20~100聞大の黄色土ブロック多監に含む。 H音褐色士、炭化物少致合む)

d' 

， 
e 

褐色土 000101以下の員一色土ブロック多援に、焼土をまばらに含む。 31努よりやや明るい)
茶褐色土(焼二仁多数{こ含む)
1&色土 (:100間以下の策褐色土ブロック、炭化物少欽含む)

7履 にぶい倍褐色土
8!lEl 階褐色土<i美化物多f誌に含む)
9層 階褐色土 (200聞大のridニブ、ロック、炭化物多民に含む)
10見当 時褐色土{しまり弱)
llRヨ絞褐色土(l凶床、黄色土、 tl{褐色土、灰白土ブロック多数に含む)
12悶 陥褐色二t({こぶい黄褐色土台む)
13悶黒褐色土
II閥 褐色土 (200101以下黄色土ブロック、 30蜘以下の黄褐色ブロック多数に含む)
15府 燈褐色土(10鵬大黄色土ブロック少翠含むQ しまり強)
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第28図 S 110・35実測図



H=64.6m 
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第 3章 久蔵JU華北遺跡の調査

k' 変遷模式図

H=64五回
f 

日開ι1.6m

H=64.1m 

ゑ多考

H=64.lm 
h 

τEZ 
S = 1 目。 2m 

l隠
2隠
3 r司
4隠
5悶
6隠
7周

SRヨ
9隠
10層

。95

H=64.lm I!三笠主m
g一一一 一一g'

考多多

f' 砿張前

第29図 8110・35土層断面図・変遷図

9i 。

H青褐色土 (20，叩!大賞色土ブロック、炭化物含む)
訓告賀補色土(的性強)
続褐色土(黄色土プロック含み、しまり強)
1R褐色土(貨褐色土プロック、 nrr褐色土少1it含む)
位褐色:上(氏自色こtプロック少琵含み、しまり強)
iこぶい褐色土(黄色土プロック、 1立褐色土含む)
iこぶし】褐色土(炭化物若干含む)
茶褐色土 (20捌大賞褐色土ブロック、積褐色土含む)
茶褐色土 (SI.，51盟土、 10剛大賞褐色土プロック・白色E菜、少量の炭化物含む)
褐色土 (S135堤士、炭化物、 10，叩大賞・黄褐色土プロック含む。しまり強)
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第30図 8110出土石器・鉄器開~l03は S= Yz

が出土したが、細片のため図化するに至らなかった (Fig2)。埋土中からは鼓形器台106・109や甑

形土器107・110のほかに、 3条の回線と貝殻腹縁文が施された曹の破片131が出土した。この遺構の

年代については、床面直上出土の土器と104、105が天神川編年E期に相当する。屋外へのび、る溝から

31 
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第3. 久磁的jt遭勝の綱盗

F円， 2 5110床面直上
出土土器

も同時期の土誌が出土している.このことから、辿て替え後の住居由時期も、古I郎寺代前期?岡県と判

断される.当住居跡の梢第建て替えは短期間1に行われたものと考えられる. 阪上)

5135 (第28図、 PL22) 

C8グリッド、標高制 1mの平担面に位置し.5110と重複する竪穴住居跡である.この遺構は5110

の埋土の揃り下げ段階で検出した.このため両者の関位的関係は不明であるo 5135の床面の高さで

5110の埋土中に桐り込むピ γトの検出を行ったが、 51:35の柱穴は検出されなかった.このため5IJO

が切先行する5135埋土を桐り込んだものと判断した.規模は不明であるが、平而形は 残存部の形

状から隅丸方形を呈すると老えられる旬黄筒色土を床面としており、検出而から床面までの深さは27

閣を測る。周壁溝は l長検出した.北側から南東側にかけて検出したが、本来は主同していたと考え

られる.幅は!3cm 床面からの深さは約8cmで断面形は rUJ字状である.

ピットは東西岡隅で2基検出した@周壁構内に位置するが、住居の規模が小さいことや、深さが叩

cruもあることから 主柱穴の可能性が考えられる.なお、住穴聞の距離は2.6mを測る.

遺物については、時期を特定できる床面直上からの出土がみられなかった.遺構の想定される年代

は、先述したように5110より古いことから.肯墳時代前期以前の時期と考えられる. 阪上)

33 



第3章久蔵峰北遺跡の調査

日

-
H宇
佐
印

E

1厨陪褐色土

2厨 陪褐色ゴニ

311ヨ陪貨褐色土
41寄稿褐色土
5潤 11音褐色土

6層階褐色土

議会
グ γ明、
大

②Pl 

。PlO
OOP4 

表10 8111ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 38 33 53 

P2 42 32 3戸5

P3 30 26 (39) 

P4 30 26 34 

P5 (62) 70 39 

P6 40 34 29 

P7 43 36 18 

P8 24 (15) 8 

P9 26 24 11 

P 10 18 18 9 

P11 28 26 20 

P 12 (20) 20 19 

〈

S=I:4 10団

CL 
G設

五2〆

/ 

ct90F2 

P12 

第32図 8111実測図

、-QE
山
市
一
由
民
=

。P8

。 5=1:80 2m 

8111 (第32図、 PL.12) 

F6グリッドからその南側の台地の平坦面に位置する。

遺存状況が悪く、東半部が削平により失われ、残る西半

部も壁高わずか 9cmであった。このため住居の規模、平

面形は不明であるが、一辺i，)~2.5mの多角形ないしは、

直径6mの歪な円形とみられる。

壁際には幅12"'32cm、深さ 5'" 8 cmの溝がめぐる。検

出したピットは12基である。中には住居廃絶後のものも

含まれると思われる。しかし埋土が失われているため、

埋土中からの掘り込みのものを峻別し難い。このうち主

柱穴とみられるものはPl"'P4で、 4本柱の住居跡と

みられる。 P5は中央ピットで

ある。東南側主柱穴のP3では

直径18cmの円形の柱痕跡が認め

られた。主柱穴聞の匝離は2.7

"'2.8mである。出土遺物は床

面からわずかに浮いた状態で、土

器が若干出土した他、南西側壁

際の床面直上から台石が据え置

かれた状態で出土した。出土土

器は清水編年のV-3期にあた

ることから、弥生時代後期後葉

の時期と考えられる。(小山)第33図 8111出土遺物

- 34 
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u討附'IIt褐色土
ZR認褐色土
3腕褐色土(IOmm大黄色土ブロック
含む)

4腐 にぷい続賞褐色土 (20mm大黄色
土ブロック含む)

5関褐色土
6閥褐色土

71問 褐色二上
8厨褐色土
日j習褐色土

10層階貨褐色j二
日開褐色:t
12厨階貨褐色土(I0~30mm大lilJL1J ブ
ロック含む)

13厨 11音黄褐色土
14胞 にぶい貨何色土(IO川大ATブ
ロック含む)

15i議時裁褐色土
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第3章久蔵峰北遺跡の調査

S 112 (第34図、 PL.12) 

F6グリッドからその西側の台地の平坦面に位置する。

SI6と一部重なるが、前述のように切り合い関係は不

明である。一辺5.4X5.0mの隅丸方形の住居跡、で、ある。

壁高は南壁で38cmである。埋土の堆積状況は南壁際でみ

ると、壁際に褐色系の初期の流入土が堆積し、次第に住

居の中央部が埋没していく過程が窺がえる。このことか

ら、自然堆積により埋没したものと考えられる。

壁際には幅16'"'-'26cm、深さ 3'"'-'6 cmの周壁溝が、一部で途切れるもののほぼ全周する。検出したピッ

表11 SI12ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cru) 短径(cru) 深さ (cm)

P 1 (65) 62 29 

P2 64 (14) 39 

P 3 (80) (67) 30 

P4 82 65 31 

P 5 63 45 15 

P6 32 27 13 

P 7 43 32 25 

トは7基で、このうちPl'"'-'P4が主柱穴と考えられる。中央ピット (P5)を持つ4本柱の住居跡と

みられる。主柱穴間距離は2.9'"'-'3. 2mである。

出土遺物は床面付近のほぼ全面から弥生土器が出土したほか、鉄器、敵石が出土した。中央ピット

の上面からは138の護がほぼ完形のまま横たわった状態で出土した。これらは出土状態からみて住居

の廃絶時に廃棄された一括性の高い土器群と判断される。

出土した土器はいずれも清水編年のV-3期の範曜におさまることから、当該期の良好な資料とい

える。このことから弥生時代後期後葉の時期と考えられる。(小山)

11釘表土
2屑 1I音灰褐色土(貨褐色ブロック多く含み、しまり弱)
3隠 暗灰褐色土{黄褐色ブロック少量含む)
4隠褐灰色土 (S01埋土)
5悶褐色土
61箇 H音Ð(褐色土(しまり~~)
7厨 H音灰褐色土(黄褐色ブロック多f置に含み、しまり弱)
自間前掲色土
9問 If音D(褐色土
10閥 暗灰褐色土(炭化物を少量含む)
II路氏褐色土
12層 にぶい黄褐色土
13隠 暗褐色土(炭化物、黄褐色ブロック少鼠含む)

:J IQ 

H=67.2m 
b' 

傷多綴
0S  = 1 : 802m  

第36図 SI13実測図

一一 37-

国

ロ
自
由
ト

C
H
Z



第 3章久蔵峰北遺跡の調査

S 113 (第36図、 PL.12) 

117""18グリッドに位置し、標高約55.7mの平坦面に 表12 SI13ピット表 ( )現存値

立地する。埋土はほとんど残っていない状態で、耕作土

除去後床面を検出した。西側は暗渠排水により大きく破

壊され、南東側は調査区範囲外で農道の下に埋没してい

る。また、北側はSD1、SI15に切られる。遺存状態が悪く、平面形を特定することはできない。

ピットは3基検出した。 Pl， P3は部分的な検出である。このうち柱穴と思われるピットはPl、

P2で、柱穴間距離は2.5mである。また住居の中心部分になるであろうと思われる位置に土坑SKI0

(112 X 70 -92cm)がある。住居の埋土が部分的にしか残っていなかったため、 SKI0の掘り込み面を

確認できなかった。このため住居跡に伴うものかどうかは判断できなかった。またその性格について

も不明である。

床面は平坦で、全体的に硬化している。 AT層をそのまま床面としている。床面の南側には周壁溝

と思われる溝がわずかに1.3mある。この周壁溝周辺の、床面より 5cmほど高い位置で土器の細片が

数点出土した。また、 SKI0の西側と南側の 2ヶ所で焼土面を検出し、この周辺からも床面付近で土

器の細片が数点出土した。いずれも図化できるようなものはないが、清水編年のVI期に相当するもの

があることから、弥生時代終末期から古墳時代初頭のものとみられる。(浅田)

S 114 (第37図、 PL.14) 

表13 SI14ピット表

ピット名 長径(cm) 鰹径(cm)

P 1 34 32 

P2 50 48 

P3 40 40 

P4 33 20 

P 5 76 57 

深さ (cm)

45 

42 

59 

54 

53 

Fig 3 SI14聾161出土状況

1 15グリッドに位置し、標高約55mの平坦地に立地す

る。北側から東側にかけては、果樹園の掘削のため破壊

されている。西側は暗渠排水により破壊されており、住

居の南東端がわずかに残る程度である。遺存状態は非常

に悪い。平面形は残存する周壁溝の形から隅丸方形を呈

するものと考えられる。検出面からの深さは、最も残り

の良い南側壁面で約20cmである。壁面はほぼ垂直に立ち

上がる。埋土は単層で土器の小片を含んでいる。床面は

平坦で、全体的に硬化しており、ホーキ層をそのまま床

面としている。主柱穴はP1 ""P4である。柱穴間の距

離はPI-P2、P2-P3のJiI買に2.8m、2.8m、2.7m、

2.7mで、ある。住居の中心部分に中央ピット (P5)があ

る。西側に地山を間り出した低い周堤がわずかに残って

いる。 P5から Plの方向にのびる床溝が 1条あるが、

遺存状態が悪く途中で途切れてしまっている。 Plもし

くは周壁溝までのびていたと考えられる。焼土面はP5

の西側で3ヶ所検出した。

出土遺物は埋土中から器台の受け部153、奮の口縁部152、P3の南側から床面に逆位に置いた状態

で曹の口縁部151(Fig 3)が出土した。いずれも清水編年V-3期に相当する。

本遺構の時期は出土遺物から、弥生時代後期後葉頃と考える。 (浅田)
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

H=66.0m 

d d' 
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。 s= 1 : 20Ocm 
一一 1 

H=66.6m 
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F 
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l層 階裁褐色土(炭化物少量含む)
2悶階褐色土
3厨 lこぶい黄褐色土(砂校少量含む)
4間賞褐色土

。 S=1:802m  

第37図 8114実測図

161 

第38図 8114出土土器

162 

S = I・ 10田

しん……

8115 (第39図、 PL.14) 

I 16グリッドに位置し、標高約66mの平担部に立地する。埋土はほとんと、残っていない状態で、耕

作土除去後すぐに床面を検出した。東側と西側は暗渠排水により破壊されている部分がある。南側は

果樹園の削平のために部分的に破壊されている。北側はSIl7に切られる。検出面からの深さは、最

も残りの良い南側でわずかに 5cmほどである。平面形は隅丸方形を呈し、規模はおよそ一辺3.0mで、

ある。周壁溝は西側から南側にかけて iLJ宇状に検出した。大きさは幅10cm、床面からの深さは 1

cmで、断面形は iUJ宇状である。本来は全周していたものと考えられる。床面は平坦で、全体的に

硬化しており、ホーキ層をそのまま床面としている。焼土面は南側で2ヶ所検出した。検出した4基

- 39-



第 3章久蔵峰北遺跡の調査

164 

S=I:4 10回

、ト
第40図 8115出土土器

τ~匂Eヲl51:
のピットは、いずれも主柱穴と考

えられる。柱穴聞の距離はPl

P2、P2-P3の順に2.4m、2.5

m、2.8m、2.6mである。このう
第39図 8115実測図

表14 8115ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm)

P 1 46 38 36 

P2 (52) 58 51 

P 3 66 62 59 

P4 44 45 46 

8116 (第41図、 PL.14) 

ちP3から清水編年V-2期、弥

生時代後期中葉の小形の費164が出土した。住居の中央

部分にはSK6があり、この土坑により、中央ピットは

破壊されたものと考えられる。

P3出土の土器が示す年代が、当住居跡、の構築された

時期を示すと考えられる。よって、本遺構の時期は、弥

生時代後期中葉頃のものと考える。(浅田)

H17グリッドに位置し、標高約67mの平坦地にある。北側をSI34に切られる。検出面からの深さ

は最も残りの良い南東側で40cmである。平面形は隅丸方形を呈し、規模はおよそ一辺が4.6mである。

周壁溝は、 SI34に切られている部分を除いた全てを検出した。本来は全周していたものと考えられ

る。幅25cm、床面からの深さは 7cm程で断面形は iUJ字状である。床面は平坦で全体的に硬化して

おり、ホーキ層をそのまま床面としている。ピットは5基検出した。このうち主柱穴と考えられるも

のはPl~P4 である。柱穴聞の距離は 3m等間である。中央ピットはP5 である。南西隅の床面に

てSK46とした土坑を 1基検出した。この土坑の埋土上面に貼床が施され住居の床面とされていたこ

と、土坑の埋土を切って柱穴 (P2)が掘り込まれていたことから、この土坑は本遺構に先行する時

表15 8116ピット表()現存値 期のものと判断した。

ピット名 長径(cm)

P 1 32 

P2 47 

P 3 52 

P4 35 

P5 120 

短径(cm) 深さ(cm)

25 (29) 

42 69 

38 76 

30 (47) 

96 55 

遺物はP5から奮の口縁部分167が、床面付近から輩

の底部168と棄の口縁部166が、床面直上で壷の口縁部165

がそれぞれ出土している。またP5の検出面で台石170

が 1点出土している。 166、167、168はいずれも流入に

よるものである。床面出土の土器は、清水縞年のV-l

- 40 
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期に相当する.

本遺構の時期は弥生時代後期前菜のものと考える。
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

8117 (第43図、 PL.15) 

1 15グリッドに位置し、標高約66mの平坦面に立地する。北側から北西側にかけて、果樹園耕作時

の削平により破壊されている。東側と西側は、暗渠排水により破壊されている。埋土はほとんど、残っ

ていない状態で、表土除去後床面を検出した。埋土の状況としては、単層で床面直上に炭化物を含ん

だ褐色土が部分的に 1cmあった程度である。平面形は、周壁溝の形や柱穴の並び方から五角形と考え

られる。床面は平唱で、全体的に硬化しており、 AT層をそのまま床面としている。

周壁溝は南側で比較的遺存状態が良く、北側は残っていない。溝の幅は20cm、床面からの深さは5

cm程で、断面形は rUJ字状である。本来は全周していたものと思われる。

ピットは7基検出した。このうち主柱穴と考えられるのはP1 '"'"'P4である。主柱穴は4基しか検

出できなかったが、その並び方から 5本柱が予想される。残るもう l基は、果樹園の耕作時に破壊さ

れて無くなっている。柱穴聞の距離はPI-P2、P2…P3、P3-P4のJI国に2.7m、2.9m、2.5mを

測る。 P6、P7の距離は1.7mで、ある。何らかの補助的な柱が立てられていたか、もしくはP5に伴

う構造物の一部であった可能性が考えられるが、明確にその性格を判断する状況を確認することはで

きなかった。 P5は中央ピットと考えられ、平面形は円形である。また、途中が切れているが幅15cm、

深さ 3cmの床溝がP5からP4に向かつてのびている。焼土面はP5の南側に 2ヶ所、西側に lヶ所

キ食出した。

出土遺物は奮の口縁部171が床面直上で出土している。清水編年のV-2期に相当する。したがっ

て本遺構の時期は出土遺物から、弥生時代後期中葉項と考えられる。本遺構と切り合いの関係にある

表16 8117ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 48 42 (42) 

P2 40 (33) (39) 

P3 62 48 57 
P4 (56) 54 65 
P5 80 74 44 
P6 48 43 41 
P7 46 32 39 

L 
⑬ 

¥寸

、ug--申告
H
E

第43図 8117実測図

s 
z 

w 
H音黄褐色土
にぶい策褐色土
踏黄褐色土

日音黄褐色土 (ff音褐色土含む)

暗策褐色土(黄色土ブロック
含む)

H音黄褐色土

にぷい黄褐色土 (30mm大黄色
土ブロック含み、しまりやや

~~) 
JI音黄褐色土(しまり弱)

褐色土
H音黄褐色土
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51習 褐色土(地山ブロック、 H音褐色土含む)

円 6厨 暗褐色土(黒褐色土、黄褐色土含む)

H雪灰褐色土
81静 貨褐色土(地山ブロック含む)
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第45図 8118実測図
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

H=66.0m 
b' 

H=66.0m 
C 

7mτs務
。 S= 1 : 802m  

SI15と同時期になるが、この2つの住居は短い時期の聞に造営、廃絶が行われたものと考える。

(浅田)

8118 (第45図、 PL.15) 

115"-'Jl5グリッドに位置し、標高約66mの平坦地に立地する。果樹園耕作時に四方向を破壊され

ているため、遺存状態は非常に悪い。耕作土除去後に床面を検出した。床面が残っているのは南東側

のごく一部分だけである。検出面から床面までの深さは、最も残りの良い南側で23cmである。壁面は

床面よりやや外側に傾斜もって立ち上がる。周壁溝は南東側のみ残っており、 rLJ字状に角が緩や

かに屈曲している。幅10cm、深さ5cmを測る。断面は

rUJ字状である。平面形を特定することはできないが、

周壁溝の形から隅丸方形と思われる。床面は部分的にし

か残っていないが、全体的に硬化しており、 AT層をそ

表17 8118ピット表 ( )現存値

ピット名

P 1 
P2 
P3 

のまま床面としている。 P4 

ピットは5基検出した。そのうち主柱穴と考えられる
P5 

ものはPl，，-，P4である。柱穴間の距離はP1 -P2、P2-P 

3の}II買に2.7m、2.7m、2，8m、2.8mである。 P5は西側と南東

側が破壊されており、扇状に全体の3分の l程度しか残ってい

ない。ピットの全体規模は分からないが、 2段に掘り込まれて

いること、断面が不整形な rUJ字状になっていること、また

住居の中央部分に位置していることから中央ピットと考えられ

る。また、遺存状態は非常に良くないが、 P2の北西側に焼土

面を 1ヶ所確認することができた。

埋土は焼土面から南側に部分的に残っており、床面から最大

5 cmである。炭をやや含む褐色土の単層であった。

出土遺物は器台の受部174、費の口縁部175、護の頚部176で

一-43一

長径(cm)

34 
115 

49 
49 

不明

/ 

短径(cm) 深さ(cm)

31 (34) 
(38) 11/1 

42 (64) 

41 (56) 

不明 不明

d 
帆医二¥
5=1:4 10"， 

第46図 8118出土土器
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表18 8119ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(crn) 短径(crn) 深さ (crn)

P 1 74 50 74 

P2 74 57 56 

P3 64 50 64 

P4 57 48 64 

P5 120 (82) 31 

P6 40 40 42 

P7 20 17 19 

P8 60 40 17 

P9 50 45 39 

P 10 34 30 40 

Pll 30 30 13 

P 12 48 31 20 

P 13 25 19 26 

P 14 40 33 26 

P 15 40 34 32 

P 16 21 21 23 

P 17 40 31 33 

P 18 17 17 20 

P 19 20 20 7 

P 20 30 (27) 46 

第47図 8119実測図
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

ある。このうち174は床面上で出土した。時期は清水編年のV 3期、弥生時代後期後葉に相当する。

本遺構の時期は出土遺物から、弥生時代後期後葉頃と考えられる。 (浅田)

8119 (第47図、 PL.16) 

1 12グリッドに位置し、標高約65mの平坦[面に立地するo 北側は5分の 1程度が削平され、無くなっ

ている。北西側はSI22に切られる。埋土は部分的にしか残っておらず、耕作土除去後に床面を検出

した。壁面は最も残りの良い南側で10cmほどであり、壁面は床面からやや外側に傾斜して立ち上がる。

埋土は褐色土の単層で、わずかに炭と土器の小片を含んでいる。

平面形は円形であり、床面は平坦でAT層をそのまま床面としている。周壁溝は幅25cm、床面から

の深さは8cmである。断面形は rUJ字状である。北側の削平部分付近で途切れているが、本来は全

周していたものと思われる。

ピットは20基検出した。そのうち主柱穴と考えられるものはPl""'P4である。柱穴聞の距離はP

1 -P2、P2-P3 の JII~ に 2.7m、 2.6m、 2.6m、 2.7mを測る。 P5 は中央ピットと考えられ、平面形

は楕円形で2段に掘り込まれている。 Pllから P5に向かつて床溝がのびている O 途中で切れている

が、 P5につながっていたものと考えられる。その他のピットの性格は不明である。焼土面はP5の

南東側で lヶ所検出した。

北東隅、周壁溝近くの床面から 5cm上の位置でガ、ラス

製小玉182が 1点出土した。これは本遺構の埋没段階の

早いうちに流入したものと思われる。

遺物は床面付近から査の口縁部179、埋土中から奮の

口縁部177、178、査の頚部180、カワラケ181が出土した。

181は本遺構が埋没していく途中に流入したものと思わ

れる。このうち床面付近の埋土中から出土した179は外

反する口縁部の形態からみて、清水編年のV… 3期に相

当する。このことから本遺構の時期は、弥生時代後期後

葉頃のものと考えられる。 (浅田)

8120 (第49図、 PL.16) 

1 12グリッドに位置し、標高約65mの平坦地に立地す

る。北側はSI19に切られ、南側はSI21に切られる。本

遺構は l回の拡張があり、古いものから拡張前、拡張後

として記述することにする。

拡張前 拡張後の住居の床面上で検出した。平面形は

周壁溝の形から隅丸方形と考えられる。主柱穴はP1 ""' 

P4である。柱穴聞の距離はP1 -P2、P2-P3の傾

に3.2m、3.0m、3.1m、3.2mを測る。 P10は中央ピット

である。周壁溝の幅は約20cm、深さは床面から 8cmで、あ

'15 

表19 8120ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm)

P 1 65 4U 

P 2 54 45 

P 3 ;);) 40 

P4 92 47 

P 5 57 48 

P6 52 52 

P7 ニ10 27 

P8 65 37 

P 9 92 47 

P 10 134 127 

P 11 :32 25 

P 12 35 30 

P 13 37 30 

P 14 20 16 

P 15 28 22 

P 16 75 40 

P 17 35 24 

P 18 18 13 

P 19 27 25 

P 20 56 48 

P 21 59 50 

P 22 24 24 

P 23 24 24 

P 24 40 29 

P 25 29 20 

P 26 23 17 

P 27 24 24 

P 28 24 19 

P 29 18 ，15 

P 30 56 50 

深さ (cm)

52 

59 
47 

56 
~14 

c19 

62 

42 

52 
48 

19 

43 

26 

32 

35 
37 

33 
19 

53 

44 
26 

仁 lcl
32 

8 
34 
6 

41 

9 

37 



第 3章久蔵峰北遺跡の調査
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第49図 8120実測図

り、断面形は iUJ字を呈する。途中で途切れる部分もあるが、全周していたものと思われる。 P10

からのびる床溝が3条あり、そのうちの 1条は周壁溝に繋がっており、拡張前の住居に伴うものと考

えた。

遺物はP3の埋土中から霊の口縁部184が出土している。時期は清水編年のV II期、弥生時代後

期中葉に相当する。これは、拡張前の住居跡の構築された時期を示すものと考える。

拡張後 北側をSIl9に切られ、南側をSI21に切られる。平面形は五角形であり、床面は平坦でA

一-46一一



第 3章久蔵i峰北遺跡の調査

¥ 雲窮 h ノイ
1 トナー匂二

;¥ 

l----a S=I:4 lO国

24 
(~; 

第50図 SI20出土遺物 190のみ S=Y2

190 

0 S  = 1: 2 田

T層をそのまま床面としている。主柱穴はP5""P9である。 P9はP4を拡張し、再利用したもので

ある。柱穴間距離はP5 P6、P6-P7の}II買に2.8m、3.1m、3.0m、3.1m、3.2mを測る。検出面

から床面までの深さは、最も残りの良い南西側でllcmほどである。

P10は中央ピットと考えられ、 2段に掘り込まれている。上段の大きさは(134X127 19cm)、下段

は (90cmX90cm -24cm)である。住居拡張の時に拡張前の中央ピットを再利用したものと考える。周

壁溝は幅30cm、深さは床面から 7cmで、断面形は rUJ字状である。南北をそれぞれSI19とSI21に

切られているため、その部分で途切れるが本来は全周していたものと思われる。焼土面は住居の床面

にて、 P10の西側に2ヶ所、東側に 1ヶ所確認した。

遺物は、床面付近から護の口縁部186、188、高杯の杯部185、P23の埋土中から鉢187が出土してい

る。 187は当住居跡に伴うものかは不明である。 185は清 表20 S 121ピット表 ( )現存値

水編年のV-2期から 3期にかけてのものであり、弥生

時代後期中葉~後葉に相当する。その他のものはいずれ

も清水編年のV-3期、弥生時代後期後葉に相当する土

器である。本遺構の時期については、出土遺物から弥生

時代後期中葉~後葉頃と考える。これはSI19、SI21と

の切り合い関係と矛盾しない。周辺の住居群の中にも同

時期のものがあり、住居の継続する時期幅は、土器型式

差として現れない程度の短期間であるということができ、

極めて盟い期間に、住居の造営・建て替えが行われたも

のと考える。(浅田)

S 121 (第51図、 PL.16) 

1 13グリッドに位置し、標高約65mの平坦部に立地す

る。本遺構は 1回の拡張があり、古いものから拡張前、

拡張後として記述することにする。

拡張前 拡張後の床面上で検出された。主柱穴はPl

一一 47一一

iピット名
P 1 

P2 

P 3 

P4 

P 5 

P 6 

P 7 

P8 

P 9 

P 10 

P11 

P 12 

P 13 

P 14 

P 15 

P 16 

P 17 

P 18 

P 19 

P 20 

P 21 

P 22 

P 23 

長径(cm)

57 

46 

61 

54 

46 

50 

71 

56 

110 

42 

45 

40 

78 

46 

24 

19 

25 

48 

22 

23 

25 

22 

17 

盟径(cm) 深さ (cm)

46 58 

40 20 
L14 43 

50 51 
(43) 42 

45 34 

60 45 

40 32 

104 46 

39 22 

45 57 

37 38 

65 26 

38 49 

20 日

19 16 

25 6 

40 48 

22 10 

20 6 

25 13 

17 14 

15 12 



第3章久蔵峰北遺跡の調査
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は炭化物の範閲を制一 l 

1厨 IT音質褐色土
2厨 i府褐色土
3隠 筒色土(lOmrn大黄色土ブ、ロック、炭化物、砂粒含む)

41間 褐色土(暗黄褐色土多く含む)
5厨 褐色土(続賞褐色土台む)
61認 にぶい褐色二上(黄色土ブロック、淡化物、砂粒少量含む)
7腐 暗筒色土(しまり弱)

8閣 にぷい褐色土(黄色土ブロック含む)
9胞 にぶい褐色二l二(黄色土ブロック多く含む)
101菌 防褐色粘質土
11層 褐色土作官賞褐色土多く含む)
121留 にぷい黄褐色二七
l:l隠褐色土(しまりやや~ij)
1.IRヲ 裕色j二(砂枝、多f11の炭化物含む)
151針 lこぶい褐色土
16sぎ にぶい政褐色土 (20mm大黄色土ブロック含む)
171習 にぶい殺褐色ニlニ(しまりやや潟)
18府階褐色土

H=65.5m 

H=65.5m 
a 

H出 65.5m
d' 

b' 

j!:L 

H=65.2m 

H口 65.2m
h 

c' 

H出 65.2m
e' 

ゑ砂

ゑit
i哲腐 SI20の域土
201罰 褐色土(しまり強)
21厨灰褐色土(しまり強)
22扇 情褐色土(炭化物多く含み、しまり強)
23隠 褐色こl二(炭化物わずかに含む)
2.11沼 褐色土(黄色土ブロック、 IT奇褐色土含む)
25層 階褐色土(淡化物わずかに含み、しまり強)
261罰 JK~褐色土(炭化物多く含む)
27隠 灰褐色土(貨色地ilJブロック含む)
28闘 賞筒色土(黄色土ブロック、灰褐色土含む)
29総 SK2:lの埋土

0S  = 1 : 80 皿

第51図 S 121実測図
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第52図 SI21出土遺物 202~207は s=巧

"" P 4で、柱穴聞の距離はP1 -P2、P2 P3の)IJ買に208m、300m、300m、208mである。中央ピッ

トはPI0である。周壁溝は拡張後の住居の柱穴に切られる箇所や、途切れる部分もあるが、本来は全

周していたものと思われる。大きさは幅15crn、床面からの深さは305crnで、断面形は iUJ字状であ

る。住居跡の規模は、 1辺が502m四方で、平面形は主柱穴の並び方と周壁溝の形から、隅丸方形と

考えられる。

拡張後 平面形は隅丸五角形であり、床面は平坦でAT層をそのまま床面としている。 SI20の南壁

を切る。床面から検出面までの深さは、最も残りの良い南側で、約75crnで、ある。主柱穴はP5""P9で、

柱穴聞の距離はP5 P6、P6-P7の)11買に300m、206m、206m、300m、209mで、ある。中央ピット

はPI0である。住居拡張後も再利用されたものと考える。平面形は隅丸方形を呈し、東南隅から P6

に向かつて床溝がのびている。床溝の大きさは幅10crn、深さは床面から207crn、断面形は iUJ字状

である。

Pll""P14は、その性格を明瞭に示す痕跡が今回の調査では得られなかったが、補助的な柱の可能

性が考えられる。その他のピットは小規模で性格は不明である。
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第 3章久蔵|筏北遺跡の調査

床面は平坦でAT層をそのまま床面としている o 全体的に被熱により淡く赤味を帯びており、 P10

の南側に炭化物を多量に含んだ埋土が2cm程度堆積していた。この中には長さ15cm、直径4cmの棒

状の炭化材が含まれていた。これらのことから本遺構は焼失住居である可能性がある。床面直上の遺

物がほとんど無いことから、ある程度片付けられたのち意図的に燃やした可能性も考えられる。

遺物はP11から棄の口縁部191、周壁溝内から饗の口縁部192、床面付近から護の口縁部193、194、

震の底部199が出土している。また、埋土上層から壷の口縁部198、曹の口縁部195、196、197、鉢の

口縁部200が出土している。いずれも清水編年のV-3期、弥生時代後期後葉に相当する土器であり、

これは本遺構の時期を示すものと考える o これはSI20との切り合い関係と矛盾しない。同時期の短

い聞に、住居の造営・建て替えが行われたと考える。(浅田)

8122 (第53図、 Pl.18) 

1 11グリッドの台地の平坦部に位置する。壁高は南壁の最深部で30cmを測るが、北半部は撹乱によ

り失われていた。東南部はsn9と重複するが、 sn9の埋土が遺存しないため、層位的関係は不明であ
るo 南側で重複するSI23は埋土の残りが悪く、 SI23の床面で当住居跡を検出した。このため両者の

H=65.2m 
c 

H=65.2m 

ア

xaqcF38 
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第53図 8122・23実測図
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31，請 にぷい裁褐色土 (SI22埋土)
41笥 II占床屑
5厨階茶褐色土
日}笥 11音貨褐色土
7周防黄褐色土
8隠黒褐色土
9闘 にぶい絞褐色土
[0悶 1f11褐色土(下部は炭化物含む黒褐色土)
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久蔵峰北遺跡の調査
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OE認 1: 4 10由

ピット名 長径(crn) 短径(cm) 深さ (crn)

P 1 42 41 (61) 

P2 38 36 (66) 

P3 44 42 66 

P4 48 42 (69) 

P5 63 50 (41) 

P6 46 40 (70) 

P 7 46 40 (60) 

P8 26 24 (19) 

P 9 36 (29) 54 

P 10 32 28 25 

P 11 28 23 51 

P 12 30 25 48 

P 13 36 34 59 

P 14 50 50 60 

P 15 18 16 36 

P 16 18 16 16 

P 17 33 23 10 

P 18 22 20 16 

P 19 28 27 21 

P 20 22 18 39 

P 21 36 30 8 

P 22 28 24 7 

P 23 32 28 42 

P 24 50 38 62 

( )現存値

骨
川
¥
j
j
l
/
 

208 

に二可 z 
8122・23ピット表

213、214のみ S=72

表21

8122出土遺物

ヰ二 量 ?l 

~ð，16 Ud  

ゐ218

第55図

-I~ 

8123出土遺物

第54図

dz16 一、 l

h E 

層位的関係は不明である。住居跡の規模・平面形は推定

ピットは10基検出で一辺5.5mの隅丸方形とみられる。

このうちP1 . P2・した。主柱穴はPl，，-，P4である。

いずれも

底のレベルが同一であることから S122に伴うものと判

P4は撹乱土を除去した地山面にて検出した。

P5は中央ピットである。壁際には幅15"-'26断される。

また床面には全面に貼床が施され、貼床を除去した地山面にて内深さは平均3cmの溝がめぐる。cm、

このことから、住居の拡張が行われたものとみられる。遺物は、床面付近の側の周壁溝を検出した。

ともに撹乱土中の出214は土錘である。図示した213は珪化木で、埋土中から若干の土器が出土した。

当住居跡に伴うものかは、不明である。出土した土器は若干古いものも含むが、新相の土土であり、

弥生時代終末期から古墳時代初頭のものとみられる。器が清水編年のVI期のものであることから、

(小山)

PL. 18) 8123 (第53図、

南半部のみの検出である。北半遺存状況が悪く、

部はS122の掘り込みにより、床面が失われている。

51 -

S122の南側に位置する。111グリッドにあり、



久蔵i峰北遺跡の調査第3主主

わずかにllcmである。壁際では幅8~28cm、深さ 5cmの3重の周壁溝を検壁高は残存する南壁で、

詳細な変遷は明らかで遺存状況が悪く、これは住居の建て替えに伴うものと考えられるが、出した。

ない。

住居跡の規模・平iID形は一辺3.0mの五角形ないしは直径約8.4mの円形とみられる。検出したピッ

トは14基であるが、住居跡埋土中から掘り込まれた可能性があるものも含む。深さなどからみてP13

北半部は後の撹乱やSI22の掘り込みによって床面から40Clll以上やP14は主柱穴の可能性があるが、

217が撹乱土石器が出土した。出土遺物は弥生土器、詳細は不明である。掘り下げられているため、

219は砥石である。埋土中出土の土器は、中からの出土であるほかは埋土中からの出土である。 218、

(小山)清水編年のV-3期に該当することから、弥生時代後期後葉の住居師、と考えられる。

PL. 18) 8124 (第56図、

SI51によりホーキ層を検出聞として確認した。I 11グリッドの位置で、標高およそ64.9mの高さ、

住居西側部分が壊されており、北側部分では近年の耕作による天地返しを受けている。 また、東側部

SI23を壊して存している。分では、

およびAT層、残存する部分は住居東南部に限られるが、検出面から床面までは深さ24cmを測り、

白色粘質土層を床面とする。周壁溝は確認された範囲では東壁北寄りで一部途切れるところがみられ

P5は中央に掘り込まれたピットである。

i1 
0S  = 1 : 802皿

ii際

うちP2は主柱穴、

、
五¥L
f 

ノ

③ド1ム

ピットは4基床面から確認され、

8124 

長:

回
P

。a 

O
N
 

へ

8151 

0 
心/内

。
た

IIfH日色土 ctilf品色土、 I~I 色村;'I'Uニブロック含む)
IItl品色二!ニ(資格j色土のブロック含む)
褐色::t Wdtl色土、白色.I'ij~'l土ブロック含む)

(赤褐色土、 iう色rli'l'jこしブロック合む)
SI51の埋.1::t
淡褐色 L(淀褐色二iーのブ口ック含む)
悩色土

褐色ごl:(絞掲色:l:(])ブロック含む)

褐色土(武褐色士、 lう色結成1ブ口ック含む)
j党総色土(赤褐色土、 I~l 色料jJτ土、清1;1<)色:1:のブ口ック含む)

1 I溺
2総

3 frう
41'臼
51l寺
6燦
71符
日長i
9ヲ
10関
11I言i

H=65.0m 
C 

8124実測図
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

本住居では床面以外からも本住居

に伴うと考えられるピットが検出

された。 Pl・4は撹乱土除去後

に柱穴の下半部分が遺存していた

ものである。 P3はS151の貼床除

去後に石

ことから、本住居では壁部分は南

S=I:4 10田

東部を残し遺存しないことから正 第57図 8124出土遺物

222 

G::i1~) 

確な規模は不明であるが、四本柱とする平面方形の住居 表22 8124ピット表 ( )現存値

であったと考えられる。

さて、本住居の出土遺物には、 220・221の嚢の口縁部

の破片がみられる。 220は外傾する口縁部に4条の平行

沈線文を施し、 221は平行沈線文を施した後、一部ナデ

消しを行っている。 222は敵石である。

本住居の時期であるが、出土遺物は清水編年V-3期

ピット名 長径(cm)

P 1 42 

P2 50 

P3 35 

P4 35 

P 5 74 

P6 42 

P7 32 

矩径(cm) 深さ (cm)

38 (89) 

42 65 

24 (51) 

34 (58) 

58 47 
27 43 

30 36 

に相当することから、弥生時代後期後葉の時期が考えられる。このことは本住居と切り合い関係にあ

るS123、S151との前後関係とも矛盾するものではない。(野口)

8125 (第58図、 PL.18) 

E8グリッドの南西側、標高64.3mの平坦面に位置する。 S165の北に立地する。農道の真下に位置

ノ

H=61.9m 
a 

「人

~務綴級協
H=ι17m 
c 

H=64.5m 

1 R守 褐色土(lOmm大ホーキ、首褐色土ブロック、白色様、淡化物含む)
2府 附褐色こ仁(白色礎少数合む)

d' 

3厨 階褐色土(lO~20耐火貨褐色ブロック、白色際、主主化物含む) D S = 1 : 80 2m 

4閲 褐色土(灰白色ブロック、裁褐色ブロック、白色磁、炭化物含む)
5悶 灰白土(貨褐色ブロック、燈褐色土、褐色土、炭化物含む)
6開 茶褐色土(裁褐色ブロック含む)

第58図 8125実測図
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第3章久蔵峰北遺跡の調査

表23 8125ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 題径(cm) 深さ(cm)

P 1 53 40 51 

P2 66 (43) 55 

P3 42 36 75 

P4 107 75 37 

P 5 47 34 23 

していたため、道路の取り付けの際に削平

を受け、東南側と北西側が壊されている。

検出できた北東側と南西側の状況から、平

面形は円形であると推定され、直径5.5m

を測る。黄褐色土を床面としており、検出

d 
~====C-~lJ 

十rd
@ 

一一口川山
V
ハペ

S=I:4 10国 OS=  1: 2 田

第59図 8125出土遺物 226のみ S=Y2
面から床面までの深さは、南西側で18cm、

北東側で6cmを測る。周壁溝は北東側と南西側のみ検出した。撹乱を受けた部分では確認できなかっ

たが、本来は全周していたと考えられる。溝の幅は9cm、床面からの深さは5~8cmで断面形は iUJ

字状である。床溝は 1条あり、 P4から南西方向に107mのび、さらにP3に向かい103mのび、ている。

ピットは5基検出した。主柱穴と考えられるものはPl~P3 である。柱穴の配列から、 4 本柱の建

物になると思われる。柱穴問距離はPl-P2間より順に2.8、2.9mである。 P4は中央ピットと考え

られ、平面形は不整円形である。床面上にはP4の西側に焼土面が2ヶ所みられた。

出土遺物については、床面直上のものはみられなかったが、 PlとP2の埋土中から曹の口縁部224・

225が出土している。本遺構の年代は、これら主住穴から出土の土器が清水編年のV-3期に相当す

ることから、弥生時代後期後葉の時期と考えられる。(阪上)

228 

Y玄: S 1・ 10田

第60図 8126出土土器

227 

8126 (第61図、 PL.19) 

H12グリッドに位置し、標高約64.7mの、西側から東

側に向かつて緩やかに傾斜する斜面に立地する。平面形

は隅丸方形を呈し、規模は一辺が3.0mである。検出面

から床面までの深さは、最も残りの良い北西側で、28cmで

ある。壁面は床面よりやや外側に傾斜を持って立ち上が

る。周壁溝はほぼ全体を検出した。大きさは幅12cm、床

面からの深さは 3cm、断面形は iUJ字状である。床面

は平坦で、 AT層をそのまま床面としている。

ピットは5基検出した。このうち住穴はPl~P4 で

ある。住穴問の距離はPl-P2、P2-P3の}'I買に2.8m、

2.8m、2.9m、2.2mを測る。 P5は中央ピットである。

床溝がP5からP3に向かつてのびている。大きさは幅

15cm、床面からの深さは4cmで、断面は iUJ字状で

ある。焼土面はP3、P4の聞で 1ヶ所検出した。

遺物は床面上で壷の口縁部227、衰の口縁部228、低脚

- 54 
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、
唱戸
口
内
容
日
目

。 5=1・802m

4d-zi 争認b-A27
爪
出 ミD

5=1:40 1m 

1 }議黒褐色1
2閣 時褐色土(砂校、 10mm大ホーキブロック少数含み、しまりI'U)
3関褐色土
4層 !Ji.ニ褐色土
5厨 )，íl、褐色i:(しまり~~)
6隠褐色土
71習 nn:褐色土 (20nUll大ホーキブロックを多く含み、しまり強)
8厨 階褐色ニl二{しまり~!ÍO
91罰 褐色ニ上(ホーキブロック含み、しまり強)
10厨 EJ(褐色こt:(しまり強)
111詩 H音褐色土(少翠の砂殺、 10mm大ホーキブロック、炭化物含む)

12隠 褐色土(ホーキプロック含み、しまり強)
1:3層黄褐色土
14溺 H音褐色土(しまり強)
15隠 H音褐色土(炭化物、 10mm大ホーキブロックわずかに含む)
16関 褐色土(しまり強)
17腐灰褐色土
18厨 11奇褐色土
19n雪 褐色土(ホーキブロック含む)
20"爵 褐色土(ホーキブロック含む)
21関 11音褐色土(少盤のホーキブロック、炭化物含む)

第61図 8126実測図

杯の脚部229が出土している。時期はいずれも清水編年

の日期に相当する。

このことから当住居跡は、弥生時代終末期から古墳時

代初頭にかけての時期のものと考える。(浅田)

8127 (第63図、 PL.19) 

Jl2グリッド、標高およそ65.0mの高さでホーキ層を

検出面として確認した。 SB9、SK34と一部で重複する。

検出の段階ですでに床面の焼土や周壁溝の一部が確認さ

れるなど、すでに床面よりも上の住居構造は、後の耕作

等の削平により失われていた。このことから住居埋土も

柱穴や周壁溝、ピットを埋める土以外は残りもほとんど

なく、住居内の所々に厚さ 1~ 2 cmの堆積を残すのみ

一一 55

表24 8126ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 58 50 72 
P2 80 61 80 
P 3 54 50 60 
P4 52 45 62 
P5 38 37 46 

S =1・ 10田

第62図 8127出土土器



第3章久蔵峰北遺跡の調査

であった。また、本住居はSB9、SK34と一部で重複する。

このような状況であったが、調査の結果、本遺構は南西部に関しては削平により周壁溝も遺存しな

いため、不明な点を残すものの平面形を五角形にする、東西5.7m以上、南北6.4mの竪穴住居跡であ

ることが周壁溝の形態から明らかとなった。また、周壁溝の状況からは、上述の周壁溝の内側で縁部

分を一部で重複させる東西5.5m以上、南北5.7mの周壁溝も認められ、このことから本住居は建て替

えが行われたことが確認できた。さて、この建て替えが拡張か縮小かの判断であるが、埋土がほとん

ど残存していなかったことや、外側と内側で認められた周壁溝の切り合いからは判断が困難であった。

しかし、住居北西側の主柱穴と考えられるP5・6で、外側の周壁溝のコーナーと対応するP5が内

側の周壁溝のコーナーと対応するP6を切って存在することから拡張であったと判断される。そのほ

Z
H
g
品ヨ

r
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， 
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Q4 
、/

H=65.4m 
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H=65.4m 
c (:~' 

l層階褐色土
2厨暗褐色土(炭化物含む)
3魁 j炎筒色土
4閥褐色土

。 S= 1 : 802m  

図式首R
izqtv 
遷

2

1

後

変

ー
軌
跡

第63図 8127実測図

56一

ω
 

E
噌
回
目

V
H
H
Z



第3章久蔵峰北遺跡の調査

かの4基の主柱穴に関しては、 Pl・2・3・4以外に、

住穴として妥当なピットが確認できなかったことから、

拡張後も引き続き用いられていたものと考えられる。

さて、本住居跡はホーキ層を床面とし、柱穴となるピッ

ト以外に9基のピットが確認された。本住居内で確認で

きたピットには周壁溝を切って存在するものがあるなど

本住居跡よりも新しい可能性もある。 P7は中央ピット

で、中央ピットからは床溝が北東、南東、南方向に3本

のびる。南方向にのびる床溝は途中で南東方向に枝分か

れをするが、この床溝は南東方向にのびる床溝に切られ

ている。また、本住居の床面からは焼土面が6ヶ所で確

認できたが、東南にある 3ヶ所の焼土面は床溝に切られ

ている。

出土遺物であるが上述したように本遺構は住居の上部構造は削平を受け、住居埋土もわずかに残す

表25 S 127ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 49 43 49 

P2 45 40 40 

P3 38 30 29 

P4 41 35 28 

P 5 53 51 56 

P6 44 33 41 

P7 112 ;);) 36 

P8 26 24 34 

P9 35 34 37 

P 10 70 49 41 

P 11 32 21 19 

P 12 65 45 35 

P 13 30 25 27 

P 14 ~" 27 38 

P 15 43 30 53 

状況であったため、極めてわずかであった。 230は壷口縁部の破片で、外反した頚部につく複合口縁

はやや内傾する。口縁部外面には凹線が3条施され、内面は非常に丁寧なミガキが施される。そのほ

か図化できなかったものに口縁部の平行沈線文をナデ消したものがみられ、清水編年のV-3期に相

当する。このことから弥生時代後期後葉頃の時期と思われる。(野口)

SI28 (第64図、 PL.20) 

D8グリッドの中央付近、標高54.2mの平坦面に位置する。 S110の北側に立地する。本遺構は検出

段階で薄く埋土が残っている程度で、遺存状態はよくない。黄褐色土を床面としており、南東・南西

隅では黄褐色土・灰白色土のブロックを主体とする土で貼床を施していた。貼床の厚さは東南側で最

、/
¥<'-

日=64.7m
B、 b' 

1 I関 崎褐色土(淡化物、裁褐色土
プロック含む)

2闘褐色土(炭化物、黄褐色土プ
ロック含む)

3鼠 黄褐色土(炭化物をわずかに
含む)

4厨 暗黄褐色土 (20mm大賞褐色土
ブロック含む)

51習 灰員一褐色土(貼床、貨褐色土・
EK白色土プロック含む)

mmM物仰
第64図 SI28実測図
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

表26 8128ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm)

P 1 41 38 

P2 37 34 

P3 45 43 

P4 44 32 

P5 50 39 

P6 35 32 

深さ(cm)

32 

45 

48 

74 

57 

53 

S 1: 4 10四

第65図 8128出土土器

大20cm、南西側で最小5cmを

測る。住居跡の平面形は方形

で長辺3.3m、短辺2.9mであ

る。検出面から床面までの深

さは10cmを測る。周壁溝は一

部途切れるものの、本来は全

周していたものと考えられる。

大きさは幅約15cm、床面からの深さは4cmで、断面形は iUJ字状である。ピットは6基検出した。

2本柱や4本柱と考えた場合に対応する柱穴がないことから、主柱穴としてふさわしいものはみあた

らず、屋内に柱を持たない建物であると考えた。 Pl・P5・P6に関しては、本遺構の床面で検出し

たが、ど、れも周壁溝を切っていることから、住居廃絶後に掘り込まれたものと考えられる。

出土遺物は床面直上のものはないが、埋土中から出土の231の嚢底部は、清水編年のIV期の土器で

ある。このほか細片のため図化していないが、出土した土器の中に、内面横方向のヘラケズリを施し

た聾の破片があることから、弥生時代後期に下る可能性もある。いずれにしても時期の特定は困難で

あり、弥生時代中期を上限とし、後期まで下る可能性が高いと考えられる。なお周壁溝を切っている

ピットからは、詳細な時期は不明であるが、土師器が出土していることから、層位的にも矛盾しない。

8129 (第67図、 PL.20)

表27 8129ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm)

P 1 50 40 

P2 58 48 

P3 52 36 

P4 61 50 

P 5 50 44 

事雲書 手

0S  = 1・4 10聞

第66図 8129出土土器

深さ(cm)

75 

54 

57 

77 

35 

(阪上)

B8グリッドの中央、標高63.5"'63.7mのなだらかな

斜面に位置する。 SI30と重複するが、わずかに遺存す

る埋土の切り合い関係からみてSI29の方が新しいと考

えた。遺構の東側は撹乱を受けており、規模は不明であ

るが、検出できた周壁溝の形状から隅丸方形であると思

われる。黄褐色土を床面としており、検出面から床面ま

での深さは西側で最大9cmを測る。周壁溝は、北東側から南西側の

み検出できたが、本来は全周していたものと考えられる。幅は約21

cm、床面からの深さは約8cmで、断面形は iUJ宇状である。ピット

は5基検出した。主柱穴と考えられるものはPl"'P4で、 4本柱

の建物になる。柱穴間距離はPI-P2問、 P2-P3間より)1/買に2.4、

2.3、2.4、2.4mを測る。 P5は中央ピットと考えられ、平面形は円

形である。

遺物については、床面直上のものは認められなかったが、 P3の

埋土中から外面が赤彩された壷233が出土している。この査はピッ

トの底面から約33cm高い位置aで、石に押しつぶされた状態で出土し

た。この遺構の年代として、 P3から出土した査が清水編年のVI期

に相当することから、弥生時代終末期~古墳時代前期初頭の時期と

考えられる。(阪上)
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1悶褐色土

2厨 褐色土(lOmm以下資褐色土ブロック、炭化物含む)
3厨黄褐色土
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

来

① 

S 130 (第68図、 PL.21) 

B8 グリッドの北東側、標高63.6~63.8mのゆるやか

な斜面に位置する o 本遺構は後にSI29に南側を掘り込

まれている。埋土は部分的に薄く残ってはいるが、撹乱

を受けており遺存状態は良くない。壁面もほとんど残っ

ていないため、平面形及び規模は不明である。黄褐色土

を床面としており、検出面から床面までの深さは最も残

りのよい西側で17cmを測るo 周壁溝は l条検出した。撹

乱によりほとんど、残っていないが、北西側が部分的に本

来の周壁溝の姿をとどめていると思われる。大きさは幅

約10cm、床面からの深さは約 3cmで、断面形は iUJ字

状である。このほか、床溝を l条検出した。この溝は南

東方向に1.4mのび、て収束している。幅は20cm、深さ 8cmで、断面形は iUJ字状である。

ピットは13基検出した。主柱穴については、位置、深さから考えて、 Pl~P4 の 4 本柱の建物の

可能性が考えられる。住穴間距離はP1 P2問、 P2-P3間より頗に2.3、2.5，2.4， 2.0mを測る。

59 

表28 S 130ピット表

ピット名 長径(crn) 短径(crn) 深さ (crn)

P 1 79 47 44 

P2 87 60 27 

P3 83 54 46 

P4 95 41 28 

P 5 119 48 29 

P6 56 40 51 

P 7 35 32 16 

P8 42 39 54 

P 9 41 39 11 

P 10 58 41 64 

Pll 51 47 14 

P 12 50 35 50 

P 13 46 37 43 
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第69図 8130出土水晶剥片

第68図 8130実測図

P5は中央ピットとみられる。その他のピットは住居跡に伴うも

のか定かではない。遺物はほとんど出土していないが、 P12の埋

土中から水晶の剥片234が出土している。また、細片のため図化

していないが、 P5とPllの問の床面直上で壷か衰の口縁部が、

P5の埋土中からは壷か費の底部が出土している。

本遺構の年代として、床面直上で出土した土器が清水編年のv-

1期に相当することから、弥生時代後期前葉の時期が想定される。

このことは、 SI29とSI30の層位的関係と矛盾するものではない。(阪上)

8131 (第70図、 PL.21) 

A8グリッド、標高63.5mのゆるやかな斜面に位置する。遺構の北東側は調査区外にのびている。

検出状況は比較的西側部分では埋土が残っていたものの調査区境界付近では撹乱を受け、薄く埋土が

残る程度で、また東南側の壁面は、既に失われていた。このため、規模は不明であるが、検出した西

側の状況から、平面形は隅丸方形を呈するものと思われる。検出面から床面までの深さは最深部で23

表29 8131ピット表

ピット名 長径(cm) 矩径(cm)

P 1 41 34 

P2 39 32 

P3 35 27 

P4 101 99 

P5 32 31 

P6 52 40 

深さ (cm)

53 

57 

不明

29 

45 

3 

cmを測る。周壁溝は西側半分のみ確認でき、調査区外も

含めて本来は全周していたものであると考えられる。こ

の溝は幅15cm程度、床面からの深さは4cmで、断面形は

iUJ宇状である。ピットは6基検出した。 PlとP2は

位置的にみて主柱穴の可能性が考えられる。残りは調査

区外にあると思われ、 4本柱の建物とみられる。

柱穴間距離はPl-P2間で2.1mを測る。 P4は中央

60 -



d 

~ 

X 

@ 

。 5 1: 802m  

第3章久蔵峰北遺跡の調査

H=64.0m 
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H=64.0m 
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H=64.0m 
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1閣僚乱ニt
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一，a 
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21爵 褐色土(炭化物、 25鵬以下主主褐色:仁ブロック少量含む)
3 f科目Z褐色土
4厨 Jtt褐色土(少数の炭化物含む)

5関 明性1色土(少fl¥;の主主化物含む)

第70図 8131実測図

も14236

l2Z22l 239 
てきヲ

S~I:4 10田 @却 OS  コ 1: 2 田

第71図 8131出土遺物 238、239はS=.Y:2

ピットであると考えられ、 2段に掘り込まれている。平面形は上段不整円形、下段は円形を呈する。

埋土は褐色土の単層で、炭化物を若干含んでいた。

床面上には、調査区外へ続くと考えられる焼土面が1ヶ所調査区際で辛うじて認められた。

遺物については、床面直上のものはみられなかったため、この遺構の時期は確定できないが、埋土

中から若干上げ底気味の底部237や寵235が出土している。 236の底部に関しては、埋土を切るピット

から出土したため、本遺構に伴うものではない。あまり埋土が残っていなかったことから、埋土中出

土の土器は下層に相当し、これらの土器が清水編年のV-3期に相当することから、この遺構は弥生

時代後期後葉の時期と考えられる。(阪上)

8132 (第72図、 PL.21) 

A9 グリッド、標高62.8~63.1mの傾斜面に位置する竪穴住居跡で、 SI31 の南に立地する。遺構の

東側は調査区外にのびている。検出状況は西側部分で埋土が残っているものの、南側では埋土が既に
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6-

l隠 褐色土(炭化物含む)
2厨 黄褐色土(l!占床、褐色土含む)
3層際乱土
41脅 褐色土(炭化物、設褐色土ブロック含む)
5開灰褐色土

61爾黄褐色土
7厨褐色土

。 S=l:SO 2m 

LT一一一 ! 

第72図 SI32実測図

表30 S 132ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(COI) 短径(COI) 深さ (COI)

P 1 77 49 (27) 

P2 59 57 49 

P 3 44 43 54 

P4 85 72 41 

240 S = 1・4 10"， 

o 
失われていた。そのため、正確な規模は不明

であるが、検出した西側の状況から、平面形

は隅丸方形を呈する一辺が4.5mの住居師、と

考えられる。灰白色土を床面としており、北

東部および南西部で黄褐色土を主体とした土を15cmの厚さに貼り、貼床としていた。検出面から床面

惨~-盛 0S  = 1: 2 田

第73図 SI32出土遺物 242のみ S口元

までの深さは北西側で最大22cmを測る。周壁溝は北東側から西側部分のみ検出できたが、本来は全周

していたものと考えられる。幅は15cm、検出面からの深さは6cmで、断面形は rUJ宇状である。

ピットは4基、すべて貼床層上面で検出した。主柱穴と考えられるものはP1.........P3である。柱穴

の配列から調査区外にピットの存在が考えられ、 4本柱の建物になると思われる。柱穴間距離は2.3

mを測る。 P4は中央ピットであり、 2段に掘り込まれている。

遺物は、床面直上からの出土はみられなかったが、 P4の埋土中から聾もしくは壷の底部240が出

土している。土器以外では、同じP4の埋土中から碧玉製勾玉未製品242とみられるものも出土して

いる。当住居跡から出土した玉未製品はこれ l点のみであり、また床面直上からの出土でもないこと

から、埋土中への流れ込みと考えられる。

この遺構の年代として、 P4から出土した土器は、詳細な時期は不明であるが、清水編年のV期の

範障におさまるものとみられることから、弥生時代後期のものと考えられる。(阪上)
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第74図 SI33実測図

SI33 (第74図、 PL.22) 

C9グリッドの南西側、標高62.9，.......63.7mの傾斜面に

位置する。本遺構のすくv南は谷へ下る斜面となっており、

立地条件は良いとはいえない。埋土は、北側半分しか残っ

ておらず、遺存状態はあまりよくない。 SB6と重複関

係にあるが、住居埋土の遺存状況が良好ではないため、

両者の新i日関係を層位的に検証することはできなかった。

後述するが、出土遺物からみて、 SB6が古いと考えら

れる。住居跡の南側の壁面は既に失われているが、北側

の周壁溝の形状から平面形は歪な隅丸方形を呈するもの

とみられる。

黄褐色土の地山面を床面としており、検出面から床面

までの深さは北側で24crnを測る。周壁溝は北側半分のみ

検出された。溝は幅15""""20crn、床面からの深さは約13crn

で断面形は iUJ字状である。

- 63 
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l厨 褐色土(IOmm以下黄色土ブロック含む)
2厨 褐色土 (3問よりやや暗い)
3悶褐色土
4厨 iこぶい褐色土
5閤 褐色土(炭化物含む)
6厨 褐色土(5mm以下策褐色土ブロック、少滋の炭化物含む)
7厨 にぶい灰褐色土
日間暗褐色土

。 S=l:SO 2m 

、組匡ヨヲ
S =1: 4 日田

第75図 SI33出土土器

表31 S 133ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 55 30 31 

P2 50 28 18 

P3 36 35 36 

P4 35 29 29 

P5 87 67 31 

P6 29 27 55 

P7 28 27 27 

P8 24 20 11 

P9 29 27 10 

P 10 32 27 9 

P 11 29 27 22 



久蔵峰北遺跡の調査第3主主

中には本遺構とはピットの配置が不明瞭なため、主柱穴は判然としない。ピットは11基検出した。

柱穴間距離はP時期を異にするものも含むと思われる。配置からPlからP4が主柱穴と考えられ、

このほか、床面上のPlP5は中央ピットである。3.2mを測る。3.4、2.6、1 -P2問より )1自に3.3、

の南側で焼土面を検出した。

若干上げ底気底部が縮小し、P7西側の床面直上で奮の底部243が出土した。出土遺物としては、

この遺構は弥この土器が清水編年のV-3期に相当することから、味で外面にススが付着している。

(阪上)生時代後期後葉の時期と考えられる。

PL. 22) SI34 (第76図、

標高約66.6mの平坦部に立地する。東側の一部分をSD1に切られる。北H17グリッドに位置し、

東側は遺存状態が悪く、壁面は残っていなかった。南側は比較的埋土も残っており、検出面から床面

までの深さは32cmで、埋土は主に 2層である。炭化物と土器の小片を含んでいる。壁面はほぼ垂直に

ホーキ層をそのまま床一辺が約4mである。床面は平塩で、立ち上がる。平面形は隅丸方形を呈し、

面としている。周壁溝は北東部分を除いた全てを検出した。大きさは幅10cOl、床面からの深さは5cm、

、
}
】

断面形は iUJ字状である。本来は全周していたと思われる。
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H出 66.8m
e 

， a 
H詰 67.0m
a 

b' 
H=66.9m 
b 

11奇褐色土(砂粒、ホーキブロック、炭化物少丞含み、しまり強)
陵褐色土(砂粒、炭化物少致合み、しまり強)
階褐色土(ホーキブロック、淡化物を少鼠含み、しまり強)

階褐色ニlこ(しまり強)
褐色土(しまり強)
ntf褐色土(砂粒、ホーキブロック多く含み、しまり強)

1 J習
2厨
3層
4厨
5閲
6開

SI34実測図
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249 

ピットは11基検出した。その内主柱穴と考えられるの

はPl""'P4である。柱穴問距離はPI-P2、P2-P

3の)'1買に2.6m、2.8m、2.5m、2.7mである。 P6は中央

ピットである。平面形は楕円形で2段に掘り込まれてい

る。 P6からP2に向かつて床溝がのびている。途中で

SD 1に切られて途切れているが、本来は一連のものと

考える。 P7、P8は約90cmの間隔を持って並ぶ径15""' 

17cm、深さ 9cmほどの浅いピットである。これらのピッ

トについては、明確にその性格が判断できる状況を確認

することができなかった。焼土面はP6の北側と西側に

1ヶ所ずつ、計2ヶ所検出した。

遺物はP5とP6から、それぞれ斐の口縁部244、245が出土している。いずれも清水編年のV-3

期、弥生時代後期後葉に相当する。これは本遺構の時期を示すものと考えられ、 SIl6との層位的関

係 と矛盾しない。(浅田)

表32 SI34ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm)

P 1 67 44 66 

P2 45 34 50 

P3 (55) 45 62 

P4 87 42 51 

P 5 52 34 65 

P6 82 65 51 

P 7 17 17 9 

P8 14 14 日

P 9 23 23 22 

P 10 22 22 16 

P 11 50 50 52 

SI36 (第78図、 PL.23) 

J 11・12グリッド、標高およそ64.8mfこ位置し、 SI51に掘り込まれている。本住居跡は東側をSI

51に削平され、西側は調査区外で土取りによる削平を受けているため、遺存状態は良くなかった。ま

た南側においても、表土下はすぐ床面となり埋土等は削平されている。本住居跡で確認できたものと

しては南側の周壁溝の一部と焼土面3ヶ所、ピットなどである。ピットは、柱穴と考えられるものと

して、現況の住居東側で南北に 2基、 Pl・2が認められた。また、 P6は中央ピットにあたる可能

性がある。以上のような遺存状況であったが、床面付近から出土した255の査破片内面には、壷の破

片よりも2.5cmほど高い地点で焼土が認められた。このことや埋土に炭化物や焼土が含まれる層がある

ことから本住居は焼失住居であった可能性もある。出土遺物であるが、床面直上から出土した255は

肩部から底部にかけての壷で、肩部外面に平行沈線文を3条、その聞に2条の波状文が施されている。

さ急
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0s=  1: 10 日cm

1層 褐色土(黄褐色土ブロック含む)
21習 褐色土(黄褐色ブロック含み、しまり~~)
3図褐色土

4厨 黒褐色土(黄褐色土ブロック含む)
5層階褐色土
6層黒褐色土
7庖褐色土
8腐暗褐色土

9厨暗褐色土
101習 SI51埋土

第78図 8136実測図

ヌ言~~}言51

1号一号雲ぎ苧乙J
¥ーよ二フ252

S = I : 4 10"， 

第79図 8136出土土器(1)

表33 8136ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 48 42 2 

P2 54 49 58 

P3 38 24 33 

P4 (148) 62 12 

P5 39 39 24 

P6 76 55 36 

P7 90 87 43 

U
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R
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H
Z
 

f 1 

s = 1 : 8 20田

第80図 8136出土土器 (2)

251・253・254は護の口縁部で外面に平行多条沈線文が施された後、ナデ消しが行われている。 250は

聾もしくは器台の口縁部の破片である。これらの遺物は清水編年のV-3期に相当することから、本

遺構は弥生時代後期後葉の時期が考えられる。(野口)

- 66一
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第81図 S 137実測図

S 137 (第81図、 PL.23) 

G14グリッドの台地縁辺部にあり、緩斜面に立地する。

埋土は淡茶褐色土が主体を占め、床面直上には部分的に

暗褐色土が堆積する。東半部は埋土と共に東壁も既に失

われ、床面の高さよりも低く削られていた。南壁は35csI

ほど遺存する。規模は長軸6.6m、短軸6.4mである。平

面形はやや歪ではあるが、不整な五角形とみられる。検

出したピットは13基で、うちPl""P5が主柱穴と考え

られ、 5本柱の竪穴住居跡と考えられる。主柱穴間距離

は3.0""3.4mで、ある。 P6は中央ピットであるが、そこ

からPlの方向へ、幅16""2 3csI、深さ 4CsIの溝がのび、る。

溝底は中央ピット側が1.7 CsI低いが、ほぽ平祖といえる。

また中央ピットの南側には炭化物を多く含む黒色土の広

- 67一

表34 S 137ピット表

ピット名 長径(crn) 短径(crn) 深さ (crn)

P 1 54 38 68 

P2 54 46 46 

P3 42 30 58 

P4 52 34 46 

P5 48 40 58 

P6 80 62 29 

P7 51 43 26 

P8 32 30 62 

P9 39 33 38 

P 10 32 22 20 

P 11 50 44 57 

P 12 46 28 53 

P 13 24 21 33 
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間ごう d 臨電G
~~?J -"cd!三!54 ゐ
第82図 8137出土遺物 260のみ S=n

がりが認められた。またその東南側には床面にて焼土面が3ヶ所検出された。壁際には部分的に途切

れはするが、幅18cm前後、深さが約2cmの周壁溝がめぐる。遺物は弥生土器などが若干出土した。

すべて埋土中からの出土である。 260は水晶の剥片であるが、 1点のみの出土であり埋土中への流れ

込みとみられる。 256、258、259は饗の口縁部である。口縁部は直立ないしは外傾し、外面には平行

多条沈線文を施した後、一部に横ナデを施す。これらの土器は、清水編年のV-3期に該当すること

から、当住居跡は弥生時代後期後葉のものとみられる。 (小山)

8138 (第83図、 PL.24) 

E19グリッドの標高65.5mの斜面部に立地するo この周囲は地山直上に厚さ約10cmの暗黄褐色土が

堆積する。これは無遺物層であり、古い時期の流土とみられる。遺構検出面はこの流土の上面である。

東側は土の流出により既に失われ、床面よりも低くなる。西壁は比較的良好に残り、壁高は南隅で32

cmをtJlIJる。
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。 S= 1 : 802m  

w討 にぶい褐色土(しまり独)
121現 にぶい褐色土(しまり強)
13隠褐色土
1.1闘 にぶい褐色土(貼床)

15般 にぶい褐色こ|二
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平面形は不整形な隅丸方形を呈し、段状遺構の可能性 表35 8138ピット表 ( )現存値

もある。ここでは東側が土の流出により失われたものと

みて、竪穴住居跡と考えておく。

住居跡の規模・平面形は一辺が6.6mの隅丸方形を呈

する。埋土の堆積は、高所倒にあたる南から褐色系の土

が流入して埋没したものとみられる。床面にてピットを

11基ほど検出したが、いずれも小規模で、配置も不規則

であり、主柱穴は明確ではない。床面の一部は貼床が施

されていた。床面からの土器の出土はないが、床面から

約10cm前後高い位置で比較的多量の弥生土器が出土した。

このうち271と272の壷は、接合関係にはないものの、

ピット名 長径(C01) 短径(C01) 深さ (C01)

P 1 30 20 40 

P2 19 18 28 

P 3 32 27 (24) 

P4 24 22 (55) 

P 5 25 23 (67) 

P6 46 42 (10) 

P7 20 17 (47) 

P8 25 23 41 

P9 30 20 53 

P 10 31 28 (50) 

Pl1 28 18 (18) 
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共に外面に煤の付着がみられ、調整手法も一致することから、同一個体の可能性がある。出土した土

器の中には、一部に弥生時代後期に下るものも含むが微量であることから混入品と考えられる。大半

の土器は清水編年の町一 2期の範障でとらえられる。 283は三角形の板状の鉄製品である。鉄器製作

に伴う端切れの可能性も考えられる。当住居跡は床面直上の遺物を欠くが、出土した土器の大半が、

弥生時代中期末に一括廃棄されたものと考えられることから、これに近い時期とみられる。(小山)

8139 (第86図、 PL.24) 

F17グリッドに位置し、標高約66mの、南西から北東に向かつて下降する緩斜面に立地する。遺存

状態は悪く、東側半分は谷部の侵食のため無くなっている。東南側はS140の埋土を掘り込んで構築

されていた。最も残りの良い西側部分で、検出面から床面までの深さは29cmである。壁面はやや外

側に傾斜して立ち上がる。床面及び周壁溝は西側半分のみ検出できた。ホーキ層をそのまま床面とし

ている。周壁溝の大きさは幅26cm、床面からの深さは7

cmで、断面形は iUJ字状である。住居跡の平面形は周

壁溝の形から、隅丸方形と思われる。

遺物は、 P3から器台の受部289、P5から聾の口縁部

290、床面付近から聾の口縁部284、装飾査の胴部288が

出土している。埋土下愚からは饗の口縁部285、286、287

が出土している。これらはいずれも清水編年のV-3期、

夫、終 l
(@，4 

~ 

OP5 
吻F7h令

H=66.1m 

b 

、。//

O
N
 

、6
/ 

表36 8139ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 40 36 51 
P2 59 45 62 

P3 74 49 74 
P4 57 44 59 
P 5 55 48 51 

P6 29 26 24 
P7 30 23 19 

1 J習 暗褐色土(10剛大灰褐色
士ブロック、炭化物少量
含む)

2厨暗褐色土(10mm大氏褐色
土ブロック多く含む)

3隠灰褐色土(しまり強)
4隠暗褐色土

5扇褐色土
6照明褐色土(10mm大ホーキ
ブロック含む)

7尉 明褐色士 (6庖よりやや
明るい)

8厨褐色土(黄色士含む)
日関黄褐色士
10周褐色土 (ATブロック含
む)

11悶 SI40埋土

同

答
申
山
由
詩
出

l角 l
0s=  1 : 80 2m 

0s=  1: 20 50cm 

第86図 8139実測図
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~ 292 

286 
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第87図 8139出土遺物 292のみ S口封

弥生時代後期後葉に相当する。遺物の中で288は、類似したものが淀江町妻木晩田遺跡、青谷町青谷

上寺地遺跡、東伯町水溜り・駕龍据場遺跡、大峰遺跡、から出土している。妻木晩田遺跡のものは包含

層中からの出土であり、明確な時期決定がなされていない。青谷上寺地遺跡においては、溝に伴って

出土しているものがあり、弥生時代後期初頭~後葉とされている。水溜り・駕龍据場遺跡では、住居

内の出土であるが、出土層位が不明なため、所属時期は不明である。また大峰遺跡ではトレンチ調査

で出土しており、遺構に伴うものかは不明で、明確な時期決定

がなされていない。装飾壷は墳墓からの出土例はよくみられる

が、今回のように住居跡に伴って出土するのはきわめてまれで

ある。本遺構においては床面付近の出土であり、他の床面出土

遺物との比較から、清水編年V-3期と判断した。本遺構の時

期は出土遺物から弥生時代後期後葉と考える。(浅田) ~ 293 

第88図 8140出土ヒスイ製勾玉

8140 (第89図、 PL.25) 

F17'"'-'F18グリッドに位置し、標高約65mの、南西か

ら北東に向かつて緩やかに傾斜する斜面に立地する。北

西側をSI39に切られる。本遺構は 1回の拡張があり、

古いものからSI40-1、SI40-2として記述すること

にする。

8140-1 拡張後の床面上で検出した。部分的に拡

張後は貼床が施されており、貼床除去後にもピット及び

周壁溝の一部を検出した。平面形は周壁溝の形から隅丸

方形と思われる。周壁溝の大きさは幅13Csl、床面からの

72 -

表37 8140ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm)

P 1 29 22 

P2 30 25 

P3 38 38 

P4 46 43 

P5 37 44 

P6 55 25 

P7 :J:J 40 

P 8 41 36 

P9 121 90 

P 10 27 27 

P 11 38 30 

P 12 40 28 

深さ (cm)

38 

48 

62 

49 

55 

79 

43 

61 

22 

11 

51 

7 



e 
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H=65.9m 
a 

ム i主主1器十・お製品

診は士総・土製品

一，a 

H=65.8m 
d 

1隠 H吉俗色土 00剛大褐灰色1古賀土プロック、炭化物含む)
2隠 褐色土 (50rnm大政相色土プロック含む) 一一ゴ，

31爾 褐色土 (20醐大賞褐色土プロック、 f降、粒含み、自主化物わずかに含む
4隠 H音褐色土

H=65.9m 
e 

51議黄褐色土
61諮褐色土
7隠 陥褐色土 00聞大黄褐色土ブロック、砂粒、淡化物含む)
8関 階褐色土 (50mm大黄褐色土プロック、炭化物含む)

， 
e 

H=66.1m 9!臼 陥褐色土(砂粧含む)
lO厨 11昔褐色土(lOnlln大黄色土ブ、ロック、砂粒含む)
II閥 灰褐色粘lli土(貼床層、黄色土プロックを含み、しまり強)
l2屑 陪褐色土 (20mrn黄色土ブロック含み、しまり~~)

日出65.9m
g 

l3厨 褐色色土(しまり強)
g 

磁 抗間川川川刻腕，
一方F 努努F
。 5=1:80 2m 

第89図 8140実測図
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

深さは6cm、断面は rUJ字状である。途中で途切れている部分もあるが、本来は全周していたもの

と思われる。

ピットは6基検出した。このうち主柱穴はPl"'P4である。 PLP2、P3は貼床層除去後に検

出した。主柱穴聞の距離はPI-P2、P2-P3のJiI買に3.2m、3.1m、3.6m、3.3mである。 P9は中

央ピットであり、貼床層と同じ土で埋め戻されていた。平面形や底面が歪であり、 2時期の中央ピッ

トが重複していると考えられる。

P12はP9の埋土を除去した後検出した。位置的関係から、支柱穴の可能性が考えられる。

8140 2 平面形は隅丸五角形である。床面は平坦で全体的に硬化しており、 AT層及び白色粘質

土層を床面としている。部分的に、 AT層と白色粘質土層が混ざ、った土で貼床が施されていた。検出

面から床面までの深さは、最も残りの良い南側で84cmである。壁面はわずかに外側に傾斜して立ち上

がる。北東側は谷に面しているため侵食が激しく、壁高はわずかに 3cmほどである。周壁溝はほぼ全

体を検出した。大きさは幅14cm、床面からの深さは 5cm、断面形は rUJ字状である。

ピットは8基検出した。主柱穴と考えられるものはP4"'P8である。このうち、 P4は拡張前の

ものを再利用している。主柱穴聞の距離はP4-P5、P5-P6の順に3.2m、3.0m、2.9m、3.0m、

3.1mを測る。 P9は中央ピットで、周囲には周堤がめぐる。これは地山の削り残しによる高まりの上

に、貼床と同様の土で盛土されたものである。また、 P12は貼床層の土で埋め戻されていたことから、

柱の抜き取り痕の可能性が考えられる。焼土面はP9の周囲に6ヶ所確認した。遺物はP9から査の

口縁部305、床面直上から嚢の口縁部294、衰の底部298が出土している。これらは清水編年V-3期、

弥生時代後期後葉に相当する。埋土中からは勾玉293、棒状鉄器311、万子と思われる鉄製品312が1

点ずつ出土している。これらはいずれも埋土上層から中層のもので、流入物と思われる。勾玉はヒス

イ製で、全長15.0mm、厚さ5.0mm、重さは1.6gである。蛍光X線による産地同定の結果、糸魚川産と

いう結果が出た。これは、ヒスイの流通を考える上で貴重な資料といえる。

本遺構の時期は床面出土遺物が清水編年のV-3期に該当することから、弥生時代後期後葉と考え

ら れる。(浅田)

8141 (第92図、 PL.26) 

E17グリッドに位置し、標高約62.8mの南西から北東に向かつて傾斜する斜面に立地する。北東側

は谷の侵食により、埋土が流され壁面の上部が無くなっているが遺存状態は比較的良い。

検出面から床面までの深さは、最も残りの良い南西側で;76cm、侵食されている北東側で22cmを測る。

壁面はほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦で、 AT層及び一部白色粘質土層をそのまま床面としてい

る。平面形は方形で、南北約3.7m、東西約2.9mを測る。周壁溝及び焼土面は検出されなかった。ピッ

トを 5基、土坑を 1基 (SK41)検出した。このうち主柱 表38 8141ピット表

穴はPlとP2である。主柱穴聞の距離は1.0mで、それ

ぞれの壁面からの距離は共に1.3mで、ある。南東側の壁

寄りに特殊ピットと考えられるP4がある。柱穴聞の中

央やや東寄りにも、底の浅いピット P3がある。北東側

の壁寄りにはP5がある。 P3、P5については、その

一一 75

ピット名

P 1 

P2 

P3 

P4 

P5 

長径(cm) 短径(cm)

28 23 

19 17 

29 23 

62 53 

64 54 

深さ (cm)

44 

47 

14 

20 

40 
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A 色白ヲJ円 L

SK41 

llW 黒褐色土
2厨暗褐色士

。 s 1:20 50cm 

3肘褐色土(炭化物含む)
4閣時裁褐色土
5図炭隠
6厨 にぶい褐色土(lumm大地山ブロック含む)
7悶 If古褐色土(炭化物少銭含む)

8問 褐色土(黄褐色土ブロック少縫合む)
日間黄褐色土

d' 

性格を明確に判断できる状況は確認できなかった。 SK41の平面形は楕円形で、規模は長軸137cm、短

軸60cmを測る。床面からの深さは最大35cmである。 SK41の底面からは、護316が 1個体分出土して

いる。位置的関係から、 SK41はSI41に伴う貯蔵穴の可能性が考えられる。遺物は床面直上で高杯の

杯部318、床面付近から小型丸底査の胴部319が出土した。出土した土器は、天神)I [編年V期、古墳時

代中期初頭に相当することから、本遺構の時期も当該期と考えられる。(浅田)

SI42 (第94図、 PL.27) 

日16グリッド、標高およそ65.8mの高さでホーキ層を検出面とし確認した。北西側には本住居跡を

表39 S 142ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm)

P 1 43 36 

P2 63 47 

P3 42 32 

P4 34 25 

P 5 50 50 

P6 38 30 

P7 20 20 

P8 31 28 

P9 47 34 

P 10 22 22 

深さ (cm)

61 

40 

47 

53 

40 

38 

24 

20 

21 

14 

一部掘り込んでSI64が建てられ、南東側には本住居構

築に伴い一部削られたSI43が位置する。また遺存状況

は検出面から床面までの高さが南側の42cmに比べ、北側

は8cmと住居北側部分においては住居上半部をかなり削

平されている状況であった。

さて、本住居跡の規模であるが検出面で南北5.6m、

東西5.2mを測る。平面形は隅丸方形を呈する。床面は

北東隅の一部で2次堆積土である褐色土を床面とするほ

かは、地山であるホーキ層、 AT層を床面とし、床面か

らはピットが10基確認された。そのうち本住居跡の主柱
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第93図 SI41出土土器

穴と考えられるものはP1 -----P4で、 P4が底面の高さを標高64.9mと若干深くするほかは、標高65.0

mと高さを揃える。また、床面には焼土面が7ヶ所でみられるほか、中央ピットであるP5の北西側

にはホーキ層を掘り残して周堤が作られる。周壁溝は住居全体にめぐるが、幅が狭いところで、12cm、

広いところで28cmを測るなど一定の幅ではない。床溝は幅20cm、深さ 5cmほどで中央ピットから北西

方向にのびるが、 P4に隣接したところで認められなくなる。出土遺物であるが、床面付近から口縁

部を内傾させ、口縁部外面に4条の凹線文、内面にミガキを施した嚢323が出土し、埋土下層中にみ

られた饗326は口縁部を外反させ、外面に施した平行沈線文をナデ消し、肩部には貝殻の腹縁による

刻目文が付けられる。また、床面付近からは黒雲母角閃石安山岩の台石334・335や、閃緑岩の磨製石

斧333なども出土している。本住居跡の時期は、埋土中からの出土遺物において時期が判別できるも

のに関しては清水編年のV-1-----3期に相当する。床面付近出土の323は清水編年のV-l期に相当

するが、下層出土の324、326、332は清水編年のV-3期とみられることから、弥生時代後期後葉に

下る可能性が高い。 (野口)

S 143 (第96図、 PL.27)

本住居跡はG16グリッド、 SI42の東南側に位置する。標高およそ65.6mの高さでホーキ層を検出

面とする。住居北西側はSI42と切り合い関係にあり、 SI42により住居埋土を掘り込まれている。ま

た、住居南側はSD1により部分的に撹乱を受けているほか、本住居跡が立地する場所は、調査区の
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第94図 8142実測図

東側に入り込む谷に向かつて傾斜した地形のため、住居東側部分の住居構造は埋士を含め流失してい

る状況であった。そのため住居東側部分で床面としたものについては後述する本住居跡(以下43-1) 

内に入子状に存在する住居(以下43-2、43-3) の床面であり、これと同一面を床面としていたか

の判別は困難な状況であった。

以上のようにやや煩雑な遺存状況を呈するが、 43-1の規模は、東西6.5m、南北7.2mを測るo 床

面は中央部分が43… 2、43-3の床面であるため縁辺部表40 8143ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 56 47 66 

P2 49 40 70 

P3 37 30 42 

P4 63 63 65 

P 5 54 48 53 

P6 105 96 35 

P7 35 32 25 

P8 33 27 13 

P9 32 32 42 

P 10 34 34 18 

P 11 43 40 80 

P 12 58 45 34 

分での確認となるが、地山である白色粘質士層、 AT層、

ホーキ層を床面とする。 43-1の主柱穴としてはP1 '" 

P5が考えられるが、 Pl・2は43 2の床面での確認

であり、 Plに関しては検出面より上位に43-3に伴う

焼士が確認されることから、 43-1もしくは43-2に伴

う可能性が残る。 P2については確認面である43 2の

床面が地山であり、遺存状況からは43-1または43 3 

で利用されていた可能性があるので、確実に43… 1に伴

うものとは言えない。 Pl"'P5が主柱穴として考えら

れるならば、住居東南部分で周壁溝とP2の間隔に聞き
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がみられることから平面形はやや歪なものとなるが、平面形は柱穴の配置から五角形であったと思わ

れる。またPl・2を43-1に伴わないものとみた場合、住居平面形は六角形を呈するとも考えられ

るが、本住居東側には六角形に配置されるような住穴の確認はできなかった。また住居北西側のP5

は43-2および43-3に削られた状態であった。

さて、先述したように43 1内には、 43-1が廃絶された後に構築された43-2、43-3が存在す

る。 43-3の確認は、 43 1埋土と43-3埋土の様相が極めて近かったことから、床面での確認となっ

た。 43-3は平面方形を呈し、規模は東西、南北とも5.3mを測る。床面は、一部でAT層に白色粘

質土を混入させた黄褐色土が貼られるが、貼床が確認される住居西側の大半においては白色粘質土を

主体とした灰褐色土が貼床として施されていた。住居東側においては地山であるホーキ層が床面であ

る。この43-3の床面からはピットが3基検出された。主柱穴としてはP7・9・11が考えられるが、

南東側の主柱穴については、 P7に変わり P2がこれにあたる可能性がある。北東側に関しては柱穴

と考えられるピットは確認できなかった。また本住居中央にはP6が配され、 P6の西側部分にはホー

キ、 AT、白色粘質土を含む黄褐色土による周堤が構築される。この周堤下の43-3床面には炭化物

の広がりが認められることから、 43-3で炭化物層が形成された後に構築されたものである。また床

面にて、 P6から東南方向に向かう床溝を 1条検出したほか、焼土面を6ヶ所で確認した。ところで

この入子状住居である43 3は上述したように住居西側部分において貼床が施されていたが、この貼
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床面の下にはさらに43 3と同一規模の住居が認められた。確認できた周壁溝は上面住居よりも幅を

広くしている。床面は北西側の一部でホーキ、白色粘質士、淡赤褐色粘質士で構成される淡黄褐色の

士により貼床が施されているほかは、地山面を床面としている。この貼床が施された箇所については

地山面から床面まで数種類の土を積み重ねて貼床とする箇所もみられた。床面からはP10・12・13・

14の4基のピットを検出したが、そのうち主柱穴と考えられるものは住居北東側に位置するP14で、

他の柱穴に関しては、 43-3の床面で確認した柱穴P7 (もしくはP2)、P9、Pllが該当すると思

われる。このことは43-2とその直上に位置する43-3が、検出した周壁溝範囲など同一規模の住居

であることから、 43-3は43-2を貼床により嵩上げした住居であると思われ、 43-2の柱穴をその

まま用いたものと考えることによる。以上のように43-2は4本柱の方形の住居であったが、床面か

らは43-3でも使用され続けた住居中央のP6からのびる床溝が、南東方向と南西方向にそれぞれ 1

本ずつ確認できたほか、焼士面を4ヶ所で検出した。

さて、上述の様相を呈するSI43であるが、煩雑な状況であるためここで整理すると、平面五角形

と思われる43 1が廃絶された後、 43 1の中に平面方形の43-2が築かれる。この43-2は確認で

きた住居西側においては43-1よりも床面を深くする。 43-2はある程度の使用の後、貼床により住

居床面を嵩上げし、床面の高さを43-1と同じくする43-3が構築されるといった変遷をたどる。

出土遺物であるが、先述したように43-3の確認が43-1と43-3の床面での確認となってしまっ

たため、床面直上や床面付近で一括して取り上げた遺物にも時期差が認められる。 346は黒曜石製の

石織である。床面付近から出土した337・340の聾は口縁部を内傾させ、外面には回線による施文がみ

られる。清水編年のV-l期、弥生時代後期前葉頃に相当する。また、床面から出土した338の嚢は、

口縁部を直立させ、外面に7条の平行沈線を施文することから、清水縞年V-3期にあたるとみられ、

弥生時代後期後葉頃の年代が考えられる。そのほか、 43-3の主柱穴と考えられるP9埋土中からは
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直立した口縁部に4条の平行沈線を施した嚢342が出土している。清水編年V-3期、弥生時代後期

後葉頃と思われる。

以上のことから本遺構の時期は、 43-1が弥生時代後期前葉、 43… 3が弥生時代後期後葉の時期が

考えられる。また、 43-1が北西部で、清水編年V-3期にあたるSI42に削られていることから、 SI

42よりも古い時期に位置づけられ、 43-2についてもこれを嵩上げして構築された43-3と時期差は

あまり考えられないことから弥生時代後期後葉の時期に収まるものと考えられる。(野口)

表41 S 144ピット表

l図 H音褐色土(炭化物含む)

第98図 SI44実測図

SI45 (第99図、 PL.27) 

SI44 (第98図、 PL.10) 

D9グリッドの北西側、標高64.2mの台地上の平祖部

に位置し、 SII0と重複するが、新!日関係は不明である。

遺構の検出段階ですでに埋土はなく、西半部のみ検出し

た。平面形は、周壁溝の形から

方形を呈するものと考えられる。

。 5=1:80 2m 

周壁溝は北西側と南東側の一

部のみ確認できた。この溝のI幅

は10""28cm、床面からの深さは

7 "" 9 cmで、断面形は iUJ字状

である。ピットは2基検出した。

ともに浅いピットであるが、位

置的には主柱穴の可能性が考え

られる。柱穴聞の匝離は1.4m

を測る。遺構の年代については、

遺物が皆無のため不明である。

(阪上)

E 10グリッドの斜面に位置する。住居跡のベース土は谷1とした埋没谷の埋土である。その最上層

は弥生時代中期後葉から後期にかけての遺物を包含する。 SI45はその埋土の掘り下げ中に検出した

ものである。時期的に先行するSI59は、この谷の埋土上面にて検出していることから、当住居跡も

本来の遺構面は谷の埋土上面であったと考えられる。住居跡の規模・平面形は長軸5.0m、短軸4.5m

表42 SI45ピット表

ピット名 長径(cm) 題径(crn)

P 1 48 36 

P2 60 37 

P3 46 41 

P4 44 36 

P5 58 48 

P6 65 56 

P7 34 33 

P8 42 37 

深さ (crn)

59 

59 

51 

52 

49 

30 

27 

22 

の隅丸方形を呈する。埋土は暗褐色系の土で、砂粒や炭

化物の混入の度合で細分可能である。住居跡の土層堆積

状況は、高所側の西側からの土砂の流入が顕著である。

ピットは8基検出した。主柱穴はPl""P4の4基とみ

られる。主柱穴間匝離は2.0""2.2mである。 P5は中央

ピットであり、東南部を除き 2段掘りである。その周囲

には周堤がめぐり、床面からの高さ 4cm、幅20cmを測る。

この周堤は、地山の削り出しによるものではなく、後述
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15扇 情褐色土(砂粒、炭化物含む)
16厨 にぶい黄褐色土
171諸 にぶい黄褐色土(砂粒含む)
18層褐色土 (ATブロック含む)
19閥陪褐色土
20周 精褐色土(砂粒、 10mm大ホーキブロック含む)
211箇褐色土

第99図 8145実測図
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S口 1: 4 10田

0 5コ 1:80 2m 

~ 
第100図 8145出土遺物 357のみ s=対

。 S 1: 
ocm 

する貼床層と同じ土で盛られたものである。床面には北壁から西壁にかけて、 I幅20cm前後、深さ 2~

6 cmの周壁溝がめぐる。床面には全面にわたり、層厚12cmの貼床が施されていた。このような入念な

造作は、谷の埋土をベース土とすることによるとみられる。出土遺物は埋土中及びピットから弥生土

器が出土した。また埋土中への混入品であるが、黒曜石製の削器357が出土した。全長6.7cm、最大幅

3.6cmである。出土した土器は清水編年のV-3期に該当することから、弥生時代後期後葉の住居跡

日

一-Z¥_1&
1 2J

354
三基之、

と考えられる。
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@P6 

也 d b一一日 P7 

E2gf旬11695孤立Lbz 
心/ YlU

J H=65.4m 
b b' 

1厨 H音褐色土
2厨 iこぶい褐色土
31笥 H音質褐色土
4 闘にぶい~~褐色土
5厨 にぶいH音質褐色土
日厨 褐色土(炭化物、焼土を多く含む)

7層褐色土
8隠 H昔褐色土

表43 8146ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 44 38 72 

P2 42 40 70 

P3 60 43 (58) 

P4 39 39 (13) 

P5 124 88 30 

P6 29 24 不明

P 7 56 46 12 

P8 65 60 11 

P9 58 40 17 

P 10 59 50 24 

P 11 40 32 63 

P 12 46 28 62 

P 13 26 19 28 

s ~ 1 : 4 JO田

358 

第102図 8146出土土器

9悶暗褐色土

10層階補色土
II閣 時褐色土(しまりやや弱)
12隠茶褐色土
13簡 にぶい褐色土(IOmm大ATブロック含む)
1.11習 にぶい褐色土
15厨にぶい褐色土
IG厨 iこぶい褐色土

0S  = 1 : 802m  

第101図 8146実測図

359 

8146 (第101図、 PL.28) 

F11グリッド、標高64mの斜・面に立地する。東壁は

すでに失われているが、一辺が約 5mの隅丸方形の竪

穴住居跡と思われる。壁高は残りがよい西壁で、34cmを

測る。埋土は暗黄褐色系の土が壁際に堆積し、その後

は暗褐色系の土が中央部にかけて堆積する。特に斜面

の上方に当たる西側からの流入が顕著である。検出し

たピットは13基で、このうちPl~P4 が主柱穴とみ

られる。 P5は中央ピットである。主柱穴問距離は2.9

~3.6mである。他のピットは住居跡の埋土の残りが

悪いため、埋土中からの掘り込みの可能性が残る。こ

のため住居跡に伴わないものも含むと考えられる。周

壁溝は西壁にみられ、幅8~ 10cm、深さ 2~ 5cmで、あ

る。

出土遺物は埋土中から器台脚部、台付費台部が出土

した。時期は、出土した土器からみて、清水編年のv-
3期、弥生時代後期後葉のものとみられる。(小山)
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8147 (第103図、 PL.25)

F18グリッドに位置し、標

高約65mの、南西から北東に

向かつて緩やかに傾斜する斜

面に立地する。北側をSI39

に切られ、東側をSI40に切

られる。遺存状態は悪く、西

側半分だけが検出できた。平

面形は遺存する部分の形から

隅丸方形と思われる。検出面

から床面までの深さは、最も

残りの良い南側で、40c01である。

床面は平坦で、ホーキ層をそ

のまま床面としている。周壁

溝は遺存する床面の範囲で全

てを検出した。本来は全周し

ていたものと思われる。大き

さは幅12cm、床面からの深さ

は 5co1で、断面形は iUJ字

H=66.4m 
a 

SI30 

日出66.3m

1'3 

第3章久蔵峰北遺跡の調査

、
SI40 

¥d 
H=66.lm 

a F 

。 S= 1 : 802m  
b' 

1締 約褐色土(lOmmt立色jブ口、ノク、炭化物少

民合む)
21，認 街色 1:(やや黄色味を椛び、しまり強)

n(f~~色土 (20mm"!青色:1:ブミロック少経含む)
4汚 11在住j主主土

第103図 8147・62実測図

状である。焼土面は検出されなかった。住居の中央部分までSI40に切られているため、中央ピット

の存在については不明である。ピットは3基検出した。いずれも主柱穴と考えられる。主柱穴聞の距

離はPI-P2聞が2.0m、P2-P3聞が1.9mである。

遺物は床面付近から壷の口縁部360が出土している。時期は清水編年町一 3期、弥生時代中期後葉

に相当すると思われる。これは本遺構の廃絶時期を示すものと考える。これはSI39、40との切り合

い関係と矛盾しない。 u芸田)
表44 8147ピット表 ( )現存値 三三ミ
ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm) 360 

P 1 42 34 62 0S  = 1・ 10cm

P2 45 52 

P 3 40 (25) 42 第104図 8147出土土器

8162 (第103図、 PL.25)

F18グリッドに位置し、標高約55.7mの、南西から北東に向かつて緩やかに傾斜する斜面に立地す

る。本遺構は主軸を等高線に対して平行な位置をとっており、段状遺構の可能性も考えられる。しか

し、平面形が円形であること等から住居跡として取り扱うこととした。北側をSI40に切られる。遺

存状態は非常に悪く、南側の壁面部分をわず、かに検出したのみである。このため規模も不明である。

検出面から床面までの深さは最大17c01で、壁面は外側に緩やかに傾斜して立ち上がる。床面はホーキ

層をそのまま床面としている。ピット、周壁溝、焼土面は検出されなかった。
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第105図 8148実測図

遺物は埋土中に土器片が数点含まれていたが、いずれも細片のため、図化も困難であり、時期を決

定できるようなものは無かった。よって本遺構の時期については不明であるが、層位的にみて、 SI

40 (弥生時代後期後葉)より古いと考えられる。(浅田)

表45 8148ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm) I 

P 1 39 37 77 

P2 38 28 58 

P3 46 (40) 59 

P4 112 69 60 

、看必

守??JL
壬十て151
第106図 8148出土土器

8148 (第105図、 PL.28) 

J14グリッド、標高およそ65mの高さで、ホーキ層

を検出面とし確認した。主軸を南北にした方形の竪穴

住居跡である。北東側から西側、南側にかけて近年の

耕作による撹乱を受けている。規模は東西4.2m、南

北4.3m、深さは残りの良い部分で16cmを測る。ホー

キ層を床面とし、床面ではピットが4基確認された。

住居中央に南北に並ぶPl・2が主柱穴となる 2本柱

の竪穴住居跡であり、付近ではSI50が同じ様相を呈

する。周壁溝は撹乱を受けている範囲を除いて西側、

北側の 2ヶ所で途切れている。 P4は南側の壁際に位

置し、周壁溝と重なりをみせるが埋土の状況から埋没

の前後関係を明らかにすることはできなかった。

出土遺物には天神Jf[1x期に相当する361の口縁部が

やや短くなった費や、 TK23型式併行期の須恵器杯蓋

364などが認められた。本遺構の時期としてはこれら

の出土遺物から古墳時代中期後半頃が想定される。

(野口)
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淡褐色土(言者褐色土ブロック含む)
陪褐色土

1立褐色土(貨褐色土ブロック含む)
淡褐色土
淡褐色土(故褐色土ブロック含む)
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H=65.6m 
a 

8149実測図第107図

PL.28) 8149 (第107図、

ビット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 52 41 20 

P2 50 46 79 

P 3 60 45 50 

P4 78 63 33 

P 5 56 44 47 

P6 40 32 44 

8149ピット表表46K15グリッドに位置する。標高およそ65.2mSI49は、

ホーキ層を確認面とした。本住居から65.4mの高さで、

は住居南東側の壁溝や焼土面が検出されたことから確認

にいたったが、本住居内には、貯水槽が存するなど、近

また、

住居西側部分はすでに地形の傾斜から壁、床等の住居施

年の梨栽培による撹乱を受けている状態であった。

本住居の遺存状態は良設は流失してしまっており、

くない。本住居で確認できたものとしては西側から南側にかけての周壁溝の一部、南西側の床面と焼

土面2ヶ所、柱穴と考えられるピットなどである。 P5・6に関しては本住居に伴うものかどうかは明

また、住居埋土は検出した周壁溝内と住届南東側にわずかに認められたのみであった。らかではない。

さて本住居は、周壁溝や柱穴などの遺存状況から判断すると、平面五角形の住居になる可能性が高

い。確認された周壁溝は、南西部で角を削ったような形態をみせるが、主柱穴と考えられるPl・2・

五角形を想定して柱穴を復元した場合、住居中また、3の配置は五角形の3つの角の部分にあたり、

央にあたる地点には中央ピットと考えられるP4が掘り込まれている。

出土遺物もわずかであり、本住居

しかし、平面形が五角形であった場合、本遺跡の他の

以上述べたように本住居跡は遺存状況が良くなかったことから、

跡の時期を判断できるものもみられなかった。

住居形態から弥生時代後期頃の年代であった可能性が高い。 (野口)

PL.29) 8150 (第108図、

ホーキ層を検出面とする。近年の梨栽培により、住居Jl4グリッド、標高およそ65.1mの高さで、

および西壁の全部、北壁、東壁、南壁の大半が撹乱を受けている。遺存する壁溝等から、

主軸を南北にした方形の竪穴住居跡で、南北規模4.5mあったことが分かるが、東西方向に関しては

87 

床面の大半、
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2隠 淡鼓褐色土 (1占床、白色粘'GTjこ含む)
31溺 淡褐色jこ(白色粘質土ブロック含む)
4厨淡褐色土
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表47 8150ピット表 ( )現存値

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 31 27 (17) 

P 2 48 37 86 

P 3 59 45 40 

P4 30 26 54 

P5 33 27 31 

P6 39 20 (38) 

P 7 20 16 24 

P 8 44 36 (23) 

P 9 26 21 (8) 

P 10 21 17 9 

P 11 32 29 (42) 

不明である。本住居の埋土はすでに存せ

ず、白色粘質土と黄褐色土による貼床も

大半が失われている。本住居内からはピッ

ト11基が検出された。本住居の遺存状態

第108図 8150実測図 からこれらは必ずしも本住居に伴うもの

とは言えないが、 Pl・2は主柱穴と考えられる。 2本柱の住居になるが、本住居跡付近のSI48も住

居形態を含め同じ様相を呈する。また住居中央に浅く掘り込まれたP3からは焼土が検出された。本

住居跡からは遺物の出土はみられなかったが、住居形態や、付近のSI48の状況などから、 SI48とほ

ぼ同じ頃の古墳時代中期後半頃と推定される。(野口)

8151 (第109図、 PL.29) 

J11グリッド、標高およそ64.9mの高さで、ホーキ層を検出面とし確認した。主軸を南北にした方

形の竪穴住居跡であり、東側でSI24、西側でSI36の埋土を掘り込んで建てられている。北側は近年

の耕作による天地返しを受けていたため、正確な規模は不明である。しかし、わずかではあるが北西

隅が遣存しており、およその規模を知り得た。

規模は現況で東西5.0m、南北5.8m、深さは残りが良い西側で34cmを測る。床面は住居中央を中心

に大部分に白色粘質士、及び黄褐色土によ

る貼床が施され、貼床が施されない東側、

西南隅ではAT層を床面としている。床面

ではピットが9基確認され、うち Pl"-'4 

の4基は主柱穴となる。中央には若干掘り

窪められたP5が位置し、焼土面が認めら

れた。周壁溝は東側、南側は連続するが、

西側においては2ヶ所で途切れ、全周はし

ない。埋土の状況は、上層で細かな炭化材

が含まれており、下層において炭化した住

居の部材、及び焼土を検出したことから、

焼失住居であることが明らかとなった。検Fig 4 8151炭化材出土状況(北東から)
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-fl 
S 1 : 4 10田

369 

第110図 8151出土遺物 371のみ S=Ys

出状況としては、柱として用いられていた部材が、 P2

直上に立った状態で確認された。柱穴埋土中の状況は、

焼失時に火を受けず、炭化しなかったためか遺存はして

いなかった。そのほかの炭化材に関しては、検出した状

況からこれらの部材が住居のどの部分に用いられていた

かを判別するのは困難であるが、その多くは住居中心部

に材の方向を向けていることから垂木の可能性が高いと

思われる。

~ 
371 

O S 1: 8 日国

表48 8151ピット表

ピット名 長径(cm) 盟径(cm) 深さ (cm)

P 1 46 34 90 

P2 42 34 77 

P3 45 42 64 

P4 44 37 47 

P 5 94 58 5 

P6 79 58 24 

P 7 44 32 12 

P8 38 34 43 

P 9 82 57 28 
出土遺物としては、古墳時代中期中頃の土師器が多く

認められた。 366の奮は口縁部が肥厚し、口唇部を平唱にする。 370は埼形の杯部をもっ高杯の杯部、

367・368は高杯の脚部である。 369は長胴化した胴部から頚部に明確なくびれを持たせず口縁部へ外

反させた震で、頭部から口縁部にかけて肥厚する。古墳時代後期から奈良・平安時代にかけてのもの

と考えられ、周囲からの流れ込みと

思われるが、本遺跡からは該期の遺

構は検出されておらず、削平を受け

た該期の遺構の存在が考えられる。

本遺構の時期としては、埋土中の出

土遺物には時期幅がみられたが、床

面直上から出土した366の嚢が天神

) r I編年四期に相当することから古墳

時代中期中頃と考えられる。(野口)

8152 (第111図、 PL.30) 

J11グリッド、 SI36の北側の位置

で確認した。本住居跡は東側部分1.2

mから1.4mが残存するのみであり、

それ以外は調査区外にのび、近年の

ー
牛
小
13円

a 

- 90 
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第111図 8152実測図

1扇 情褐色土(淡化物含む)

2取i淡褐色土 (þ~褐色土、白色粘質二iニ
ブロック含む)

3総 侶色土(裁褐色土ブロック含む)
41忍淡褐色土
5関 H在褐色::1:

6Nヨ褐色:t
7厨 裁褐色土(l!ム月二)

。 S= 1 : 802m  



土取り等により削平される。

本住居跡は標高64.6mの高

さで、ホーキ層を検出面と

して確認された。検出面か

ら床面までの高さは8cmあ

まりで、床面には黄褐色土による貼床が施される。周壁溝は確認できた

表49 8152ピット表 ( )現存値

範囲では途切れることなく、 20cmほどの幅でめくやっており、東壁中央北

寄りでは東西に 1mほどのびる床溝と連結する。また床溝は、東壁中央

第 3章久蔵峰北遺跡の調査

) 

372 

@ 

S=I:4 10四

第112図 8152出土石器

南寄りにも長さ60cmほど認められ、北側と南側の床溝の聞にはP1が位置している。

さて本住居跡は確認できた範囲では平面方形の住居跡で、規模は南北5.7mである。北東部分では

上半部を撹乱で壊されるが、他に柱穴とみられるP2が存することから、 4本柱の住居であったと考

えられる。出土遺物は砥石372のみであり、本遺構の時期を推定させる遺物の出土はなかったが、平

面方形の住居形態から古墳時代中期頃の可能性が高い。(野口)
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第113図 8153実測図

8153 (第113図、 PL.30) 

H19グリッド杭の南、標高67.4mの平坦面に位置する。 SI54・55の南

に立地する。本遺構は検出時、既に埋土の大半が失われ、遺構の半分以

上が調査区外にのびている。このため規模は不明であるが、平面形は北

側と東側の周壁溝が直線的にのびることから、方形か、もしくは隅丸方

形とみられる。住居跡の中央部は撹乱を受け、その一部は床面にまで及

ぶ。周壁溝は東側と北側の一部のみ確認できた。幅約15cm、床面からの

深さは4'"5 cmで断面形は iUJ字状である。ピットは 1基検出した。

規模は長径45cm、短径42cm、深さ16cmを測る。ピットの配置が不明であ

ることから、主柱穴であるかは不明である。

遺物は、床面直上で敵石373が出土しているほか、図化はできなかっ

たが、埋土中から数点の土器片が出土した。遺構の年代については、時

期を特定できる土器が出土しなかったため不明である。(阪上)
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第114図 8153出土石器



第 3i事: 久蔵峰北遺跡の調査

8154 (第116図、 PL.30)

G18グリッドの西側、標高66.5"-'66.8mのゆるやかな斜面に位置する。この遺構はSI55及びSK37

の埋土を掘り込んで建てられている。平面形は方形を呈し、長辺3.4m、短辺3.1mを測る。黄褐色土

を床面としており、壁高は南西側の最深部で27cm、北東側で4cIl1を測る。ピットは4基検出した。い

表50 8154・55ピット表 ずれも床面で検出したものの、位置や深さにばらつきが

みられることから主柱穴は明確ではない。このため屋内

に柱穴を持たない建物である可能性もある。遺物は、床

面直上のものはみられなかった。 P4と埋土下層から高

杯の杯部375・376が出土した。遺構の年代については、

下層から出土した376の椀状杯部をもっ高杯からみて、

天神}IIVI期に相当するとみられる。このことから古墳時

~ット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm)
P 1 45 43 45 

P2 37 33 46 

P3 26 26 6 

P4 77 56 17 

P5 36 24 25 

P6 22 36 

P 7 24 16 :30 

P8 21 17 26 代中期前半と考えられる。

穴三

8155 (第116図、 PL.31)

G18グリッドの西側、標高66.8，，-，

67.2mの緩やかな斜面に位置する。

北東側をSI54及びSK37に壊されて

いる。平面形は方形で、長辺4.0m、

短辺3.6mを測る。ホーキ層を床面

としており、検出面から床面までの

374 

三f S 1: 4 10" 

第115図 8154出土土器

戸 O Pl@ 

a 

O 

ω
 

廷
で
.
忌
討
=

日=67.4m
a 

， 
a 

(阪上)

。 5=1:80 2m 

u前 後乱二上
2 照時間色j~ (褐色土含む)
31，岡裁褐色土
4厨 ltl色こ仁 (SI';::l7JiR土、 20制大黄褐色土ブロック含む)
5隠 褐色土 (SK:17邸二l二、情褐色土、 1ft褐色土ブロック、多殻の炭化物含む)
6111 褐色ニl~ (20mm大賞褐色土ブロック含む)

7i向日{f褐色二i二
8続 茶褐色二仁
9 i汚 百11f日色二仁(21扇より褐色二t少fjD

第116図 8154・55実測図
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深さは、南西側で最大40cm、北西側で最小28cmである。南東部

にはベッド状遺構とみられる長辺2.4m、短辺104m、厚さ 9cm 

の長方形の高まりがみられ、褐色土を主体に黄褐色土のブロッ

クと暗褐色土を含むしまった土を盛っていた。ピットは4基検

出した。 P5以外はベッド状遺構上面で検出した。このうち、

主柱穴と考えられるものはP5とP6で、 2本柱の建物になる。

住穴間距離は107mを測る。

出土遺物は床面直上のものはなく、埋土中から曹の口縁部378

第 3章久蔵峰北遺跡の調査

377 
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第117図 8155出土土器

が、またベッド状遺構部分の盛土中から清水編年のV-3様式にあたる費の口縁部377が出土してい

る。後者については、ベッド状部分を作る際に混入したものと考えられる。本遺構の想定される年代

として、細片のため図化していないが下層から天神間編年E期にあたる土器が出土していることから、

古墳時代前期前葉の時期が想定される。(阪上)

8156 (第118図、 PL.31)

G 11グリッド、台地の縁辺部に位置する。東側の大部分がS157と重複する。遺存状況が悪く、壁

高はほとんど残存せず、住居の南半は床面レベルより下まで削平を受けていた。

埋土の残りが悪かったことや、検出当初1棟の住居跡とみて掘り下げを行ったため、 2棟の新i日関

係を層位的に検証することは、困難であった。このため掘り下げは同時に行った。遺物はS157の周

米:f b 

H=65.0m 
b' 

~ 117 tr合1il dP⑨~2 ~~ もj H=65.0m 
d d' 

8157 

@ 
P8 

G H出 65.0m
a 一 a'

も/ P3 

@P4  ¥ι 
H=65.0m 

CグC 

l厨 l情褐色土(炭化物、 10鵬大ホーキブロックわずか
に含み、しまり強)

2厨 階褐色土(ホーキブロック多く含み、しまり強)
3周灰褐色土(しまり強)
4図灰褐色土

。 S= 1 : 802m  
5厨 陪褐色土(ホーキブロック、灰褐色土を含む)
6厨 H音褐色土
7隠褐灰色土(しまり強)
8閣 時褐色土(少f誌のホーキブロック、多哉の褐色土含む)

第118図 8156・57実測図
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

表51 8156・57ピット表

ピット名 長径(crn) 短径(crn)

P 1 77 45 
P2 47 44 
P 3 57 44 
P4 49 
P5 60 45 
P6 37 36 
P 7 42 30 
P8 60 46 
P 9 61 54 
P 10 30 20 

P 11 49 38 
P 12 44 38 

深さ (crn)
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第119図 8156出土遺物 379は S=)1

壁溝より内側の出土遺物を、 SI57出土遺物として取り上げを行った。 SI56の規模・平面形は直径が

約 5mの円形の竪穴住居跡である。主住穴はP5--....-P8で、 4本柱の住居跡と考えられる。主柱穴と

の位置的関係からみて、 P9は中央ピットとみられる。主住穴間距離は2.4m--....-2.7mである。

出土遺物は埋土中から錨379、土器が出土した。 380の聾は、外傾する口縁部の外面に4条の沈線を

施したのち、ナデを施す。清水編年のV-3期に該当するとみられる。このことから弥生時代後期後

葉のものと考えられる。 (小山)

8157 (第118図、 PL.31) 

G12グリッドの台地の縁辺部に位置し、 SI56と重複関係にある。規模・平面形は一辺5.2mの隅丸

方形であり、 SI56より新しい要素を持つ。主柱穴はPl--....-P4である。主柱穴間距離は短辺が2.7--....-3.1

m、長辺が3.5--....-3. 6mである。 P8は位置的にみて、中央ピットの可能性もあるが、土層断面の観察

から柱痕跡らしき立ち上がり(1層)が認められる。このことから前述のSI56の主柱穴とみるのが妥

当と考えられる。出土遺物はすべて埋土中からの出土である。弥生土器、石器、珪化木が出土した。

$、ー一一一一A

----=工::.-.
Zヨ犯6

巴踊
。 s = 1・4 10回

。 s= 1: 2 5田
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第120図 8157出土遺物 387のみ S=)1
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

1R雪 :m色i:(n音褐色土、 IOmm大賞褐
土プロック、炭化物含み、しま
り強)

2厨 にぶい褐色土
3 J箇 褐色土(焼1ニプロック、賞褐色
土プロック多く含み、しまり強)

4閣 11音褐色土(焼土多く含み、しま
り強)

5厨 にぷい褐色土(しまり強)
6Jl!1 褐色土 (11音褐色土、 IOmm大黄褐
色土プロック、炭化物含み、し
まり強)

7厨灰白色土
8府経褐色粘筑jニ

¥¥ふ

Jjν 
。P3
¥7-

。 S= 1 : 80 2 m 

381、382の嚢口縁部は、ともに床面付近出土のものである。外傾する口縁部外面に平行沈線を施した

後、ナデ調整を行う。 381は内面に赤色塗彩を施す。 387の珪化木は加工を施した痕跡は認められない。

床面付近出土の土器は、清水編年のV-3期のものとみられることから、当住居跡は弥生時代後期後

葉のものと考えられる o SI56との新旧関係については、土器からみる限り SI56出土の聾よりもSI57

出土のものが、口縁部の発達がみられ、新相を示すと考えられる。このことから、 SI57が新しいと

考えられる。

@霊~I玉・緑色凝灰主岩手1)片1Si

(小山)

8158 (第121図、 PL.31) 

F10グリッド、標高64m付近の斜面部に位置

する。東壁はすでに失われており、遺存状況は

良好ではない。壁高は北西隅の最深部で15Cslで

あった。埋土は褐色系の土による自然堆積とみ

られる o 遺存状況が良くないが、撹乱などは認

められなかった。本遺構の規模・平面形は、東

西3.5m、南北の現存長2.9mを測り、他の住居

跡に比べやや小規模である o 床面では6基のピッ

トを検出した。このうち主柱穴と考えられるの

は、 PI----P4である o いずれも直径、深さと

表52 8158ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(c日1) 深さ (cm)

P 1 28 26 31 

P 2 24 20 30 

P 3 36 29 17 

P4 18 18 53 

P 5 70 48 38 

P6 26 21 31 

苧『A忍ヘ トご~--(J:89

過l~にギ九

z話~ 393 

S=I:4 10国

， I - tnγ¥-
， _， A a 

3バリ，1 
四 394 包コ 3白

S = 1: 2 回

第122図 8158出土遺物 393~395は S=Yz
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第3章久蔵峰北遺跡の調査

もに20"'30cm前後の小ピットである。主柱穴間距離は1.7"'2.1mで、ある。 P6のみ埋土が黒褐色土で

あり、時期を異にする可能性がある。 P5は中央ピットである。ここからPlへ向かつて幅10cm、深

さ3cmの溝がのび、る。溝底のレベル差は顕著ではない。床面では 1ヶ所の焼土面を検出した。壁際に

は幅10cm、深さ 3cm前後の周壁溝がめぐる。埋土の掘り下げ中、碧玉の剥片類が出土したことから、

埋土をふるいに掛けたところ、多数の碧玉・水晶・緑色凝灰岩の剥片が出土した。また床面からも管

玉未製品や、碧玉・緑色凝灰岩の剥片が出土した。特筆すべきものとして、埋土中から極小の水晶製

切子玉396が出土した。上部裏面に欠損があるが、割れ口の観察から穿孔時の加圧による破損ではな

く、上部からの硬質ハンマーの加撃による破損とみられる。素材自体は透明感のある良質の水晶であ

るが、表面は研磨による擦痕が残り、白く曇る。このため最終の仕上げ段階の未製品の可能性がある。

全長、最大幅ともに5.3m01、重さ0.2gを測る。当遺跡において、埋土中から玉作関連遺物が出土した

住居跡は他にもあるが、これらは住居に伴う遺物とは考え難く、流入物とみられる。床面から未製品

や剥片類が多数出土した例は、 SI58のみである。このことから、 SI58は、玉作工房跡と考えられる。

また水晶はすべてふるいにかけて検出したものであり、原位置を確認できるものはないが、碧玉剥片

と同様当住居跡に伴うものとみられる。その他の遺物としては、融石392や棒状鉄製品394、395、板

状鉄製品393がある。いずれも埋土中からの出土であり、玉作に関連する遺物であるか不明である。

出土土器は埋土中及び中央ピット内から若干出土した。やや古い土器もあるが、清水編年のV 3期

に該当する土器を含むことから、遺構の時期は、弥生時代後期後葉と考えられる。(小山)

8159 (第125図、 PL.32) 

F10グリッドの台地の縁辺部に位置する。北西部はSI60と重擾するが、 SI59がSI60の埋土を掘り

込んでいることから当住居跡が新しい。壁高は西側で23cmを測る。規模・平面形は、直径4.2mの円

形の住居跡である。検出したピットは5基である。 Pl"'P4が主柱穴で、主柱穴間距離は2.2mであっ

た。 P5は主柱穴であるが、床面にてP3と西側へ向かつてのび、る幅約10CIDほどの溝を 2条検出した。

床面には2ヶ所ほど焼土面が検出された。西壁と東南側の一部では、幅18"'28cm、深さ 3'" 11c01の周

遅参 -調-~ 国 棚母駄 -~-~ 砂 d。 399 402 403 

z 母 マ o 

国 ad巴 一φ一命産?> ~ 
405 406 
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第123図 8158出土玉類未製品 396、397、399のみ S=7{
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第124図 SI59出土遺物 416~418は S 出話

第 3章久蔵峰北遺跡の調査

唾ぞヲ叫7

oS  = 1: 2cm  

壁溝が検出された。 表53 S 159 • 60ピット表

出土遺物は埋土中から弥生土器、須恵器、鉄器、水晶

の剥片が出土した。このうち415の須恵器杯蓋や418の水

晶剥片は、埋土中への混入品とみられる。 416は板状の

鉄器である。 417は無頚の鉄鉱の形態であるが、鉄板の

裁断片の可能性もある。出土土器は清水踊年のV-2期

に該当することから、弥生時代後期中葉のものと考えら

れ る。(小山)

SI60 (第125園、 PL.32) 

F9グリッドからその南にかけて、台地の縁辺部に位

置する。西半部のみ遺存し、東半部はこれより新しい住

ピット名

P 1 

P2 

P 3 

P4 

P5 

P6 

P7 

P8 

P9 

P 10 

P 11 

P 12 

P 13 

P 14 

長径(cm)

61 

34 

22 

22 

64 

34 

38 

46 

62 

43 

52 

38 

28 

44 

短径(cm) 深さ (cm)

44 48 

31 52 

18 42 

21 32 

54 21 

32 18 

32 62 

44 58 

46 42 

32 21 

37 24 

38 35 

28 21 

39 12 

居跡であるSI59による破壊や、その他の削平によりすでに失われていた。壁高は最も残存する南西

部で36cmである。規模・平面形は一辺が5.3mの隅丸方形とみられる。床面にて多数のピットを検出

したが、このうちPlとP6~P8 が主柱穴である。 Pl は SI59の主柱穴でもあるが、形がやや歪で

あり 2 基のピットが重複したものとみられる。主柱穴間距離は2.4~2.5mである。

出土遺物は埋土中から土器、石器、玉類未製品が出土したが、図化した土器はいずれも床面付近か、

下層出土のものである。床面に近い位置で出土した419は内面ヘラケズリが頚部直下までは達してい

ないが、上半部に及んでいることから、清水編年のV 1期とみられる。その他は下層埋土中のもの

である。このことから、弥生時代後期前葉の住居跡と考えられる。 (小山)

S 161 (第127図、 PL.32) 

H13グリッドに位置し、標高約65.4mの平坦部に立地する。北西側をSI26に切られる。平面形は隅

丸五角形を呈する。検出面から床面までの深さは、最も残りの良い南側で30cmである。床面は平坦で

AT層をそのまま床面としている。壁面は床面よりやや外側に傾斜を持って立ち上がる。周壁溝はほ

ぼ全体を検出した。大きさは幅14cm、床面からの深さは 7cmで、断面は iUJ宇状である。

ピットは16基検出した。このうち主柱穴と考えられるのはP1 "'P5である。主柱穴聞の距離はP

1 -P2、P2-P3の)11買に2.9m、2.8m、3.0m、2.9m、2.9mである。中央ピットはP6である。 P6

- 97一



i府褐色土(砂粒、炭化物多く含む)
褐色土(淡化物、砂粒少量ま含む)
日吉黄褐色土

暗黄褐色土(黄色土ブロック含む)
階黄褐色土(黄色土ブロック含む)
lこぶい暗黄褐色土
褐色土 (SIsO埋土、砂粒含む)
H音黄褐色土 (SI60埋土)
黒褐色土
防褐色土(白色擦含み、ややしまり強)
にぶい黄褐色土(10mm大淡化物、白色篠
多く含み、しまり強)

12閥 褐色土(白色際含み、しまり強)
13悶 階褐色土(自色隊合み、しまり強)
14厨 褐色土(白色際含み、しまり強)
15厨 H音褐色土(10剛大ホーキブロック、炭化
物少翠含み、しまり強)

16厨暗褐色土(砂粒含む)
17R翌 日音縄色土
18厨 H音褐色:上(黄褐色土ブロック、自色際含
み、しまり強)

第3章久蔵峰北遺跡の調査
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第125図 SI59・60実測図

から東側と南東側に向かつて床溝が2条のびている。途切れている部分もあるが、周壁溝に繋がって

いたものと考えられる。大きさは幅12cm、床面からの深さは 3cmで、断面形は rUJ字状である。 P

9、PIOは直径20cm、深さlO"-'25cmほどのピットである。 P6を挟むかたちで一直線上に並んでいる。

P6までの距離はいずれも90cmである。何らかの補助的な住が立てられていたか、もしくはP6に伴

う構造物の一部であった可能性が考えられるが、明確にその性格を判断する状況は確認できなかった。

その他のピットの性格は不明である。焼土面はP6の周囲の床面で、 7ヶ所検出した。

遺物はP6から奮の口縁部427、埋土下層から器台の脚部428と高杯の脚部429が出土している。こ

れらはいずれも清水編年のV-3期に相当する。また、 P2の検出面直上では管玉436が出土してい

一一 98-
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九 W
l層 階褐色土(砂粒、炭化物少量含む)
2厨 暗褐色土(黒味があり、わずかな砂粒、炭化物、 10mm大黄伺色ブロック含む)
3扇 暗褐色土 (2閣よりも炭化物を多く含む)
4脳灰褐色土
5閥 H者褐色土(黒味があり、わずかに褐灰色土含む)
6層 階褐色土(炭化物わずかに含む)
7層 階黄褐色土 (30剛l大賞褐色土ブロック含む)
8厨 日音質褐色土 (7J留に比べしまり~~)
9隠褐色土(しまり強)
10!弱 褐色土(黄褐色土ブロック含み、しまり強)
II隠撹乱土

第127図 8161実測図
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第3章久蔵峰北遺跡の調査

表54 8161ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 46 40 83 

P2 72 57 83 

P3 52 73 

P4 83 52 51 

P5 48 48 60 

P6 104 82 33 

P7 25 25 54 

P8 17 17 51 

P9 19 19 10 

P 10 25 20 26 

Pll 20 15 6 

P 12 20 16 25 

P 13 23 21 39 

P 14 30 27 6 

P 15 18 14 47 

P 16 19 14 31 

B 
430 

f忽三ラ)

o5=1:4  JO団

る。これは軟質の緑色凝灰岩製で、淡緑色の製品である。

長さ3.7cm、直径6.6cmで、両面穿孔を行う。当遺跡で出

土した他の玉作関係の素材とは、かなり異質である。床

面付近からは、砥石430、431、432、鈍434、435が出土

している。 434は柄の部分に、下面から木柄があてがわ

れ、蔓状の紐がまかれて握り部分が作られている。

本遺構の時期は出土遺物から、弥生時代後期後葉と考

える。これはSI26との切り合い関係と矛盾しない。

(浅田)

8163 (第129図、 PL.33) 

本住居は調査区北西側のK6グリッドに位置する。標

高およそ63.3mの高さで、ホーキ及びソフトロームを主

とした2次堆積土層で検出した。本住居跡が位置する調

査区北西側は、調査区の西側に入り込む谷に向かつて傾

ι二二←さミミ ど型ささャ

431 

巳亙2J)
432 

匂沙

436 

巴!;! 435 

関
門
~

5=1 
2田o5  = 1: 2 田

第128図 8161出土遺物 434・435は S口元、 436は s=Yr



斜した地形を呈すため、住居

構造と埋土の大半は谷部に向

かい流失し、南東側周壁溝と

柱穴、及びピットを確認する

のみであった。

なお、ここで取り上げるピッ

トであるが、上述のように本

住居跡の埋土、及び床面はほ

ぼすべて失われているため、

確実に本住居跡に伴うものと

は言えないが、本住居跡と推

定される範囲で検出したもの

を含めた。

さて、本住居跡は確認され

た東南周壁溝では4.2mを測

り、隅丸方形を呈する。床面

は残存する東南周壁溝付近で

/多

第 3章久蔵峰北遺跡の調査
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H=63.7m 
a 

Ehh.閃
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1胞 がi褐色土 (20~50mmのホーキブロック含む)
2隠 H音褐色土
3隠 I党乱土
4厨淡黄褐色土

5 J箇淡褐色土
6扇 H音褐色土(lOmm大ホーキブロック含む)
7魁褐色土

。 S= 1 : 802m  

第129図 SI63実測図
は、ホーキ及びソフトローム

を主体とした2次堆積土層を床面とする。ピットは7基

検出した。 Pl"-'4が主柱穴と考えられ、深さはP2で

やや浅くなるものの標高63.2m付近に揃えている。周壁

溝は東南周壁溝の南隅部分、東隅部分においてさらに内

側にめぐる。東隅部分のものは外側周壁溝と一部切り合

う箇所があるが、遺存状態の悪さからその新!日関係は明

らかにできなかった。この2重にめぐる周壁溝は切り合

い関係が確認で、きなかったことから拡張・縮小等は不明

であるが、建て替えの可能性が考えられる。その場合、主柱穴としてはPl"-'4を新!日の住居で継続

H=63.7m 
C 

一，c 

表55 S 163ピット表

一一 101一一

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 46 34 30 

P2 49 41 38 

P3 85 78 43 

P4 50 43 24 

P 5 36 36 49 

P6 50 40 41 

P7 36 26 6 

して使用していた可能性のほか、前後どちらかの住居でP5・6を主柱穴とした2本柱の住居が構築

された可能性もある。なお、本住居跡の時期であるが、図化はできなかったが、清水編年V-3期に

相当する曹の破片が出土しており、弥生時代後期後葉の年代が考えられる。(野口)

吻ク務グペグ

SI64 (第130図、 PL.33)

H15グリッド、 SI42の北西側に位置する。一部SI42と切り合い関係にあり、 SI42の埋土を掘り込

んで建てられている。本住居跡は調査区内を南北に通る農道の直下に位置しており、この農道の付け

替え後、標高60.0mの高さで、ホーキ層を検出面とし確認した。住居の遺存状況は上半部を農道によ

り削平されているが、比較的よく遺存しており、残りの良い部分では深さ70crnを測った。平面形は隅

丸方形で、規模は東西3.9m、南北4.4m、主軸を南北にする。

本住居跡はベッド状の遺構を持つ住居であり、住居の東南、北東の隅に東西230crn、南北110crn、高
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さlO'"'-'20cmほどの段が付けられている。南側部分のベッ

ド状遺構に関しては、本来は北側部分と同様に上面を平

坦にするものと考えられるが、ベッド状遺構を構築する

土を埋土と誤認してしまい、一部掘り込みすぎてしまっ

た。ベッド状遺構を構築する土は、下半部は地山を段状

に削り残し、上半部は床面に施された貼床に用いられて

いる土と同じハードローム(淡赤褐色粘質土)を主体と

した淡赤褐色土からなる。貼床は住居西側部分で一部施

さないハードロームの地山を床面とする箇所があったほか、段差の

部分ではこの淡赤褐色土は連続しないが、ベッド状遺構付近では平

面的に床面とベッド状遺構の上面は同一の色調を呈している。また、

周壁溝は南側のベッド状遺構、およびその周辺では認められなかっ

たが、他の部分では北側のベッド状遺構の上面を含みめくやっている。

本住居跡の主柱穴にはPl・2が該当し、 2本柱の建物であったと

思われる。 Pl・2とも南北のベッド状遺構の上面から床面に下る

段差の部分から掘り込まれている。 Pl・2の中間である住居中央

第3章久蔵峰北遺跡の調査

斗ι
フ111て

H=66.lm 
a 

J J ラ1;1:主宮、
態 id.1:::1"6;i

日出66.1"

表56 8164ピット表

ピット名 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm)

P 1 22 22 23 

P2 18 18 22 

P3 36 31 37 

P4 30 22 35 

P5 63 56 18 

P6 59 52 34 

P7 27 27 60 

~438 

降。♀d s= 1: 2 田

437 

第131図 8164出土鉄器

際乱土

1I古褐色土(JOmm大黄色土ブロック、
{官、粒、炭化物少盛合み、しまり強)

3層 階褐色土 (20岡大黄色二七ブロック、
炭化物を含み、しまり強)

4厨時褐色土 OOmm大黄色土ブロック、
炭化物わずかに含み、しまり強)

5 J箇 褐灰色土(しまり泊。
6厨 淡赤褐色土(黄色土ブロック多く含
み、しまり強)

7府褐色土
81活 11音褐色土 (5mm大炭化物含む)
91問 淡赤褐色土(貼床、ハードローム、
1'1色土、 AT、ホーキブロック含む)
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

:
 

439 F 
444 

447 

S = 1: 4 日間

第132図 8164出土土器

にはP5が配され、東壁寄りで確認したP6からは土師器費の上半部が出土した。また、ベッド状遺

構の上半部、及び床面に施された淡赤褐色土を除去したところ、 P3・4がそれぞれ北側のベッド状

遺構と南側のベッド状遺構下で検出された。埋土は両者とも貼床に用いられている淡赤褐色土の単層

であったことから、本住居構築に伴い掘削された可能性が高い。

さて出土遺物と遺構の時期であるが、輩、器台、高杯、鉢などがみられた。そのうち床面直上から

出土した439は清水編年のVI期に相当することから本遺構は弥生時代終末期から古墳時代前期初頭頃

と 考えられる。(野口)

8165 (第133図、 PL.34) 

F9グリッド杭の南に立地する。遺構は北東側から中 表57 8165ピット表

央にかけて埋土が薄く残る状態で検出でき、西側は撹乱

土の除去後にわずかに周壁溝を検出した。埋土の堆積状

況から、 2棟の住居が切り合い関係にあることが確認で

きた。新i日関係については、外側の周壁溝を伴う住居を

掘り込んで、内側の溝を伴う住居がつくられている。 2

棟とも床面は同一である。 P15周辺では、薄い貼床層を

確認した。検出面から床面までの深さは北側で最大22cm

を測る。建て替え前の住居は、周壁溝の形状からみて平

面形は隅丸方形である。周壁溝は 1条検出した。外側の

溝は幅14.0cm、床面からの深さは6.4cmで断面形は iUJ

字状である。撹乱土の除去後にも一部検出できたことか

ら、本来は全周していたものと考えられる。建て替え後

ピット名 長径(cm) 題径(cm) 深さ (cm)

P 1 40 32 54 

P2 28 28 63 

P3 56 32 68 

P4 72 54 79 

P 5 92 88 44 

P6 48 38 54 

P 7 25 22 49 

P 8 29 21 44 

P9 23 19 15 

P 10 38 32 19 

Pll 27 24 25 

P 12 40 36 41 

P 13 20 17 10 

P 14 41 33 39 

P 15 72 62 70 
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H=64.6m 
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主主褐色士(淡化物、白色E語、政褐色土ブロック含む)
燈褐色土(貨褐色土ブロック少:ffi含む)
灰白色土(燈褐色土台む)
裕色土(黄褐色土ブロック、灰白色土含む)

厨
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D
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褐色土 (!O~30mmの武褐色土ブロック、白色際含む)
陪褐色土(貨褐色土ブロック、白色際、褐色土少ifl:含む)
時褐色土 (!Omm大黄褐色ブロック少盈含む)
にぶい褐色土 (20mm大黄褐色土ブロック含む)
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第3章久蔵峰北遺跡の調査

の住居も周壁溝の形状からみて隅丸方形である。内側の溝は、幅19crn、深さ4.9crn、断面形は iUJ

宇状で、本来は全周していたものと考えられる。ピットは両遺構合わせて15基検出した。主柱穴は明

らかでない。中には住居に伴わないものも含むと思われる。 P15は、内側の周壁溝を切っていること

から両遺構に伴わないものと考えられる。床溝は 1条検出した。幅は4"-' 16crn、深さは 1"-' 4 crnであ

る。この溝についても、どちらの遺構に伴うものか不明である。

遺物については、一部を床面に接して斜めになった状態で台石455が、床面より 10crn上の埋土から

砥石456が出土した。またP5の南東側で、床面から 4crn上で査の口縁部449が出土した。これは清水

編年のN-2期にあたることから、弥生時代中期後葉の時期が考えられる。 449は建て替え後の住居

の埋土中の出土であるが、いずれの住居の時期を示すものか、定かではない。(阪上)

(3) 掘建柱建物

SB1 (第135図、 PL.36) 

日14・114グリッドに位置し、標高

65.2"-'65.6mの、本遺跡内において最

高所付近の平坦地に立地する。

建物の規模は桁行2間 (4.3m)、梁

行 1間 (2.6m) である。側柱の柱穴

間距離は、 2.1，，-，2. 2mである。全ての

柱穴が果樹園耕作時に上面を削平され

ており、底部のみ残存している状態で

あった。さらに西側の柱穴は西側半分

を暗渠排水用の掘削のために破壊され

ており、半円状の検出である。 P7は

棟持柱と考えられる。南側で対応する

ピットは他に検出できなかった。

柱穴の掘方は、検出面での平面形は

円形で、断面形は iUJ字状である。主

軸は座標北に対しN-I0
0-Eに振る。

遺物は出土していない。このため、

本遺構の時期については不明である。

(浅田)

グ 制緩山
，0 

Z
H品
目

-fdd

r
 

O 

C15 

d 

3 

Wt'S9=H 

1
@
 

O 

@〉Jml

~þ伽初物
S = 1 : 80 ? m 

l層 i官縄色土(黄褐色土プロック、炭化物わずかに含む L Y 
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SB 2 (第137図、 PL.36) 

F7グリッドの中央、標高64.4mの平坦面に位置する。 PlとP6はSI

3の貼床除去後に検出したことから、本遺構はSI3より古いと判断し

た。主軸は座標北に対しN-18
0-Eに振り、建物規模は桁行2間(約

5m)、梁行 1間(約 3m)である。側柱の柱穴間距離は2.5mである。

P2の東南側は撹乱を受けて壊されている。

5=1:4 10団

457 

第136図 SB2出土遺物
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査
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1l臼褐色土(砂粒含む)
2府 褐色土(貧褐色土ブロック含む)

3閣僚乱土
4層 階褐色土(I O~30mm大賞褐色土ブロック、炭化物含む)

第137図 SB2実測図

， a 

。 S= 1 : 802m  

遺物は、 P4の検出面から高杯の脚部457が出土している。本遺構の年代は、 457が清水編年のVI期

かと思われることから、弥生時代後期末~古墳時代前期初頭の時期と考えられる。なお、 SB2より

新しいSI3の時期が古墳時代前期であり、層位的にも土器が示す時期と矛盾しない。(阪上)

0S  = 1 : 802m  

グ弘働協
q ，q 
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H=65.4m 
a 

k o _a' 
a 

勢グ川修後
第138図 SB3実測図
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1扇情褐色土
2閤黒褐色土
31自褐色土
4層淡褐色土

SB 3 (第138図、 PL.36) 

Jl3グリッド、標高およそ

65.0mの高さで、ホーキ層を検

出面とした。 1問X1聞の掘立

柱建物で、座標北に対し、主軸

を320 東に傾ける。本遺構では

P2とP4の埋土に柱痕跡と思

われる黒褐色土及び暗褐色土が

確認できた。ピット底面の高さ

はPl~4 ともほぼ64.6m と高

さを揃えた状況である。ピット

聞の距離は、心々で2.4~2.5m

を測る。本遺構からの出土遺物

はなく、時期を推察する要素は

少ないが、付近には弥生時代後

期後葉の竪穴住居跡SI21が近
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。 S= 1 :日02m

7見当 浅黄褐色土(黄褐色土ブロック含む)
B間 賞褐色土(暗槌色土含む)
日厨 H音褐色土

10厨 1JI.褐色土(黄色土ブロック含む)
11随 時黄褐色土 (11音褐色土台む)

第139図 SB4実測図

接存在することから同時併存の可能性は低い。 (野口)

SB 4 (第139図、 PL.36) 

G8グリッドの台地上の平坦面に位置する o 大規模な撹乱を受けてい

るため、柱穴は下部のみの検出である。主軸は座標北に対し、 N-33
0
ー

言 冨〆
458 

S = 1・ 10田

第140図 SB4出土遺物

E に振り、建物規模は桁行 2 間 (5.2m) 、梁行 1 間(約3.0m) である。側柱の柱穴間距離は2.5~2.7 

mである。 P2~5 に関しては、柱痕跡が残っており、柱痕の直径は15~20cmである。

遺物は、 P3の埋土中から聾の口縁部458が出土している。これは清水編年のV-3期にあたるこ

とから、弥生時代後期後葉のものと考えられる。(阪上)

SB 5 (第141図、 PL. 36) 

日9・10グリッド、標高54.1mの平坦面に位置する総柱掘立柱建物跡である。本遺構は大規模な撹

乱を受け、遺存状況は悪い。主軸は座標北に対し、 N-29
0

- Eに振り、建物規模は桁行2間(約5.4

m)、梁行2間(約4.1m)である。柱列の並びから、 PlとP8の聞には柱穴を確認できなかったが、

撹乱がピットの底近くまで及んでいることから、削平されたと考える。柱穴間距離は2.0~2.7mと一

定ではない。遺物は出土していないため、時期は不明である。(阪上)



第 3章久蔵峰北遺跡の調査
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第141図 SB5実測図

SB 6 (第143園、 PL.36) 

C9グリッドの南側、標高63.0""63.3mの傾斜面に位置する。 P5と

P6はSI33の床面で検出した。主軸は座標北に対し、 N-4
0

-Eに

振る。建物規模は桁行2間(約4.2m)、梁行 1間(約2.7m) を測る。

側柱の柱穴間距離は2.1mである。柱穴の直径は平均70cmで、深さは

標高の低いPl""P3では65cm前後、 P4""P6の高い位置では100cm

， a 
。
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を測り、底面の高さを同ーとしていた。 Plのみ柱痕跡が残っており、 第142図 SB6出土土器

柱材の直径は、直径35cmと推定できる。掘方は檀褐色土を主体とする土を埋土としていた。

遺物は、 P4の埋土中から費の口縁部459が出土している。 459は清水編年のV-3期に相当するこ

とから、本遺構の年代は、弥生時代後期後葉の時期とみられる。遺物から想定されるSI33の年代と

も 矛盾しない。(阪上)

SB 7 (第144図、 PL.37) 

C8グリッドの中央、標高63.8""64.1 mのゆるやかな斜面に位置する。 SI28の東側に立地する。主

軸は座標北に対し、 N-41
0

-Eに振る。

建物規模は桁行2間(約6.0m)、梁行 1間(約3.9m)を測る。側柱の柱穴間距離は約 3mで、ある。
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第3'佐久雄飾北遺跡の調査

遺物はP5から土器片が出土しているが、遺梢の年代を特定できるものでないため時期は不明である.

(阪上)

S88 (第146図、 PL.37)

F19-F20グリ ッドにあり、標高約66.9mの調査区内で最高所に位置する。ほぽ平坦ではあるが、

わずかに北東側に向かつて傾斜する斜面に立地する。建物の規模は桁行2間 (5.8m)、梁行1問 (4.1

m)を測る.主軸は等高線に対してほぽ平行しており、座標北に対しN-270-Wに娠る。側柱の住

穴間距離は、 2.8-3.lmである。柱穴の掘方は円形もしくは不整円形で 直径約50-70cm、深さ約53

-93c皿を測る.柱痕跡は確認することができなかった.

また、建物の主軸と平行して北東側と南西側にSDI4、SDI5がある。 SDI5の南東端は調査区外に

ーω

o S ~ J・h
ーーーーーーー

第145図 S8B・SD15出土土器

Fig 5 S88・SD14. S015検出状況

S89 (第147図.PL.37) 

続いているため、全体は検出できなかっ

た。これらの溝はSB8と同じ層位面

で検出され、埋土も柱穴のものとほぼ

同じである.zのことから構はSB8
に伴うものとみられ、 SB8を区画す

るための構と考えられる。それぞれの

講の規模は、 SDI4が幅65cm.長さ約

3.3m、検出面からの深

さ約15cruである。 SDI5

は幅45cm 長さ約7.5m

検出面からの深さ約10-

20mである.

遺物はP6から裂の口

縁部460.SDI5から器台

の受部1161、壷の口縁部

462が出土している。こ

れらはいずれも清水編年

v-2)明に相当する。
本遺構の時期は出土遺

物から弥生時代後期中葉

頃と考えるo 浅田)

J 12グリッド、原高およそ64.9mの高さで、ホーキ屑を検出国としたo 1問(1.9m)X2問(約2.8

m)の掘立柱建物で、座標北に対L 主軸を84園西iに向ける。本遺構はsr27、SK34と重複Lており‘

P6はS127の中央ピットの埋土を掴り込んでいる状況であった.また、ピット底面白高さは6'1.4-64.6

mの間にある.

ピット間の距離は、心々でPI-P2問11.1101、P2-P3間1.4m，P4-P5問L5m、P5-P6間1.2

mを測り P 1 -P6間 P2 -P5問、 P3-P4聞はいずれもUlmであった。

-110-
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第 3 章久蔵I~~北遺跡の調査

本遺構からの出土遺物はないが、先

述したように、 P6がS127の中央ピッ

トの埋土を掘り込んでいることから、

S127が機能していたと思われる弥生

時代後期後葉以降の時期が考えられる。

(野口)

8B10 (第148図、 PL.37) 

E8グリッド、標高64.3mの平坦面

に位置する。 SI25の東に立地する。

主軸は座標北に対し、 N-200 Eに

振り、 SB2とほぼ同一の主軸をとる。

建物規模は桁行2問(約4.0m)、梁行

l間(約2.5m)である。側柱の柱穴間

距離は約2mを測る。柱穴の深さは92

'"'-' 112cmで、ある。出土遺物については、

P5の検出面から聾463が出土した。

この斐は頚部に一対の焼成前穿孔があ

り、肩部には貝殻腹縁文が施されてい
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る。本遺構の年代については、 463が清水編年V-3期にあたるこ

とから弥生時代後期後葉の時期が想定される。(阪上)

8811 (第150図)

G4 グリッドの北東側、標高62.8~63.2mの傾斜面に位置する本

遺跡内で最も北に立地する遺構である。主軸は座標北に対し、 N-

2T-Eに振る。建物規模は 1間四方の2.3X2.6mで、ある。

遺物は図化を行っていないが、 P3から土器片が出土している。

遺構の年代を特定できるものでないため、時期は不明である。

(阪上)

8812 (第150図)

第3章久蔵峰北遺跡、の調査

463 

S~ェ 1 ・日国

第149図 8810出土土器

E7グリッドの北西側、標高64.1mの平坦面に位置する。主軸は座標北に対し、 N… 14
0

- Eに振る。

建物規模は桁行2問(約3m) 、梁行 2 間(約 3m) である。柱穴問距離は1.3~ 1. 9mである。 P5 に

ついては、 P4とP6聞の中央に位置することから、補助的な柱の可能性が考えられる。

遺物については土器片が出土しているが、年代を特定できるものではないため、時期については不

明 である。(阪上)
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第3章久蔵峰北遺跡の調査

(4) 布掘掘建柱建物

布掘掘建柱建物 1(第152図、 PL.37)

H12グリッドの台地平坦面で検出した。

調査時は東からSD3. SD4と呼称した。

西側の溝はSI19と重複するが、 SI19の埋

土を除去した床面にて溝を検出した。溝は

幅が50"""-'60cm、深さ35cm、断面U字形であ

る。比較的遺存状況が良好な東側の溝で、

長さ4.9mである。底面は多少の凹凸はあ

るが、おおむね平坦でレベル差も顕著では

ない。 2条の溝は平行し、東側の溝底には

3ヶ所のくぼみが検出され、柱痕跡、とみら

手術;
 

ヶーF--~
日=1 : 4 10回

〕 Ldu
OS  1: 2 5cm 

6注之z:， 468 

第151図 布掘掘立柱建物 1出土遺物 468のみ S口巧

れる。これらのことから布掘掘建柱建物とみられる。北端部は耕作に伴う撹乱により失われているが、

東側の溝はかろうじて北端の立ち上がりが残っていた。これから推定される規模は4.9X3mである。

図化した遺物は465、468が東側の溝出土のもので、他は西側の溝出土のものである。出土土器は清水

編年のV-l期に相当することから、弥生時代後期前葉にあたる。(小山)

布掘掘建柱建物2(第153図、 PL.37)

G17グリッドの谷3に面した緩斜面に位置する。調査時は北からSD17・18と呼称した。溝の走向

，q 

，1γ一

米 /

国主mul
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日!露 褐色土 (2i自より11在い、 10聞大黄色土ブロッ
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9 ~経 黒灰備色土 (51mよりやや明るい)
101l霊 泉灰褐色土 (5I溺よりH奇い、 10mm大賞色土
ブロック、 1 mmほどの燈色段含む)
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161'荷 nfi~立褐色土 (20mm大黄色土ブ、ロック含む)
17隠褐色土(砂粒含む)

18隠 褐色土 (20mm大黄色土ブロック含む)
19R詩褐色土
20厨 にぶい政ぬ色土
211討 にぶい貨渇色土 C10mm大黄色土ブロック多
く含む)

一一a' ;:r::1D V// .... うそ 22隠 にぶい褐色土 (:lOmm大黄色土ブロック多く
含む)

2:1厨 J立褐色土
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第152図 布掘掘立柱建物 1実測図
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第153図 布掘掘立柱建物2実測図

は等高線に対し直交するため、検出面は北東側

第3章久蔵峰北遺跡の調査

-E 

b' 

。 5=1:80 2m 

が約 1m低い。溝底はほぼ水平で、平坦である。

溝の幅は約90cm、深さは最深部で1.1m、溝の

全長は北側が6.6m、南側が7.5mである。土層

の断面観察では柱痕跡は認められなかったが、

溝の内側に 3ヶ所の突出部が確認できた。特に

北側の溝で顕著である。この埋土は溝埋土と同

会出宮当がJ
¥ ¥ S = 1: 4 日団

-'/- I 

470 

第154図 布掘掘立柱建物2出土土器
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第3孝久蔵峰北遺跡の闘登

様の土であったが柱

痕跡の可能性もある.

出土遺物は埋土中から

弘弓二の土器が出土した.

出土土器は消水編年の

V-3周jに該当するこ

とから、弥生時代後期

後棄の時期のものと考

えられる固 山
、

Fig 6 布掘掘立柱建物2北溝土層断面(車から)
(5) 税

構は18長検出した.このうち調査時にSD3、4とSD17、18としたものは.それぞれ布姻期建柱建

物と判明したため、 811項で報告する.またSD14、15はSB8に付属する満であることから、 SB8の

項で述べることとする@なおSD6は欠番である。

SO 1 (第156図、 PL.43)

標高約61.0.......66. im目、調査地東側の斜面

地に位置し 埋没谷上面で検出した.E 9グ

リッドからHJ7グリッドにかけて 「コJの宇

状にのびる。513，¥を切る.南端は撹乱によ

り破境されている。その走向は直線的で.斜

而部分については等高線に対して平行である。

検出した大吉さは全長約95m、幅O.9---1.8m

を測る.検出而からの深さは8--....45cmで 断

母~ c参'"

忌号Gη

⑥@  
。刷
. ' ・ 2舗

=ーーーーーー
Q $-1 '2 "'" 

-画ーーーーーー
第155図 SO 1出土遺物 174のみ S=h'

面形は逆台形状ないし血l状を呈する。E10杭の付近でSD2、F14杭の付近でSD5へと分岐する。

埋土は主に褐色土で これはSK30の埋土とほぼ同じであり、制査地上部からの流れ込みによる堆

績と考えられる.遺物は埋土中から水晶の剥片1¥71、472 土鍾473、ガラス製小玉4711が出土している.

時期は埋土の状況及びSK30との関係から、近世以降が想定される.性格については、道の可能性

があるが、底面が硬化していないため、明確にその性格を判断することはできなかった。 (浅田)

SO 2 (第156図 PL.43)

際高約63.0.........(i3.5m、調査地東側担斜面に位置する.E10杭の南4111の付近でSD1と切り合い関係

にあり、SD2が新しい.E10-E11グリッドにかけて SD 1と並行するように直線状にのびる。検

出した規模は全員約15m、幅約1.7mを測り、検出面からの深さは1o，. ... -:~3clllである。 断面陪は皿状な

いし方形を呈する。 SD1と同線に底面に明瞭な硬化した跡や付随する施設がみられなかったことか

ら、構として考えた。

埋士は主に褐色土で、 これは台地平坦部からの流入によるものである.遺物は埋土中から水晶の剥
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

H=63.7m 

H=62.7m 
b 

H=63.4m 
C 

H=62.8m 
e 

H口 64.4m

H=63.2m 
g SD1 

SD1 

H持 63.2m
了一一一 SD9 一一寸'

移揚初

SD1 

， c 

1閤 褐色土 (S~IOmmの黄褐色土ブ、ロック多く含む)

2 J溜 暗褐色土(lO~30日 mの貨褐色土ブロック含む)
3図 褐色土(l O~20聞の赤褐色土ブロック多く含む)

g' 

H=62.8m 
d 

H=6J.7m 
f 

H=6J.8m 
h 

SD1 

H口 62.8m
巾γ一一 SD9 一一五'

崎 和

4厨 褐色土(l Omm大黄褐色土ブロック、1O~40剛灰白色土
ブロック、 40mm大黒褐色ブロック多く含む)

5厨 黒褐色土(lOmm灰白色土ブロック)
6尉赤褐色土
7n望黒褐色土
81習 褐色土(l O~20剛1の黄褐色土ブロック少致合む)
9図 褐色ニヒ(小際少競合む)
10厨 褐色土(lOmm大淡褐色砂質土ブロック含む)
1lJ爾灰白色土

12厨褐色土
13慰 明褐色土(しまり強)

s = 1 : 41m  
1 

第157図溝土層断面図
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片477、嚢の底部476が出土している

が、これらは台地平坦部からの流入

物である。

溝の性格については不明である。

時期はSD1と同様、近世以降が想

定される。(浅田)

SD 5 (第156図、 PL.43) 

第3意久蔵峰北遺跡の調査

慰問

留 478

山d!日;}:4 1000 
。 s之江 1 ‘ 

" cm 

第158図 SD 2・5・8出土遺物 477、478は S=n

標高約60~61mの調査地東側の斜面、 SD 1の東側に位置する。 SD1と並行し、 D11~D12、 F14~

F15、 D16~D17グリッドにかけて直線状ないし iLJ 字状にのびる。その走行は等高線に対して平

行である。途中で途切れているが、本来はSD10 と共に一続きの溝であったと思われる。 D16~D17グ

リッドの部分は、 D17杭の付近でほぼ直角に折れ曲がり、地形の変換線に沿うように南に向かつての

びる。 SD1と同様に底面に明瞭な硬化した跡は認められない。検出した長さは、 D11~D12、 F14~

F15 、 D16~D17グリッドの部分でそれぞれ約12m、 16m、 18mを測る。幅は30~150cmで、断面形は

皿状である。検出面からの深さは 7~15cmである。埋土は主に褐色土で、これはSD 1、2、SK30の

埋土とほぼ同じであり、台地平坦部からの流入によるものと考えられる。遺物は埋土中から碧玉の剥

片478が出土しているが、これは埋土中への流入と思われる。時期及び性格についてはSD1と同様不

明である。 o蓮田)

SD 7 (第156図)

標高約64.3~64.5mの調査地東側の緩やかな斜面にある。 SI37の東側、 G14グリッドに位置する。

南西から北東の方向にほぼ直線状にのびる。長さ2.2m、相46cmを測る。検出面からの深さは14cmで、

断面形は iUJ字状ないし皿状を呈する。遺物は皆無なため、性格、時期ともに不明である。(浅田)

SD 8 (第156図)

標高約64.0~64.2mの調査地東側の緩やかな斜面に立地する。 SI37の南側、 G15グリッドに位置し、

東西方向にほぼ直線状にのびる。検出した長さは11mで、幅は70~170cmである。検出面からの深さ

は 15~23cmで、断面形は iUJ 字状ないし皿状を呈する。性格については不明である。遺物は、埋土

中から奮の口縁部475が出土した。これは清水編年のV-l期、弥生時代後期前葉に相当する。これ

は本遺構の埋没時期を示すものと考える。(浅田)

SD 9 (第156図)

B10~D 9 グリッドの標高約62.0~63.8mの調査地東側の緩やかな斜面に立地する。 C12杭付近で途

切れているが、本来はー続きであったと思われる。北西から東南の方向にほぼ直線状にのびる。長さ

は16mを測り、幅は約70cmである。検出面からの深さは 5~23cmで、断面形は iUJ 字状ないし皿状

を呈する。遺物は埋土中から時期不明の土器片が数点出土した。溝の性格および時期については不明

で ある。(浅田)
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第3章久蔵峰北遺跡の調査

8010 (第156図)

標高約59.0"-'60.0mの調査地東側の緩やかな斜面に立地する。 B9 "-'C11グリッドに位置する。東西

の方向にほぼ直線状にのびる。東端は調査区外へ続いているため、全体を検出することはできなかっ

た。検出した大きさは、長さ約 9m、幅約100cmである。検出面からの深さは20"-'30cmで、断面形は

iUJ字状ないし皿状を呈する。埋土は主に褐色土であり、 SDl、2、 5とほぼ同じである。走向の

様子からSD5とは途中で途切れているが、本来はSD5と一連のものと考えられる。遺物は出土して

いない。性格、時期については不明である。(浅田)

8011 (第5図)

Ll4・15グリッド、調査地南西側の緩やかな斜面に位置する。南北方向に直線状にのび、南側部分

は調査区外に続く。確認できた範囲では、長さ4.25m、幅60Csl、深さは最深部で40Cslを測る。埋土は

褐色土の単層である。出土遺物は皆無で、時期等は不明である。(野口)

8012 (第5図)

Ll4・15グリッド、 SD11の西側2mほど隔て位置する。 SDllと同様に南北方向に直線状にのび、

南側部分は調査区外に続く。規模は確認できた範囲で、長さ2.4m、幅45Csl、深さは最深部で37Cslを

測る。出土遺物は皆無で、時期等は不明である。(野口)

8013 (第5図)

K5・6グリッド、調査地北西側の緩やかな斜面地に位置し、標高63mlまどの高さで確認した。主

軸を北東方向に向けた、長さ3.1m、幅37Csl、深さは最深部で27Cslを測る。埋土は褐色土の単層であ

る。出土遺物はみられず、時期等は不明である。(野口)

8016 (第5図)

K5グリッド、 SD13の南に位置する溝である。主軸を北東方向に向け、平面形はやや歪みながら

も直線状を呈す。長さ4.4m、幅37cm、深さは最深部で42Cslを測る。埋土は暗褐色土の単層である。

出土遺物はみられず、時期等は不明である。(野口)

(6) 土坑

土坑は52基検出した。このうちSK5、12、41、44は竪穴住居跡に伴うものとみられることから、

竪穴住居跡の項で述べることとする。

8K 2 (第160図、 PL.38) 

G7グリッドの北東側に位置する。平面形は不整楕円形を呈する。規模は上面で、長径125Csl、短径105

cm、底面までの深さは90cmを測るo 底面には長径33cm、盟径30Csl、深さ34Cslの底面ピットが存在する。出

土遺物はなく時期は不明である。形態からみて落とし穴と考えられる。(阪上)
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第3章久蔵峰北遺跡の調査
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

SK3 (第160図、 PL.38) 

F4グリッドに位置する。平面形は楕円形と推定される。上面の規模は長径105crn、短径は推定85

crnを測る。深さは約110crnで、遺物はなく時期不明であるが、土坑の形状や、落とし穴であるSK28

と埋土が類似することから、落とし穴の可能性が考えられる。(阪上)

SK11 (第160図、 PL.39) 

D7グリッドに位置する。平面形は南北に長い楕円形を呈する。上面の規模は長径120crn、短径85

cm、底面までの深さは150cmである。底面中央には長径18crn、短径17crn、深さ73crnの底面ピットが存

在する。遺物については、埋土中から土器片や黒曜石、水晶の切子玉未製品481が出土している。切

子玉は最上層からの出土である。本遺構の年代は時期を特定できるものが出土していないため不明で

ある。形態からみて、落とし穴であると考えられる。(阪上)

H=64.7m 

~ピ

万"

H=64.7m 

H=65.4m 

H音黄褐色土{砂粒含む)

H音黄褐色土

褐色i:

H=65.4m 

帯当長

SK21 

sfj赤褐色土(砂粒、段
化物多く含む)
褐色土(炭化物わずか
に含む)

3闘 にぶい赤褐色士(炭化
物わずかに含む)

ーメr

三品
iつ戸 ¥ 

1腐褐色土(砂殺含む)

1悶街色土(砂粒含む)s，口 1: 40 
2 "吾氏自色土 0

2隠 lこぶい縄色土

第160図 SK2・3・11・21・28・31実測図

一一 122 



第 3章久蔵峰北遺跡の調査

SK21 (第160図、 PL.40) 

日15グリッドに位置する。上部は破壊され、底面付近のみ検出された。平面形は方形を呈する。規

模は長軸110cm、短軸75cmを測る。検出面からの深さは最大16cmである。底面にてピットを 1基検出

した。大きさは直径12cm、底面からの深さは47cmである。形態からみて落とし穴と思われる。出土遺

物は皆無なため、時期不明である。(浅田)

SK28 (第160図、 PL.40) 

G15グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈し、長径185cm、短径138cm、底面までの深さは140

cmを測る。底面には、長径14cm、短径12cm、深さ30cmの底面ピットがある。出土遺物はなく、時期不

明である。形態からみて落とし穴とみられる。(阪上)

SK31 (第160図、 PL.41) 

G16グリッドに位置する。長径1.3m、短径1.1

m、深さは最深部で1.5mであった。底では直

径20cm、深さ27cmの底面ピットを検出した。形

態からみて落とし穴とみられる。出土遺物は弥

生時代後期の土器480が出土したが、上層出土

であり、遺構の時期を示すものではないと判断

される。このため時期は不明である。(小山)

SK33 (第162図、 PL.41) 

G議言

S = 1・ 10m

侶

《⑪481

480 

S = 1 : 2 国

第161図 SK11・31・39出土遺物 481のみ S=Yz

F20グリッドに位置する。規模は長径97cm、短径75cm、底面までの深さは105cmを測る。底面には、

長径10cm、短径8cm、深さ16cmの底面ヒ。ツトが存在する。出土遺物はなく、時期は不明である。形態

からみて落とし穴と考えられる。(阪上)

SK36 (第162図、 PL.41) 

114グリッド、 S150の貼床層除去後に確認した。平面形は楕円形で、東西67cm、南北80cmの規模で

ある。深さは確認面から52cmを測り、底面にはさらに一段低くなる円形の窪みがみられる。出土遺物

はなく、時期不明である。 SK33など他の落とし穴と同様の埋土の状況を呈することから、落とし穴

と 考えられる。(野口)

SK39 (第162図、 PL.42) 

J 9グリッドに位置する。規模は東西70cm、南北85cmを測り、深さは確認面から62cmである。平面

形は西半部が若干張り出した楕円形をし、底には底面ピットがみられる。出土遺物は赤褐色土窟から

細片であるが、内外面ともナデによる調整を施した後、外面に刻目を加えた隆帯を貼付けた479の土

器が認められた。本土坑は、形態からみて落とし穴としての性格が考えられる。時期は出土した細片

の土器から判断した場合、外面に条痕は認められないが、刻目隆帯の特徴から長山馬寵式や西川津式

といった縄文時代前期初頭頃の可能性が高い。(野口)
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SK40 (第163図、 PL.42) 

K6グリッドにて検出した。平面形は北側と西側がやや張った円形で、規模は検出面で、東西68cm、

南北58cm、底面で東西58cm、南北64cmである。深さは確認面から85cmを測る。底面ピットは認められ

なかったが、他の落とし穴と埋土が同じことから落とし穴であったとみられる。出土遺物が皆無なた

め、時期は不明である。(野口)

SK43 (第163図、 PL.42) 

D8グリッドの北西側に位置する。 SI1南東隅付近の貼床層の下で検出した。平面形は楕円形を呈

しており、規模は長径94cm、短径80cm、底面までの深さは53cmを測る。底面には、長径28cm、短径20

cm、深さ約50cmの底面ピットが存在する。出土遺物は時期不明の土器の細片のみのため、年代を特定

できない。形態からみて落とし穴と考えられる。 (阪上)
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第 3章久蔵峰北遺跡の調査

SK48 (第163図、 PL.42) 

E8グリッドに位置する。平面形は東西158clU、南北95clUで、歪な楕円形を呈する。底には底面ピッ

トが認められた。深さは確認面から底面までで100clU、底面から底面ピットまでで50ClUである。形態

からみて、本土坑は落とし穴とみられる。出土遺物が皆無なため、時期不明である。(野口)

SK1 (第164図、 PL.38) 

D7グリッドに位置する長辺124clU、短辺102

cmの長方形土坑である。深さは最深部で74clUを

測る。底面に直径7ClUの小ピットが2基検出さ

れた。深さが約 7cmと浅く、落とし穴とは考え

がたい。底面から石鍛482が出土したほか、埋

土中から水晶剥片が出土した。時期、性格とも

に不明である。(小山)

SK4 (第166図、 PL.38) 

H4グリッドに位置する。底面はさらに一段

掘り込まれる。規模は長軸80ClU、短軸67clUを測

り、平面形は楕円形を呈す。深さは確認面から

40ClUである。出土遺物は皆無なため、時期、性

格ともに不明である。(野口)

SK 6 (第166図、 PL.38) 

I 16グリッドに位置する。平面形

はやや楕円形を呈する。規模は長軸

90ClU、短軸85clUを測る。検出面から

の深さは最大82cmである。埋土上層

から、時期不明の土器片が1点出土

した。本遺構の時期、性格は不明で

ある。(浅田)

SK 7 (第166図)

F7グリッドに位置する。本遺構

H=64.1m 
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第165図 SK 1出土遺物 482のみ S=7I

。 S= 1: 1 
26cm 

482 

は南西側をSI3に切られる。平面形は推定楕円形で、長径82clU、推定短径50cm、深さは35crnを測る。

出土遺物が皆無なため、詳しい時期は不明であるが、 SK7が古墳時代前期のSI3に切られているこ

とから、それ以前の遺構である。(阪上)

SK8 (第166図、 PL.38) 

F4グリッドに位置する。平面形は東西に長い楕円形で、規模は上面で長径136clU、短径95cm、深さ
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約110cmを測る。遺物は、検出面から黒曜石とサヌカイトの剥片が出土し、漸次下層へと量を減少さ

せる。底面から62cm高い位置で縄文土器の破片486が出土した。外面には山形押型文・押引沈線文・

沈線文が施されている。また、底面から85cm高い位置からは、上部につまみ状の突起をつけた用途不

明の石製品485が出土した。この不明石製品の材質は鋼玉で、産地は広島県庄原市や兵庫県大屋町な

どが挙げられる。硬度が9もあるため、加工にはあまり適さない鉱物であると考えられるが、出土し

たものに関しては丁寧な加工が施されていた。

本遺構の年代は、 486が縄文時代前期初頭と考えられることから、当該期のものと想定される。

(阪上)

SK9 (第166図、 PL.38) 

G6グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈する。規模は長径124cm、短径約48cm、深さは27cm

を測る。遺物は、検出面で黒曜石の剥片が少量出土したが、年代を特定できるものは出土しなかった。

このため、時期は不明である。(阪上)

SK10 (第166図、 PL.38) 

1 17グリッド、 SI13の中央部分に位置す

る。平面形は中央部分がくびれたような不整

円形で、長軸112cm、短軸70cmを測る。検出

面からの深さは最大で90cmである。埋土は主

に暗灰色土と褐色土で、自然堆積と考えられ

る。遺物は聾の口縁部487、488が2層より出

土した。これらの時期は清水編年のV-3期、

弥生時代後期後葉に相当する。これは、本遺

構の埋没時期を示すと考えられる。出土遺物

からみて、重複するSI13より古いと考えられる。

E〉i
ヲパ
μ叩

γ一霊長

ケケ円 k-=-~ S = 1岨 10回

第167図 SK8・10出土遺物

(浅田)

SK13 (第166図、 PL.39) 

F7グリッドの南東隅に位置する。平面形は不整円形を呈し、規模は長径87csl、題径86cm、深さは

82cmを測る。出土遺物が皆無なため、時期は不明である。(阪上)

SK14 (第166図、 PL.39) 

H14グリッドに位置する。平面形は円形で、直径約80cm、検出面からの深さは最大で55cmである。

断面形はやや袋状を呈する。検出面より40cmの深さで、上端部より最大10cmほど壁際に入り込む。出

土遺物は皆無なため、時期、用途については不明である。(浅田)

SK15 (第166図、 PL.39) 

1 13グリッドにあり、東側半分は撹乱により失われている。このため規模は明らかでない。平面形

は、残存する部分から隅丸方形と推測される。検出面からの深さは最大28cmである。埋土は2層に分

かれ、自然堆積と考えられる。遺物は皆無なため、時期、用途については不明である。(浅田)

一一 127



第3章久蔵峰北遺跡の調査

SK16 (第166図、 PL.39) 

Hllグリッドに位置する。平面形・底面形ともに楕円形を呈する。規模は長軸113cm、短軸80cm、

底面までの深さは37cmを測る。底面には、直径25cm、深さ45cmの底面ピットが検出された。遺物が出

土していないため、時期は不明である。底面ピットを伴うことから、落とし穴と考えられる。

(阪上)

SK17 (第168図、 PL.39) 

H10グリッドに位置する。平面形は歪な円形を呈す。規模は直径78cm、底面までの深さは32cmを測

る。遺物は時期不明の土器片のみのため、年代は不明である。(阪上)

SK18 (第168図、 PL.39) 

G9グリッドに位置する。平面形は楕円形を呈する。規模は長径85cm、短径70cm、底面までの深さ

は52cmを測る。出土遺物はなく、時期不明である。(阪上)

SK19 (第168図、 PL.39) 

I 13グリッドに位置する。平面形は不整楕円形で、規模は長軸74cm、題軸56cmを測る。検出面から

の深さは最大63cmである。 1層のラインが立ち上がるが、底面が歪であり、また本遺構と並ぶピット

が周囲に存在せず、柱痕跡とはみなし難い。出土遺物はなく時期、用途は不明である。(浅田)

SK20 (第168図)

I 13グリッドに位置する。 SI21埋土を切る。平面形は不整円形で、規模は長軸97cm、題軸90cmを

測る。検出面からの深さは最大47cmで、ある。遺物はなく、時期不明であるが、 SI21との層位的関係

から弥生時代後期後葉以降のものである。性格は不明である。(浅田)

SK22 (第168図、 PL.40) 

H15グリッドに位置する。長さ113cm、幅46cmの歪な長方形の土坑で、ある。検出面からの深さは最

大40cmで、ある。遺物は皆無で、時期、用途は不明である。(浅田)

SK23 (第168図、 PL.40) 

I 13グリッドに位置する。 SI21埋土を切る。直径約70cm、検出面からの深さ50cmの円形土坑であ

る。出土遺物は皆無であるが、 SI21との切り合い関係より、弥生時代後期後葉以降のものと考える。

用途については不明である。(浅田)

SK24 (第168図)

I 15グリッドに位置する。平面形は歪な楕円形で、 2段掘りである。規模は長径84cm、短径43cm、

深さは南西側で、最大60cmを測る。遺物は皆無で、時期は不明である。(阪上)
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SK25 (第168図、 PL.40) 

1 12グリッドに位置する。 SI20を切る。上部は撹乱を受け、底部付近のみ検出された。長軸115cm、

短軸88cmの隅丸方形を呈す。検出面からの深さは、最大20cmである。遺物は皆無であるが、 SI20と

の切り合い関係から弥生時代後期後葉以降と考える。(浅田)

SK26 (第168図、 PL.40) 

1 17グリッドに位置する。長径69cm、短径67cmの円形土坑である。底面までの深さは11cmである。

遺物は皆無で、時期、性格ともに不明である。(阪上)

SK27 (第169図)

1 12グリッドに位置する。 SI20を

切る。平面は円形で、直径約60cmで

ある。検出面からの深さは38cmであ

る。遺物は埋土中から、器台の脚部

493が出土した。これは清水編年の

V-2期から 3期にかけてのもので

あり、弥生時代後期中葉から後葉に

相当する。これは本遺構の埋没過程

で、 SI20から流れ込んだものと考

える o 本遺構の時期はSI20との切

り合い関係から、弥生時代後期後葉

以降と考えられる。用途については

不明である。(浅田)

SK29 (第171図、 PL.40) 

E12グリッド、標高64m付近の斜

面で検出した。台地の上面からの比

高差は、およそ4mで、ある。長軸215

cm、短軸100cmの歪な長方形を呈す

る。底面は多少の凹凸があるものの

緩いU字形で、両端の高低差は顕著

ではない。土墳の主軸は、ほぽ座標

北に一致する。土墳内中央からやや

北寄りにて須恵器壷、鉄製鋤(鍬)

先、方形の鉄板が出土した。須恵器

壷は底面からわずかに上から口縁部

側を東南側へ向け、出土した。鋤先

は刃部を南へ向け、底からわずかに

d裁誕盟

プパ
Y制

490 
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月間骨~貯岬再考胃習環1>

一~

ーち

495 

!口

上から出土した。風呂部の木質の付着

は認められない。方形の鉄板は、鋤先

と出土レベルも同じで、厚みや材質が

酷似するが、その破損品とは考え難く、

性格は不明である。遺構の性格として

は、埋土中から、棺痕跡が検出されな

かったことから、土墳墓とみられる。

出土した須恵器からみて平安時代のも

のと考えられる。 山

SK30 (第173図、 PL.41) 
oS=I:8  20国

Ellグリッドで検出した。本遺構は

谷 1に南接した位置にあり、検出面は

この谷に堆積した褐色土である。規模

第172図 SK29出土遺物

」

E
ト

.3u“民

H=62.1m 

a 
， 
a 

l慰循色こl二
2庖黒褐色j:
3附 H音褐色土
4問黒褐色砂質土

。 S= 1 : 80 2m 

第173図 SK30実測図

は東西420cm、南北300cm、深さ230cm

で、平面形は歪な楕円形を呈する。白

色粘質土層まで掘り込まれるが、湧水

層ではない。土坑内に堆積する埋土の

状況はSD1と近似し、出土遺物もSD

1と同様に須恵器等のほか陶磁器の破

片も認められた。本土坑の性格は形態

からみて、溜井などの機能を有してい

た可能性が高いと思われる。時期は出

土遺物から近世以降の時期が考えられ

る。 (野口)

SK32 (第174図、 PL.41) 

F19グリッドの南側、標高66.2~66.4

mのゆるやかな斜面に位置する。平面

は長方形を呈する。規模は長軸225cm、

短軸155cm、検出面からの深さは67cm

を測る。底面は平坦である。遺物については、遺構の全面にわたって土器片が出土した。土器は2個

体分以上の費が細片となり出土した。 498と499、500と501がそれぞれ同一個体の可能性が高い。これ

らは特に東隅及び、中央やや南寄りに集中しており、前者は底面から38cm、後者は30cm高い位置で、出

土した。 500と501に関しては、中央やや南寄りにまとまって出土しており、 498と499は東隅から散ら

ばるように出土した。土器以外の遺物として、西側で底面から34cm上の位置Aから鉄鉱503が、埋土上

層から扇平な緑色凝灰岩502の石核が出土している。当遺構出土の遺物は、良好な一括資料である。

上記の聾が清水編年町一 3期に相当することから、弥生時代中期末の時期と考えられる。(阪上)
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SK34 (第169園、 PL.41)

Jl2グリッドに位世する。規模は東西95cm、

南北90cmを測り、平面形は楕円形を呈する.

深さは検出面から最深部で25cmであった.出

にぶい褐色土《白色側含む}
情他色土《白色・R含む}
尚色よ

』44-m
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廟
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土遺物はわずかであるが埋土中から491の斑

口縁部の破片がみられた.垂直に立ち上がっ

た口縁部外面は、平行沈線文が古略され、

コナデのみによる調態がみられる.

から消71<編年のv-3)田に該当する.よって、
本遺榊の年代は弥生時代後期後誕の時期の

可能性が高い.また本遺構は 検出の段階で

ヨ

この特徴

SK32実測図
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第174図すでにS127の哩土が迎存しなかったことか

〆4
SI27内に伴う土坑の可能

なり SI27との関連につい

のことから個別に取り扱っ

たが、 SI27が弥生時代後期

SI27床面での検出と

」

(野口)

後楽の時期であるならば、

ては明らかでなかった.

性がある.

b、

iL 」 . ' ・I: 20 r.oc. 

旨ーーーーーーーー
SK35 (第169園、 PL.41)

SK32遺物出土状況図

東西日開、南北70cmの長楕円形を呈す.深さは検出面から応深部で32c四であった.坦土中から490の

費が出土した.この費は、古墳時代中期の現と同様口縁部綾線から口層部までを短縮化させるものの

肩の強りはなく 残存部分からは呈胴化している可能性が高い.このことから古墳時代後期以降とみ

られるが、退化しながらも複合口緑であることを勘案するならば、古墳時代後期頃の年代が考えられ

第175図
1 12グリッドに位置する.

(野口)る.

PL. 31) 

GI8グリッドに位位する. SI54に切られ、 S I 55の北側を切る固平面J~は不明だが、残存する部分

から不盤柑円形を呈するものと思われる。規模は長軸14scm、推定短軸IIOcruを測る.検出面からの深

いずれも時期不明である.本遺構の

SK37 (第169園、

さは最大35mである.遺物は底面で土器片が数点出土したが

時期についてはSI刷、 SI55との切り合い関係から、古噴時代前期と想定される. (浅田)

PL.41) 

BIOグリッドに位置する.長径205cm.短径120c皿、南北に長い楕円形を呈する.検出面からの深さ

66cmを測る.遺物は土探片が合最出土したが、時期等は不明である.

一一 133一一

(阪上)

SK38 (第169図.
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第176図 SK32出土遺物 502、503のみ S之江yz

OS  = 1 : 4 lC田

S = 1 : 2 5四

F12グリッドに位置する。長軸132cm、短軸84cmの隅丸長方形を呈する。底面までの深さは最大27

co1を測る。出土遺物が皆無なため、時期は不明である。(阪上)

SK45 (第177図、 PL.42) 

D9グリッドに位置する。この土坑はSI10から屋外へのび、る溝を切る。規模は長軸250c01、短軸215

co1で、長方形を呈する。検出面からの深さは34c01を測る。埋土中から曹の口縁部492が出土している。

本遺構の年代は、 SI10が古墳時代前期であることから、古墳時代前期以降のものである。(阪上)

SK46 (第178図、 PL.42) 

H17グリッド、 SI16の床面上で検出した。 SI16に破壊され、遺存状況は悪い。最深部で、30c01ほど

である。平面形は隅丸方形を呈し、一辺約160cmを測る。断面形は袋状を呈し、下端が上端部より最

大26c01壁際に入り込む。形状からみて貯蔵穴の可能性がある。遺物は皆無で、時期が不明であるが、

SI16との層位的関係から弥生時代後期前葉以前とみられ、中期に遡上する可能性が高い。(浅田)

SK47 (第'69図)

G16グリッドに位置し、 SI43に上半部を削平される。規模、平面形は楕円形で、東西83c01、南北104

一一 134一一
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¥ 11 a' 

H=63.9m 

il~' 
見 a' 

cmを測る。深さは確認面から72

cmを測り、底面中央には深さ40

cmの底面ピットがみられる。形

態からみて落とし穴と考えられ

る。出土遺物は皆無で、詳細な

時期は不明だが、本遺構を削平

するSI43の年代が弥生時代後

期前葉であることから、弥生時

代後期前葉以前の年代が考えら

れる。(野口)

第177図 SK45実測図

。 S=l・40 1m 

…』

--a' 扇 時褐色土 (20醐大黄色土ブロック
少量含む)

2 悶暗褐色土(多畿の10~30mm黄色土

ブロック、少放の炭化物含む)
3層階褐色土
4隠 SIlGのP2埋土

SK49 (第179図)

E16グリッドの谷部の地山面

で検出した。長径120cm、短径

130cmの円形土坑である。深さ

は約10cmと浅い。 489の饗口縁 第178図 SK46実測図

部が出土しており、清水編年のV-3期に該当することから、弥生時代後期後葉の土坑とみられる。

a 

、‘
---ーー一一

。 S= 1 : 40 1m 

し…-'---'……--'

(小山)

SK50 (第179図)

1 12グリッド、 SI21の北西隅に位置する。長径130cm、短径82cmの歪な楕円形を呈す。検出面から

の深さ30cmを測る。出土遺物はなく、時期、性格ともに不明である。(小山)

H=67.1m 
a 

SK51 (第179図、 PL.42) 

1 9グリッドに位置する。長径37cm、短径33cm、現状での深さ55cmを測る。上部は撹乱を受けてい

ることから、本来は 1m以上の深さであったとみられる。底面ピットも検出されず、小規模であるこ
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車川
l

一

H=臼.8m

H=61.9m 

1厨 陪f品色土(多量の砂粒、
少蚤の淡化物含む) l厨燈褐色土(粘性強)

2厨灰褐色土(粘性強)

3厨褐色土(粘性強)

4
主不
l 主-QL

H=臼9m

l厨 褐色土 (30mm大賞褐色土ブロック含む)
2閥 褐色土(黄褐色土ブロック多く含む)

。 S= I : 40 1m 

第179図 SK49""-'52実測図

とから、落とし穴とは考え難い。

上層埋土から494の低脚杯が出土

した。土坑の性格は不明であるが、

出土した土器から、古墳時代前期

のものと判断される。(小山)

SK52 (第179図)

B9グリッド杭の南東側に位置

する。平面形は不整円形で、規模

は長径83cm、短径67cm、検出面か

らの深さは88cmを測るo 遺物は時

期不明の土器が出土したのみであ

るため、時期、性格ともに不明で

ある。(阪上)

(7) その他の遺構・遺物

調査区内からは多くのピットが

検出された。その大部分は、出土

遺物もなく、配置は不規則で時期、

性格ともに不明である。しかし一

部では、出土遺物を伴うものもみ

られた。ここでは、出土遺物を一

括して報告することとする。また遺構外からも多くの遺物の出土がみられた。これらの出土遺物の帰

属する時期は幅広いことから、ここではピットと遺構外に分けたうえ、土器、石器等の種別ごとに報

告する。また、玉作関連遺物に関しては第3節で、まとめて取り扱う。

504"-' 511はピット内から出土した遺物である。 506の護口縁部は外反した口縁部に平行沈線文が施

されることから清水編年V-3期、弥生時代後期後葉のものである。 504は査の肩部から口縁部にか

けての破片である。口縁部が単純口縁であること、肩部がやや張り長胴化認められないことから古墳

時代後期頃のものと思われる。 505は土師器の杯で、内外面の調整は回転台使用によるヨコナデを施

し、底部には回転糸切痕が認められる。器壁が厚いなどの特徴から平安時代末期、 12世紀頃のものと

考えられる。 509の柱状高台杯も器高がやや高くなる形態から12世紀頃のものと考えられる。 507は細

粒花崩岩の機長軸端部を打ち欠いた打欠石錘、 508は緑泥片岩を材質にした砥石で破損部以外は全面

が砥面として使用されている。 510は有孔土錘で最大径4cmを測る。 511は板状の鉄片で、左側面部に

比べ、右側面部は短い平面形を呈する。最大で長軸43.0mm、短軸15.5mm、厚さ2.5酬を測る o

512"-'531までは遺構外出土の遺物である。 512は須恵器の杯蓋で、天井部と口縁部の聞の稜線は不

明確で、口唇部も丸みを持っている。形状からTK209型式併行期、 6世紀末から 7世紀初頭頃に位

置づけられる。 513、514，515はいずれも弥生時代中期後葉と思われるもので、 513は水差し形土器、

514は台付鉢、 515が器台、もしくは高杯である。 516、517は有溝石錘で、 516は長軸に沿って2条の
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第181図 ピット・遺構外出土遺物(2)
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 第182図遺構外出土玉類未製品

溝を施し、 517は長軸、短軸ともに 1条の溝を十字に施している。 518は長軸40mm、短軸12mmの管状土

錘、 519は最大径42mm、520は最大径33mmを測る有孔土玉で、 519はやや肩平な形状である。 521は磨

製石斧で、側部には整形に伴う調整痕が残る。 522は肩平片刃石斧で、全面に研磨による調整が及ん

でいる。材質は軟玉で、産地の同定は行わなかったが、近隣の軟玉産地としては兵庫県大屋町が知

られる。 523は黒曜石製の石匙で、 70度を超す急角度による調整よって刃部を作り出している。 524は

青色のガラス製小玉である。 525は凹基無茎鍛、 526は凸基有茎錬で、両者ともサヌカイトを材質と

する。

527"-'531は鉄製品で、 527は厚さ 3mmの不定形の板状鉄片、 528"-'530は断面長方形、 531は断面円形

の棒状の鉄片で、 529には植物性繊維を巻いた痕跡が遺存する。 532"-'541までは玉作関連遺物である。

532"-'539は水晶の剥片である。 535、536が調整剥片で、それ以外は素材剥片である。 540、541は碧玉

の素材剥片である。(野口)



第3節まとめ

(1) 遺跡の変遷

第 3章久蔵峰北遺跡の調査

当遺跡の始まりは、縄文時代前期初頭に遡る。この時期の遺構は、落とし穴のみであることから、

当該期のこの一帯は狩猟の場として、利用されたものと考えられる。

集落形成が開始するのは、弥生時代中期後葉である。この段階の住居跡はSI38、47、65など数棟

にとどまる。また土器を一括廃棄した土坑であるSK32、貯蔵穴と考えられるSK46などもこの時期

に属する。住居の分布は、台地の縁辺部に立地する傾向にある。

後期前葉に属する住居跡は、 SI2、16、17、30、60などで集落規模に変化はない。これを前後す

る時期は、近隣の八橋出土銅鐸が埋納された頃とみられる。また詳しい出土状況は明らかでないが、

久蔵峰から出土したという銅矛もこれに近い時期に埋納されたものと推察される。このことは、当遺

跡に居住した集団が、青銅器祭記に深く関わっていた可能性を示すものといえる。

後期中葉に営まれた住居跡は、 SI4、15、57の3棟で集落規模に依然変化はない。ところが、後

期後葉になると台地の全面に住居が広がり、住居の数が激増し、集落形成のピークを迎える。この時

期の住居跡は、 SIll、12、14、18"-'21、23"-'25、27、31、33、34、36、37、39、40、45、46、56"-'58、

61、63等である。また掘立柱建物もこの時期に属するものが多く、 SB4、6、8、10、布掘掘立柱

建物2などがこれに該当する。

弥生時代終末から古墳時代初頭の時期になると、再び集落規模が縮小する。この時期のものとして

SI5、8、13、22、26、29、64などが挙げられる。

古墳時代前期前半に属するものとして、 SI3， 9， 10、55が挙げられる。前期中葉になるとSI1 

のみとなり、前期後葉の住居跡は当遺跡内ではみられない。この時期は集落形成の一時衰退期である

といえる。古墳時代中期初頭はSI41、中期中葉がSI51、54、中期後葉がSI7、SI48が該当する。

このように前期後葉の集落の衰退後も、小規模ながら古墳時代中期全般を通じて集落が継続したこと

が窺える。この時期の住居の分布は再び、台地の縁辺部へと移るようである。

当遺跡、における集落の営みは古墳時代中期末をもって終わる。その後は平安時代の土墳墓や、ピッ

ト、近世以降の溝がみられるが、台地上に人が居住した痕跡は顕著ではない。

近年、東伯者一体は大規模調査が相次ぎ弥生集落の調査事例が蓄積されつつある。笠見第3遺跡、

井頭地中ソネ遺跡、三林遺跡などが挙げられ、いずれも当遺跡の近隣に所在する遺跡である。細かな

時期のずれが認められるものの、いずれも弥生時代中期後半から後期にかけて台地上に集落が営まれ、

古墳時代にかけて継続するあり方を示す。当遺跡の消長もこれと同調するものである。こうした集落

の消長が、一遺跡単独の現象でないことは、何らかの社会的背景をーとした連動するものであると考

えられる。また、こうした集落の動向は、因幡、伯者全体にわたって敷街するものであるという指摘

もある。その社会的背景を考えていくことは重要であり、今後の課題としておきたい。

(2) 玉作について

久蔵峰北遺跡の玉作 遺跡内における玉作の始まりは、弥生時代中期後葉に遡る。 SK32出土の緑

色凝灰岩製の石核502は、施溝分割技法により、角柱状の管玉未製品を抽出する前段階のものとみら

れる。当遺跡内で施溝分割の技法が認められる例は、これのみである。また素材の面からみても他の
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玉未製品に比べ軟質であり、技法や素材の選択などの面からみて古い特徴を示している。残念ながら

当該期の玉作工房は明らかでないが、この石核は弥生時代中期後葉における遺跡内での玉作を行って

いたことを示す証左となる。

玉作工房が明らかとなったのは、弥生時代後期後葉のSI58である。台地の縁辺部に位置する小規

模な建物である。床面直上から管玉未製品400などが出土したほか、埋土中から碧玉70点、水晶6点、

緑色凝灰岩6点が出土した。他の住居跡の埋土中からも水晶や碧玉の剥片が出土しているが、微量で

あり床面直上出土でもなく、住居廃絶後の流れ込みと判断される。また遺跡全体における玉剥片類の

出土分布は、 SI58とその周辺に多い傾向にある。このことは当遺跡における玉生産が小規模で、空間

的にも限られた範囲でのみ行われていたことに他ならない。このように当遺跡における玉生産の実態

は、一般集落のー画で小規模な生産を行うといった専業性の低い生産体制であったと考えられる。こ

のことは、ムラ単位で専業的な大規模生産を行う京都府奈具岡遺跡等と対称的といえる。

碧玉製玉類について 玉作の素材は水晶，碧玉、緑色凝灰岩の 3種類である。未実測分も含め、遺

跡全体の総重量は、 234.9gである。その内訳は水晶が173.旬、碧玉が36.2g 、緑色凝灰岩が24.8gで

ある。碧玉は、自然科学分析により碧玉には、島根県玉湯町の花仙山産と、北陸産とみられる女代南

B群が含まれていることが判明している。分析結果をもとに色調を手がかりとして未分析資料を分類

すると、大半のものが花仙山産とみられる。女代南B群とみられる剥片の総重量は1.4gにすぎない。

近くに所在する笠見第3遺跡は、 SI58に先行して花仙山産の碧玉の使用を逸早く開始した遺跡で

ある。出土した碧玉の産地同定の結果、女代南B群が大半を占め、花仙山産はわずかであった。この

ことから東伯者地域において、碧玉製玉類の素材は、弥生時代後期中葉までは、北陸産の可能性が指

摘される女代南B群を、後期後葉は花仙山産が主体を占めていたことを窺わすものである。つまり弥
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生時代後期中葉から後葉にかけて、玉素材の流通ルートが、東から西へといった流通から、西から東

へという流れへ移行したことを示すと言える。また技法の面でも、調整剥離段階の資料 (399、401、

402、242)をみるといずれも打撃分割技法による調整であり、施溝分割技法がみられるのは、弥生時

代中期の502のみである。このことから、素材の選択のみにとどまらず、技法の面においても弥生時

代後期後葉に玉作の製作技術上の大きな転換期を迎えたことが窺える。

SI32中央ピット出土の242は、勾玉未製品の可能性がある。弥生時代後期のものとみられる。全長

18.1mm、幅11.8mmと小ぶりで、半月形を呈する。上面には研磨痕が認められる。左側面は、挟りが認

められないが、両面から剥離を行い、薄く調整されている。右側は丸みを帯び、厚い形状に整えてい

る。この状態で、研磨工程へ移っていることから、調整剥離の工程は終了し、製品に近い形状のもの

と考えられる。碧玉製勾玉は、出雲でも花仙山の近くに所在する古墳時代初頭の椛の木古墳群の包含

層中出土例が、古い時期に属するものと考えられている。 242が勾玉未製品であることが妥当である

ならば、これより時期的に遡上するものである。

水晶製玉生産について 弥生時代の水晶の玉作遺跡で、工房を伴う遺跡は、奈具岡遺跡、鳥取県西

高江遺跡、島根県平所遺跡、福岡県潤地頭給遺跡、が挙げられる。これらはいずれも専業的な大規模生

産を行った遺跡とみられている。一方で遺構に伴わないものの集落内で水晶製玉類の生産をうかがわ

す遺跡のーっとして、妻木晩田遺跡が挙げられる。 400棟を超す住居跡の調査例がありながら、玉作

工房が発見されていないことから、集落の一角で、小規模な生産を行っていたものと推定される。当遺

跡における玉生産の規模も、これに類似するものであったと考えられる。大規模生産を行う遺跡があ

る一方でこうした小規模生産を行う遺跡のあり方が何に起因するものなのか、現段階では不明である。

切子玉について 切子玉は一般的には古墳時代後期の副葬品である。本例は時期的に大相に遡上す

るものである。これまで弥生時代の類例として報告されているのは長崎県対馬の木坂遺跡の石棺墓出

土例のみである。ただしその可能性があるものとして、島根県松江市平所遺跡出土の切子玉状未製品

が挙げられる。切子玉はこうした弥生時代の遺跡からほとんど出土せず、一方で大陸との玄関口であ

る対馬で出土例があることをふまえると、当遺跡で生産された玉類の供給先についての問題は、大陸

とのつながりの中で理解していく必要があろう o

(3) 総括

当遺跡は弥生時代の青銅器が比較的顕著に出土する地域に所在し、近隣でも明治年間に銅鐸が、

1980年代には銅矛が出土している。こうした中、今回当遺跡の調査が行われ、これらの青銅器が埋納

された時期と併行するとみられる時期の住居跡もみつかった。このことは、当遺跡を形成した集団と

銅鐸祭杷を担った集団との極めて深いつながりをうかがわせるものである。

また当遺跡の一画では、小規模ながら玉生産が行われていたことが明らかとなった。玉作に関連す

る鉄器や、砥石などの出土は顕著でないが、玉作を大規模に行う専業的な集落とは対称的な、一般集

落における玉生産の一端が明らかとなったといえる。 (小山)
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表58 久蔵峰北遺跡玉未製品観察表

i笠総名 災。 材 貿 ぷ~;t・ 1存~X lbl火iど(cm) 最大和f{(cm) :m 語(g) 首b 宅一

S 1 1 10 ノ比!~(， 議材;拘)1'十 1.7 1.7 1.8 

S 1 1 20 氷点/， 神，))'， l.5 1.0 ワ“・ワ“ 

S 1 3 ，17 ノk品 品謹iMH ul 1.5 4，2 

S 1 9 01 ノ，)，，¥古 ;t~)室哲剥)'， 2，6 1.4 :1.8 基fp耐に央>>f~物

S 1 9 02 干}ヨ、 石核 2.;りミ 2.0 n.5 

S 110 102 71<.J1h 誹'f-t!N1I十 :1.4 6.2 

S 110 10:1 ノド占II 部i殺害)1'，- 2.1 3.0 もしくは井eH最)H

S 1 :10 2:H ノ1coll お紋 :1.6 9“9 “ 1:1 

S 1 :32 212 五時ヨす 勾:E来製品 1.81 1.18 2.1 

S 1:37 260 ノドll-tl 取材剥H- 2.2 2.4 札l

日 158 :W6 ノ'j(f)-II， 1;1)二子五 5.:3 5.:3 。.2 日f成立4残り半透明、来事4品か。
S 158 :39i ノ'KU?1 革;t;tlM)-¥' 0.0 0.6 0.，1 

S 158 80S ノj、M， 初}守 I.:l LI t.:l 

S 158 :lOO 主nヨJ ぷ;j]畏手社j十 0.87 0.5:3 0.:1 一一lI!1{j)fJ野総あり

S 158 床泌氏上 .100 緑色凝灰ミヲ 管支米製品 1.77 0.09 2.0 穿孔済み

S 158 101 王寺玉 w開設剥)-¥ 2.-1 1.1 2.，1 

S 158 床面i付近 402 ~f1ヨマ iJlJ惣ifJJ片 2.0 1.9 1.7 

S 158 床面付近 103 五思ヨZ 世'11"，- 1.2 1.0 0.6 

S 158 10.1 五]J去 iNJ)j 2.:1 2.7 1.0 

S 158 105 ~.!:1，: "'))'， 。日 1.6 0.:1 

S 158 I主1m付近 106 おヨE 剥H 1.2 1.3 0，7 

S 158 床面i付近 107 王寺ヨ2 ilJJ片 l.fj 0.6 

S 158 床面付近 108 ヂJヨZ iMI~ L:l 1.5 1.0 

S 158 J1ミfiij付近 100 緑色凝灰沼 素材利}十 1.7 lA 

S 158 床紛付近 ，110 同~-，士::E 品1))-¥ 0，7 1.1 O..! 

S 150 ，118 ノ'k8古 手'11¥ 2.1 1.8 2.1 

S 1 GO 12，1 71<占古 井ミキイ向日十 2.4 1.0 :l.9 

S 160 125 ノド占/， 石校 1.0 2.5 21.0 

S 160 ι126 ノ'1，'¥古 ，jl'J!'i ;1. 5 2..1 5.8 

SD  1 .171 1)(品 官11¥ 2.:1 1.8 :3.0 

SDl る172 71<占1， 辺自1))-¥ 3.0 2.:3 5.0 

SD2 177 ノ'1(8，/， 持)十 1.6 1.1 1.7 

SD5 178 :ID::E 品明書千戸111十 1.1 0.7 0.6 }引さ1.8酬の板状mt石

SKl 18:3 ノk品 ;#キ;tiM!'，- 2.6 2.8 11.2 やや濁り半透明

S 1王1 18.1 ノ'1<払 モ玉枝 2.6 L(j 29.6 

SKll 181 媛水JJT 切子五未製品 2.05 1..13 5.0 すJオIミ努のる干剥のし総ち絞あ一部打り級Q浪官Fあ立千げりに災よIるbIfに波紋l'ぬかI1にっ平行絞

SK:J2 502 総色i疑灰..f~l- 石十jI 札l 2.8 16.，1 j京さ7.Gmm

P70D 5:32 ノ'1(1)11 ぷ材;刊)'，' 2..1 2.6 n.7 

Iコ10G 0:1:1 7I(t)-tl 式ミキィt，向日片 :1.5 1.8 8.:3 

EI0G 5:H *011， 話ミ宇;JiMH' 1.0 L7 6.1 

G12G f1 ;~5 ノド，¥古 主'11十 2.1 1.8 J..I 

J 9 G 5:16 ヌドeU1l 向'11十 1.，1 0.0 0.5 

J 9 G 5:)7 ノ:K，11-{1 ""JI1 1.1 1.2 

E12G 5:38 水M， 長周3詫剥!i :3.2 1.6 5，，1 

J9G 5:30 ノ'J<M， 主'))'， 2.8 1..1 1.8 

B9G 5.10 占~E五 占J!¥ :3.0 1.7 :u 

EI1G 0.11 王~，t三五 3暗殺ま'11'" 2.0 1.0 2.6 

143一一



第 3草: 久蔵I~華北遺跡の調査

表59 久蔵峰北遺跡土器観察表 ( )は復元it!i ※は残存総

i笠 l，~・ 1自主・ 1読{立 1;';0.1 絞殺 i ;去 鋭化悶) L母 宣之 B 長持 月fl :1: JJ'U，立 f器 -~tg-

511 r主国民Ll:

-11l1235J1l1 J2突復 扇n円径-占誇E ii2 

タ内も政{れiI守 ヨヨココ ナPーーヂラて ケヨコプJハ1)ケ 浅出詰色 官0&位を含む) 上主 内外前焼付ギ;

SII床面付近 (15.1)認i九※1:1.0 タiiVLl1h6I1 :-ヨヨココ トトデヲて ム!i百3ニヨUJまIff. ケスリ 鈍い灰.&'1:1';白色 ;官(砂校を含む) 良 外磁煤Nf'1

511 リ訂正下!討 (16.0) ~firîfJ~ぺ 1 :l.S タ内Lfifm可ー:ヨヨココ トトヲヲ乞〈 ノナ、デ'7てマケズ 1) 外内:々段Hい位既設ぬf宮 ]iHi昔E蓄を多く合む) 良 土佐{、t"ri

SII 筏 (28.2) 誌が'î~詫 H.~ タ内トll荷m ハナケデーi 立j7汚点7ifi211L ケスリ 絞色 if;(砂粒を多く含む) 良 外開煤付品、

SII 日~mîrtU 05.0) ':1雨※:l.7 タ内ト1I8fZ11 3ヨココナナヂヂ タ1人ト1:笠む冶込{イ2;告(fJ皆殺を多く含む) 良 内外jjjil草{、J;:!f

SII叫:匝j[fUこ 。1向杯 日11¥18.:1 問[Uj*5.:1 外I人3l1h印iナサーうヂて 色 密<l&粒を含む) 良 被告江主IJI;(、Iお

SII床面付近 7 住吉杯 日筏(20.0) 日目irtlì~記;'í .7 タf人ト3I1fa11i 3三ヨココナFーヂラ玄 関1IA.J シオ:リ 絞t~}色 ?を{砂粒をわずかiこ含む) 上主

5II北問i互 8 高村、 Dll¥17.1 ~iiJ~'Jì *12.l 外内l出(11 タミテガハキ‘ケ投シポミガリユ下、 ナヂ 絞褐色 ~41 u !吋外凪í~止付f'f

SII件、同ITffU: 9 ! tff杯 I]H~17A 2苦肉※5.2 タ内トl出m ハハケケ詳成:ナヨヂコナヂ 4g色 省{砂も¥Lを合む) H 内間以!lHf

SII 叫ー泊lrrU: 10 高作 口径10.8 託J泌※1.8 タ内トi1時iii ナナデヂ ハケ 絞色 BHi首、粒を含む) 良

SII床面付近 II 正Mf

一事詩
十設色 街(砂粒を多く含む) やや良

5II J二関 12 I rf，~杯 r.iJil':i0 fJ.-l 缶径(9.6) i鈍いlld詰色 BHi砂校を合む) 良

511 1:1 誤HT、 6ft!お※7.1長径(1.1.2 コナデ 淡泊色 ;主(砂粒を僚かに含む) 良

5II III.~部会 l良部/1¥(8.1):1苦苅※(j.0 色 ~ふ" i主 j外商煤{寸ti
511 :It凶[主 15 2品 口径00.1) :1"苅*.1.2 タiAH4zh如l:: ョミヨ 円安ミガキ ケズ'J 鈍いJRta悩色 密 良 内外価IJI;Hf'1

SII I{j 上克 日経01.0) 6~ it.)※ 5.0 タ1付HzaalI:: 3 ミヨ ナヂ 前後箔色 主iC砂校を僅かに含む) 良 内外面;;，ミ彩

SII Jニ結 171l.'f-'ぷ繋 日花02.2) 滋お※:1.:1 タfJトq{m註II:: ヨ三ヨニニ 1)(1日色 言)(砂粒を含む) tミ

SII持i北ベルト IS訟は'笠 「…]f~(ILO) 6firtfJ※:1.0 タ内ト苅総I:: 三ヨヨココナナヮデー 路氏褐色 ぜH砂殺を含む) 上l

SI2 2"1 笈 日筏(18.8) 総長:Ou:l 外内的政iI:: ヨヨココナナヂヂ，ー 伝グ説テIハE能ケ. ナヂ $IHい前褐色 やや街(砂粒を多く含む) H I勾 f剖~V-付-f'r

512検出面 25 三更 認お※:u fi~1 壬 (8.5) タ内トi揃111:: ケミガコぐキり jJ~ f(iî ナヂ 舛;f~完 d誌i伍f~ 詮H砂粒を多く含む) 上4 外泊煤付11

SI:l床在日f((上 20 5翌 日!l¥(l8.2) :lf}お話H2 タ内ト1的211::2ヨ3コ3ナナデヂ ミガキ 鈍い{主将1色 街(砂粒を合む) H 外在百I.¥':付1i

5I:l 27零封二 6fiお※5.1 ほ筏(5.8) タ内トI出GI::ナケヂズリ 尚灰色 やや省、(砂粒を合む) 良 内[面煤付者

ss、smm mm Mm  
28警主義 日日正 ~*a.g タ内ト1耐121:: ヨヨココ サーヲゴ 鈍い前m色 街 良 外語it草付:n
28 %品祷 日筏(I:.J.O) 611荷主主1.1.0 タ内ト時iUl1:: ヨヨココ ケヨココぐハりケ タナハケ伎ナヂ 主持政燈色 やや街(砂粒を多く合む) 良 内外!lU煤IHr

:lQ 宝史 口径08.2) 総高※1.2 タfJ-]トIlI旬司 、ヨヨココ ナケデズ，リ平行ナ沈デ線 浅丘I絵色 やや街(砂殺を多く合む) 良 1'1外開燃付AVir

北間1:Z :ll 3窓 口径05.6) 掠潟※5.:1 タ内ト1I 33 ココ タyーヂフぐり 鈍い前総色 語; 良 外lIiJ煤付{f

51:， 日2 号室 口筏(16.0) 6ii，議主主1.2;J タf'トdIl 三ヨ1=コI ミガキ 1tt!いllil立色 街(砂粒を{予かiこ含む) 良

51:1 [首ベルト 3:1 三連 口筏06.0) im?，;j?*5.0 ヨヨココ そç~フRてl 鈍いw絞色 旨; H 外部W;.付¥Yf

51:) 31 き菱 ('ri尚※11).5 .ハケヶスーリナ指口氏 高iiijgit:安議色 やや総 1:1:. I!;I)'，O耳煤付お

SI:l )!(詰iI王 :~5 ぎ受 口径02.6) 銭高※2.-1 沈 ヨヨココナ←Jーヂヲ三 そrス:1) 尚灰色 '&i H 

SI:1京区 iニ 36 l)を 日Ui(15.0) iHii;ぬ※1.1 タl人トV 。ミミヨコ1fサヰ二ーフ ヅーフ 明赤褐色 主主OiJ:粒を多く含む) 上4

SI:l jj([KJ:1ri :.17 mhnj ;S~6.6 タメト ， ~rfコ2「3ヂナ子多条内でTIa ナナ
総i:皇繍量 i'fH砂*11を多く合む) I.! 

SI:l :)8 議 i'iri肉※5.9 :3ケコズナりフー ナヂ 鈍い貨際色 窃(砂粒を僅かに合む) 良 外活I亦彩燃付才f

51:1 :J8詩書 6fi~:lì ※ 6.0 zナ手ズ') 鈍い政1(1色 密(砂粒を多く含む) 良

SI:l IOlfrlJ出!杯 ali~'五※ 2.1 底筏0.0 コ:ナアヂヂ ll1IJ誇" ヨコナデ 淡黄色 をH砂粒を{生かに含む) 良

SI:l 11 潟杯 民i~1i i~.lO 主任 (8..1) リ徒ナデ令ハケfをナヂ ，，'いi]r<制色 ;告(砂粒を含む) 艮

SI:l京IK.1:ll'i 12 品付干 日li~';'J(3.7) のリたfそめーアイヲて刊j 淡&色 設; f， 

5I:l itJlm .1:11 ~lJ悶i杯 z-fii(1);五2..1 f ::C~J:、) f~l亦箔色 笛iC砂絞を{生かiこ含む) 良

51.1 

48 -llaf荷刊忽停行liliuu l 15Z? … 領i針f~ á.~~~{Jt\J~~ ;fJ~ケFズリ 鈍いiIi!翠色 並行砂校を含む) やや良 外jjji煤付者

51~1 Iil 筏(12.0) 指南※2.7 外戸、1i2fh41 3ヨ3コjjいザデヂ、 ナミヂガキケズ'J z長2主lli色 f忌~; やや良

515 P2 511 ~~ (If 1 WmHl 器州知!.t 外内{z訂flll ヨミコガナキデ 平行沈線 浅ttN立色 ;告白砂粒を多く合む)

SI5 521 r，)jjf 11J!l¥(I:l.2) 6~ ，官i※ 7.0 タ内トi総fli1 ミミ プガJキキ j長t泌を色 密(砂粒を多く含む)

SI5 iI'I.'i区 5:1 筏(20.S) 6fJ~石※ 2.8 タ内トI1f31 凶域{吃むののたためめィイ、、t明町 黄色 普j(砂校を多く含む)

SI5 51 事ミ 日iiY:(22A) 6ri諒I※1.1.:1 タ内トi向ui:eヨココナナヂヂ ケヨコズリーナナメハケ沈線 1長前総色 詮;(砂粒を多く含む) ~良良A良良al 1 l i 9弘山面必 t消
515 fil，耳1:Z 。河 ~m 仁11子(0.8) 総 f~4í※ 7.0 タ杯トJがI会:fヨミプコJ二ψJキいそヂ 浅&t登色 ;キf(砂殺を多く含む) i.¥lN1i 

515 ffli'i区 5fi 笈は 口径01.0) 誌あ※6.1 タ内ト i政~:í ~ ~ヨココナナヂデ ミガキ t立総色 :も(砂校を多く含む)

S15 57 官~ 締法i※8.6 タ{人ト}iI可fli 決ナ:潟テ H段級縁文 浅首位色 密(砂殺を多く含む) H 

515 58 低際f干 ~~ii1j ※:1.8 タ{人ト}I尚剖 ハミケガfキt、P邸T 内'"コヨナコヂナヂ ナヂ 1在色 ;も(砂校を多く含む) iミ

SS11651pU対zg山1'1総 01 1 布十干 口径(22.0) 銭前※1..1 タ在l1 ミミ ガヌfキベー $lnい2主主2色 ;ミミ 良

SIG 621 Hfi台 日従07A) 6d;t!jj※7.2 タケトF位'!lナヂ平行沈慾内f必之、ヨずコナヂ2掩fミヨガキコナ子ケ三ズタリチ 明褐色 '自 良

S16 6:1 王建 口径(16.1) 銭高司※6.8 5;fL11I民ffl・3ヨココナナヂデ ミミガガキ二 ナヂ ケズリ?をナヂ i!TIいt主総色 やや密(砂殺を含む) やや良

SJG p!iO!lj 61 杯 |主日主向f詮〈〈6I1M〉〉 陪即日.f 話賠ヨヨ芋手 ft'k.Jui:[日間以えミ匂j 鈍い貨frl色 'it' 艮

SI7市東区下関 06 を建 日住(16.0) Hli潟※8.7 停14!1慎似 ミヨヨココナナヂテ ナハデゥー ケズリ ;長前燈色 やや担[(砂殺を含む) やや良 タトi厄IJI;Nお

SJi北京区床面白 i二67 予E 口11H12A) 6~潟※20.0 外，h1時即1:~日ココナナヂテ ハケケス:，受Jナヂ 話国言霊祭色 性j(砂粒を含む) 上主

517北京区上関 68カワラケ 口UHs.2) 6N向※1..1 タfJト3!湖1合l沼ヨココナナTヂ 1"1転糸切能ナヂ 民間色 詮iC砂粒を含む) ややH

518北東区下関 681 *11合 l]jli(21.8) a~凶'î*5 .7 三ヨ1;:1コナナァヂ ケズリ 外i人jh間~î :伐祝詑捻褐色 やや街(砂校を含む) やや良

518下関 70 王室 口jl¥O;，.O) all前五※:1.:1 : 平ミ行ガ7キt線‘、ケズミヨコリナ~ヂ 鈍い主主総色 日記(砂粒を含む) R 

518下関 71 ぎ塁 おお※1.7 成任(.1.2) ナ7ヂフぐり 灰色 1fH砂粒を合む) 五L 内外部煤IHr

518 .1:.h'i 72 事提〈 日従06.2) 際的見~S.7 ヨヨココナrヂヂ， ナケヂズリ 後ナヂ 1長前十台色 昔iC砂粒を-;;;む) R 

SI8下関 7:)1 if1i杯 r，fiJui*2.u ナミヂノf寸乞 IlWF人;'~ミユ持ちを $!~い政隆色 在パ砂粒を含む) 民

5W 7.1 宝芝 日筏(19.8) *11向※21.1 ヨヨココ 噛守ヂ主 ナナヂヲ〈 ケズリ後ナヂ 前十立色 ?出 へbへTH 外!聞煤{;t::.;f

SHJ下111 [;) ji[{ 日筏(22.6) ~ii認※ 0.7 タÎト; ヨヨココ苧 ーーヂヂ。 ハナヂケ巴JTケTズり ?長前段色 rr; ややH 内外[函館付者

51骨北京iズ下賎 76 主を 口径(22.0) 6ð(úí~誌 8.:1 タ，，-，ト ヨミプコ'fーz -‘-.乞白ナナヂーヂケズリ 浅ttJ.褐色 ず出 H 外[師煤付1"'f

SI9 ftj並立ズド隠 円77 至理 日筏06.:1) 認ifE※1.7 ヨヨココ ー一ヮ千一 tIJ:褐色 ず2 民

5W it凶側 78 室E [J!茸(;1:1.1)おi高※7.1 ヨヨココヅナーヲデゴ r主前十音色 iY;パ砂粒を含む) 民

S19 fi4首(1ズド腕 7H ~;:;: 持お※:1.8 ヨヨ芋季、珪襲。ナデ，ケズ'J ;長貨色 街{砂粒を含む) f.t 

5W 80 号室 口!1'07.8) :m尚 ~~~.2 zg手撃手ヨ方7 tlHtl色 ¥io'(砂粒を合む) H 

51臼 81 I (JJ:1;ti1杯 日tf05.0) wri必※5.5 てτFFーーララゴ乞 時Hfi尚色 やや担[(砂粒を含む) H 

82 主f 口径6.2 日d潟8.S ヨヨココナナデヂ ァオサデエt ケフぐり iIi.駁色 ，4， やや良

SIO 8:) 室E 口径(1.1.8) 日iji窃*1:l.i ヨヨココナナTヂマ ハケケズリ 災後色 在; やや良 外1n1l県{、;f;-tf

519 iii京iズ1:除i 811 iil)f干 器;¥'li*l8 iE 設i協定~様似?riíl礎工手:: 1M.，色 ?ぽ{砂絵をHlかに含む) ややH 外fuij民付お

5J9 85 I iffJ+イド ~~i!f1j;~:1.g !話器 !手?をナヂ 絞褐色 ;4)(砂絵を11む，) やや良 外ITIJ煤{、f才[

一一 144一一



第 3主主 久蔵i峰北遺跡の調査

l立!詩・ 1在r，<;・IrHか ):0 2出rTI 設 (cm) "詩 ?定 色 L同 日告 #tjJ立 I'; 

S19 8s iffi係 日f壬07.2) iifj必※1.5 タ内トilhI1i3 ヴシーヲボーリ後づヂ I十i登を2お色い色品?品色 ややil江 lと

SW 87 五百村、 日号同※6.5 タfAJトffi1 づそr+ラフdぐり 詮;(砂訟を含む) Iミ

SID 88 長五判、 [J tt (8A) ~ii~有※ 7.:1 外内市:m ナ3→デヂ 硝il}'J:ケズリ投ナデ ;官(砂粒を多く {2iむ) R 

SID J一年干溺 日l ?主iえ y~ ~f 泊'í~五 58.1 外内i2m針守。ナケヂズ ハケナヂ 明災褐色 言~(砂粒を含む) 良

SIIO床面付近 101 ii'fJf:不 6~ll';l)百1.7 ul:o絞07.6)r t~認 つハr ケ7~役?ナヂ iJ<主'il登色 ;会; へら ->\~a

5110 P6 105 zコぞ 民;向※:l.S かγJzihfill ヨヨココナ「予デ三， ケズリ ;主f世鐙色 密(砂粒を含む) 外iiii!.¥U、Jrt

SIIO :It間関 1:民 106 1日持t百(〈2I08S0〉〉 22『河口0 タ門ト{前fil1 ケヨニズγ [逐ヨコサデナデ いT'lfrt色 在j(砂粒を多く含む) 五4

SIIO r持間関 107 策r 緊fゆ 6iif海詰i9.:， タ内もI出 ナナヂデ 指手dコtナI!ご痕ヂ 鈍い政俊色 ;自(砂す立を含む) 良

SIIO中下総 108 ミミ 日筏(17.8) 詰;iii~j*5A 外内Iih脅I1 53ヨコ3ナナヂヲゴ 浅占色 怒 やや良

SIIO北来的 109 

器 E 山よ肪」苫3財33まt2.2株11553:需目:主sヨヨ2計字*.予j乱芋込三Z?F7芋77ケデゾ
淡t立色 伝(砂校を含む) やや良

SIIO北東WU:lri 110 宅if.aI tJ!1'l2.9 浅前十立色 ¥'fj(砂粒を含む) 良

SIlO南西ul'J 11I を翌 日tf(22.0 リ?をナヂ $"い駁色 wi やや良 内面煤N，斤
SIlO 112 淡黄色 担[(砂f立を含む) 不良

SIlO f.者同:l1'LI:栂 II:J Il低r低関関t会杯村、Ii長能総!向高3来※*:ti2 語a芋字 硝l内:ナヂ j長前Hf色 持[(砂粒を含む) 不良

SIIO '!'・ド 11.1 内v.Jト1fj8I1I守:ナ三1令1ヂ，ナ桁デブE出子 鈍いt的資色 やや密(砂粒を含む) 良

SIIO f十~}Hßぽ 115 低!出i杯 l裕治以2.5 耐壬(6.5) 外内部総1::ナナヂヂ 脚内 ナヂ 戊tl1.絞色 省(砂粒を含む) 良

SIIO i十J闘関 116 5菱 CJ!i;(1.1.5) タ内 ヨヨココナナヂヂ 灰色 有[ ぺイ イ~~

SIIO ~tpEm'l 117 号室 IJ筏05..1)器必※7.0 タ内を江fIf ヨ3ココサ3ーーヲヲゴ九 τFーヲゴ 法政際色 やや密{ゆ校を含む) やや良

SIIO i持自在司 118 設 日筏(15.:n 6iiil詰※5.2 i州"、J111I1 ヨヨココナナ子デ、， ナケ千コぐり 淡f:Kl白色 密{砂殺を含む) H 

SIIO r持東側 119 き連 口径(12.8) 出詩:吉正i ヨヨココナナーデヂーJケミアガ、ヰり 氏自色 性;(砂校を含む) 良 外1m煤{、I蕊

SIlO :1ヒ西側上総 120 F付ド 日筏(2:3.2) ~tii~'五〉誌 7.2 τナf-Tヲ宝 鈍い~~+詮色 ¥'fj(砂殺を含む) fミ

SIIO f'詩集作j 121 己主2村、 1J1壬(16.0) iiiiil'五※1.0
ヤヮー

決色 1以f; やや良

SIIO f?JU(i1!lj 122 包υl~{ ;器ifJi?詰5.7 i同竪 ヨ型コEナ7"子ゑ、 ナミヨプ{キ 出 i長1M註色 密(砂粒をi:iiかに含む) 良

SIlO v.'iベルト 12:3 王室 IJi壬05.8) 指向~~2.0 lお際雪ヨ芋手 鈍い色 やや街 へbゃnF人IJffiL'長!iI
SIIO北京仰上同 121 長百十干 日!i治!i;日2..1 |タ内ト原山 ハハケヶjP変灸ナナヂデ ミガキ 段色 'If; やや良

SIIO 125 三菱 IJ筏(21.0) :+Ni官i※5.1 タ内ト[出白1。3こtミr行ガ;キt線Fヂヨコ7ケ:ヂズ2ナヂ 鈍いilHな色 桂; やや良 内外i蕗煤付l'l

SIIO íÝí~(a!目 126 う宅 6fi尚※:'.5 話:z:ぎ古学ヂヨ三五主 手突方 i鈍い絞色 詩j(砂粒を含む) やや良

SIIO 127 三更 日f子OSA) ~tiiirfi;!{:)， ß タ門eI-!前l市II:eヰヨζ1コfi/!ナL毛チ針交ブケヲスリI'jし ミ11斗一 鈍い前十三色 ¥'fHI(!;粒を含む) ややH 内外iiiil.¥¥付-1"'(

SIIO北西側上院 l2o お杯 日i:fO;JA) itfJ!:'6~*5.6 タ内ト?削前ヨヨココづナデヂ ナタチデハケ廷|ナ内デナデ 鈍い災後色 やや;官(i?);校を含む) H 

SIIO詞ベjレト上院 l2D が4十F 銭高※5.1 成筏(11.2) かjt'Jずはuムナサデナー ヨコーアてア- j4!~ ittitit色 やや密(砂f立を含む) 上4

SIIO ~t朗幹j 1:;0 お杯 総l~'-G;:五:3.0 . .てjfh-771+ 関Jr}'1ャサヲ主 浅前段色 密(砂粒を{裂かに含む) 民

SlIO ~t~(ß!IJ J:H き受 2251※5.0 タ1人トIiUi: 
去χ

凶器i:盗塁笠主主 'it; 良/rX!) 

SIlO f{ofiJ.ljs!iJ 1:12 型長 6-ti!~五*:3.7 Jt5:tt (5.8) タρdトiIhhIj ケミプズJキリ u'i:.ITIT ミ"lJヰ二
灰黄色 在;(砂粒を多く合む) 良

SIIO i~î !J. UI討 1:1:，j J:l3 き定 66iIiぅ"，.1.1 ほ径2.5 タl'ヨト防IilIi ヲ三irE1I互 -)--r 打I:-j-ヂ ~;nい設1立色 街(砂粒を含む) 良

5IlI 東側床凶付近 I:ll mr D径(1.1.2) ird必※7.:1I担 ヨふ~~ナヂケスナリデ 刺突文 哉続色 :主 良

SIII J!(s，J床面付近 t;l5 ま実 日i:t(]6.0) a~潟※1l.9 i担 fじI沈の線ためrヨn認コをナイ、ヲ砂1 員総色 特i 不良 外部jl.¥¥付11

SIl2 P3 1:17 5更 日ii尚※21.9 成筏(]5.6)I 芦 白山7れヘJ沈…乞移線弓H校!烹支廷1左ナ子子ιTヨ再リjパプ穴な子仁一fつ7主〉二 氏自色 経(砂殺を含む) 良 外[而i灯、Nl

SI12床面付近 1:18 き控 i 成r_lftO長J!;l.S) 制 2:'1.:¥ :今ヲ、主ザたキ文 3ケ3ズ7リ7 ハケ，波状文 ミガキ j長1111な色 在; 良 外fIlI亦彩煤{寸

SIl2中央P5 l:l9 手 [1筏(15.1) 総高※IUi 手 し号ヨコナヂ. ""1兜文

時議謎主主

¥'f](砂粒を多く含む) 良 外面î~世{、1 l'1，、z

SI12床面付近 J.I0 刻 Ll tt (! 7JD (，fi ;r，~※ 0.6 tEFi3 z 犬コ文ナ子ミガケヰズリ 粒を多く含む) 良

S1I2成叩付近 1.11 う更 日筏05.2) ~f}~石※ 1:3.2 タρト4 詩文ヶ22言 おおfti議ブテ 街(砂粒を含む~) 良

SIl2 v.@付近 112 3翌 [11壬06.8) ~iii~~~;x5A :主 j':.F~ 一千ガギ出しアデヨコサーチ 法裁ね色~絞色 密 良 外iiiW世H平:
SII2 V.削付近 1.1:1 雲i 日筏(16.2) 苦渋z※1.9 手fj沈! 鈍い色 硲(砂1去を多く含む) H 

SIl2 1.よ邸付近 111 三塁 口it05.7) 日-f.}ii';j*・J.G ア'¥f之法ア試。 2ア白ズサリーラ竺 ;支持絞色 主主(砂粒を多く含む) 11. 

SIl2 !r原付近 115 き竪 口径(]I.!昨日iii'ilj※7.;) ドfヰI白'!ふI 設内ヨ ナミテガネ ヂケスJり皮状文 ミ ;主演絞色 密(砂1立を多く含む) 良 タトi醒:，UrtliJ

SlI2リミ原付近 116 き第一 [It吏(J7.U) 際政※1.6 ト3il師frI 、ヨ吋コ子技ナ民デ家 ケミブプJ、ごリや 淡占i色 ?まj(砂訟を含む) 良 外iììîi.\\ f>J~~r(

SII2床面I1、1I丘 1.]7 ι、答 仁11.子(Ifi..!)出;尚※6.6 内外flIh41i 寸Eヨaコ"ナむ吟ヂ'̂"-'!ケ4円ズ2ヘ3 ミガキ ナデ i呈哉色 ?釘(砂粒を含む) 良

SI12 IAミ阿付近 1-18 5翌 Di王m.D) 外内i問司 法ヨ状コ文F子ヨケコズ3ーヂリ ナデ j!liいilJ.絞色 官(砂粒を含む) 良 内語1赤彩

SI12 IJ.，凶付近 I.ID 宝i 日筏(22.7) 66潟※UJ 半門期1113:e波ナ公ヮー文 ナデ 際色 ;手j(砂粒を多く含む) 良 外出)1.¥¥付:n

SJ12床面付近 150 室主 6iir向※1.6 タ叶ト証1:: 持ナ活ゥ，又;ケナズテリ 内タトFzf1i3 泌作総成樹伍出 笛(若手投を多く含む) l~ 

SI12床而付近 151 笠5 口j壬08.0) 総長、※10.1 タ内トI総-&1~ ミ3キ i ナデマナ~;r. 日経状暁 褐f:K色 ¥'f; 良

SII2床面付近 152 言霊 [Ji壬(9.8) ~MIì:4く 5.2 タ内トi出01ム:弓ミミニガ1キ1ドヂケミズガり後エーナヂ 話器。誌に挺鵠 主主(砂粒を含む) iミ 外面号、l斑千f

SIl2 IAミ拙付近 15:; 王室 ("ir高※:uほf壬(.t..l) タ内ト1i2h21lesナケ慌ス 時商 少子 話器 ;言宗隆也 ¥'f;1砂粒を多く合む) fl 

SIl2成立TI付近 151 5更 221%※1.0 115;1壬<:).0) 外内部mi~ ケミガズキリ 前総色 告(砂粒を多く含む) 良 外IIlII.¥¥付1'f

SI12成樹付近 ¥55 合H'i受 認応援1.2 Il~筏(1 0..1) タ内トi向 ナケヂヌ:リ 明1I人;φ ナデ i主淀1笠色 密(砂絞を多く含む)

SI12司、珂付近 156 務台 口径(10‘1) おお淡1.5 タr'ト4I1QhIi 平ミTヌf~ベJー 2 ヨコすヲf 浅政際色 密(砂校を含む) 1! 災詰r~奇警
SIl2 U，iiii付近 157 お杯 談話'i*5.:i 外{人JlIhfui タ-Jーナヲゴハケ筏P!I線 jl~ ぃiむき色 i'f;(砂粒を含む) 良 外iiii持、彩

SIl2 IA，iiii付近 158 把手 :tf}i}';'i*fU タ内トI出(ri ヲケズヂリ 話iE 議::援護必 ;告(砂殺を含む) 良 外面亦彩

SIlI 床面波上 161 5実 口径(21..1) 議潟※20.5 タ 弓ミ吋JJTt-仁ド科:ケズミfJo:i，-:... ゑ状文 鈍い主主褐色 街(砂粒を含む) 良 内外Illl妓{、bi'f

511.1下1:1 162 ぎ更 口径(16.8) 6dl潟※骨5 i誌i ''fニミ'.1ブi討cド匂ケスミ
ヴキ波状文 総褐色 主主H砂粒を多く含む) 良 外間1.¥¥付1i

SI11 16:) 総合 口径IID.8) lffii;r"詰7.1 i向! ーもミFfアJ子2ご仁子孝ケスミヴjーf長子ナヂ f笠箔色 密(砂粒を含む) H~ 

SII5 P 3 ](j.1 き建 IJ1HII.5) 終的1※17.:;i努:
，可 仁百誌ミガ3キコ，ナヂケズミ')ガキ J，ケfをミ 政政箔色 性j(砂校を合む) 良 内外磁波付;?(

SIl61)，cj面il'LIこ 165 市z ;iZI匂※5.1 品1.1';(15.0) タ内トg出hi: iヨ~!J車こIナヨヂトコナナデデ. タァハケほE:!総 タ内ト3zFfliIl 淡己反孟持続在1飴 '" iミ 外江'ûW~

SII6床面付近 IG6 を翌 日liJi'1j*f2.n タ内トiza合i1ゃ I3qI家こづ一 ~コナ~r ヴフぐマ j長iえ街色 也、 (~y粒をJliiか:二含む) iミ

SII6 P5 16i き建 IJl壬(20.0) 総長五※1.0 タ内ト漁出i:: FヨhこIdナしj策ヂ ヨミコプiナzやラヱ 淡政均色 ;若(砂粒を含む) 良 外rm:.U1tff:f

SII6 0.，邸付近 168 う史 (，if;~lj*5.:) 応住(札0) 外内訴ihIl:: ハケケズほリミ乏ナキヂ 11立tW ミ1J寸下 降灰f品色 弱(砂粒を多く合む) R 外江ij~県付(f

SII7 Dlミ頭取 iニ 171 宝5 日筏CI:l.8) ;f.i泌※2.2 タ内トiiカRf~沈三Zよ5立2 すデヨコナミヂガネ ケコぐり 鈍い主主I立色 ?主 R 外部iI県{、:J;{[

SlI7 172 事読Aι 日jを0<1.5) itì}~'五※ 2.1 |外内g的li1 n32tJI線コナヂヨコナミヂガキミガ寺 ji~い $ta色 ;も H 外溺1Mi、J1"}

S[17 17:3 [JIを05..1) (，~長 ζ 1.5 タy:、 ナMヲナ主主総メ総ハ文ケ ナナメハイy 災絞1.，色 出: 良 外1I百iHIi"i

SIIS W詰if([上 lil 認fT ~i~(tJî;て :3.8 か1FJIi町u， 、ミV-frブJJヰ1じニ考 燈色 詮; 良 内外ifIi赤彩

SII8 175 き菱 日筏(IB.O) お必※1.2 [外{人1i11龍u 平iミ行ガ詑キー潟 ヨ自 1ナデ j!~ ~ i占oJを色 ;宇~ (itJ;校を含む) 良 内外fiIH草付お

SIlS P2 176 き史 ;器;Ui;五:Ui i外内I日;::t ヨョココナナヮデ， ケミガスヰリ 成員総色 ~& 民 内外fiIiW付者

145 



第 3主主 久蔵峰北遺跡の調査

も・}並区・たヲj!L ト;α 絞殺 11、 淡 (cm) ;持 色 !'i司 M 土 I完成 I 品 考

SWJ倹tH而 177 を翌 日筏m.:l) (，'4お※2.2 タ内トi側111I4 3ヨy:fコrはナ:怒ァ， ナナヂヂ I ~~毘江主祭絞包 密(砂粒を含む) 上1 外i市広彩

SWJサブ卜レンチ li8 を翌 口径(I6.6) 目苦肉※2.2 夕内刊総QIl:: 1ヨ!~J綴コムナデヨコ Fーヲf 鈍い裁Ii!色 町田 上主 外国燃付着

S1I9 Ji9 を完 タ{人トj1ITdd ヨ~干コT説づーヮとき ミヅJヰ二

ii1E詰244i 通〉前貨j霊絞滋色長色m 
やや密(砂粒を多く含む)

良t良外'1外語I調;ffi彩
S1I9検出価 180 1…，f;~ 

タ件見話トiii題Idthi サナぎハヨー努ヲヂケコゴナ辛?をマナヂヶヂ受成号Iナ印ヂ[斗転品切

笹 J立llE干f

SWJ Plo 181 力ワラケ 6ffr待※l.l絞!H.1.8) '/lj 

SI20 P 3 18.1 号室 &6ih五※:3.8 31TIい綴色 密(砂殺を含む) 良 外面煤付告

SI20 nミilii付近 185 正当杯 66潟※:3.0 タ内本mr:;ミヨコガづキ--r守 ミ大f.司之 j党総色 * 良

SI20球部付近 18G 公一ぶ乏 口径(].I.G) :111高話，:l.5 外内周f&1iナ平行フ沈e肴2ア1ιズ三リヨコナ7伺 対日立 ~"い際色 ~ 良 外ílíì~付:/"

SI20 P2:l 18i 長本 日夜(]0.2) ~~高※ 6.0 外内旅IfuI ナナヂ子 鵠iE;会 j立色 ?をH砂粒を含む) 良 内外郎渋E証

SI20床面付近 18S 5菱 日筏(]G.6) ~11~.石※ 2.:3 l~ml 盟主 '!コナラゴ Jlnい燈褐色 if; 良 内外国煤付:rr

SI21 PII 191 き菱 2iii1li*"1.5 話器主力竿t
.1ケヂ生文 ミガキ

鈍い亦fs色 省H砂粒を{装か:こ含む) 良 f勺iffinu宣下

SI21 ~!1i!11持取t持 192 易 仁I!HI3.iJ 際高※I.G タ内ト誌街j[ ヨヨココ ケズリ 灰ffi渇色 性; 良 内外面煤付:/'f

SI21 i瓦Illl付近 19:1 き室 口径(15.2) 出品i※Lj 話題五日1 l戸異文?ミをナガヂキーwiケしス'ヨリコナァ 灰褐色 *(砂殺をflj[かに含む) 良 外商~付5t"'f

SI21床添付近 191 王道 1:11壬08.2) *jl出i在:3.9 1f2i際。主31 袋戸文，ミガヨキコナヂケプJり fjJJt立褐色 性;c砂粒をf'iiかに含む) 良

SI21 北東側上1i1 195 2…[ti 口径(15.6) iirM1;*5.2 タ内ト訊山!1:ヨ，...，コ>0 .ミ芳ミ ヂそr巴フJミ'JノJキ 拐殺色 省{砂粒をf'ii.かに含む) R 

SI21 f'荘内inm上綴 19G 至理 口径05.2) 総i商談2.8 [話器 平ヨ行コ沈ナ線ヂヌミガヨキコづヂ 淡i古色 筏 R 

SI21北問Il!U閥 i日7 雲を 口径(l1..I) 目立お※I.il内外紛問 ミ糾ノj了i李文ョ"::Jナヨヂコーナ千ケズ日リ制賊文 鈍い故段色 ?主iC砂絵を多く含む) 良 外Illl燃{、.J;ff

SI21検出話1・上初 198 3笠…lt~ 口径(]I‘1) 総潟※6.0 タ内ト1I1h11 ハ3ヶ3 メナ慾ナナヂナョヂ.ミケガキズリ 捻色 笹 i主 a、jタヲ吋r陥~[

SI21 IAミIllI付近 199 を更 {，iir~石※2.5 lI"1壬(:3.:n | 外内iIhfui: ケミ寸1 〈一r部ヂハケ成メ樹を践eすナ〉ヂ ミガキ j1fit1長j色 街 R 外而t¥tH:/'i

SI21 )lOM'J 

JHロ1122川蛮現護七 日径(9..1) 同 O

タ内トT間1]1:~三ヨココ ーーラヂ六eナナデヂ 淡縫色 2若 良

SI22 仁1筏(22.0) r，J;f1j}*8.l タ内トFzhIll-:三3ヨココ ーーヂヂ。， ナケ7ス.'リ 波状又 ;長持続色 やや笛; やや}， 外間保付者

SI22検出原 日筏(25.6) fiii!f1i;:n.u 外内諦総11::地ナ状ヂ文， サr 十在色 荘i やや良

SI22 P22 口筏05.0) 総品目G*:U) 外内部lゑi予-ヨ3::1コナナテヂ ミガキ 鈍い前段色 '&' 良 外町iiJM、Hi

SI22 I党乱土 日出向*2.2 応援ι1.1) 外内陣ittjieナミヂガキ 域協j:ナヂ ミガキ 泊灰色 ¥I; やや良

SI22 212 主主杯 6iifQi*GA 外内i1f11i1i シP一千ポり ナヂ 浅員長E色 笛; lやや艮

5128 Pl7 215 笈 日1{(21.2) ~i ;çfJ ※ 2.9 前iitI::ナヨヂコ，ノ、fヶァハケ 結灰色 ?宕 やや良 外而i思付才7

SI2:l 216 き芝 口t'f07.0) 6ii必※2.6 Iヨ!!l毅こコ，サ令子ヨコナデ 鈍い黄綬色 密 やや良

SI2:l鋭百L:iニ 217 ヨ翌 口径(0.1) 探詰:u fナ、そデn詮τr政ヲコ調ーハケ $1"，1を0， 街 やや1* 内外部~付:/'i

SI21 220 E以旬 日筏(1，1.0) itiii窃※:u I' コ子dナL 弘戸 ケヨコズナリ
ヂ

Iえ鐙色 *(I(J!話iを{望かに含む) やや良 内外[曲nu旺有

S12.1 P 5 221 5堅 口径(16.0) Hiil応※1.6 三学三宮設民校ナミヂガvキ詳しマアヂヨコナデ， ナデ t長賞?白色 密(砂粒を含む) 良 外!磁器;焼付殺

SI25 22:1 3建 :m苅※i.2 1二I3)4 Z や 三 ケミヨコズナリ7 t立褐色 筏(砂粒をjffiかに含む) やや良 外出保付rt

SI25 P 2 22.1 き担 口lHI6.0) おお※l.l 2i 出 翠，ヨコナァ 眼前iil色 事l(砂粒を多く含む) やや良 外出1.lm:/'!

SI25 P 1 225 5壁 日1{(20.0) 慌耳石※I.:l !政的 ヨヨココ 戸ケズ'J i正法f品色 i:fH砂粒を含むu やや良 内外而潔{寸'¥'1

SI26床面ftJ:J 227 笠区 口径01.6) 総高※1:1.5 ~~説Æ:線ヨコ ヂ!人1芝iiiiミハガキケ筏時ナヨヂコナ。ずケズ波リ状二L 段色 詩iC砂粒を含む) 良

SI26 228 王室 口径(I9.2) Hfl尚※9.:i ii議ili; ;百字学三丈亨ヶ主u法学子制足立 浅前段色 省(砂粒を多く含む) 良 外i出~付if:

SI26 229 低!出l停 6~i耳石※!日 成i{(6.:n
I[ミqト3ーi第ラヲヌミさ 三ヨコケナズヂリ

話語:議警護 密 上主 内町J旦斑有

SI2i 2:10 ?宝誌説芯泣盆E 口径(22.0) 器M1î~イ 6.1 法政相色 [ti(砂救を合む) 良

SI28 2:11 3耳$謂 2出[(.)※1.65 [在1{(5.8) タI人ト1iizf可!l 11j 1T7  鐙色 街{砂殺を多く含む) 良 外国涼付請

SI29時i問問 2;~2 三塁 口径(15.0) ~~商※，l.l タ，J，、ト4i1現II! 尤ナ線デ。 ヨミガコナキァ タ内ト問凶i幸泌市ミ色斡段色 持[(砂殺を含む) 良 外面煤付符

SI29 P 3 2:1:l m;: を走 (~tõ~ ít:誇向詫~10.2 タ'Aもfi出IJt合 5ヨ3コナナヂヂ， ケケズズリリ後ミガキ 浅疏治色 持I(砂粒を多く含む} 良 [喪frh箆存警
SI:ll 1告京u!:J 2:35 3受 mi住吉※16.1 ~II子 05.8) タいト4i1町UI:: よヨ ルナラ杭 ノミガF キミガケキズーリ p~隙 鈍いÞ~{a色 経(!(J!:I![多く含む) 良 内外面煤付l'i'

SI:ll 1'687 2:l0 宝2 Di壬(1.9) :111ぬ※8.0 タ内トj到ykl:: ナミヂガ (fflni ナヂ 段色 苫j(砂粒を多く含む) 良 外面煤付者

SI:JI 23i 3史 2計者※ ~.5 民主径(5.0) タr'会q的I5141 ハミケガ待ニl'づヂ 玄関:ナヂ 法裁色 社; H 外前煤付才7

SJ:l2 P4 2.10 5を ilin合i※G.I r，lol{(5.6) タ内IlEfni ナナララ 時街:ケズリ投ナヂ 外内Izff1i1I S1護5色t，-"，斡臨急 密(砂殺を含む) 良 1"1外i剖IJHナイi

SJ:l2 1告伊i 2，11 f尭 日筏0;-).;3) ~fiïf1î※:l.7 タ内トIl7f11i1 ヨ3ココラサそテ ハハケケ後t安 ;部ナブヂチ 鈍いよ立色 1主 良

SI:i:1 ~i!'[ 21:J 考身2等』 総高*2A ほ筏(1.2) 詰疏iII ケミ/ズJ二リ子 時!fIi ミガキ il~ ぃ i~!を色 'IlH砂粒を含む) 良 外面改{サ宇?

SI:11 P5 21.1 5定 口径00.2) 総高約 I1 t~ 許ifI可!l 平d行コ沈ナ終ケ， ヨミコノJナキ‘ァ徒ケタズリrハケ itH空色 街(砂粒をf'ii.かi二含む) R 外緬~付請

S13.1 P6 2.15 宝章 2ä~'1í;主 :u [タ件トlIIFl 平ヨ行コ沈F勾慾フー ヨコナヂ 日汗灰鈍色 ;子j(砂粒をi'iiかに含む) R 内外語i煤f>Hi

SI:1，I../t四f凶下限 2ι16 台f、J~認 銭高※l.:l タ内II出l}iナナヂヂ j潟1{fj;内 ナヂ 淡前掲色 ;も(砂粒を多く含む) 良

SI:lO 250 警告 日5政i詰，:lJ 3内Tト[出自l:2hi3zfコ子dナヒ線ヂ。ヨコナヂ i長前衛色 密(砂殺をf'iiかi二含む) 良 外而煤付キt

SI:16 nミ町付近 251 三菱 ?mr司※5.1 外1Yq[z1白41I 平ヨfヨn土ス:コ五ス三点ユ投土ナ子烹!治Jし。 ヨコナヂ ;長賞1&色 街(砂粒を含む) 良 史話頭存警

SI:16 1，に詞ITi!'LI: 252 5翠 日経(2.8) 認恥，0.9 詩i由711:: ナケ ぐり 斑i刻:ナヂ 決色 街(!昔、粒) 良 外語~底面i¥t付:/'i

SI36 北i!目的 25:J を完 口径08.0) 知]j;詰.1.5 詰爵'雪?ゾf沈キ総ヨヨコナコナヂ，ヂケズり ;主武箔色 ;も{砂粒を含む) 良 議存持

SI:16 25，1 ~札" 口径(I:l.'Il 松高05.1 |外 :Eit:終汗コナデ 鈍いi立段色 密(砂粒を含む) 上主

SI:10 r../日凶IffJ 255 巴ù~ 総高※52.0 応径07.0) 詰6II2U 1 e ス王キリ仁ー線.ナ法T状又成ハITiiケ役ハナケ2佐f.ナヂミガキ 4金色 守主あ(砂校・砂惑を多 良 内外iliiil¥J.i上有

SI:l7南西側 256 itri台 日3己※l.l 話題 j ワr.tヰ1ユこ絡'. ミえf守二 ;主位褐色 ¥f.' b! 内外商赤彩

sm fI'lP五s!IJ 257 笈皐f :.tfiit;j※5.9 グ1勾iHzHQiI-: Zヰニ 鈍い黄f登色 やや密(紗殺を多く含む) 良 外部煤付者

SI:li北沼s!'J 258 5愛 口筏(21.0) iHi61i※l.i 詰許削可:ー 努ミヨ行コ社ナじ結デ，。 ヨミコガナニ下、ヂケヨぐり ;長i1if品色 密(WY粒を含む) H 

SJ:li北街路 259 三菱 2I;悶※5.:1 タ内きjdEiII:e 右ヨ手千コf討ナ:認ヂし ケヨコズナリヮ j主tlil白色 世j(砂粒を含む) H 外面煤付干i

SI:18床凹付近 261 通; 仁Jj壬(20.8) 日ii;f1j※10.6 タ内トlIh的I問ヨ答コナヂヨコナヂ $4lい怨色 密(砂粒を含む) 見 外i首煤付:/'i

SI:l8 f../日i邸付i斤 262 王室 日係(2i.0) 俸高※5.0 誌iIり?J~ 1:ヨ!~I絡コしヲヂヨコナサヂデ タフーハケ 淡褐色 密(砂t'!!を含む) 良 内外部i¥t付:r;.

SI:18叫に邸付近 2G:l 事ょ 口径(22.6) 総高※1.7 免ffH ~ r.ヨ目線コナナヂデハケー ミガベー タ内トI削(!i:減狩斗魚E喜色 密(砂殺を含む) 良 外fヒ部被然により亦

S1:18床面付近 26.1 5史 日f壬(20.0) 器商，*:l.l Iz1f1i1 Iヨ!!1紘コナヂミヨコナフ i~~者褐色 W(砂殺を含む) 良 タ下i爵後銑I=J:'Jぷ叱

SI:l8 11ミ町付近 265 筑区 日1壬(15.-1) r，6ff，~;fく 9.í

盟盟iiM;者q討話労哨抑三U待望制ヨス孟5'::間h手事〈主ナ嘱ずテるzbかJ明jずハケ石役γ目閥
i主演?品色 ¥D 良

SI:l8 nミlill付近 2GG 王室 口径(10.0) ~ilðY，※ :l.O t主t古鈍色 在i(砂粒fliかに含む) 良

SI:l8 11、邸付近 2Gi 渡 口HHI6.0) 6!J耳石※1.5 淡}詰色 省(砂校をf!iiかに合む) H 内外ilii煤付;(i

SJ:l8床面付近 268 宣t[ IJ経05.0) 滋潟※5.8 詰 浅黄褐色 語5 良 内1m請ミ彩

SI:18 JA，j旧付近 2G日 ぎ提 世間;j*:J.G 1i11 ixt者褐色 苦言(砂粒を含む) 良

SI:18 1t閲側下際 270 き完 口i壬(20.0) 乱立高※:l.l f削'(11:[ヨ"1字ニ~ナヂ5ヨコケ少子ズリ時ナデ 淡貨褐色 l1H砂粒を含む) 良 tt器産存狩
SI:]8街ベルト 2il 官一;:;: 口ィ壬(2-1.0) ffil潟※:l2.1 作f~J 所!HL ~ヨ!DミニZ i I ナfヂ~.ケハケーケズリ 1f1i訟:;主義緊密 密 iミ 内外在百煤付者

SI:]8 11ミ町付近 272 -立[}( 号昔話河※1!J.i U王径(8.0) F人Ljjlh司i ケミタ? '.':¥リp 域 illi ナヂ 潟灰色 ¥D(砂粒を多く含む) H f人]凹~付与?

SI:l8床面付近 2i3 g;:~ ;措潟※12.:l タI人も1b11u1i ナ3ヂコナ，デハケハケ 日殺波紋文 鈍いt走路色 杭 良
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i蜜綴.)控区・存可{な T¥o. 紫綬 i1: fえ(cm) 母 慾 色 i閣 llf1 ご上 t完成 総 考一

5[38床面付近 27，1 き盟 '*'お※3.3 底径(5.0) 外内)iRhIi ナナヂヂ 路開:ナヂ $"い貨褐色 密(砂校を含む) 良

51:18床凹付近 275 王建 2苦i窃※2.2 底筏{日1) タ内も1面Rf~ナヨヂコブーラ JlfWí ナヂ 政経筒色 'ifi(砂校を含む) 良 内外聞煤付殺

5138床面付近 276 

記子府韮高!l.l即日)
タ内H問11I::ケミズガキリ ナヂ 成部 ナヂ 淡黄色 'ifi(砂殺を多く含む) 良 外国j:V;付議

5J:l8床部付近 277 0.0) 諮問主主1.0 外1入1I1R12I1:e サ[~!ーi懇ヲー ナ7 t奇怪色 笛〈砂校を含む) 良

5138床面付近 278 日日 隠筏(18.0) 31堕手亨ナヶ安守護警努主3hナヂ 鈍い位色 街(砂粒を含む) 良 話斑譲葉彩

5[;18 rlii邸付近 m 5.7 版筏(16.1) 外内開山Iーナケヂズ'1控ナデ 鈍い淀褐色 街(砂粒を含む) 良

51:18 v転倒付近 280 台付号室 '*'i高※5.5 成径02.0) 問外li内m守eミヨプコJ干ナヂ 内ケ[ス負iリナデナヂ 脚鍛 凹織 淡前倒色 経(砂粒を多く含む) 良 内而H.~斑

5J:18 I主面付近 281 器;台 日径(:15.:)) 館街※11.1 外内政IjZl::問ヨ線コ，ャ主T主.状又ハ巴ケナヂ口幹部 設状文 灰t古?白色 密(砂粒を含む) 良

51:18南西側 282 …2金i &n~五※:t:1 JiH'E(7.0) 話鹿号室会 j Ff呈ナ1ヂ{fiIH ナデ 裁j設色 密(砂粒を含むn 良

5[:lD 床I百イサi!I 28[ ぎ整

臼筏(26.8) 総i印:m1ιしパパパf話iZ犠:i1i1 i 
2戸2 ろヨr;コ7ぐ17げた状文 十笠褐色 密(砂粒多く含む) 良

5130南東側下閥 ヨ亙 口径(21.2) 銭高※ 主 言 ケヨズコ ザデ 話頭 j認さ塁塁 密(砂粒を含む) 良

513日潟東側 F隠 286 き草 口径(20.0) 指南※ ・雪E 袋T'. ヨミブこi3---.アナヂ 淡鼓1&色 密(砂粒を含む) 良 外出i!某付務

51:油詩i岡田jド関 287 5塁 器(.'1j※6.3 IJ径(22.0) タPι4I1R212 ミケ，~， F ケ，~ズ:Z'j jミしガヨキコナヂタァハケ '!Iil品色 密(砂粒を含む) 民 外聞赤彩

51:l0床面付近 288 笈 WJi%※6.2 外内孫出 ナケTズ段リ目1線。 ru役務縁文竹官立:織霊会文 民約色と浅武褐色 笹(砂粒を含む) 良 灸詔遊詩諦
5[30 P 3 280 器台 口径(20.0) 器高※5.3 タ"えト 一雪努禁制愛読状文・竹将文 段色 十十5130 P 5 200 き翠 口径(1.1.0) 諮潟※1.4 タr"もJ :吉宮手警・ヨコナデ 黄}品色 主主(砂設を{生かに含む) 内外凹煤付帯?

5[30 *ベルト 201 き毘 総雨}※3.6 隠筏(5.8) タj人ト] ミケヌコリγ ltナヂ I記而 ミガキ 淡路色 議(砂粒を含む) 良 外部煤N'l'1

5[.10成国民上 20.[ 宝更 日怪(20.0) ~n高※3.0 話監雪E 議戸 ヨミガコナキ7ケズリ 浅黄褐色 密(砂粒を含む) 良 外而煤付表

5[40南東側下厨 205 王室 口径(I.J..i) 総高※1.6 タ1付ト滋泊Iie jヨE弓努ニi:'j-ヨ戸ニコ，ケコJ 浅黄I<l色 省(砂粒を含む) 良

5[.10 )j(ベルト下関 206 宝{ 口径(22.0) 詩的i※l.:l タI人Lj諮間I:: ヰヨ'1ニ-! 淡ナ.:~ 翠r ナ主主 ヶズリ i長賞fI:j色 省(砂粒を含む) 良 外凹j:V;付事?

5[，10 JI(ベルト下関 207 餐 口筏(15.0) 器潟※3.0 外内開腕l:: Iヨ!.!]線コpナヂヨコ ，.， 被褐色 笹(砂粒を含む) 良 外面j:V;i寸務

5140西側床間tri上 208 王室 日?耳石※12.8 底t't(4.2) 浅黄鐙色 笛 やや祖 内外面煤付治

5140街悶ベルト中関 290 き更 口径(21.9) 器障i※5':騨霊童相ma，，:x:
t持政経色 密(砂粒を含む) 良 外面媒{サ'l'i

51.10 fl'n1i怯l中隠 300 宝史 口径(19.5) lI'J潟※6.1 2ゑ3ζ 陪路色 密(砂粒を僅かに含む) 良

51.10尚東側下腿 :)01 王室 器i高*4.6 底径(1..1) タ内ト1z7h4 時階肉能泌祭総 密(砂粒を含む) 良 外商館付者

51.10北西ii11日下関 :lO2 霊i 口径(20.0) ~J&fJ※ 3.2 タ，Aトd孫liviz ドヨ行コ沈ナ知ヂ.。 ナ3ヂ3ナヂ 浅黄燈色 務(砂校を含む) 良 外箇煤N穀

5140北西側中関 :30:1 ;;tl:: 口径05.0) 器高*6.2 |州 ドヨ行コ詰ナ:翠-r.段ナヨヂコ消ハケし， ヨコナヂ.1竺I線 淡賀補色 'ifi(砂粒を多く含む) 良 内皿:M斑有
5140詩J回IWI中尉 30.1 き認 苦苦前j主主:3.5 底tl'Cl.9) タlλH1凶m~・ 主rハケhf長¥:.fミ:mガキミ丈f守二 タ内トPilU41 1f昨な補前色掲包 笛: 良 外而j:V;付狩

5I-10 P9 305 宣a告- ，*，(，r，※8.1 タ1人トJIIiGqIIマ: 翠r ナケヲズぞリ 浅漬燈色 也、(砂粒を含む) 良

51.10南東側下関 306 器台 口径(2-¥.0) 器肉※7.6 タ，AjもbIG町j 壬t.t隷ミ，ガキヨコナヂ巴 ナ7 鐙褐色 2若(砂粒を含む) 良

51.10潟東側中図 :307 号車 器商※5.0 底径(7.8) 免露。 ナナヂヂ 庇岡:ナヂ 浅黄褐色 密(砂粒を含む) 良

5[.11 315 き霊 []筏(15.6) '*'商※25.6|外内f~~L ~ミガコナキ.ヂ ~_::rノλケ.21J突: ハケ後ナァ 浅前提色 やや租(砂粒を多く含む) 良 内外面燃it殺

51.11 5K-1I :116 き翌 口径(15.3) 器商※26.0究品:写ヂノぬzF文 i.li黄燈色 やや密(砂粒を僅かに含む) a 内外ilii煤付殺

51.11 :1I7 宝盟 口径(16.0) 器商※5.:3 外内FII11I:3ヨココナナヂヂ4 ナヂ ;王政褐色 密{砂粒を僅かに含む) 良 外面煤付精

5[.!! 床面I丘上 318 i高杯 口径07.G) ~:t rciJ;誌1.6 外内在Jf百JI ヨミコガナキヂ， ミガキ 経色 ifj(砂殺を多く含む) 良 内外凹煤付帯

5141床面付近 310 1~成翠 器i商※5.0 外内関削1・ナ3ヂこ3ナヂケズハリケ後ナヂ 話語;線量 街i<砂粒を含む} 良

5141床1m付近 :120 ~ 銭高※:l.O 底径(8.0) 然内目聞立 アJワSー ai::fl厄ナヂ 外i人j1z時m 十iJ雲急ぱ宇十設立k やや密{砂絞を含む) 良 外面j:V;付才7

51.11街閲隅 321 餐 口径 (2.1.2) 銭高制 ~J 何日主治不浄支ら し，ナ7 1ft色 密(砂粒を多く含む) 良

51.11尚JlisVI 322 1lli *?i高※9.3 外内1i堅u 三ヨヨココナナヂヂ.ー ハミガヶ国キナハヂケ 竹録文 浅政桜色 密(砂粒を含む) 良 外臨煤付殺

5142 L正面付近 323 王建 底径08.9) ，*，i高※2.7 外内[z円sl~ !ミ別総ガ.キ3::Jナヂ 駁色 密{砂粒を含む) 良

51.12下関 :12.1 5霊 口径(15.6) 器商※1.1 タ内ト1t7a11I:マ害ミ行ガrキ主総 ミヨコナヂ 燈色 結(砂fil:を僅かに含む) 良 内;面赤彩

5142下問 325 き亙 ほ径(21.6) 器潟※3.5 タfdj阪i川i:Pミ'1終ガ1キ 鈍い貨燈色 'ifi(砂救を多く含む} 良 外国rr~斑有

51.12下厨 326 5翌 訟法i※5A 口径(18.1) 外内i11程1 平3行コ説ナ:謬-r. ヨミガコナキ.デ白ケEスA母リ校縁文 浅黄位色 也、(砂粒を多く含む) 良 外面煤付着

51.12下隠 327 霊2 口径01.2) 器H41※:1.I タ内H出時ーーヨコ…ナーヂ'.'説ミ:毅ガキヨケコナズラり手 浅前段色 'ifi(砂粒を多く含む) 良 外聞j:V;付請

5H2 /1ミ而付近 :)28 (!l;1出i杯 ~ii高※3.3 ま径 (7.2) 外rh ::3ミガ3ナキヂ 服部ナヂ 浅黄般色 密(砂粒をさLく含む) 良 内外面赤彩

SI42上関 :l29 裂 .~i\lì*4.1 nH't<5.5) タI勾L ミミガブ1キ今二白ナヂ 外詳司I:S害時E灰い鐙飴綴色 密(砂粒を{翠かに含む) 良

SI.12 fyDU側 :1:30 諮 持JZ※1.0 底筏(]6.6) タZぷL; 主f役eナミ子ガ。キゐ3::1百コf一千ナヂ i主演縫色 街(砂校を多く含む) 良 内泊煤付翁

51.12 3:ll 王建 総討;j;!{2.;{ 1底径(7.2) タ1人もμ匝印1 Fぐ，りハケ後ナヂ 外内IzFIl3 k掲間色色 街(砂粒を僅かに含む) 良 外部煤付表

5142下層 332 繁くZもEま滋しZ 

器融2J 具申(7的 多 一一l附一話面臨g書r会主習?号古J線プコ主弓日主ナキデ

鈍い貨位色 密(砂粒を多く含む) 良 外面赤彩

51.13北東側床面近上 336 翌 口径(22.0) 出向※1.5 被褐色 笥(砂粒を含む) 良

51.13 1主凹付近 :137 王室 口f壬07.0) *fii自~*5.G 浅i宜褐色 笹(砂粒を{草かに含む) 良 内外面j:V;付請

51.1:1商問調時、回班上 :1:18 裂 器お※3.5 淡13色 密(砂粒を僚かに含む) 良 外国土草付務

51，13北間側下関 m 宝提 口径(22.0) 21i!Itj※1.0 クズリ i主筑褐色 密(砂粒を含む) 良

5[.[:1応部付近 :).10 き盟 *~r窃※.1.8 外内事出耳 間ヨ線コ，ナヨ戸，コナミデガーキタテヨハコケハケ ケズリ 浅黄褐色 街(砂粒を含む) 良 内部煤付請

5[.1:1 P 1 311 き里 (，1i高※1.:3 外件J野1百 平3行コ沈T案'i ケヨズコナリT 浅黄1品色 街(砂校を含む) 良

5J.1:1 P9 3.12 き更 liii高※:l.1

iは川誌村2 
FヨTコ'ft，ナ，線ヂ ケヨズコナリァ 階il.11品色 ¥D 良

51.13北東側下関 ;).13 器台 口径(20.0) 器61高*:1.7 主ナ ナデ 設段褐色 書)(砂粒を僅かに含む) 良 与三塁義t+i文 ヲヨIによ

51.13 :1.].1 :̂tr;台 器目白I※3.9 警線。 ミガキ タ内トi【hikil:: 亦険~昌E也 密(砂粒を僚かに含む) 良

5[.1:1 .1:尉 :J.l5 笠..芝F !ffiiu;来 Ui タ内ふ涜出I-: ケズリ i主褐色 密(砂粒を僅かに含む) 良 内外酪赤彩

51.15 rY-i西側下闘 :1I日 f具 口t王07.7) '"6高※1.5 宅v事~ll現zl ? 、日ゲズ，ノり jし。 ヨコナヂ $.，い総色 ，IH砂粒を多く含む} 良 外fm煤付設

51.15北西側 FP.il 350 褒 口径07.6) 総潟該{1.7 タ1人Lj隣lt11::21二 'rコぐり 日昔貨街色 'ifi(砂殺を1';む} 良 外泊煤付1~}

5145階東側下関 351 5翌 口径07.0) a~潟※5A 話器 25P 翠r. ケヨズコナリT 浅黄筒色 'ifi(砂粒を含む) 良

51.15北沼ii1lj上関 :352 き史 口径(]8.0) 昔苦肉※5.2 苦言苧F袋戸 ケヨズコナリヂ ナプ 政褐色 密(砂粒を含む) 良

51.15 :35:] 3更 器itfti;iζ3.6 底径(5.8) 字安リ 臨Wi:ナヂ 淡武褐色 密(砂粒を合む) 良 外回fW付;fr

5].15 P3 :351 き翌 口径(16.0) 器商，*3.3 平ヨ行コ沈ナ線チ掩ナヂ出し、 ヨコナヂ 日在日(f~)色 密(砂殺を多く含む) 良 内外面~~付税

51.15 P3 355 台付繁 2苦i高※1.8 底径(]-1.7) 明jm ヨヨココナナヂチナI:Uァi主総投ナデ消し 政鐙色 街(砂粒を含む) 良 外商赤彩

5145 ~tP.1îßJ.iI :156 宝盟 口筏(20.0) ~~主主※1.5 タ内トu自'ii ヨJ'-I ーチ ーヂ 2し! ヨコナヂ j持政筒色 街(砂松を含む) 良 外面;J]，斑千j

51.16 rlJ閉館上勝 ;158 
台器付台裂

総高※11.8 外内綴削 問ケ機ス、'Jナヂ 燈色 官(砂粒を含む) 良

5H6治問ii111上尉 :159 ~J肉*.1.2 口径02.6) 外内1i31111 平3行コ叫ナヒ号T室主f宅ー金ヨミコガキナヂ 脚内 ナデ 持揺 i議祭器 活(砂粒を含む) やや良

51.17床[町付近 %0 笠i': 口径(:10.0) 器商※2.0 タ内トFiU111 56ヨ条コナのiァD毅 ヨコナヂ 政褐色 街(砂校を含む) 良 外岡亦彩

51.18床面付近 :1GI 主翌 日f王(]ι0) il'J尚※10.2 件内関Ifti ヨヨココナナヂヂ，ー ハ指iケ続11部ナデ 話mf;~~t~慈翠色 '80'<砂粒を僅かに含む) 良 外耐煤付11

51.18 1:1，恋付近 362 ぎ建 口径(]5.0) *ni自主主1.7 タrl
私
3
的
iIYiI ヨヨココ
τナナラヂヱ 淡前i&色 主主(砂粒をHiかに含む) 良
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i登f誇・ 1出尽・駁もt 討。 2苦l~ j土 設 (cm) .lilJ 会f 色 n台 土 焼成 協} 与一

5118 IA<fi而ro上 :1s:1 出l杯 65r'合i※5.8 主f壬(8.0) タl'、LiIiEhnI ナτトヂラゴ 淡政均色 砂粒を{事かに含む) 良

SB8 床面付近 :ls.1 認慰霊 口径(]2.0) 昔話※:l.G 外内1I1fγU ヨ3ココナナヂヂ 淡IXI品色 ffj(砂粒を{予かに含む) 良

SI18床前付近 :165 議誇滋 つトヮー 陪灰色 ffj 良

SI51 Iま凶[!'U二 :ls6 裂

日 笹川町制州ー1市2需出 ヨ品ヨ拝料デ i 叫FJ之ケ
浅世il設色 '品 良 内ilIT煤付者

Sl，1下隠 :ls7 長iH、 r，~it';j ※1. 8 キ 十室色 '&' 良

SI，I下関 :168 品lit干 (，fi~合'i~く 8.0 ポリ 経色 主主 良

sm :l69 5史 日経(26.0) 続出J※10.8 ナデ .11M品色 'E& 良 内外山煤付帯

SI，I 床面if(上 :170 1む:杯 日1}¥O:1.6) 訟※7.0 外内孫山 ヨヨココ ?トベヂヲ" !ハ、そケケ経fをちYFー一一ヂヂ。ミガキ 鐙色 ?高 良

5151 .¥ヒ東側 :m 3提 |口径02.0) 総高※1.5 5i2i 主百字撃 ミミヨコガナキヲざナ+デfー。ヂケズ 浅前後色 密 良 内外i師煤イ寸持

SI，.1 P4 :175 品Hド 日住(2U) ~7i向※ :3.5 タ内ト滋zaII ヨヨココtト-ヂヲ久 ミミ丈ガJ:Oキ1 浅主主絞色 密 良 外i阿保付c?'f

SI51問削 ~iï6 ~ijff 仁Jj壬18.0 ;器i窃i五日 i タ内キj捻}!1 ナFーヲヂゴ Wl1!人.J:シボリ j主裁j歪色 ~;(砂校を含む) 上i

SI55ベソド技選議護士'1' ~i77 祭 1:11手(21.0) 器;尚子く:1.6 |夕外内十h楠【t由笥釘 ヲ平三ヨfド附ι3コナヂ ケズリ i長bt悩色 ;主{砂校を含む) 上4 外面m斑1]
5155 :178 君1tt、 口径(].1.2) Hfl尚;*5.:3 |タ内十郎ifii ヨヨコ2ナナヂデ ケズリ 話題 ~~雲港設 ffj(砂校を含む) H 

S156 .\t~Ijß!IJ 380 Z三凡局 日ilW6.s) ~fi耳石※ :1.0

I詩細間Z題型:切目当何当事装ナJJ手一許Zコ諸主f可35-iキE詰ナKテ 五コ1tbZナヂ
鈍い武irr色 結(砂殺を含む) 良 外出煤{寸お

SIiii [転出付近 1181 き望 仁iltOs.8) R~m:(5.9 iJh~古駁色 :ま(砂粒を含む) 良 内外00$，彩

5!57旅田付近 aS2 号室 日経(1.1.2) lifi硲xd.5 浅irHf!色 街(砂粒を含む) 良 外ilITi¥¥i、Ic?'f

SI58 P5 :J88 を翌 日筏02.2) ~:i尚※ :\.5 浅前絞色 'ili(砂粒を多く含む) 良

SIfJ8 P5 ;{89 を翌 日筏05.:{) ~~お※:1.:1 浅黄1音色 在i(砂粒を合む) 上主 外ilIT{ま付c?'i

SI58 P 5 3日。 5覧 ;triifli*1.8 JfH壬(:U) タ内ιiiff1111 τナ炉 時開 e ナヂ $Jrrl ミ I~I登色 ~; 

五良E県 内外内外面価外Et面面M保白守L郊沼付T府請
5158告京区 :Jol 3塁 2.2 ul:hW.s) タ1人ト1I2I自1ii メミ~jコjぐヰリ二 結成色 ;主(砂校を含む)

SI5H f{:nLli側 1II i霊 OA) 6iir*i※5.:] タ1"トiiにÍlÍ対平日fftt料i}~l 収ím ヨ:コミナガデ芥。 ナナテヂ‘‘ ケ~{.;ズわのリ沈毅 鈍いi対立色 ;広{砂拾を合む)

SI58 1十'W!iWj .112 5翌 [Jjを01.0 lifli認※10 タ内トj出行I:.ゴI:'{コTはナヂ9 ケ3コズサリフ→ 令)--]乞 $j~ い1"'絞色 百j(砂絞を含む)

…P lifll'泊;*-1.7 ほ径(7.0) 外内部 ケタナズハリケ If1;附 ハケ 手Eい立けを色 詮j(砂校を含む) i主 内外fiiH笠付お

SI刊下総 6i'iiui※:3.5 政lHI2.5) タ内トI吋 ナナァヂ校総知・スタシブ文 則緑 Kf色 密(砂殺を含む) J'~ 

SI刊東側 日筏02.7)認肉※:u 外rXJ崎凶il Iヨ'"転コヘτトヲフゴケズリー ヨユナヂ 灰1&色 ;告(砂殺をかに含む) 良

日百王05.6) li:ii苅※5.0

話話括露i原Zり:主F挙百亨.沈字撃琴手三ズ吉手号デコ芸ナ方ヂデナーーヂナデ
防政尚色 街(砂粒を含む) 良

SlGO市:!Uslljド隠 日筏07.0) :m~角※:1.1 ーアフ 浅由t*.d翠色 密 良

SlGO出来u!IJ下腕 仁i筏08.s) lifl尚※:1.0 Sl~t .-ltt1註色 ;苦 良 外語}媒{寸tt

SI自u.¥仁詩ミ的ド t22 3受 日iirflî;~.I.:{正H壬 (9.0) 外内I出R ナナヂヂ 淡t~f号色 主任(f，品、粒を含む) やや良 外泊H~f、j;?'f

SlGl P 6 127 5受 仁11壬m.O) ~>>i潟※1.5 タ内トil時f1i 、ヨrqコ-ttア主税ナ。 ヨミ コゴナキデ、"ケはフぐなり苅堅持又 タ内ト1i5hl1 叫鈍い絞品際色 首i<砂粒を含む) 良 外隠岐付

5161 T桜 一128 題材fi a~r}ji ※2 自 ほ筏05.:]) タ内トi聞 きqァコズナリデヨiコー官トデ 時J!lH己色 活{砂校を含む) H 内磁波f'f治

5161 下関 128 議内; 総尚※t:l 底llHl2.:nI 主契き:ヨヨ =::;: フー f:}i詫;色 ?む(砂校を含む) fミ 外国煤f、tXi

SI6.1 1本i面ffU: I:l骨 2臥3安 1]1長05.0) 65諒;j*IL5 勺Vzrhij! ヨヨこ3てv.ケdえスがリ; 之: ;長前段色 街{砂殺をffむ) 良 内外{可燃付お

516.1成立語f!'lJニ .110 縫~ 日筏(1自8) 総!~fJ ~~ß.;) l外内i向{1i ヨ3コ3ナナヂヂ ミガキ ヘラケフぐり 段色 出;(砂粒を含む) 良

5161派閥付近 111 ぎ建 日筏(J-I.:ll 絞riljiく6.8 |外I人j1U1141 3ミブコf トドヲ三ヨコミナブiF ヘラケズリ 外ilIT:iJtili色 総(紗殺を合む)

良民込ミ 川向山ト外iJ酎VMi部:f2mMB守作I 
SlG 1 H、Wire[. 1'. 112 記;か i]ff(l8.2) ~fMlj:主5 骨 タrJ-jト母rnl~ ~ ココ月き努 v

浅v~t註色 ;も(liJ;粒を合む~)

SlGll.1ミ!詰IfLl II~i 長も [ln~昔日 ~iiít~i7.l タ内ト{i1f1u1 ヨヨココ トfーヲチ1ゴ ノ2、、メそfr' 7τt-zッJー ?主{九段色 ;ヰH砂粒を'fSむ)

SIGl 1ft院IJJ二たj 11.1 ぎ実 eli壬O:J.J)活必※6.8 タ内トrm~ヨ3ココ トトrデτ ミミ ブガ1ェ 波ノY状7-':主'1 ;長持?品色 ¥4:; 

Sj(j.1床fiIil((上 115 !î~杯 日筏m.1l 出:iJ詣※7.2 |外内政問 ヘヘフラミミガガキ-1 ナヂ いIflj立色 i告(砂絞を多く含む) n [なiij道官長
5lG.1 下関 IlG 材、 nü~(l;).:n RUt叫※7.S 内タトI1h111 ハfーヂケ決伶ミF→ヂナヂヘ筏ラケミ〉ブぐJキり 佼色 r車、(砂粒を含む) 良 内外{苦燃付託

SlIll Jニ駁 117 総合 6iirl1j;五7.1 ほJt(17.0) タげLすII託m ヨミコノJナヰム←フゴ':;:1二1τトそうFマ そT;ぐり 話iii f皇室長色 持H砂粒をf!iむ) 良 外fi百庁、彩

SlIl.1 リ~Ð而iな 1: 118 おf手 出;正Ji;:詰:1.2 主'，11¥(18.8) タ内ト1If6lii ケミガズキリ ハヨケコァヂヨコナヂ UJji!cミ褐色 省(砂粒を含む) 上主 i霊寸L，[

Slu5床面付近 119 き受 仁11壬(lfU) 6fiiÚî3~(Ul タ内トI出z耳 jヨUI総ニ1ミ3司ヂヨコづハーヲケヘ後ノナ、デヶ ?を色 ffj(砂絞をて7む) H 外fiH\\f、t~"'r

51u5 U<前川、わ丘 1，0 号室 仁i従02.7) 昔firl1j京1.7 タl'トj1j9E1i1 i3Z113コ5しづ~ヨヂコづミーそプデj白ヰヘノ、ヮそfーT ミノブヰ タ1人トj1lち白i2 鈍色い絞総合 ;主(時去を三7む) H [勾外[ujj車十J;{i

5W5 D長邸付近 1;1 三塁
Il例制訟悩口 l日明品目E明ヰヨヨ江戸字予 タト原聞 作はJ位 卒 誼i(砂子立を含む) H 

5H泊旅前!付近 1~2 3を fl1i'(J:l.S) 2~i[以 ß.:) I r，~lm ~ ~lぎナ手コサ 7 ミガヰ 判史文 タ内imi負1; 5故7ぇ十主手 在 主主(砂殺を多く含む) 良 式会出土町村t
5lJ日寄託点~tベト 1，，:] 考，誇 おお※6.1 則的J) 与をif 川 u ナヂ i足褐色 1を， 上主

5W; P '1 151 |議l+{; ~mïf1i~く対 応径約0) I r，~ml :j2手段主主ぅ祭交，1 こIコナヂ、ド'1線 法裁桜色 街(砂粒を合む) u y外':1I出Qi減去fを-

5日2P4 157 {lll出i杯 ;器尚0G.2 ぜ'1:1子00.0) タ1人もjiifhll l yケ、JスJてリ ミノH い泣段色 ?を(砂粒を合む) 良

5日1P:l 158 詫 C1r壬02.2) ~mrr，)※1.0 タI勾判削明 ノ?アフj、tリヨコヨーコfーナヲ亡そデ 民会じ'J:Jj包李会文 日立褐色 ?主7 n 

sml P4 1;;骨 J以楠 仁li壬(HU) 6iir%※:1.8 タ1人jhiIziiuI ヨ'j'-1こミJ:ミヂf三 ヨミコガサキ rナデ ケズり J長持色 千五? 良 外lrrjn~HE 干1

5日8['6 1Ii0 号室 ni壬06.5) 6ii!í~j3長:i.5 タf会j持I刻、j弐' ぇ総デ..ミコガづキーヲヘケズミガリキ い前段色 f出k 良 内外在日関、{、J.1守

SDl五 IIiI 総f? 口径(J7日) ~m !flj 〆:~ I.n 1タ勾ネii3師u 、ハI':f.勺 務づームヲzミiガt会キミプJ今一 絞首将j色 言H砂訟を含む) 上主 内外語[j;J予彩

5DI5 1Ii2 IJ筏05A) 6iiífj~?z8.7 タl'サトrm :tヨコiナヅヂーヲて " ~ヂ立トケ来ズ日ダリミー 外内科向 鈍伐L持f桜J的色色 やや;七(砂殺を合む) やや良

5810 ['5 h1主H色ft1u1 i 詩詩ぢ15.G |外三I部コァ平ヂ行ー沈ケ終コとリミガケキズリパ?絞をチ問γグ立時ifii内づ1mヂ 鈍い，111ft色 古; やや良 鋭部;二i対話さ孔干j

SDl [11f:05.2) 6fMf;※:u タ内ト1iffq13 iケllnズ辺、リプーヲナ三デ 淡tfH詮色 ;そ; 民

SD:l 1:11を(12.0) 終的'ilH7 タ;人トj!l版時 i三zヨ'1持コ!ゾ ヲミてガキミぅf-4~ t¥ セLfしA i.'ft H 

SDI 1:11壬06.J) (，fg五:記:l.I
けK什けj内A付tいトJト抗Mz白恒日H日比 づハτ乞一役ナヂ fln総 淡{;xf¥Z色 そ討(ifytjlを多く含む)

5DI ~ml%;f:::!.O flf筏(5.0) 叩与コキ 1外付!済【ui 成ぬ包2 せJ 上ミ

5DIS wo 議村会 務※1.0 認fを00.6) づ今一一一χヂzミド双コ:誤τFー:ラヨ 鈍いよ立経色 密(もうU殺を合む) 良 内外泌亦t3

5Dli 1i0 :が村か ~f~!~'五*:1.0 応f手 0 1.8) タl'、ト1J1F自42 -メJアーヴス三ムリ[I!J事アヲてヨコヅー7 外泌氏必?品色 言，(砂殺を合む) n 内在県付

SDS 17;) 5建 111三m.u) ※fi.O タ;!ヨ!!l筏コ誌づヲヨてコヅヅ デ弓ゴ ハそケケズIj 会'd~ i tQ:f金色 性H砂校を合む) 上主 外部:i1f-f'J1''f

SO'2 、li6 対~等 総正vi※:1.8 1i"1壬('1.，) i呼idizfmii ハケ欠;ペ?リをミガ ~l~又!UI ナ+ヂ うトtLjiI町Ui 33JR寸いιξ功約丸三色位 'IiH砂殺を含む) 上L 外語fi~草{、Ifi

5K:lu 17H 為 r，H;C:i※2.'2 
ii詰霊!i語i;f'，1学;話学問浮き符'jj皐ナヂコ芋ぷ?ミガキ L川将校

お?日色 ;告(紗殺を合む) 良 縄文::J:;tli

51Gll l:kt， 180 宝空 ci'iiIl::i0，I.!J 内外1lG白I1ャ YiFL?ω鈴3亙2 ;主(仁左殺を含む) 良

SKS 'i'IN 18ti 本一 タ内トI出fii:ゃ Jナlp明ヂ文、 社:線;こよるiえが】i!'-J!まヌ; 外内的mt~ム t役リ!終6結色 やや叙(1皆殺を合む) n 縄文 f-.;m

SKIO '11/.討 187 三宅 [11壬05J) ~fiM，S;~ :t2 タr'ふdれii1t!i:e ミ )'¥" 
エmし タ1人トj3i1E11i1:守 山ず1E13L立、〈μ2けなf立 2花広 E! 

SKIO 11881 rl1i¥O 1.0) 総必*2.6 タi人hjiaill!::-、と?τ 説。芸そミス'ーリアヲ乞 タ内トj2R11I1-浅.'.r，~I)(設会 詮，(砂殺を{告かに含む) E~ 

5K19 189 宝き [11ま09.5) 総お※1.0 タ内ト{1f5t5i1:: ヨHニはぢFこ-著7者 ヨミコえfよjさト二ヲゴ j民政殺色 壬~(砂粒を多く含む) f~ 外ìlIT i~f、t--n

SK:3;) 180 ミ 日uHI5.-f) ~ihÇli~~Î.5 タ内トiifadle ヨヨ二コ2サ.j-ーラF ケヘケスリづッ $!gい色 密 H r'ヨタトfiIH!M、If，

SK:ll 101 きさ 1:1任O:lJi) 総潟※:t5 タf勾ト{IF2421-ョヨココサfーーヲヲ ゾヲて j呈ilJ:色 ;守; H i勺lIiI士官H)Yi

SIく 10~ 会ェ匂、 nlf08.1l総Jf:j;乞1.2 外!ムl科iお ヨヨココナサγヲ乞 明記H詰色 'If; n 内外illiill付表
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第 31詳 久蔵峰北遺跡の調査

議終・地区・長話役 目。 ~総 設 (cm) よ詩 色 "謁 !治 :t IJiB立 {諾 考

SI王27 19:1 総合 6iii'出D叱:1.5成13¥(21.0) タ内ト問凶 ケミガスキリ. Iヨ'n線コナヂ 灰白色 ;む{砂粒を含む) 良 内外{副読I彩

SK51 101 仰l!!1杯 総I高:主:1.8 成1H7.0) 話菌:三当主 ヨ討;おでヨコナヂーナヂ 灰白色 信(砂校を含む) H 外面脚内J註J在干f

SKZ9 107 劣ド r，fjr自 :ζ:lI. .1 底Ü~l.1.7 タ内41i詰fuIe:ヨヨコこ1ナナ7ヂ 庇Wi:ナヂ 民色 密 良

5K:I2上総 Wg 3史 口径(16.0) ~~f官i※ 17.7 タrJ-]チ f1珂81:-iヨ~I線コナテヨコナナラテ宍 ミガキ 叩j赤?詰色 密(砂粒を多く合む) H 内外簡保付殺

51<:l2上総 ID!J 三塁 訟 ~";i ※ 12.0 成任。。 ナミヂえやや 成im ハケ後ナヂ ミガキ 呼j赤?誌色 街 良 外商煤付着

5102 'ド九千 500 ぎ受 日{f05.0) s{f;(fi※18.0 lυヨ毅コナヂ三ヨコナナラデ円 ハハケケ後ナミデブiキ 鈍い故防色 百ヲ 上主 内外聞11mお

5K:I2下溺 501 3建 o 主筏5.0 ケミタズiヰリ= 提出ナヂ
話国i設慰段お色霊護長持一色

'&] 良 内外国煤{、J;{Yf

PI026 50-1 3壁 (26.6) :lf，高※乱l ヨミヨココナナチヂー， ナそrヂA リ タvチff11111 ，官令3 -'t、4、TEl、 外泊IT!.¥t付才i

H5G P15-1 505 十匹 特(G別6〉 22f12422ミ;U 外μJ iIh6i 1 I1コ:コナナヂヂ 応部T: f'-~I転品切 鈍いi地 笛 不良 内I面見i斑イ;

FI9G P15:10 506 5菱 口径07.2) おお※ι1.9 タ内本IIIf高u ドヨTコnナt続ヂ ケヨズコナリヂ ミガヰ 町]前褐色 密 やや良 外ilii!草付者

J16G P810 509 I I ~~I芳~?i::iH 政向凡7 lタpトdRIfせ<I ョ25ナデ 脚成 '1司令、品切 ~~いね色 ?を; やや良

DI8G 512 ふ忽W'f.器乏を; 口径(11.1) 都似1.0I t:!i l山前 回ナ転ヂヘラヨケコズrヂリマ 三ヨコ少ヂ 灰色 i'i; 良

谷2 51:1 宗主長 日筏07.0) ~fMJi※ UJ |外!J~J向1m ナヅヂデ ケズリ役ナヂ $rg)J主総色 密 良 外誼i!lWl有

1持52iF1之?む上色結問終 51.1 合{寸鉢 ~m治z※ 1 7.:1政tt(118) |州内1aii ナfーヂデ。閉線脚内 ナヂ ヨコナヂ タ内持1予詰H色 苫; 良 |翁i;1す1廷の
谷2 ~ 15 |露台存 2苦肉※11.:1 /1正佳02.0)|か!'相if:lナづヂヂ pケz隣ズリ E屯い前十立色 2百 iι 内外商w;彩

表60 久蔵峰北遺跡石器観察表 ( )は現存在立 *は赤木先生による石材lrili主

i註 f長 .J出 1:3:・ Y.iJf，~ に。 後宮1 iミさなω さ(口市 車}~(cm) 蕊(g) 石 H 考

511 W隠から 2cm上 21 iおそI 10.2 GJJ 10.3 1000.0 的;石安 !!L{~i F綴ffiHこすり!百あり

Sll rn百rCu ')') ほお 10.6 1.0 1.1 110.0 ネスレ ト(i;!i!託岩) 全1m砥i面

512挺洛検出I1万一1 2:1 滋イ" l分7 5.2 8.9 1200.0 *;.U~l;Fま角的石安lIJ ;t;J 去医及びJ'LHiJ面・品]総長1>1二被打11fあり

SI3京1:3:1;ミiliiから 5cm 11 磁石 7.1 6.:1 ι1.1 270.0 石1f~安山岩 上銭高li!二紋打filあり

51:1 J)、函付近 15 高1石 IH 1.8 7.0 660.0 *却1*主1E陶芸; 向車高自5;二産主Wiiあり

513 問[Ul、fiiiから20-況mJ w 磁石 16.8) (5.0) :1.5 150.0 ;な紋;{;- 上端部に砥i師、下線fffH二段打'[11あわ

SI4 Iljp.，[" 1主曲lから5"-"20m 50 高主主ヨ ¥).7 8.2 "ーη 600.0 安llJ~ 下翁m~に滋打組、 Jニ約百rfHこすり語Iあり

515 1)，ミ面的1: 51) 磁石 16.:1 5.6 目。O 1100.0 ネm雲母It品iZ" 泌総IlIJ・上病問;に敵打1iiあ9

515 60 fi<6 :18.0 10.2 :15.6 2000.0 キ(合:H'1l:ほ1#11司石安山岩 表UlI・'.lHfiiにすり隠あり

519 89 M古ド1.:{口. l自9 6.1 7.0 11811.0 暫i殺1立御岩 f~;ij出H二fMT症あり

519 90 合千1 19.9 19.1 1820.11 ほfilrY:l.ri'f，(lu右 表面iこ擦裂が見られる

SIIO 1)，ミ面}政 i 9ii 絞{j 17.6 1.7 6A 7i0.0 刻i粒花的:f:i i占然痕あり すり国があるが、際主主見えず

SIlO床面的 i 駐日 数石 16.11 ;).;) 5.7 800.0 総!校1t:r品お 表的r:こ搬rii及びす坦ilii、 ド端部:1二~H桜あり 紋熱波あり

SlIO :1仁ttEJ[{ !l7 石包丁 (1.2) 0.8 1.0 22.u *ilêt1緑色JtY:1~ f~if国すり I目及び、 I海面~孔

SlIO 08 お銭 6.1 2.1 ，1.9 90.0 #11珂 Ei1< t lJ ~i 平な的1'111章 i主将:の ~rjJ tJ誌をHち欠く

SIII jぶfiI1frLI 1:16 -hお !7.7 。i 18.2 :1250.0 手!'JIYjお安!ljむ 表面に僚出あり

SII2 J)，頂付近 159 高主{i 11.，1 :").2 6.1 1;00.0 *̂ "お安!11A.，!. 表iIii・側側面i・1埼mH二段HI.民あり 下総郊のみすりUliあり

511G Uミ簡jから 5('問1 169 1iir{J 0.0 2.0 7.2 1，10.0 *流紋~~! f!flj磁低調I

SII6 1'5 170 合お :m" 11.2 HJ.6 1266.0 !.I，!;~ほ角 r)~EîP Llüi" 表面に誌Hli及び泌総IIsあり 草JITfiにすりi国あり

SI20北ベルト 18!J I日イ[i 11.:1 10.:1 。。 :H+iH手fljl到イJ安山主j 日afilf中央部・ i1i側磁iこ絞打痕あり 鉱石として松IlJ

SI21 1~日開付近 201 fi-{i 9.:1) 7.8 (25.2) 。。 手角関イ':J-1i.!!!l-~i 表fiI11二段汀浪・{が痕あり

SI22 Ift，¥L:I 21:1 日{じ本 :u 1.1 I.l 泌総からの打黙による J.lJ絞 ソフトハンマーによる将長選かワ

S12:1 -Fr討 218 ほお 8.0 :1.9 .1.11 170.0 *話i孝之 ~~a'l凝υ(~~i (1i国・討がl:jf踊・ドにほfuiあり

SI2:{ 認 219 巨託行[ 7.7 1.0 1.6 260.0 本凝t足TI 1i: f lJ Æ~~. (Jljffli・4二郎iliiにほ邸あlJ :L.，1N品1に高HT筏あり
SI21 9守ヲ 数Ii 11.0 2.8 5.0 20.i.0 組iわ'1 {'ËI，'rlJ ~~l iユ，isUJ品1・iMi持m;1二毅Hliiあり

5ell H，fiI1から :1cm 1: 218 数イョ

2iiSJtZ7ii i i55  

7.:1 1110.0 合{i英(::l!)ま1e!IJJ;千 こ滋打痕あり 去函にす切断あワ

51:11ほffiH1'f.! 219 f?む ).:1 !7.7 2170.0 !!'.'llfJ!ljIXJお安J1J!l-i 資産iに然むあり

SIIO Ifj斜 :108 f;{i G.S 10.1 1:160.0 手!II!司石t'.山y;- 五iluil二段H波及乙王様liiあっ

SIIO I持京 :109 ぽ1j 9.6 :1.5 1i.，1 :1:¥0.0 話i紋 {~'ílまWiお 表百.!i!;j3l!JlIlIIこP11ffiiあり 去[f!i;二絞十Huあわ

5112 J主i目付近 :):~:{ 石?手 12.6 1.:) 5お 550.0 求j均手よu liJH学:立i?:説iIこ及はない 絞イこ市対話

5112 日正WiHl立 :1:11 長?む 間百 ム1060.0 ，1.1，J，さごIま角fXlEi3記!il~t'i 支部:二擦挺あわ

SI12応部付近 :1:15 合1，j 20.1 :15ilO.0 .~.I.l; ;;，ミi手向111お安山岩 1HiiHこIl:Hiミあり

SII:l Wi面<<LI :117 fJfむ 2骨 120.0 ネ流紋;;5 全i国砥ff!j

SI51 17l fi{j 20.7 日10.0 ，H'llfJlfjl町石安111総 表i面;二;寄付込及び鍛m良、 後2主主iあlJ
SI52 :ltI日j :H2 ~Íイ」 1.8 20.0 *緑色iJ己主; fJljU!i'i;t，j将司[出iこE正面iあ'J

S15:1 :)7;) ~Ej 1:1.3 6.!J 0.2 2000.0 芋f!jl河お安山岩 こ滋打忽あり諜緩聞はf:jim~.1応欠mかつ 俊民、 上誌記iこ諜付

S157 :1S:1 !1~-Eî 11.0 2.:1 6.0 210.0 安111お t"語、 {;;.iますべてにわたって亦色;史料{ナィ;

SJ;5i .181 t主主1 17..1 8.6 9.8 ISIiO.O 迂1'E終品j 夫副iこ撚riiあワ 下翁t'flHこ毅iH良あり
S157 P 2 :{85 玉虫fi I:t? 5.8 7.2 810.0 *n~~[まf!jfJ~1~í安 tfJ {~~ {占的汗iii. こ滋打挺あり H詩fff)fこすりiliiあり

5157 P:1 :386 将司I 12.7 :1.2 5.2 270.0 ネ波紋お 会福iこE正取あ守、 2言語Iが 許諾1帯 :;';{LHによるプ;あっ

S157 IfU，鮒 :187 f主化本 1.2 12 11.5 111..11- H~n授からの打殺による岩i滋

SI58応部付近 :192 宗主n 16.2 10.1 10.:1 :1I00.0 二時)'IWRi安!lJお f凶~~議iE5:こ長HT徒、 ド潟市;が室主帯

SIfiO 12:1 イJ (7.6) 7持 560.0 ?民主iaJílj lJJl:í'Þ' llJ~~i !こtflH主判長選耐がほぼ 11ヰし仁いる 下務部:こすっ iuiあ'J

Slfi1 1:10 fJf7ei fUi 1.:1 。。 :IsO.O 記:紋お'llみV;J{Yi fJiî If!î' ド!'ímJí商 i二 ~If而あり

S161 1:1I 鉱石 10.7 1.7 .J.9 510.0 不f註文ゑ花!必:{:1 表1立ilえび左側部に滋打痕あ乃 花!品問まこも似る

SlI11 1112 ぽ石 12.7 1.¥1 i.;) 260.0 *アブフイト 笥低回

SlGI IA<liuかも25cmJ l:n 長!J1i 12.1 :l.8 8.7 5!10.0 締役1主総お 雨前中央部・五時間fiiilこ絞fHuあり

SfG5 11<苗i付近 1:J5 合fi 2:l.I ;).1 18.7 1:180.0 ;.U~ミ l手 íilf見 6'ね LJ~:' 表面中央i二滋打挺及び採~Üあり

SW5 I主主計.till 156 日117ei 7.1 つ5 :u :>1.5 絞らin;廷!民お 4而砥fl!l

SK8 185 不!YJ干:をUl-tl (.1日) 0.7 (1i.2) :11.1 ヰ{iZ l，1j鉱物持品合千l {î ~Xと

F7G Pit:32:{ 507 石5手 .1.8 1.7 1.5 1i0.0 話3本t!とf品{:i 平な総門際l主将lの刻織をHち欠く

Pil120u 508 mu  2.D 1.1 1.0 10.0 ネ緑色泥Æ-~' 全両日!fi1Ii

谷2 516 行{鋒 9.1 5.1 5.! :120.0 *者TI粒花お i三f']幾長島11二1条の浅い議がめくる

HI自G波乱j 517 子{5室 10.7 5.8 5.8 :1.10.0 *n~â;;社向閃イ~î!配 !lj~~;' 長Pl撲のi主総の 1主の滋を主体iこ、 1."f:Jこに主i程iをきるようにめぐる

谷3 52l !真空~fíf宇 1:1.1 2.7 5.1 270.0 ネ剥粒iEJ，Y;j羊; 法官fls誌の限荷に形段階の高ltH在あり .Jfl告全ilii:二及iまず

幸子2 522 日一刃石斧 fi.s 1.:1 :1.(; 15.0 米斡:.1、 -[~削砥[匝

149 



第3章久蔵峰北遺跡の調査

表61 久蔵峰北遺跡鉄器観察表

i置構f'， No 汗主 !il主 最大長(cm) 最大阪(cm) 閉さ (cm) Wi 場+

S 1 9 日:l 71子の刃部? (1.7) 2.0 0.:1 

S 1 10 Do 版状 :1.8 2.0 0.3 

S 110 100 版状 ，1.5 2.0 0.'1 

S 110 101 促状 (5.7) I.7 0.:3 

S 1 12 1G0 鉄総? (5.:ll (-1.2) 0.2 

S 1 I日 183 待状 2.4 0..1 O.ζi 

S 120 100 待状 8.0 0.8 0.0 

S 121 202 錐状工具 (4.0 2.2 0..1 

S 121 203 錐状工具 も1.9) 2.0 。i
S 121 204 刀子 (乱3) 1.8 0.3 

S 121 205 務状 (3.0 0.4 0.3 

S 121 206 半料犬 (2.7) 0.0 0.3 

S 121 207 約;状 3.6 0.5 0.5 

S 125 220 持状 (3.3) 0.6 0.0 

S 1 :11 238 鉄銭。 (5.0) 1.3 刃部0.2

S 131 2:1日 錨か刀子の柄? も1.1) 1.3 0.4 

S 134 2.17 量夕、鍛? (2.3) 1.8 刃部0.'1

S 138 283 板状 2.3 l.D 0.2 

S [:10 282 体状 ;J.J 0.7 0.5 

S 140 311 事事状 1:l.5 L2 0.8 

S 1 -10 312 刀子 (9.0) 1.4 刃剖10.2

S 140 :1l3 刀子の刃部? (3. I) 2.，1 0.5 

S 140 314 重臣 3.7 I.7 0.3 

S 143 3'18 鉄縫? :3.5 0.3 

S 150 379 鈍 (3.'1) I.G 刃部0.3

S 158 303 板状 ，1. 7 3.4 0..1 

S 158 :104 棒状 (2.5) 0.0 0.3 

S 158 3D5 科会状 (2.7) OA 0.5 

S 150 410 版状 G1.6) 2.0 0.7 

S 150 417 鉄線? G1.7) I.7 刃部0.:1

S 101 -1:3，1 鎚 (7.0) 1.3 刃部0.2 柄部の袋側に柄木を添え霊童で巻く

S 1 til 435 書面 1.9 1.5 刃部0.4

S 104 437 絡状 ノi司7 I.l 0.5 

S 104 .138 絡状 4.0 0.8 0.3 

布lITIV原主主柱建物 1 168 板状 (5.2) 1.5 0.3 

S K29 4日5 鏑先 32.3 10.6 刃部0.6

SK2() 496 鉄板 13.0 1'1.9 0.6 

S K:l2 503 ~!{~茎鉄鎖 1.8 1.8 0.1 穿孔あり@木質付事費

P 682 511 板状 1.4 1.0 0.2 

包台帳?中 527 板状 1.3 2.1 0.:1 

包含!諮中 528 棒状 (3.4) 0.0 0.5 

括主舌L土 529 体iX (3.'1) 0.5 0.3 植物性繊維が付着

波乱立二 5:10 版状 (3日) 0.9 0.3 

lJlt乱土 531 体状 (12.6) 0.7 0.7 



第4章 !腹谷遺跡の調査

第4章駿谷遺跡の調査

第1節遺跡の立地と層序

蜂谷遺跡は、東伯郡東伯町宇蜂谷に所在する。地理的に

は、大山から放射状に延びる尾根の北東端にあたり、標高

56m~63m~こ位置‘する o 調査区には尾根部と谷部を含み、

その比高差は調査前の地形で7mとやや急な谷地形を呈す

る。調査区は大きくは西側の尾根部と東側の谷部に分けら

れ、谷部の東側に位置する尾根も一部調査区内に含む。

腹谷遺跡の東側には、近年の造成等により改変を受けた

浅い谷があり、その谷を挟んで75mの距離に久蔵峰北遺跡、

が隣接する。このように指呼の聞に位置する両遺跡は存続

する時期においても併行し、蜂谷遺跡で確認された遺構の

時期は久蔵峰北遺跡、の存続時期の中に含まれる。このこと

から両遺跡は本来一連のものであったと思われる。また腹

谷遺跡の西側には大きく挟り込んだ谷を挟んで岩本遺跡、が

位置する。

腹谷遺跡の調査区内の状況は、調査前の状況として、ほ

ぽ全体に竹や笹が生い茂っており、表土面の下に厚く根を

I 

←治機nTi認百五
E 

←遺構確認而

皿

N 

V 

日 50cm 

一一一一一

I 褐色土
II 11奇蹟褐色土(ホーキ腐の二次校総土隠)
m t在褐色土(ホーキ火山灰層)
IV 黄褐色土 (AT 姶良丹沢火山灰潟 20，OOO~25，OOOY.B.P)
V 白色粘質土

V1 i炎赤筒色粘質土(ハードローム)

第185図 捜谷遺跡基本層序

はっている状況であった。根がはっている範囲では、遺構検出・土層の分層が困難であったことから、

現表土面から厚い範囲を表土として扱わなくてはならない状況であった。

表土下の土層堆積状況としては、西側の尾根部では表土下に一部の地点で赤褐色土(ソフトローム)

を主体とした2次堆積土層が認められるところもあったが、尾根部大半ではホーキ層、もしくはホー

キ層の2次堆積土層が認められ、遺構もこれらの層の上面で確認された。また、ホーキ層の下には尾

根の中央付近ではAT層が残存している状況であり、白色粘質土、淡赤褐色粘質土(ハードローム)

の順に深く認められ、検出した遺構の深さはこの淡赤褐色粘質土層中にとどまる。調査区東側にあた

る谷部では、表土下の状況として大きく暗褐色土、褐色土に分けられる遺物包含層が厚く堆積してい

る状況であった。また調査区東端も谷部から 7mほど高くなった尾根であり、 20cmほどの薄い表土下

からはAT層が認められ、これを確認面とする遺構が検出された。調査区東側尾根部の基本層序は調

査区西側の尾根のAT層下の状況と一致する。

第 2節調査の成果

(1) 調査の概要

調査開始に先立ち、業者委託により 4月17日に調査前航空写真撮影、 4月21日に調査前地形測量を

行った。 4月28日から重機による表土剥ぎを行い、 5月12日発掘調査を開始した。

調査は東伯町教育委員会の試掘調査により竪穴住居跡が確認された調査区西側の尾根部から行い、

竪穴住居跡3棟、土坑6基、溝状遺構1条、ピット43基を検出した。調査区東側の谷部は同町教育委
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半

。い一一一一竺1:500~m 

第186図 塩谷遺跡調査前地形測量図



第4主主 娘谷遺跡の調査
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第187図 堕谷遺跡調査後地形測量図



第4章蚊谷遺跡の調査

員会の試掘調査が行われておらず、また、現行の地形から近年の造成による谷の改変が予想されたが、

表土剥ぎ中に厚い包含層の存在が確認されたため、 6月10日から尾根部の調査と併行して遺構検出作

業を行った。谷部での調査では住居跡の遺構は検出されず、土坑2基、ピット 2基の検出のみであっ

た。しかし、後述するように谷部包含層はその多くは弥生時代から古墳時代の遺物で占められていた

が、中世の陶器のほか近世と思われる磁器も含まれており、谷が現況のように埋没した時期は中世も

しくは近世以降であることが明らかとなった。調査区東側の尾根部についても谷部とともに調査を行

い、竪穴住居跡1棟、ピット 1基を確認した。

腹谷遺跡の調査は7月31日に終え、 8月6日に調査後航空写真撮影、 8月20日に調査後地形測量を

業者委託により行い、現地での作業を終了した。

(2) 竪穴住居跡

S I 1 (第188~190図、表63、 PL. 84・87)

SI 1は調査区西側を南北に通る尾根平坦面の南端、 H7・8、17・8グリッドに位置する。標高

およそ62.25m、ホーキ層および、白色粘質土層を確認面とした。本遺構内、およびその周辺は近年

の梨栽培に伴う耕作により撹乱を受けている状況であり、住居内埋土や壁の一部は失われていたo 平

面形は隅丸方形で、東西5.16m、南北3.92mの規模である。深さは確認面から最も残りのよいところ

で、20Cl1lあまりであった。床面は黄褐色土と白色粘質土による貼床が全面に施されている。

柱穴と考えられるピットは4基確認され、中央にはピットが配置されている。壁溝は住居全体には

廻らなく北東側、西側で途切れており、南東側では壁よりも約40cm内側を廻る。中央のピットからの

びる床溝は東側に向かい東壁の壁溝に連結する。

埋土の状況は、検出面の層中に細片であったが炭化材が多く含まれ、焼失住居であることが確認で

きた。下層でも大きなもので 5cmほどの遺存状況ではあったが、炭化材が住居中央付近にまとまって

検出されたほか、焼土も認められた。確認された焼土は、付近の炭化材よりも直上から 5cmほど上位

に位置する状況であった。また炭化材に関しては、検出した状況からこれらの部材が住居のどの部分

に用いられていたかを判別するのは困難であるが、その多くは繊維方向を住居中心部に向けているこ

とから垂木の可能性が高いと思われる。また、第6章第3節で触れるように、本遺構の炭化材は一部

ではあるが樹種同定分析を行い、クリであることが確認された。

本遺構の出土遺物であるが、先述したように遺構の遺存状況は、近年の撹乱等を受けており、最も

残りの良いところでも床面から20cmほどであったため、出土遺物でその様相が分かるものはあまり認

められなかった。 1は高坪の杯部で、内外面ナデによる最終調整が施されているが、下半にハケによ

る調整の痕跡を残す。 2は奮の頚部から口縁部の破片で、口縁部は直立する。また、外面には平行多

条沈線文が施された後、上半部分をナデ消している。 3は平底の査の底部で、内面ケズリ、外面はハ

ケ調整の後ナデが施される。

さて本遺構の時期であるが、床面付近から出土している 2の蛮は、口縁部に施した平行多条沈線文

をナデ消すなど、清水編年V… 3の時期の特徴と考えられ、このことから弥生時代後期後葉の時期が

考えられる。

-154 



腹谷遺跡の調査

①H音褐色土(炭化材を含む)

②j炎褐色土(:1主褐色土のブロックを含む)
③褐色土

④f{?，色土(白色粘質土のブロック・炭化材

を含む)

⑤褐色土(貨褐色土のブロックを含む)

⑥褐色土(貨褐色土のブロック・炭化材を

含む)

⑦淡褐色土(黄褐色土のブロック・炭化材
を含む)

⑧黄禍色土(賞褐色土・白色粘質土のブロッ

クを含む)

⑨褐色土(炭化材を含む)
⑮淡灰褐色土(白色粘質土のブロックを含

む)

⑤暗灰褐色土(黄褐色土のブロックを含む)

⑫淡褐色土(貼床、裁褐色土のブロックを

含む)

⑬淡褐色土(淡化材を含む)

(jj)s音褐色土(黄褐色土のブロック・炭化材・

焼土を含む)

⑮淡褐色土

⑮暗褐色土(炭化材を多く含む)

⑨H音灰褐色土(黄褐色土のブロック・炭化

材を含む)

⑮灰褐色土(黄褐色土のブロック・炭化材

を含む)

⑮灰褐色土(炭化材・焼土を含む)

⑫淡灰縞色土(黄褐色土・白色粘質土のブ

ロックを含む)

③淡策褐色土(黄褐色土・白色粘質土のブ
ロックを含む)
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l度谷遺跡の調査第4主主

o5=  1 :.1 10cm 

出土遺物81 1 第190図

PL. 84) (第191図、815 

SI 1の貼床除去後に検出した住居跡である。主軸をSI1よりもやや西に傾ける。床面等はすでに

南側で壁溝の一部とピット10基を確認したのみである。南側の壁溝は南SI 1により壊されており、

先述したように遺構すぐに調査区外にのびる。本住居跡の規模であるが、西隅で北側に屈曲するが、

全体の規模は調査区外も急激に地形が傾斜することから遺存はせず、また、の大半が失われており、

の地山であることから、SI 1西壁の北部分は淡赤褐色粘質土(ハードローム)しかし、不明である。

壁溝は残らないが北西壁部分南北規模は、東西規模は最大でもSI1を大きく上回るものではない。

わずかに残る西側部分と考えられるわずかな落ち込みが確認できることから3.68mである。埋土は、

で褐色土が20cmほど認められた。

本遺構の時期を推察できる遺存状態ではない。出土遺物はピットから土器の細片がみられたが、

本住居跡には明確に柱穴となるピットは確認できなかったSI 1に埋土を壊された状況であったが、

SI 1とほぼ同じその場合、SI 1と柱穴を共有する建替え前の住居である可能性があり、ことから、
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第192図 812実測図

812 (第192・193図、表63・64、PL.84・85・87・93)

S12は調査区西側の尾根平坦面のほぼ

中央、 F5、G5グリッドに位置する。標

高60.88m、ホーキ層の 2次堆積土と考え

られる暗黄褐色土層を確認面とする。平面

形は隅丸の長方形で、規模は東西3.48m、

南北4.60mで、ある。深さは最も残りの良い

部分で60cmを測る。白色粘質土層を床面と

し、 7基のピットを検出した。うち 6基が

柱穴と考えられ、サイコロの6の目のよう

に配置されている。また、ピット l基は住

居中央から東によったところに位置する。

壁溝は住居全体には廻らず北東側、西側、

北側で一部途切れている。

τ二==F-~

θ 

O /2l G8 

L35 

0s= 1 >1 10cm 

0 5出:2cm  

第193図 812 出土遺物



第4章腹谷遺跡の調査

A 

~ヘ
ヰヤ

①黒褐色土(俊吉υ
②褐色土
③淡褐色土
④淡黄褐色土
⑤淡黄褐色土(粘性強)
⑥褐色土 (5cmほどの赤褐色士のブロックを含む)
⑦淡灰褐色士(白色粘質土のブロックを含む)
③暗灰褐色士

⑨褐色土 (]Ocmほどの赤褐色土のブロックを含む)
⑮淡褐色土(白色粘質土のブロックを含む)
⑮褐色士(淡赤褐色粘質土のブロックを含む)
⑫褐色士(黄褐色土のブロックを含む)
⑬淡灰褐色土(赤褐色土・賛褐色土のブロックを含む)
⑮淡灰褐色土
⑮灰褐色土
⑩灰褐色土(淡赤褐色粘質士のブロックを含む)
⑫暗褐色土(黄褐色土のブロックを含む)
⑧淡灰褐色土(黄褐色土のブロックを含む)

p!. 

第194図 813実測図

除詮ミ
P12 

τω12
0m y 

勢多安
P20 P 13 
印50m

勢多
P14 
ω50m 

今夏
P15 
印e切m

凸~I."
警EJ察

P8 P16 

盟a9m 飢 50m
E E ~l ~r 

場 勢多
pg P17 

飢F-50m r 印印m
N N' 

警多 勢多
P 18 

E60-50mP10 u 印O50m 
O' 

物 努多安
P19 

物普盟国 E 物世田/ 

Os=  1: 802m  

日 トーザ
出土遺物としては、外反した口縁部をやや肥厚させる奮の口縁

部4や、 5の小型丸底査の胴部、 6の高杯、 7の鼓形器台の脚部

などがあげられる。また、埋土上層ではあるが、 8の両面穿孔が

施される蛇紋岩製の勾玉も出土した。本住居跡の時期は、床面か

ら出土遺物は認められなかったが、出土土器は天神川編年町期に

相当することから古墳時代前期末から中期初頭と考えられる。

Os=  1: 4 10 cm 

第195図 813出土遺物



第4章 ~長谷遺跡の調査

SI 3 (第194・195図、表63、PL.85盆 87)

S13は調査区西側の尾根平坦面、 S12の北側、 F5・6、G5・6グリッドに位置する。東伯町教

育委員会の試掘調査で確認された竪穴住居跡で、確認面はホーキ層の2次堆積層である。住居平面形

はやや六角形を呈する円形で、南北6.00m、東西5.68mの規模で、深さは確認面より 10C111ほどであっ

た。床面は住居の北西側で一部AT層であったが、それ以外は白色粘質土層とする。ピットは19基検

出され、柱穴と考えられるものはPl~6 の 6 基が確認でき、中央ピットとしては P7 が考えられる。

壁溝は住居内を全周し、床溝は住居西側に幅10cmのものが、南北に 2mほど認められ、 P3・17に一

部壊されている。

出土遺物はあまり認められなかったが、床面付近から10の口縁部外面に平行多条沈線文が施される

壷の破片が出土している。

本遺構の時期であるが、 10の壷が清水編年V-3に相当することから、弥生時代後期後葉の時期が

考えられる。

¥ ¥ ，\~\(ぷ 「ぎ「陸揚
尽さ ぶ義、

考夢
~ /\~4 

斗い l /庁¥￥ぞーも¥

ベ'11 1{ γA、、，! ωぉ 於泌 P7 

A-Y ト j
⑨ i-J-A i j際 ~ID 援
P2 

立/ l P1 4 d /r  J← 」 選Sぶ議
JISsF s 

P8 

場l口と!:耐 i 

「つんム;
60.70m A 

60.70m 
C 

会褐色土(関苦し)
会H音褐色土 (1炎赤褐色粘質土のブロックを含む)
③H音褐色土
④H青褐色土(しまり強)

⑤H対日色土(白色粘質士のブロックを含む)

60.70m 
D 

P2 
D' 

m
 
2
二

ω
一
1
0
1
 

Q
U

一
。
上

第196図 SI4実測図



第4章腹谷遺跡、の調査
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814 (第196・197図、表63・64、PL.85・87・88・93)

SI4は調査区東側尾根の平坦面から谷部への落ち際のC8・9グリッドに位置する。標高60.42m、

AT層を検出面とする。 SI4の住居構造はその立地条件から、その大部分は住居埋土を含め、谷部に

崩落してしまったと考えられ、住居東側に壁溝などを残すのみである。住居平面形は東壁の壁溝が南

北で西側に屈曲をみせることから方形、もしくは長方形であったと考えられる。規模は南北で4.40m

ほどである。

検出した床面は住居東側に限られるが、 ATJ曹を床面とし、本住居跡に含まれると思われる範囲か

らは、ピットが8基確認された。そのうちPl~4 の 4 基が柱穴と考えられる。また、中央の P5 の

付近には焼土面が認められた。

本住居跡の残存状況は良くなかったが、住居東側に残存するわずかな埋土中には多くの出土遺物が

認められた。 11・12・13は衰の口縁部である。口縁部中位には丸みを持った鈍い稜を有し、稜より上

位の部分は短縮化が進んでいる。口唇部は、 11が丸みを帯びており、 12・13は平祖面を作っている。

14は脚部分を失っているが、境形の坪部を持つ高坪である。 15はカマドの底部の破片で、外面タテハ

ケ、内面は縦方向のへラケズリが施される。成形の際、粘土の積み上げによって自重で肥厚してしまっ

た内外面の底部には横方向のへラケズリが施される。 16は須恵器坪蓋の破片で、口縁部はわずかでは

あるが外反しており、天井部と口縁部との聞の稜や口唇部の稜が鋭く作られている。復元ではあるが

口径14cmを測る o 17は黒曜石の石核である。

本住居跡の時期であるが、出土した饗口縁部の特徴は天神間編年医期、もしくはX期に、須恵器坪

蓋は陶邑編年MT15に相当すると思われる。このことから古墳時代中期末から後期初頭頃の年代が考

えられる。

-160-



(3) 土坑

SK1 (第198・199図、表63、PL.85・88)

G8グリッド北西側、高さ61.80mの平坦面に位置する。平面

形は四隅が若干張る楕円形で、長軸130cm、短軸106clll、深さ105

cmを測る。土坑内は深さ70cmほどのところで平坦面を持ち、北西

担1カfさらに1ftくなる。

出土遺物18・19は費口縁部の破片で、 18には日韓部に平行多条

沈線文、眉部には貝殻腹縁文が施されている。 19は特に施文はさ

れず、ヨコナデによる調整のみである。 20・21は高郎、もしくは

器台の脚部の破片で、両者とも円形の透孔が穿孔される。 21の内

外面には赤色塗彩が施される。

本遺構の時期であるが、 19・20・21の出土遺物は埋土上層から

中層にかけて認められたものであり、 18は底面直上からのもので

ある。 18の底面@上の土器は清水編年V-3に相当することから

弥生時代後期後葉の時期と考えられる。

なお、 SK1の付近にはSK2、SK3、SK5、SK8がコの字

状にみられる。ここでは埋土の状況に柱の痕跡は確認できなかっ

たことから、個々に取り扱うこととするが、近接しながらも切り

合わず、底面の高さもほぼ同レベルになっていることから、掘立

柱建物等の一連の遺構になる可能性がある。

SK 2 (第200・201図、表63、PL.85・88)

G8グリッド西側、高さ61.80mの平坦面に位置する。平面形

は四隅が丸くなる方形で、長軸122cm、盟軸107cm、深さ100cmを

測る o 土坑内は深さ80cmほどのところで平坦面を持ち、中央でさ

らに若干の窪みがみられる。形状や埋土の色調などSKlと近似

しているが、混入している土に違いが見られる。

出土遺物はわずかであったが、底面付近から22の注口土器の注

目部分の破片が見られた。土師器にみるような先端をすぽませる

形態でないことから弥生土器と思われる。本遺構の年代的位置付

けは難しいが、 SKl等と関連したものであるならば、弥生時代

後期後葉の年代が考えられる。

電ヲ十~18 v--<f: 
どこ」 三ミ20自2 丸1
第199図 SK 1出土遺物
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会話~m色土
安時褐色jニ

第4事: 蚊谷遺跡の調査
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を号存在褐色ニ仁(貨褐色ニlこ・白色村s賢二t.m'補色土
のブロックを含む)

0s=  1 :401m  

第198図 SK 1実測図

包並立じ

〈号黒褐色土
(前ltl色土プロックを含む)

さじ明裕色土(策裕色土プロックを含む)
③褐色土
@Ulrt品色土(淡赤褐色給資Jニブロックを合む)

OS出 1:401m  

第200図 SK2実測図
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第201図 SK2出土遺物



第4章娘谷遺跡の調査
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②町H高色土(悶乱)
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ミ号明褐色土 (s'"褐色土ブロックを含む)

0s=  1 :401m  0 5出 1:401日 0s=  1: 401m  

第202図 SK3実現.1]図 第204図 SK5実測図 第205図 SK8実測図

領 cJ23 
SK 3 (第202・203図、表63、PL.86・88)

G8グリッド北西側、高さ61.70mの平坦面にSKl、SK2に挟まれ

て位置する。平面形は四隅が丸くなる方形で、長軸121cm、短軸104cm、

深さ98cmを測る。土坑内は、東側で深さ50cmのところで大きさを減じさ

0s=  1:4 10cm 

第203図 SK3出土遺物

せている。平面形はSKl、SK2に近いが、底面の窪みはみられない。

出土遺物はわずかではあったが、埋土上層中から費もしくは壷の口縁部の破片である23がみられた。

口縁部には平行多条沈線文が施されている。

本土坑の時期は、埋土上層中からわずかに遺物が認められたのみであり、詳らかにできないが、出

土遺物は清水編年V 3に相当することから弥生時代後期後葉頃かと思われる。

SK5 (第204図、 PL.86) 

G8グリッド西側の高さ61.70mの平坦面、 SK2の東側に位置する。平面形は四隅が丸くなる方形

で、東側の上半部分は植え込みによる撹乱を受ける。大きさは長軸104cm、短軸推定102cm、深さ100

cmである。 SKl、SK2などは検出面から底面に向かいほぽ垂直に落ち込んだ形状を呈したが、 SK

5は検出面から底面に向かい徐々に大きさを減じさせる。また底面部分の形も平坦面を作らない、丸

くしたものである。

出土遺物はみられず、本遺構の時期は不明である。

SK8 (第205図、 PL.86) 

G8グリッドの北西側、高さ61.50mの平坦面、 SKlの東側に位置する。平面形は四隅が丸くなる

方形で、南辺部分がやや膨らんだ形状である。長軸116cm、短軸90cm、深さ74cmを測る。 SK8もSK

5に近く緩やかな丸みを底面の形状を呈している。

出土遺物はみられなかった。本遺構の時期は不明である。
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第4章蚊谷遺跡の調査
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第207図 SK4出土遺物
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③H音褐色土①淡褐色土 (tj、擦を若干含む)

0s=  1・401m
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0s=  1 :401m  
ーしー………」

第208図 SK6実測図

SK4 (第206・207図、表63・64、 PL.86・88)

E9グリッドの東側、一部D9グリッドにかかった地点に位置する。谷部に堆積した包含層の調査

第209図 SK7実測図

の後、淡赤褐色粘質土を検出面として58.20cmの高さで確認した。規模は長径78cm、短径68cm、深さ

64cmを測り、平面形は円形を呈する。土坑内は検出面から底面に向かいやや急な傾斜で落ち込み、底

面は緩やかな丸みを持っている。

出土遺物には、埋土上層中で出土した口縁部から肩部にかけての査の破片24がみられたほか、底面

からは流紋岩質安山岩の敵石25が出土した。 24の奮は、外反した口縁部下半に稜を有し、口唇部に平

坦面を作る。

本土坑の時期であるが、査口縁部の特徴が天神川編年四期に相当することから、古墳時代中期中頃

と考えられる。



第4章妓谷遺跡の調査

SK 6 (第208図、 PL.86) 

1 6グリッド東側、 60.90mの高さで、ホーキ層を検出面とし確認した。平面円形で、長径108cm、短

径104cOl、深さ74cOlを測る。本遺構の埋土の状況は、淡褐色土の単層であったが、埋土中に含まれる

小喋等はホーキ層中にみられるものであり、検出面であるホーキ層とは色調を異にする以外、きわめ

て近い特徴を有する o

出土遺物もみられなく、本遺構の時期は不明である。

SK 7 (第209図、 PL.86) 

E9グリッドの南東側、一部E10グリッドにかかった地点に位置する。谷部包含層の調査後、 58.70

mの高さで淡赤褐色粘質土を確認面として検出した。長径86cOl、短径82cOl、深さ73cOlの規模を持ち、

円形の平面形である。断面形は底面に向かい徐々にその大きさを減じさせた、すり鉢状の形状を呈す

るo

出土遺物はみられず、本遺構の時期は不明である。

(4) その他の遺構

SD1 (溝状遺構第211図、表63、PL.88) 

SD 1は、調査区西側の尾根を南北に分断するように、 H6グリッド南西の調査区外から東に16m

ほど向かい、 G6・7グリッドで北東方向に屈曲し、 F5・6グリッドを通り調査区外に延びる。確

認できた範囲で溝の長さは約32m、標高は確認面でおよそ58.5~62.0mで、ある。 G6 ・ 7 グリッドの

屈曲する地点が、溝のほぼ中間にあたる。 幅約180cm、深さは確認面から最も深いところで40cmほど

を測ったが、ほぽ20~30cIllの深さであった。埋土は黄褐色土のブロックを含んだ暗褐色土の単閣で、

埋土中からは須恵器や土師器の細片がわずかに認められた。 26、27はいずれも須恵器で、 26は衰の胴

部の破片で、外面に格子タタキ目、内面に青海波文が見られる。 27は郎蓋の天井部の破片で、輪状の

摘みが貼り付けられている。

さて本遺構の時期であるが、出土遺物では図に挙げた須恵器よりも新しい時期の遺物は確認できな

かった。しかし、 SD1が調査区外に延びた地点であるF5グリッドや16グワッドにおいて、傾斜地

でありながら現在の地形も溝状の窪みが確認できること、埋土である黄褐色土ブロックを含んだ暗褐

色土が調査区内にみられた梨の栽培による撹乱土に近いことから近現代の新しい時期に掘られた溝で

あると思われる。

建
替

出土今五議翠 27

Os=  1:-1 10cm 

第210図 SD 1出土遺物

ピット(第211図、表62)

腹谷遺跡では住届跡内で検出したピットを除き、 46基のピットを確

認した。調査区東側の尾根や、尾根から下る斜面地にわずかながら見

られたが、調査区西側尾根、特に尾根から西側に張り出す部分に多く

分布する。埋土の状況は、 P8を除き単層である。柱痕が確認される

ものもなく、配列等からも建物跡と言えるものはない。計測値は表62

の通りである。

(5) 谷部の調査(第212""215図、表63""66、PL.89""93) 

調査区東側の谷部では、検出された遺構はSK4・7、P2・3の

164 
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第4章腹谷遺跡の調査

表62捜谷遺跡ピット一覧表依拠出i位はcω
Pit番号|主主筏 i奴筏|泌さ| 理土色淡 | 係i'考
Pit 1 1 :12 1 :l0 1 20.5 1 "部品色 1 

Pit 2 1 ，19 1 :10 1 29 1 U密約主主
Pit 3 1 22 1 15 1 2:J 1 u音字詰色
Pit4 1 181 151 181淡褐色
Pit 5 1 :16 1 :l2.51 181灰ぬ色
Pit6 1 :15.51 :121 2211，1<1詰色
Pit 7 1 :17 1 :;，1.51 221淡民約色
Pit 8 1 :10 1 20 1 22 1 I府民約包・淡淡路色 12 
Fit 9 1 :151 :lO 1 27.51決渇{g
Pit10 1 2，11 221 221淡灰褐色
Pit111 271 221 1:;1淡褐色
Pit12 1 2.1 1 2:1 1 2止叶淡11M"
pitl:l 1 201 251 251隊約色
mtl，1 1 28 1 26 1 10 1淡褐色
町日 l 山 28I 16.5は完結色

PiU2 
Pit，1:3 
Pit.t.{ 
Pit，15 
PiU6 

24 
26 
2;) 

2s 
24 
26 
:10 
1:1 
:10 
2.1 
2お
22.5 
16.5 
:18.5 
:32.5 
22 
20 
:lO 

22 戸
2ι1 

2:1 
2s 
26 
1:1 

19 炎筒色
20 Ii炎f母{g
山?昌t立

，語、

:::f:b!fiIH::l: 

0s=  1: 500Om  

第211図 SD 1・ピット配置図
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第4章蚊谷遺跡の調査

みであったが、谷部を埋める堆積土中には遺構に伴わない野しい量の遺物が包蔵されていた。谷部で

は部分的にではあるがサブトレンチによって、遺物包含層下に無遺物層が続くことを確認し、この遺

物包含層までを調査対象とした。谷部堆積土は大きくは上から表土、暗褐色土、褐色土に分けられ、

暗褐色土はさらに粘性、締まり、色調の差により分層できた。そのうち遺物を多量に包含した層は暗

褐色土層の7・9・10層、褐色土層の11層である。

さて、この谷部堆積土であるが、色調、粘性、締まり等で分層は行えたが、特に谷部の埋没過程を

反映するものではない。出土遺物は暗褐色土層、褐色土層ともに弥生時代中期後半~古墳時代中期に

かけての遺物を中心とし、両者間の出土遺物には接合するものもみられた。また、出土量はわずかで

あったが、古代および中世、また近世のものと思われる遺物もみられる。このことから腹谷遺跡の谷

部が現況の埋没をした時期は、中世もしくは近世ころの時期が考えられ、谷部包含層内の遺物の大半

を占める弥生時代中期後半~古墳時代中期の遺物は、谷部を挟んだ、東西の尾根上に立地していた該期

の遺構の崩落に伴って多量に流れ込んだ、ものと考えられる。

出土遺物であるが、暗褐色土中から出土した土器については28~31 までが弥生土器、 32~54までが

土師器、 55~59までが須恵器、 60~62が中世以降のものである。 28は器台の口縁部分で、内面にへラ

ミガキ、外面口縁部には密な平行多条沈線文の後、 2段の波状文・竹管文が組み合わさる文様が施さ

れる。 29は壷の上半部で口縁部に凹線文、頚部には凹線・刺突文が施文される。これらの弥生土器は

時期が判別するものに関しては、その形態や施された文様の特徴から清水編年V-2・3に相当し、

弥生時代後期中葉から後葉の時期が考えられる。土師器に関しては、 35~37の嚢が口縁部立ち上がり

の定縮化が見られず、下端の稜も明確であることから古墳時代前期、このうち35、36の肩部まで確認

できるものは、肩部の張りはあまり認められないことから天神川編年E期、前期前半頃の時期と思わ

れる。 38~43の護は口縁部立ち上がりの短縮化が進み、下端の稜も丸みを帯びていることから天神川

編年VIIl.1X期に相当し、中期中葉頃の時期が考えられる。高坪44~48はいずれも古墳時代中期のもの

と見られる。 54は復元口径9.8cmの小型の土師器杯で、外面は粗いへラミガキによる調整、内面には

横方向の粗いへラミガキの後、放射状のへラミガキ(暗文)が一段施される。口縁部での立ち上がり

はほとんどみられず、偏平な器形を呈すことは皿に含まれるものかもしれない。調整の特徴が平城宮

E期、もしくはE期に相当すると思われることから、 8世紀の第2四半期頃のものと考えられる。鳥

取県内の類例としては、 54よりも口縁部の立ち上がりが認められ、赤彩が施されるなどの違いがある

が、法量等からは米子城跡21遺跡(漬隆造1998~米子城跡21遺跡~ (財)鳥取県教育文化財団)の包

含層出土の暗文が施文される土師器杯がもっとも近い。 62は外面に格子タタキ、内面にはヨコハケが

施された中世須恵器の衰の破片である。 63~65は鉄製品で、 63は曲刃鎌の刃部、 64が無茎平根式で長

三角形の鉄鍛、 65が鈍の刃部である。 66は角閃石安山岩の長軸の両端を打ち欠いた石錘である。

褐色包含層中出土土器も暗褐色土層と同様に弥生時代後期から古墳時代中期までの時期のものが中

心となるが、 67・68なと、清水編年IV-3、弥生時代中期後葉ころの土器も認められる。査67は口縁部

に凹線を施した後、棒状浮文が貼り付けられる。査68は頚部に粘土帯が貼り付けられる。 69~73は弥

生時代後期に相当する。 74も弥生土器と思われるが、平底の底部に穿孔が施された鉢である。 75は時

期が下り、陶器であるが、色調や胎土から常滑の震の破片であると思われる。 76~78までが石製品で、

76は花園岩質アプライトを石材とした砥石である。 77はサヌカイト製の石槍状石器、 78もサヌカイト

を石材とした凹基式の石鍛である。 79は直径2cmあまりの穿孔されない土玉である。
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第215図 谷部褐色包含層出土遺物

(6) 遺構外出土遺物(第216・217図、表63，......66、PL.91，......93) 
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調査区西側の尾根上では、表土下に一部ではあったが、赤褐色土(ソフトローム)を主体とした2

次堆積土層が認められるところがあり、その層中からはわずかではあるが遺物の出土がみられた。 81

は器台で、複合口縁の受部から筒部へとすぽまり、筒部から脚部に向かつてはハの宇状に広がる器形

を呈する。また、施文は外面口縁部、および筒部には凹線がみられるほか、筒部には4方向の穿孔が

される。清水編年のV-l、もしくは2に相当すると思われる。 83は閃緑岩を石材とし、敵石および、

磨石として用いられている o 6面すべてに使用の痕跡がみられる。

そのほか、表土、撹乱土中から古墳時代後期以降の土師器衰の85、86、回転糸切痕が底面に残る須

恵器坪87、高台部分を欠失しているが、外面のヘラミガキは省略され、内面に放射状にヘラミガキ

(暗文)が施される89がみられた。 87、89はともに8世紀以降のものである。また、 90は外面に格子
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。 ② 
己殴打痕

口脚

口
0s=  1: 4 10cm 

83 

第216図尾根部包含層出土遺物

ーに ア二 ---~" 

己J~ 

87 

場製為 彦三三 郎

0s=  1: 4 10cm 

。

口即
日制服 @ 

@ 

93 。91 05口 1:2cm  

第217図 表土・撹乱土中出土遺物

タタキが施された中世須恵器の震の破片である。 91は石英安山岩の敵石で、外面は酸化のためか黄褐

色を呈し、敵痕の付近には被熱もしくは、酸化を原因とする赤色面が認められる。 92は筒状の土錘、

93は袋状鉄斧の柄の部分の破片と思われる。

-171 
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第3節まとめ

腹谷遺跡では上述したように、竪穴住居跡5棟、土坑8基、溝状遺構1条、ピット46基の遺構を検

出した。ここでは腹谷遺跡で検出した遺構について若干触れる。

調査区西側の尾根部で確認されたSIlは焼失住居であった。鳥取県内の焼失住居に関しては従前

の研究として、住居内の出土遺物の多寡の状況から、放火による住居廃棄の考察や、弥生時代後期後

葉の時期に卓越して焼失住居が認められる等の意見(牧本 2002)、上屋構造の復原研究がある(浅

川編 2001)。蜂谷遺跡SIlでは遺構の遺存状況はあまり良くなかったため、遺物の出土状況による

住居廃棄等については明らかでないが、時期は弥生時代後期後葉に属し、山陰地方で最も焼失住居が

認められる時期のものである。また、上屋構造の復原においては、炭化材等良好な出土状態ではなかっ

たが、住居中央付近では炭化材、焼土が部分的に認められ、確認された焼土は、付近の炭化材よりも

直上から 5cmほど上位に位置する状況であった。このことは焼失した住居建材の上に土が乗った状態

を示すと考えられ、土屋根であった可能性が高い。また、出土炭化材に関しては、一部ではあるが樹

種同定分析を行い、分析を行った炭化材についてはすべてクリであったことが判明した。鳥取県中部

における該期の住居建材へのクリ材利用に関しては、従来の分析ではあまり明らかでなかったが、近

来では井園地中ソネ遺跡SI9などで確認されている(古川・船橋 2003)。

次に、第1節において腹谷遺跡と久蔵峰北遺跡とは指呼の距離に位置することなどから、本来は一

連の遺跡と捉えられることは述べたが、古墳時代前期末の時期に属するSI2に関しては、該期の遺構

が久蔵峰北遺跡において確認されていないことから一連の遺跡としての認識とは異にする。また、弥生

時代中期後半~古墳時代中期の遺物が多量に見られた腹谷遺跡谷部包含層出土遺物も、古墳時代前期の

遺物は前半のものを中心とすることから、谷部を挟んだ東西の尾根上に現在は残存しない遺構が立地し

ていた場合も該期の遺構は希薄であったと思われる。しかし、腹谷遺跡の南側に近在する八橋第 2~4

遺跡(大賀 2001)では該期に位置付けられる竪穴住居跡が多く認められることから、古墳時代前期末

頃の時期において集落は丘陵部をやや南に上った場所で展開されたと考えられる。この集落の変遷の

理解が妥当であるならば、 SI2はこの南側に移った集落に帰属するものと判断される。このように考

えた場合、腹谷遺跡の周辺では久蔵峰北遺跡、八橋第 2~4遺跡と弥生時代中期~古墳時代中期まで

集落が連綿と続き、腹谷遺跡はその縁辺部に形成されたものとして理解されるが、この場合において

も該期の集落の中心から外れて尾根先端部に立地するSI2は特殊な機能を有していた可能性もあり、

サイコロの6の目のように柱穴を配した稀な住居構造もその機能に起因してのものかもしれない。

以上、ここでは蜂谷遺跡で検出した遺構について若干触れたが、腹谷遺跡谷部で認められた包含層

遺物からは、残存する遺構よりも弥生時代後期から古墳時代中期にかけて当地における土地利用が活

発であったことが窺え、また古代や中世においてもわずかではありながらも腹谷遺跡の地が利用され

ていた可能性が考えられる。
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表63 堕谷遺跡土器観察表
法量の※は復元{筒、ムは残存値

i¥'o 遺構降雪f・立I也名阪・ 持図 種類・器fIll 法武(cm) 手法上の特徴 胎 土 焼成 色 説] 伯? 卦d壬
PL 

Sll 第190図 弥生土器 口径定当~23.4※ 外面口綾綾部部ヨコナナデデ。。体体部部ハナケデ後。ナデ。 砂*擦(を6含mmむ以)下の 外内面面黄燈褐色色 外面付赤口彩着縁部良好 スス
床面直上 PL87 高上不 ~J{:j GAム 内部口 ヨコ

内面

Sll 第190図 弥生護士舘 口径1"-8※
外部内面口縁部平行多条沈線文後ナデ。類 砂密 (5 mm以下の 色内面にぶい黄舷

部内外商口縁若つ ナデ。 良好
床面付近 PL87 器 5.8ム

面口縁部ヨコナデロ体部へラケズリ。
擦を含む) 外箇にぶい鐙色

スス付

3 Sll 第192凶 弥生土滋 底径定1"当r3 Ji8※ 外内面底!底部部ハケ後ナズデ。 密砂擦(を4mm含以む)下の 良好 内色外面とも褐灰
外面スス付

床面付近 PL87 翠宅 器 5.3ム 面 へラケリ。 務

SI2 第193図 土霊BIlEl総 口径2IM2rJ 12.5※ 外内国口縁縁部部ヨコナデJ 。 密 良好 内外面とも笹色 外国臼縁斗今J生部
唄土中 PL87 務 3.6ム 面口 ヨコナァ。 スス付

SI2 第193医I 小土型宣師丸言i器底
外街厨頭部部ヨコナデ。 JJ阿部ナデズ。リ

や下やの砂密篠(を2含mmむ以) 外内面にぶい燈色
δ 
床面付近 PL87 2苦お5.5ム ナ内面デ。 ナデ。胴部へラケ c 底部 良好

面糧色
内面黒斑

6 SI2 第193図
土i潟師杯器 器i笥9.2ム 外内面国体体部部・・脚腕部部ナナデデ。。底部指頭圧痕。 笹含川酬の砂粒 良好 内外裁続面ともにぶ床面付近 PL87 をむ) い色

7 SI2 第198図
土d旦h師旦ii苦I、言 I~径5道1:1.8 外内面面}倒出ii部部・底~部ヨコナデ。 密 良好 位内外色面とも浅黄

床面付近 PL87 器 4.1ム ナァ，n支部ヨコナデ。

9 SI2 PL87 土日古申里告苦 口fF壬ミH4※ 外内面面口縁部部ヨコナデJ 。 砂笹粒川 mm以下の 良好 内外面色ともにぶ
埋土中 器 3.0ム 口縁 ヨコナァ。 を含む) い椅

10 SI3 第195図 弥生士総 口径高17.0※ 
外面口縁部平行多条沈線文。類部ヨコ

砂密 (3 mm以下の 良好 内外黄面ともにぶ
床面付近 PL87 査宣 器 11.1ム ナァ。 擦を含む) い燈色

内面口縁部ヨコナデ。頚部へラケズリ。

11 
SI4 第197区| 土師主砲総 口径高16.4※ 外内面口縁縁部部ヨコナJデ。 や下やの砂密際(を3含mむ以) 良好 外内面箇灰灰黄白褐色色 着外面スス付
床面付近 PL88 1*<%6.7ム 面口 ヨコナァ。頚部へラケズリ。

12 SI4 第197図 土饗師器 口径前16.8※ 外面口縁縁部部ヨコナJデ。 砂密採(5 mm以下の 良好 内黄外燈面ともにぶ
床面付近 PL88 認 6.7ム 内面口 ヨコナァ。頚部へラケズリ。 を含む) い色

13 
SI4 第197図 土笈師器 口径1世ロr1 15.6※ 外面口縁縁部部ヨコナデデ。。 砂密粒(1 mm以下の 良好 内い外燈色面ともにぶ
埋土中 PL88 器 4.0ム 内面口 ヨコナ を含む)

SI4 第197図
土{!1:)自出申l杯告E 口径11i2.6 

外商ス口縁部ヨコナデ。体部ナデ・へラ
や下やの砂密擦(を5含mmむ以) 

色内面にぶい賞燈
1.1 ケリ。 良好
床面付近 PL87 器 5.0ム

内商口綾部ヨコナデ。休部ナデ。 外面燈色

SI4 第197図 土蔭師若宮 底器径高28.8※ 
外面体部タテハケ。底部付近へラケズ

砂密採(3 mm以下の 外内面にぶい樫色15 リo 良好 底面黒斑
床面付近 PL88 10..1ム 内面体部・底部へラケズリ。

を含む) 面浅黄燈色

16 SI4 第197図 須保悲蓬器 口fT圭ケ13.8※ 外内面口綾縁部部ヨココナナデデ。体部へラケズリ。 癒砂 (3 mm以)下の 良好 内面面灰色
埋土中 PL88 法 3.6ム 面口ヨァ。 擦を含む 外階灰色

18 SKl 第199図 弥生裂土器 器i高11.2ム 外面口縁縁部部ヨ平コ行ナ多デ条。沈頭線部文へ。 砂密粒(を1m含m以む)下の 良好 褐内色外面とも浅黄
底面 PL88 内聞口 ラケズリ。

19 SKl 第199図 士裂郎器 *5~ミ 3.11ム 外而面白縁縁昔部BヨコナJデ。 砂密 (3 mm以下の 良好 緩内外色面とも浅黄
埋土上層 PL88 内口 ヨコナァ。類部へラケズリ。 E告を含む)

20 SK 1 策199図 土高師杯総 器高，1.0ム 外内面面ナデJ 。 砂笹川剛以下の 良好 色内外面にぷい燈
I里土下厨 PL88 ナァ。 粒を含む)

21 SK 1 第199図 市主不器 器高3.0ム 外内面ナデ。 密砂擦(を2m含m以む)下の 良好 外内面面灰浅毅貧燈色色 内外面赤彩
埋j上j溺 PL88 面へラケズリ後ナデ。

22 SK2 第201図
土師土器25 百苦肉3.9ム 外面ハケおよびナデ。 砂窃粒(を1m含m以む)下の 良好 内外黄燈面ともにぶ

埋土下回 PL88 注目 い色

SK3 第205図 弥生土器 外ナ内面面デ。口口縁部平行多条沈線文。 頚部ヨコ
や下やの砂密擦(を2含剛むl以) 褐内外色面とも浅黄23 裂もしく Ë~I蕊 2.0ム 良好

埋土上層 PL88 !;):盗 縁部ヨコナデ。

24 SK4 第207図 土き自I提tii* 口径高16.6※ 外内面面口縁部部ヨコナデJ ロ肩蔚部部ナデJ 。 砂省 (2 mm以下の 良好 内外面色ともにぶ
埋土上層 PL88 器 3.6ム 口縁 ヨコナアo ナァ。 擦を含む) い燈

SO 1 
~mo図 須王恕建*d 外内[副阿部部タタキ後痕ナデ奇。 砂密 (2mm以下の26 G6 器高6.8ム 良好 内外面とも灰色

検出而
PL88 面目問 当て呉 ( 海波文)有り。 際を含む)

SOl 
第209図 須杯恵蓋器 外内面商指体み部ヨコナJ デ。27 F6 *~~ミ 0.7ム 密 良好 内外面とも灰色

埋土上関
PL88 部ヨコナァ。

28 08 第213図 弥生土器 口径高26.8※ 外管国文口縁。縁頚部部部平・ナ行多デ。条j尤線文後波状文・ 砂密 (5 mmむ以)下の 良好 内外面にぶい燈褐色
l箔渇色包含層 PL91 器台 器 18.5ム 竹内面口 瀕部へラミガキ。 擦を含 面にぶい色

29 07 第213図 弥生宜E土器 口径高16.8※ 外国面口縁縁部部・頚部凹デ線。沼文部句周へ一部刺ケ突ズ文リ。。 砂密 (3日間以)下の 良好 燈内外色面ともj主主主 外面赤彩
H音縄色包含隠 PL90 日号 11.5ム 内口ヨコナ ラ 擦を含む
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災。 i遺構!民f・立地名区・ J中図
種類・25綴 法数(cm) 手法上の特徴 }治 土 焼成 色 ;i)，¥J 悩 考PL 

30 E10 第213図 弥生器土台25 f2tE21高壬1，1.。※ 外内而面!i即淵i端端部部ヨ凹コ線ナ文デ。。制制音i11在ヘ日へララミケガズキリ。。 筏砂磯(1 ~2 日間の 良好 内外面浅黄色。 底内者外部而ス赤ス彩付H音褐色包合間 PL89 6."1ム を含む)

:ll H9 第213図 3本生宝二EttE 底器高径12.3※ 外面面}阿部部・底部ナズデ。 砂密 (4 mm以む)下の 良好 色内外面とも灰白
時褐色包合作費 PL92 5.6ム 内日|司へラケリ e 臨巴室主官4ーメ同晶、

日9 寄与213図 二上ffi自l】r154仁ヘ21 5 口f壬10.6※ 外而脚開係l官部昔ifll・fIij部ナデ後後へラミガキ。 密砂際(を3m含m以む)下の 褐内外色部とも明赤:12 1I音潟色包含総 PL89 ~Wrì~W6.0ム 内面 へラケズリ ナデ・へラミガ 良好
キ。 ナデ後へラミガキ。

:1:1 F6 第213図
土53師i坪*6 底2是後正5ii2.ji※ 外箇閥服i音部1;ナデJ 。 砂密E蓄(を2m含m以む) F の 良好 色内外面とも浅黄

H音褐色包含!従 PL91 .2ム 内面 ナァ。

3，1 F8 第213図 iく潟こ仁郎はHH2もI5RE台し !2t5Efお壬11.7※ 外内[医胸服i部音gナデJ 。 や下やの砂密際(を3含mmむ以) 良好 内外面とも後色
11斉渇色包含}国 PL91 l.lム 面 ナァ。

35 F8・9 第213凶 二t師宝E23 日?苅壬2:1.1※ 外内面口縁ズ部ナデ。!阿部ハケ。~ 2砂E粒(を1mn含l以む)下の 良好 ぶ内外而賛ともにに ス口縁ス部付胸妻子部ni~ 褐色包含}苔 PL90 *fi~~17. ，1ム 而ケ リ後ハケ。一部ナァ。 い f音色

:16 F9 第21:1図 jニ5朗更HfM 口径df105 外ケ内面而ズ口口リ綾綾後部部ナデ・・j阿。w部部ヨヨココナナデデ。洞腕古部1;ナへデラ。 省砂 (1 ~ 2mm の 良好 外内面にぶい絞色 付内竿外f面iスス
11音褐色包含層 PL90 f.i~，*;12..1 僚を含む) 在町長黄色

:17 F9 
第21:1図 土褒師器 口tてモf19.0※ 外内而日綾縁部部ヨコナデ。 密砂燦(1 ~ 2 mmの 良好 色内外泊とも貨段i府筒色包含!誇 ~~J5.4ム 面口 ハケ後ヨコナデ。 を含む)

外面日縁部ヨコナデ。関部ナデ。綱吉1;
第213図 二七き自更li総 口認主11.G※ 砂密擦(を3脚含以む)下の 総内外色面とも浅黄 内付外着面スス38 E9 ナナメハケ後ナァ

良好IIlff1¥昌色包合間 PL90 #fii% 19.0ム 内面ズ口後縁部ヨコナデ。 li'1lfs.胴部へラ
ケリナデ。

E9 第213図 二l二三日I更li探 口径25.6※ 外ナ内面副デ口口縁綾部部ヨヨココナナデデ。。阿阿部部ナヨナコハケc 砂w燦(を2mm含Eむl) 下の 外色内面箇陪灰色 者内原スス付:19 
時褐色包含J問 PL91 *~~~7. 5ム

メハケ・ 良好 にぶい裁経
フー。

外i沼口縁き1;・望買部ヨコナデ。 j百音sヨコ・
外色内而面11青灰黄色tft 日8 第21:1図 土ぎ自1552出 口径16.2※ ナナメハケ。 砂窃 (3 mm以)ドの 外弓;U面スス付.10 

H奇褐色包含!関 PL91 提 9.5ム 内面口縁滋ヨコナデ。ズ総郊へラケズリ 際を含む
良好 にぶしミ 燈

後ナデ。!阿部へラケ リ。

外国口後縁f絞麦語1;.同部ヨコナデ。1lI~古1;ナナ
II E9 第21:1図 土郎~!~総 口f1壬1150※ メハケ ナ音Eデ。 砂密擦(を3n含1m以む)下の 良好 内外国とも燈色 外税f部スス付1I青褐色包合間 PL90 ;諮問.0ム 内面ズ口 ヨコナデ。府部・!阿部へラ

ケリナデ。

外街仁]縁部・ 1尽き1;ヨコナデ。 E阿部ヨコ・
外色内聞阪iに主ぶ政経いI色'It億，12 E9 第213図 二!こ宝朗5322 日j5壬31160※ ナナメハケ。 砂密際( 3mm以ドの 良好 外着面スス付

1I11f品色包含Jfij PL90 ~ffMl. 1. 5ム 内面白絞ス滋ヨコナデ・脳部ナデ。!阿部 を含む)
へラケリ o

.1:1 E9 第21.3図 土:1J1司E122 日fi潟't13.4※ 外F汀!大13j1iナl1喜l国ITデ仁弘士tfsナデ。 m古[¥sZl)&ll主紋文。!l同 密砂校(を1n含nn以む)下の 良好 内色外面とも灰黄 外J)l而胴青j;泉
nrf褐色包含!臼 PL90 Mij if;i 6. 1ム 。iごi縁ケ部ス1ナ1) 綴ヂ。m~腕よ部りや上や半ナ下デが、る指。類

F8 第214図 二仁J師Z杯総 口径正5i i.i※ 
外而日縁部f交ヨコナデc 体部ナデ。!問i部

信砂際(l ~2mmの
111 n奇偶色包合間 PL89 **r~510.7ム タテハケJ ナ昔デg。 を含む) 良好 内外面とも従色

内而ナT. 問lシボリ後ナデ。

ι15 F9 第211凶 二上お師杯î~~ 口径1tr93※ 外内部体休部部タテJ ハケ。 関在ボ日ナデ。 砂密篠(を2m含m以む)Fの 良好 褐内外色聞ともl羽赤
H奇侶色包含!必 PL89 総 19.:1ム 街 ナアo 1可郷シリ。

16 F9 第211図 土JiZWl不22 底2言径及i9.0※ 外内面町長体筒言部11ナシデボ。リ。 関i主主ヨコハケ。 笛1沙燦(3師以下の 良好 内外商とも燈色
11在褐色包含!霞 PL89 6.8ム を含む)

17 F9 第214図 土f伝r，i1杯iRd 政R&筏高7.8 ※ 外内部間体体郊育j;タ・脚テ部ハナケ後デ。ナデ。 I]!fJ部ナデ。 密砂際(4 mm以下の 良好 内外面とも陵色H奇褐色包含!関 PL89 7.9ム を含む)

D7 百321.1図 土高師士1干22 
外ガ泊I体制:ナデ。!闘l部ナデ後粗いへラミ

訟砂 (1~3mm の
内外面而f鈴音燈色。色18 総，*;8.7ム キ。 良好

H奇褐色包含j弱 PL89 j:i;J凶体言liナデ。間i古11シポリ後ナデ。 主義を含む)

19 E9 第21.1閲
禁二t(J削巴1器手) ~f~?~;j7. lム 外j人i面ナデ。 密砂 (1 ~ 3 mm の 良好 内い渇外色聞ともにぶ 外HE:回 1I同吾11~1:l

11音褐色包含隠 PL91 街へラケズリ。 撲を含む)

50 G9 買う21.1凶
昨日 l2底2径i奇7.8※ 外内面商ナヂ。 や下やのIネ匹I、l撲(を2含mむl以) 良好 外内泊l削褐明灰裁?色とj色

H告掲色包含!百 PL91 :1.0ム 不明。

D8 買'¥;21.1図
議(筋み) 23f白:j2.:lム 内外国ナデ。 密 良好 内外活燈色

11M呂色包含Jr当 PL91 

52 E8 第211図
低j二胸郎Jt総干 l2副~~主3i8.1※ 外内i面liH休本部部へナデラ。ミガキ。 r肉i郊ナデ。 砂密撲(を3m含m以む)下の 良好 内外面!とも際色 彩郎部内面赤

11計局色包含!臼 PL89 .l.:lム

53 D7 第2H図 土護附gg *iil~日 5..1ム 外内面而体{本音部1;へタテハケ。 台部.-"ヨコ台ナ;1デ1ナ。 密 良好 内貧外燈[凶ともによく
H青梅色包含f選 PL90 ラケズリ・ナァ。 デ。 い色

第21.1閲 j二FI4不liMg 日fit壬五9.8※ 外部内射泌rJ緑縁文ケ)詰iズt。lliiヨコナナデデデ、後後・へラミガガガキキキ。休 内外赤i褐Eともにぶ51 E9 へラ f) {受 へラミ 。
往i 良好 外而黒斑

H在褐色包含層 PL91 mirt:jl.7ム 4初j~1日i百 ヨコナ ヘラミ (放 い色

:):) 
F8 第211図 須j同l~く器 口t高壬12..1 外半内面回面転口口縁へ縁部ラ部ケ-・fズ本休部リ部。日ヨ底土コヨ活ナ1;コヘデナラ。デ切。後体ナ部デ下。 密砂擦(を6m含m以む)下の 良好 内外面とも灰色

11昔褐色包含隠 PL90 総 3.8



第4章蚊谷遺跡の調査

:¥0 i針!経立I也名阪・ 防医l
f長領・ *~f重 i去:m(cm) 手法上の特徴 }治 士 焼成 色 「凋 部百 考ー

PL 

56 
08 t021'1凶 須2杯525 口径15.8※ 外内面面ヨコナデ2:0 1缶詰|抱l転へラケズリロ 告砂粒(を1胴含以む)下の 良好 色内外郎とも i~f灰
sff褐色包含}自 PL91 miif:i3.1ム ヨコナァ匂

57 E9 
第21:1図 須坪J!'主;主*i5 E口E径J向14.5※ 外内商面ヨコナナデデ。z 天1j:部閉転へラケズリ。 密砂粒(を11含]m以む下)の 良好 外内面面侶H青色灰色11古褐色包合間 PL91 4.0ム ヨコァ。

58 
E7 第21.11Zl 須主主J頚占;潔*~ 日苦言'.'i5.5ム 外内面lin頚きj;ヨコJ ナデ。 JI岡部カキメ。 密砂粒(を111m含1以む)下の 良好 外内i国箇IjI奇!?灰汚灰色色 外商自然紬H青tf，l色包含宿 PL91 ヨコナァ。

E9 第214図 須荷J台瓦杯滋 器向上7ム
外痕面体も育しs・沿i合静止部ヨコ痕ナデ。 政:T"i告i5li木目

密 や不や良 灰内外色面ともi添い59 日吉褐色包含隠 PL91 圧 くは 糸切をナァし。
内而f宇部ヨコナアo

E8 第21.1図 か:仁わ郎ら25け 底銭径高1.5※ 外内面体体部音j;・底-部ナデ。 外色内面灰色60 H青褐色包含}毘 PL91 l.8ム 面 ナァ。
包: 良好 簡にぶい黄綬

61 E9 第21!図 磁腕器 苦言高.1.5ム 外内i面E 密 良好 内ブ外国灰オリー
i時期は近1吐

l法褐色包含脳 PL91 カ=

62 C6 第211図 須室j窓E詰号 器及:i6.0ム 外内面面体体部部絡'fタタキ後タテハケ。 砂経 (5叩以)下の 良好 内外面とも灰色 11寺WJはrfJl仕H奇偶色包含}菌 PL91 ヨコハケc 機を含む

67 褐色E包9含l読
第215凶 弥生数土総 o筏1し121.7※ 

外面口縁部凹線文・待状j字文。領部ナ
密砂際(を4n含m以む)下の 良好 燈内外色商とも浅黄PL92 *iirvjG.Oム

7内gji国仁I縁部・'ilJ'lffl;ヨコナデ。

E9 
第215凶 弥生を翌二仁 lt~ 口径yr238※ 外内け面後面指口頭縁縁部痕凹線。文。 頭部粘土移民5り付 砂筏 (3 mm以む)下の 外内国lin淡浅黄員一燈色色68 

11音褐褐色色包包含含足当!筒 PL91 法 3.7ム 日 E部Eヨコナデ。頒部ナデ。 際を含 良好

E9 第215図 弥生を更土;器 口fi認壬IH ※ 
外郊内面白J 縁!部部阿部I町線文。!fガH詰キj;ヨコ突ナ}文デ。)認

砂密際(1 ~ 2mmの 外内色面にぶい黄燈 外者泊iスス付69 ナァ ヘラミ 後音E料 良好褐色包含j自 PL92 M?ir*j9.1ム 而日縁ス ヨコナデ。綴ナァ。!阿部 を含む)
i菌浅t#.償色へラケリ o

外商J 口縁阿語部j)5料fi突T多文条沈線部文。 頭部ケヨコ

70 E9 第215図 弥生受二E七*5 2口3径高27.6 ※ 
ナア<> Jf-J 1-l 1~ I'I" J /'--..........0 胴タテハ後ナ

官砂援(を3含mm以む下)の 良好 内外黄面綬ともにぶ 外ス街付胸治部スH奇褐色包含層 PL92 18..1ム
フ部内ー。面口縁ケ部ズ・後叙吉j;ヨJ コナデ。)可部・!阿

い色

ヘラ リナアo

E9 第215図 弥生1担土*~ 日f径で1r5 1 2 . 2 潟部外内市面而へ〉貝口臼ラ縁殻縁ケI部郊ズP縁平リ・行文後繍。多昔ナ話網条デヨ走沈。コj;線タナ文テデ。ハ。頭ケJi'if部後古lナナ;・デデj阿。。 2砂E擦(を3n含1m以む)下の 外色内面面浅に2ぶi¥'捻い黄色燈 付内外~~i二蘭スス71 
褐色包含!関 PL92 j器("ffi8.5 良好

16.2 

72 E8 第215ワ凶 弥生前閉面土山Eコ探 口径21127※ 外内i[E而I日口縁縁部部平ヨコ行ナ多デ条。沈休線部文ヘ。ラケズリ o 砂密擦(を2111含m以む)下の 良好 内外言者際linともにぶ 内外而黒{;tf褐色包含!同 PL9 器 5..1ム い色

7:l E8 第215医i
弥n生日%二A仁仁コI、詩 成器i径feil.u) ム 外内国面側)関l部昔日ヨコナデ。 端J 部回線文。 や下やの砂密際(を5含日間む以) 良好 内外黄燈而ともにぶ

褐色包含屑 PL91 :1l.1※ ケズリ・ナァ。 い色

7，1 E7 第215図 弥生事1本':Hii 2!t5E H35iム 外内而面目!阿同部部ナタテデハ。ケ。 砂密際(を31含11m以む)下の 良好 外内面面燈明裁色褐色 l底部穿孔
褐色包合間 PL92 径1.6※

75 08 第215凶
陶1理2E ?*~:j 2.8ム 外内而面 密 良好 外内面面策II!r灰筒色色 外付常面着滑t自JIと然紬褐色包含!百 PL92 

80 包F含5総 PL92 陶宜E器 2成2径治¥2.6ム 外内面而 密 良好 灰内外色i箇オリープ 11寺}聞は近Itt8.0※ カミ

F3 口径径比五18.1※ 外面ーo縁縁制ガi部部部キ平ヘへ・行凹ララ多線ケケ条文ズズ沈。リリ線!。の問文i端ち。部一筒部ナ部デへハ。ケラ ・ E!σ河肉匂l 部四方向81 H奇褐色撹包乱含厨 第P2L1962図 弥生百ロEロチ土ムモI22 )2底5~:j 17.~1ム
へフミ 砂窓際口をm含m以む)下の 良好 内外聞とも段色 干か昔し日四し方向15.9※ ガ内面キ。口 ミ

F3 買~2161~司 太郎5更総 口径??102※ 外内国面口縁縁部部ヨコナデJ 。 内外裁経国ともにぶ 外着内在日スス付82 
11音燭色包含屑 PL91 ~6~:j ，t2ム 口 ヨコナァ。 密 良好 い色 外[前赤彩

谷主主育j|二; 
第217図 弥生き史土器 日f壬25.1※ 外内而面口口縁縁部部司・王行頚多部条ヨ沈コ線ナ文デ。。 立民館ナデ。 砂務擦(を3mn含l以む)下の 内色タト面にぶい赤掲

84 良好 日縁部f4.{斑PL92 {*}f~j5.9ム 面明赤褐色

85 関表!毛土根 第21972凶
PL 

j二護日IliM* 口径五百23.6※ 
総 6.~iム

外内国泊口縁縁部部ヨコナJデ。!阿!阿部部へナラデケ。
口 ヨコナアU ズリ。

密砂磯(を3mll含l以む)下の 良好 内外面とも際色

86 谷表F土ii 第217図 二日五J凶目担i総 日f潟壬20.8※ 外内{交面面日縁綾部部ヨコナデJ 。胸部官j;ナデ。 也砂、擦(を5n含1m以む)下の 良好 内い段外而色ともにぶPL92 器 6.8ム 口 ヨコナァ。胴へラケズリ
一郎ナァ。

87 包谷含詰1足1当
第217図 須杯窓** a~r~:1 1. 3ム 外内街面体体語部ßナデ。 I~底部回転糸切り。 w 良好 内外活とも灰色PL92 ヨコナァ。

第217図 士郎総ド 外内面面ナデ。 砂務、僚(を3m含m以む下)の 外内色面にぶい前段
88 長崎査l王外表採 PL92 カマ R5r弱7.0ム ヨコハケ後ナデ。

良好
lini.主政憶色

89 東表尾土根
第217図

土1ItHir3A師仁A12おJJ2で、 日告高uム 外文内面iお箇休体よ部邸びナ横ナ方デデ後向・ヘのヨコラ2ナ段ミ)デガ。。キ ω文射状H音 2否 良好 内外而とも燈色PL92 

90 010 第217図 須量丞2f総 号是正':i:1.6ム 外内面面!洞昔青日s格子J タタキ。 密 良好 内外国とも灰色 日寺}明はcjoj吐l?tiIiL PL92 納ナァ。



第4章腹谷遺跡の調査

表64 虫夏谷遺跡石器・石製品観察表

No 遺構・地区・ 挿図・ PL 種 類 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重さ

層位名 (cm) (cm) (cm) (g) t首 五J壬

8 
SI2 第193図

勾玉 蛇文岩
埋土上層 PL93 

2 0.75 0.5 1.5 

17 SI4 第197図 石核 黒曜石
埋土中 PL93 

4.2 3 1.6 19 

25 
SK4 第207図

敵石・庭石 流紋岩質安山岩
底面 PL93 17.3 7.1 5.25 922 

66 E8 第214図
石錘 角閃石安山岩

H音褐色包含層 PL93 6.3 6.8 2.15 161 

76 E8 笹川引羽
| 砥石 花岡岩質アプライト

褐色包含層 PL93 4.4 3.7 44 

77 
E7 第215図

石槍状石器 サヌカイト
褐色包含層 PL93 7.3 2.5 8.5 19.6 

78 E9 第215図
石鍛 サヌカイト 1 ~ 

褐色包含層 PL93 2.65 0.35 1.8 

83 
日6 第216図

敵石・磨石 閃緑岩
6面すべてを使

包含層 PL93 9.9 6.2 4.6 569 用している

91 D8 第217図
敵石 石英安山岩

撹乱土中 PL93 14 5.7 3.7 456 一部赤色化

表65 塩谷遺跡鉄製品観察表

No 遺構・地区・ 挿図・ PL 手重 類
最大長 最大幅 最大厚 重さ

層位 (cm) (cm) (cm) (g) 4請 考

63 F8 第214図
曲刃鎌1清褐色包含層 PL93 17 3.9 0.25 68 

64 E8 第214図
鉄鉱

H音褐色包含層 PL93 2.8 1.8 0.32 2.8 

65 E9 第214図
主匝

日音褐色包含層 PL93 6.1 1.8 0.6 12 

93 G7 第217図
袋状鉄斧

表土中 PL93 4.7 2.65 2 28 

表66 塩谷遺跡土製品観察表

No 遺構・地区・ 挿図・ PL 器種 法量 (cm) 手法上の特徴 胎土 焼成 色 調 備 考
層位

79 F9 第215図
土玉

長径1.95 
オサエ・ナデ 密 良好 にぶい燈色

褐色包含層 PL93 短径1.75

H8 第217図 最大長ム3.5
92 
撹乱土中 PL93 土錘 最干し大~届1.1 外面ミガキ 密 良好 にぶい燈色 重さ 4g

径0.3



第5章岩本遺跡の調査

第 1節岩本遺跡の概要

(1) 概要

1 .調査の概要

第 5章岩本遺跡の調査

岩本遺跡は、東伯町の西部を流れる八橋}Ifの東岸に位置し、この河川によって尾根状に分断された

丘陵の北西端に立地する。調査地は、標高29~52m、丘陵先端部に向かつて南から北に全体の傾斜が

下がり、尾根を挟んで東・西側は、河川!の浸食を受けて急崖である。本遺跡からは北西に日本海を一

望することができ、南西方向には大山・船上山を見上げる。また、谷を挟んで東側には腹谷遺跡・久

蔵峰北遺跡、河川を挟んで西岸の丘陵上には八橋第8・9遺跡が立地する。

調査の結果、表土下に溝状遺構 1が検出された。本遺構は東西方向に尾根を分断しており、東端は

斜-面に向かつて収束、西側は調査区外へ延び、ている。遺物の出土状況から、埋没時期は弥生時代後期

~古墳時代前期と考えられる。

出土遺物には、縄文土器、弥生土器、土師器、石器が見られた。

2.調査の経過と方法

表土剥ぎ、に先立つて、東伯町教育委員会による試掘トレンチの北側に、 5mX2mのトレンチを2

本設定した。その結果、両トレンチで遺構は確認されず、表土を含め遺物は検出されなかった。また、

東伯町の試掘トレンチ2本のうち、北側のトレンチを東側に 3mX3m拡張し確認作業を行ったが、

遺構は検出されず、土器の小片が木の根撹乱中より 1点出土したのみであった。以上の結果から、東

伯町北側トレンチの南側までを本調査の範囲とし、人力もしくは重機による表土剥ぎを行った。遺構

確認面は表土直下面のみである。

調査地の地形測量にあたっては平板とトータルステイションを併用し、検出した遺構・遺物の記録

にはトータルステイションを用いた。現場の写真撮影については、 35mm版と 6X7版のモノクロ及び

カラーポジで撮影した。 10m間隔の測量基準杭は公共座標第V系に基づいて設定し、東西軸を東から

算用数字、南北軸には南からアルファベットで表した。また、調査地の西・北側は国土交通省によっ

て防護柵が設置され、急峻な東側は発掘調査と併行して防護ネットを張り、事故防止と落石に備えた。

(2) 調査区内の堆積(第219図)

尾根上という立地条件から土層が全体的に薄く、流出と堆積を繰り返した様相を窺うことができる。

遺構確認面下の①層はソフトロームであり、ホーキ層・姶良Tn火山灰層 (AT、約 2 万~2 万5 ，000

年前)に由来すると思われる②・③層が下位に続く。①・②層は純層ではないと考えられるが、③層

を含めこれらに人為的な影響を受けた痕跡は認められなかった。④~⑥層はハードローム由来の堆積

であろう。

ローム層の下には大山古期噴出物である東伯凝灰角醗岩層が堆積し、調査で検出された溝状遺構は

本層まで掘り込まれている。層中にはマンガンと思われる紫色の沈着が見られ、 l撲の一部は風化が進

んでいわゆる「くさり操」化していた。遺構埋土中に含まれていた礎は、これらが流れ込んだものと

考えられる。

一一177



第 5章岩本遺跡の調査
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第218図 調査前・調査後測量図



52.3oom 
A 

CD f)fJ1.喝色二iー(粘性あり、しまり ~j~J い、 ~2cm黄褐色土ブロック含む s 際
岳民褐色土(粘性あり、しまりあり、~ 1 cm貨の・灰黄色砂貿土ブロックやや含む)

O S山 1:80 2m 会J3(故色砂'#~土(十 ít，Ulj い、しまりあり)
さを白色土(粘{生強い、しまりあり、--5 cm隊合む)
ミ号淡赤褐色土('1'.5性強い、しまりあり、白色・明品、褐色土ブロックやや含む)
を明赤筒色土(粘性惨い、しまりあり、.-...，.5cm際含む)

第219図調査区土層断面図

第 2節溝状遺構の調査(第220・221図、表67、PL.95)

第 5章岩本遺跡の調査

A' 

土j翠断面位置図

本遺跡は、尾根筋から北側の丘陵先端に向かう斜面地に位置しており、調査地の南部には緩やかな

段状地形が認められた。東伯町教育委員会の事前調査によって、この窪みは溝状遺構(以下、 SDl)

の痕跡であることが確認されたため、 SD1が丘陵を巡っていることを想定して、等高線と直交する

8mX2mのトレンチを調査地南東部に設定した。その結果、 SD1は地形の傾斜が急接に変化する

辺りで途切れており、丘陵を囲む形状ではないことがわかった。次に、表土除去と併行して遺構の精

査を行い、 SD1上面を埋める暗褐色土の広がりを検出した。帯状を呈する暗褐色土は、東西に尾根

を分断し、明瞭ではないが、東側はやや接状に広がった後に収束していた。西側は調査区外に延びる

ため、全体の長さ・形状を確認することはできなかった。

SDlの調査は、埋土の堆積状況を把握するために、南北に溝を切るようなトレンチを 3本設定し

進めていった。はじめに、東伯町による南側のトレンチを利用し、再掘削して埋土の基本堆積を確認

した。次に 2本のトレンチを設け、全体の掘り下げを進めていった。その際、溝の埋没状況を明らか

にするため、各トレンチの層序の対応関係には注意した。遺物の取り上げは、 トレンチ断面で層位を

確認しながら行った。

各トレンチの土質・堆積状況・出土遺物などから、本遺構の基本層序を 1"'"町層に大別し、更にそ

れらを①~⑧層に細別した。以下、各層の特徴について述べる。

N層 ⑧層の単層である。よく締まった土質で蝶を多く含んでおり、東伯凝灰角磯岩層に由来するも

のと考えられる。遺物は出土していない。 B… B'では町層の堆積は見られない。
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岩本遺跡の調査

⑤・⑥・⑦層からなる黄褐色系の堆積

である。⑤層は炭化物・焼土粒を多く含んで

第5章

E層
戸-------一戸戸戸 F

----戸--;九一SD 1 いる。周辺に他の遺構は検出されず、

の壁等に火を受けた痕跡も認められないため、

これらは人為的に運ばれた可能性が高い。⑦・

B ⑤層は弥生時代後期に比定される土器が出土

(第222図1'""'4LC-C〆ではE層している

の堆積は確認できない。

②・③・④層からなる褐色系の堆積でE層

SD 1 はほlま1里E層の堆積によって、ある o

没し、わずかに窪地となる。③層から古墳時

(第222図5)。

E層堆積後、①層が溝の上面を覆って

代前期の土器が出土している

I層

いる。

上面幅4.4'""'3.8m、底面幅完掘した溝は、

床面から南壁頂部までの高さ2.23.2'""'2. 1m、

'""'O.7m、床面から北壁頂部までの高さ0.9'"'"

東伯凝O.4mを測る。断面形は逆台形状で、

c' 灰角操岩層を平均約O.7m掘り込んでいた。

前述したように東端は丘陵を巡らずにとぎれ
、、、、、、、
‘ 、、、、、、、、
2m 、、、、

るが、丘陵東側は急斜面であり、溝の東側に

おいて壁の肩が一部地崩れによって失われて

この東端も埋いるのが認められたことから、

SD 1実測図第220図
没の過程で自然に失われた可能性は残る。埋

土に帯水や土塁等の痕跡は認められなかった。

E層ではしかし、SDlは、地山を掘りこんでいるために掘削時期の判断は困難であると考える。

E層E層では③層から古墳時代前期の土器が検出され、⑦・⑤層から弥生時代後期の土器が出土し、

このことから、溝の埋没時期は弥生時代後とE層には堆積状況に切りあいや不整合が認められない。

期~古墳時代前期と考えたい。

PL.96) (第222図、表68・69、出土遺物第3節

SD 1出土遺物、、，，，
4
E
E
E
 

，，a
‘、

lは壷で、外面はミガ3・4は⑤層出土の弥生時代後期に比定される土器である。1 . 2は⑦層、

2は高坪又は器台である。外面全体に赤色顔料が塗布され、キ、内面頚部以下はケズリ調整である。

端部は3条の沈線が巡る複合口縁状を呈している。調整は外面ハケメ、内面はケズリ後ナデが施され

3・4は高杯である。中空ではあるが、粘土を充填した痕跡が観察できることから高坪と判

3は外面ハケメ後ナデ、内面はケズリ調整である。 4 また、外面は赤色顔料が残っている。
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第 5章 岩本遺跡の調査

48.5収)m

A .1， 

s:際

48.000m 
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48.200m 

口市(①)
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雷同(⑤~⑦)
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第221図 SD 1土層断面図

表67 SD 1層序表

口
h
M

一
i
一
@
号
一
③
一
④
一
⑤
一
⑤
一
⑦

関
口
「
ト

;

i

L

B
一

層

一

層

層

三一

I

一

E

E

大一
-

J

名
特 記

色調

黒褐色 |表土

H音褐色 I i桁移層
褐色 I ~ 1 cm際含むo
にぶい褐色 jやや軟質、 5c羽1際含む。

黄褐色 I ~ 3cm磯含むo 炭化物・焼土粒を多く含む。
黄褐色 |ややi飲質、 ~2clll磯含む。@よりやや赤味がかる。

明黄褐色 I ~ 2cm際多く含む。
日音赤褐色 |よく締まる、~ 5cm際多く含む。

は外面ハケメ後ナデ、内面は棒状工具による縦方向のケズリ調整が施されている。 5・6は③層より

出土した。 5は古墳時代前期の高杯である。口縁部は緩やかに外反し、内外面ともにナデ調整が施さ

れる。 6は蔽石である。表面・下端部に明瞭な敵打痕があり、右側縁部に擦症が認められる。
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 第222図出土遺物
(2) 遺構外出土遺物

7は縄文土器である。調整は不明だが外面にLR単節縄文が施されている。 9は査である。弥生時

代中期後葉~後期と考えられ、貝殻による多条平行沈線が施された後、箆状工具による刺突が左斜め

下方向に傾けて巡っている。 8. 10・11は弥生時代後期に比定される。 8・10は歪である。 8は口縁

端部がT宇状を呈し、内傾する。櫛歯状工具による 5条の平行沈線が施され、内外面ともナヂ調整で、

赤色顔料が残っている。 10は口縁端部が上方向に拡張し、櫛歯状工具による 3条の平行沈線が施され

ている。内面はナデ調整である。 11は高坪又は器台の脚部である。端部は複合口縁状を呈し沈線は4

条施される。外面はミガキ、内面はナデ調整。外面に赤色顔料が塗布されている。 12は古墳時代前期

の査である。外面はナデ、内面は口縁部がナデ、胴部はケズリ調整が施される。 13は古墳時代中期の

斐と考えられる。端部は平理面を形成し、外面・内面ともにナヂ調整である。



第5章岩本遺跡の調査

第4節まとめ

岩本遺跡では、弥生時代後期~古墳時代前期を埋没時期とするSD1が検出された。 SD1は丘陵を

巡る形態ではないが、尾根を挟む東西が急斜面であることを考えると、尾根部を分断するだけで十分

に役割を果たしていたのかもしれない。また、 SD1周辺には遺構が認められず、遺物はほとんど検

出されなかったが、調査地内に造成等の痕跡が認められなかったことから、溝が埋没した後にそれら

が失われたと考えるのは難しい。よって、 SD1周辺が日常的な生活空間であった可能性は低いと推

測される。

東伯町内において、 SDlと同時期に、このような規模で断面が逆台形状の溝が検出されている遺

跡は認められない。県内では、弥生時代後期に比定される米子市の日下寺山遺跡・尾高浅山遺跡が挙

げられるが、この2遺跡では同時期の竪穴住居跡なども検出され、環壕集落と考えられている。未調

査地に遺構が存在する可能性は残されているが、本遺跡はこれらの例とは性格が異なると推察される

ものであり、類例をまって検討していきたいと考える。

表68 岩本遺跡出土土器観察表

番号 図版 地遺 精区 厨位 苛ロEロT 種P L 

⑦ 弥生/壷

2 ⑦ 弥生/高郎

3 C2! ⑤ 弥生/高郎SD 1 
ト一一一一

⑤ 弥生/高杯
ト一一一一一

b ③ 土問!i窃郎
ト一一一一

7 F l! 
縄文

第222悶 I箆古L一 PL.95 
不I資明/8 
百L 弥生/餐

ト一一一一一

9 B2! 
弥生/査

表土

10 高調官/査撹地吉南L 弥生/餐

11 調端査地南 弥生/高l不
/表土 又は器台

一
12 B2 ! 

土師/護
表土

13 C2! 
土師/褒1寛吉L

1.図版・番号は本文中の図版番号に対応する。
2.復元値および残存高は( )で示した。
3. 色調は F新版標準土色帖Jによる。

口(cn径1) EH (c批径1) 
百ロ百ロ rUl 

j恰 土(cm) 

(5.05) * 
3 mm 
石英

(2.50) 密
2 mm 
黒雲母・長石

(7.90) 密
2 mm 
黒雲母・石英・長石

(8.55) 密 2 mm 
石英・長石

(21. 0) (2.50) 密、 2 mm 
黒雲母・石英・長石

(3.00) やや粗 2 mm 
石英

2 mm (].95) 密
石英・長石

(4.20) 也: 3 mm 
黒雲母・石英

(1.50) 密 1 mm 
石英・長石

([:3.0) (5.50) ~ 位、 1 n旧1
黒雲母・石英・長石

(10.0) (4.50) *品、 2m皿
泉三雲母・石英・長石

(2.80) 密 1 mm 
黒雲母・石英・長石

表69 岩本遺跡出土石器観察表

石 材

黒雲母石英安山岩

1. 図版・番号は本文中の図版添号に対応する。
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焼成 色 調

良好 外内))明明黄策褐褐

良好 外) にぶい賛黄裕褐
内)にぶい

良好 外内) ) 黒

良好 外) 燈燈
内)

良好 外)浅黄貨櫨燈
内)浅

良好 外内))明明黄黄燈燈

外)億
良好
内)樟

良好 外内)) 燈樟

良好 外)明黄資褐褐
内)明

良好 外内)にぶい質黄櫨種) によくしユ

良好 外)櫨
内)明黄褐

良好 外内) 累
)浅黄燈


